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本書は、平成10年度に当センターが実施した北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に伴
おしやまんべ とみの

う長万部町富野3遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告である。

本書の執筆は、 I章：佐藤和雄・皆川洋一・袖岡淳子・広田良成、Ⅱ章：佐藤和雄・花岡正光、

III章：皆川洋一・袖岡淳子・広田良成・立田理、Ⅳ章：皆川洋一・袖岡淳子・広田良成、Ⅵ章：

皆川洋一・広田良成・立田理が担当した。

各種測定、同定、分析等は下記に依頼した。

黒曜石産地同定 京都大学藁科哲男氏

放射性炭素による年代測定 ㈱地球科学研究所

植物遣存体の同定 吉崎昌一氏・椿坂恭代氏

テフラの鉱物組成 アースサイエンス株式会社

ロームの鉱物組成 ㈲古澤地質調査事務所

石材鑑定は資料調査課花岡正光による。

調査報告終了後の出土遣物および記録類については長万部町教育委員会が保管する。

調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた（順不同、敬省略)。

文化庁、北海道教育委員会、長万部町教育委員会、八雲町教育委員会、北海道文化財保護協会、

八雲営林署長万部森林事務所、株式会社シン技術コンサルタント、 日本道路公団北海道支社長万

部工事事務所、長万部町教育委員会佐藤稔・山田明美・大根田雅美・水野一夫、八雲町教育

委員会三浦孝一・柴田信一、北海道文化財保護協会竹田輝雄・大島秀俊・谷岡康孝・長谷川

撤､今金町教育委員会寺崎康史､森町教育委員会藤田登､南茅部町教育委員会阿部千春・

福田祐二・小林貢、上磯町教育委員会森靖裕、七飯町教育委員会石本省三・横山英介・

竹花和晴・菊池博・山田央・宮川博勝。佐々木日登美、函館市教育委員会田原良信・中村

公宣・佐藤智雄市立函館博物館長谷部一弘、松前町教育委員会久保泰、上ノ国町教育委

員会斎藤邦典､伊達市教育委員会大島直行・青野友哉。小島朋夏､余市町教育委員会宮宏

明､平取町教育委員会森岡健治､浦幌町教育委員会後藤秀彦､浦河町教育委員会河内基・

吉田正明・桝屋佳子、富良野市郷土館杉浦重信・澤田健、標茶町郷土館青山俊生、釧路市

埋蔵文化財調査センター西幸隆・石川朗・松田猛、札幌大学木村英明、札幌学院大学

鶴丸俊明、国学院大学小林達雄・谷口康浩、八戸市教育委員会村木淳、北上市埋蔵文化財

調査センター大渡賢一、鹿児島県歴史資料センター黎明館牛ノ濱修
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凡 例

~1．遺構の表記は、以下に示す記号を使用した。

H:住居跡P:土墳F:焼土FC:フレイク・チップ集中 S :集石

HP:住居跡内柱穴HF:住居跡内焼土SP:柱穴様小ピット

2．遺構図の方位は真北を、細数値は、標高（単位m) を示す。

遺構の規模は、 「確認面での長軸長×短軸長/床(底)面での長軸長×短軸長/確認面からの最大深」

の順で記した。一部破壊されているものは現在長を（ ）で示し、不明のものは－－で示した。

q
J●

1．実測図の縮尺は、

遺 構 1

土器拓本 1

礫石器 1

石 皿 1

原則として下記のとおりである。

40 復元土器 1 : 3

3 剥片石器 1 ： 2

3 石 斧 1 ： 3

4 石製品 1 : 2

5．土居の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した。

6．土層の色調は『新版標準土色帖19版』 （小山・竹原1997）に従った。

7．土器、石器、土製品の大きさはいずれも最大のもので、欠損している場合は（ ）を附けた。

8．遺構出土遺物図の掲載番号の右に付される記号「●」は床面出土のものに限り付してある。
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I 調査の概要

I調査の概要

1 調査要項

事業名北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査

委託者日本道路公団北海道支社

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

受託期間平成10年4月11日～平成11年3月25日

発掘期間平成10年5月6日～平成10年10月28B

調査遺跡富野3遺跡（北海道教育委員会登載番号B-17-30)

所在地山越郡長万部町字富野129ほか

調査面積8,500m2

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 伊藤一夫（5月31日退任）

理事長 大澤 満（6月8日就任）

専務理事 佐藤哲人

常務理事 柴田忠昭

常務理事 木村尚俊

業務部長 中田 仁

第1調査部長 畑 宏明

第2調査課長 佐藤和雄（発掘担当者）

主任 皆川洋一（発掘担当者）

文化財保護主事袖岡淳子（発掘担当者）

文化財保護主事広田良成

文化財保護主事立田 理

3 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道函館名寄線は現在、長万部インターチェン北海道縦貫自動車道函館名寄線は現在、長万部インターチェンジ～旭川麿栖インターチェンジの間

で供用がなされている。 これより南は七飯～長万部間で工事が進められている。 この事業に関する埋

蔵文化財包蔵地については日本道路公団札幌建設局と北海道教育委員会（以下道教委と記す） との間

でその取り扱いについて事前協議が行われ、道教委は所在確認調査.範囲確認調査を行ってきている。

長万部町内で確認された遣跡は8カ所で、順次範囲確認調査が行われている。七飯～長万部間の発

掘調査は今年度が最初で、富野3遺跡のほかにオバルベツ2遺跡・富野5遺跡（北海道文化財保護協

会）で調査が実施されている。

富野3遺跡は平成2年度に所在確認調査によって発見された｡平成7年度に範囲確認調査が行われ、

発掘調査の必要な範囲10,200m2が決定された。今年度、発掘調査を実施したが一部に変更が生じたた

め、調査面積は8,500m2となった。

－1－



4 調査の概要

4調査の概要

（1） 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、道路工事用地の中心線杭STA1018とSTA1019を結ぶ直線(Mライン）

とこれに直交しSTA1018+80Rを通る直線(25ライン）を基線とし、 4m間隔でそれぞれの基線に並

行する各ラインを設定した。STA1018杭･STA1019杭･STA1018+80R杭の測量成果は次のとおりで

ある。

STA1018 X= 164,911.9135 Y=+9,398.6408

STA1019 X=-164,830.7385 Y=+9,456.9822

STA1018+80RX= 164,864.9600 Y=+9,471.813 (平面直角座標系第XI系）

区画線は縦線にアルファベット、横線にアラビア数字による呼称を与えた。

各発掘区の呼称は北西隅のラインの交点で表示した｡例えばMラインと5ラインの交点の南東側が

M5区となる。さらに、 4m×4mの発掘区を4分割し、 2m×2mの小発掘区を設定した。小発掘

区は逆時計回りにa･b･c･dとし、B-30-a、B-30-b、B-30-c、B-30-dのように表示する

(図1-1)。

（2） 調査の方法

調査区の現況が牧草畑であったため、重機で耕作土を除去することから調査を開始した。人力によ

る調査は始めに発掘区の設定をした後、 25％調査、包含層調査、遺構調査の順で調査を進めた。調査

区北東側は25％調査の結果、遺構・遺物が極めて少ない事が予想された。そのため重機による調査に

切り替え、遺構確認に重点をおいた調査を行った。 この調査区の面積は2,060m2である。

包含層の遺物については、 2m×2mの小発掘区ごとに取り上げた。住居跡、墓、フレイク・チッ

プ集中の遺物については、出土位置・高さ・層位を記録した。土曠の遺物は、一部を除いて流れ込み

あるいは混入したものとみられることから遺構ごとに一括して取り上げた。 （佐藤和雄）
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I 調査の概要

図1－2周辺の地形と調査区
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5 土層

5 土層(S-47グリッドポイント）

最も良好な土居の堆積断面から基本となるI～Ⅶ層の分層を行った。 I～Ⅳ層は開拓期以降の撹乱

等によって調査区の約2/3が失われている｡段丘縁辺部の斜面の肩にあたる範囲では一部異なる土層が

形成されており、 これらの部分では包含される遺物などから層位を判断した。

ⅡI層は従来起源不明の火山灰とされていた土層であるが、今回の分析で複数の火山噴出物を含む二

次堆積層であることが判明した(V-5節)。火山灰は白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)、駒ヶ岳-d火山

灰(Ko d)、駒ヶ岳-g火山灰(Ko-g)、クッタラ火山灰などが認められた。しかし、クッタラ火山灰

以外は層をなしておらず、 これらは埋没途中の遣構や自然の窪み、朽ちた木根の痕や風倒木などの撹

乱にしか痕跡をとどめていない。各火山灰の降下した層位は、B-TmとKo-dがII～Ⅲ層､Ko gがV

層中と推定され、 クッタラ火山灰はⅦ層の頭から1.8～2.0m程下位の層中に見られる (V-4節)。

I層 表土層である。自然の地表面が残る部分と開拓期以降に耕作を受けた部分とが見られるため、

以下の2種類の記号でそれを示した。近・現代の遺構、遺物が検出されている。

：黒褐(Hue7.5YR3/2)10～15cmの層厚を持つ自然の地表面。現況はまばらな潅木と笹が繁

茂する状態である。調査区北東側の約1/3の範囲がこれに該当する。

に黒褐(Hue75YR2/1)耕作を受けた部分(10～20cm)。開拓期以降に数次の耕作もしくは

削平が行われた部分で、現況は牧草地である。調査区南西側の約2/3の範囲が該当するが、

この部分はv～Ⅵ層にまで撹乱が達しており、当該区に集中する縄文時代早期や晩期末葉

の遺構・遺物に大きなダメージを与えている。

黒褐(Hue7.5YR2/2) 5～10cmの層厚を持つ腐植土層。縄文時代晩期の包含層で、末葉の土

壌群はこの層中から掘り込まれたと考えられる。

にぶい黄褐(HuelOYR4/3) 5～10cmの層厚を持つ腐植土と火山灰の二次堆積層。層の上位

から縄文時代中～後期の土器が出土している。

暗褐(HuelOYR3/3)3～5cmの層厚を持つ腐植土。Ⅲ層と同質だが腐植化が進行している。

本層に伴う明瞭な遺構・遺物は見られない。 V V V n
0

Ia層

Ib層

II層

IⅡ層

Ⅳ層

V層 :黒(Hue7.5YR1.7/1)15～20cmの層厚を持つ腐植土。主

に縄文時代早期中～後葉の遺構・遺物が多数見つかって

いる。

:暗褐(HuelOYR3/4)10cm程の層厚を持つ腐植土でV層

とⅦ層の漸移層である。本層の上位からは早期中葉の遺

物が見つかる場合もあった。

：にぶい黄褐(HuelOYR5/4) 180～200cmの層厚を持つ

ローム質土である。試掘では旧石器の存在を促す遺物が

出土していたため、その地点を中心に約184m2のトレン

チを設け各約1～1.5mの深さまで掘り下げて調査を

行ったが確認できていない。 （皆川洋一）

Ia

Ⅱ
Ⅵ層 Ib

Ⅲ

Ⅳ

Ⅶ層
V

報溌鍔餓騨識蝉轡瀧蹴

Ⅵ

Ⅶ

~~~~~~~~~~~ ~~~~~~

[ 50cm
’ ｜ ‘

図1－3土層柱状図
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I 調査の概要

6 遺物の分類

（1） 土器

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のあるもの。物見台式に相当する土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b－1類東釧路II式、仮称西桔梗式、赤御堂式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類コッタロ式に相当するもの。

b 3類中茶路式に相当するもの。

b－4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群（今回は出土していない)。

a－1類綱文土器に相当するもの。

a－2類春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式に相当する土器群（今回は出土していない)。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当する土器群。

b類榎林式、大安在B式、ノダップII式に相当する土器群。

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式、大津式に相当する土器群。

b類船泊上層式、手稲式、ホッケマ式、エリモB式に相当する土器群。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当する土器群。

V類縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当する土器群。 （今回は出土していない）

b類大洞C｣式、大洞C2式に相当する土器群。

c類大洞A式、大洞A'式、タンネトウL式に相当する土器群。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。 （今回は出土していない）

Ⅶ群擦文時代に属するもの。 （今回は出土していない）

（2） 石器等

(皆川洋一）

石器は器種別に分類を行った。剥片石器には石刃鍼、石鍼、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、箆状

石器、両面調整石器、彫器、スクレイパー、模形石器、剥片石器片、加工痕のある剥片(Rフレイク)、

刃こぼれ状の使用痕のある剥片(Uフレイク)、石核、石刃、フレイク、原石がある。 「剥片石器片」

は剥片石器の破片で器種が特定できないものである。磨製石器には磨製石斧がある。礫石器にはたた

き石、擦り石、石皿あるいは台石片、石鋸、砥石、石錘がある。土製品には焼成粘土塊がある。石製

品には軽石製のものがある。他には焼成礫、礫、軽石、その他がある。 （広田良成）

7 調査結果の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡15軒、土曠127基､柱穴様小ピット8基、焼土40カ所、フレイク・チッ

プ集中11カ所、集石lヵ所である。遺構の大半は調査区南西側の台地縁辺部から北東側の平坦部にか

けてまとまっている。住居跡は全て縄文時代早期のもので、 I群a類土器の時期が2軒、 I群b 1類

土器の時期が13軒である。確認面での規模は9.57×9.30～3.64×3.30mを測る。H－4が最大で、H－

14が最小である。平面形は隅丸方形(H 1･3･5･7．10)、楕円形(H-4･11･14)、長楕円形(H-

－5－



7 調査結果の概要

6)、円形(H-13)で、H-2･ 8 ･ 9 ･12･15は不整の円形・楕円形を呈する。土壌の大半は縄文時

代早期と晩期のものである。早期の土壌のうちP－1は土曠墓でI群b－1類の尖底土器･石刃･両面調

整石器片が副葬されていた。P 15･50はフラスコ状ピットである。晩期の土壌は約50基で、調査区の

ほぼ中央でまとまって確認されている。比較的小型のものが多く、土器を伴うものもある。

出土した遺物は、約67,000点でこの内土器が約24,000点、石器等が約43,000点である。土器は縄文

時代早期・中期～晩期のものがある。 このうち早期後葉の東釧路II式、 これと伴出した縄文尖底土器

(I群b－1類）が半数を占め、早期中葉の貝殻文尖底土器(I群a類)、早期後葉の東釧路Ⅳ式、晩期

の大洞C2式(V群)、後期の手稲式（Ⅳ群b類)、中期の円筒土器上層式土器（Ⅲ群a類)が順に次ぐ。

これらに伴う石器は約1,400点で、石器等の大半は剥片や礫・礫片である。器種別には、台石・石皿、

スクレイパー、石錘、石雛、石鋸が多い。その他では、石核も多く出土している。 （佐藤和雄）

表1－1遺構数一覧

住居跡(H) | 土城(P)
15 1 127

小ピット (SP)

8

焼土(F) | フレイク・チップ集中(F･C)
40 1 11

集 石(S)

1
~

表1－2 出土遺物一覧

土 器

点
時期 ｜ 分類 ｜遺構

にエロ

石言 等仁I

占
ﾉﾚ h,

造構

数

包含層

数

包含層

点
一
構

数

包含層分 類 分 類
､ﾏ墨

1皇

縄文早期 Ia

Ib-1

1b-2

1b-3

1b-4

Ⅲa

lⅡb

IVb

ⅣC

Vc

２

５

７

３

２

３

７

１

１

８

４

４

１

０

０

１

２

４

５

２

ｑ

６

１

８

４

４

７

６

４

１

３

１

１

２

４

４

１

３

８

ワ

Ｊ

石 刃 雛

石 嫉

石 槍

石 錐

つまみ付ナイフ

箆状石器

両面調整石器

彫 器

スクレイパー

模形石器

剥片石器片

Rフレイ ク

Uフレイ ク

石 核

石 刃

フ レ イ ク

原 石

石 斧

擦り切り残片

た た き 石

す り 石

砥 石

石 鋸

台石 ・ 石皿

石 錘

焼 成 礫

焼成礫片

礫

礫 片

軽 石

土 製 品

石 製 品

そ の 他

３

０

０

７

１

５

０

７

１

２

４

１

５

６

１

８

３

４

０

０

５

８

７

０

９

７

１

５

４

２

１

１

２

６

４

３

５

６

３

３

１

１

１

６

７

７

０

５

６

３

２

８

７

３

４

４

１

３

４

５

３

６

３

１

ウ

Ｊ

９

８

６

４

２

１

ワ

リ

１

４

１

９

９

１

１

４

５

２

１

２

７

１

４

４

３

６

１

９８１

７

８

６

１

３

中期

後期 1ワ
上』

５

１

５

２

８

２

５

５

６

９

１

５

２

０

３

２

１

２

１

１

８

６

晩期

不明

陶磁器

５

７

６

１

４

ワ

Ｊ

１ １

６

５

４

４

１

４

２

１

ａ

Ｌ

r）写

,〕』

’計

計

計

器土

総
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２
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１

２
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5 10 15 30　　　　　　　　　　　　　　　35

F290 OF30

点名 譜ﾜ�Ur�Y座標 

1018+00L 蔦�cBﾃンr經釘�9.380.515 

1018+10LI 蔦�cB繝モ�3s��9.385.403 

1018+20LI 蔦�cBﾃピB紊S��9.382.433 

1018+33L 蔦�cB繝SB繝CR�9.378.250 

1018+60LI 蔦�cBﾃ�3ゅCC��9.398.512 

点名 譜ﾜ�Ur�Y座標 

1018+00R 蔦�cBﾃ�3�紊C��9.422.-03 

1018+20R 蔦�cB纈ﾓB繧ﾓ��9.435.486 

1018+40R 蔦�cBﾃ�唐紊�2�9.447.869 

1018+60R 蔦�cB����縱�R�9,459.870 

1018+80R �ｨ璽cBﾃ�cB纉c��9.471.813 

1018+91L 蔦�cB���ゅSS2�9.423.096 

1019+lOLi 蔦�cBﾃ���纉�"�9.444.796 

1019+20｣ 蔦�cBﾃs湯纉#b�9,445.462 

1019+40｣ 蔦�cBﾃsィ��c��9.456.959 

1019+60L 蔦�cBﾃscb縱cr�9.466.100 

1019+80L 蔦�cB縱S�經途�9.479.031 

図I-4　遺構位置図
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II 遺跡の概要

II 遺跡の概要

1 遺跡の位置と周辺の遺跡

遺跡の所在する長万部町は渡島半島の付け根に位置している。東側は内浦湾に面し、西側は山地斜

面、丘陵斜面、砂丘、沖積低地が発達している。富野3遺跡はJR長万部駅の北西約1km、標高約25

mの海岸段丘上に位置している(図Ⅱ－1)。周辺には多くの遺跡が確認されている。北約700mには旧

石器時代・縄文時代早期・中期のオバルベツ2遺跡、南約700mには旧石器時代・縄文時代中期のトド

山遣跡、南約3001nには縄文時代早期の貝殻文土器、中茶路式土器が発見された富野遺跡、南西約300

mには縄文時代早期の富野5遺跡がある。

長万部町内の遺跡は道教委作成の埋蔵文化財分布図によると縄文時代の遺跡が大半を占める。 これ

らの遺跡はおもに段丘と沖積低地に分布する。

旧石器時代の遺跡は2カ所登録されている。オバルベツ2遺跡、オバルベツ4遺跡がある。オバル

ベツ2遺跡では、細石器文化の遺物が出土している （長万部町教委1995)。

縄文時代早期の遺跡は9カ所登録されている。富野遺跡、ナイベコシナイ2遺跡、栄原2遺跡、オ

バルベツ2遺跡、冨野3遺跡、富野4遺跡、富野5遣跡、オバルベツ3遺跡、オバルベツ4遺跡があ

る。ナイベコシナイ2遺跡は後半期の東釧路Ⅳ式土器が出土している(長万部町教委1996)。栄原2

遺跡は前半期の貝殻文土器が主体で後半期の東釧路Ⅲ式、中茶路式も出土している （長万部町教委

1997)。

縄文時代前期の遺跡は4カ所登録されている。静狩貝塚、中の沢1遺跡、富野3遺跡、オバルベツ

4遺跡がある。おもに円筒土器下層式土器が出土している。

縄文時代中期の遺跡は16カ所登録されている。静狩貝塚、栄原遺跡、冨野遺跡、坊主山遺跡、飯生

神社裏遺跡、 トド山遺跡、オバルベツ遺跡、 トド山2遺跡、ナイベコシナイ2遺跡、栄原2遺跡、オ

バルベツ2遺跡、富野3遺跡、花岡2遺跡、オバルベツ3遺跡、オバルベツ4遺跡、中の沢1遺跡が

ある。静狩貝塚は上層から中期未～後期初頭にかけての遺物が、下層から前期の遺物が出土している

(大場・田川 1955)。栄原2遺跡は煉瓦台式、ノダップII式に相当するものが出土している。円筒土

器上層式期の遺構はオバルベツ2遺跡で住居跡が、ナイベコシナイ2遺跡で墓の可能性がある土曠が

発見されている。

縄文時代後期の遺跡は7カ所登録されている。静狩貝塚、富野遺跡、坊主山遺跡、飯生神社裏遺跡、

栄原2遺跡、富野3遺跡、オバルベツ4遺跡がある。静狩貝塚は余市式、栄原2遺跡は余市式・ トリ

サキ式・大津式、富野遺跡は堂林式が出土している。

縄文時代晩期の遺跡は2カ所登録されている｡静狩川遺跡で大洞A式､富野3遺跡で大洞C2式が出

土している。

続縄文時代の遺跡はlヵ所登録されている。静狩川遣跡で恵山式土器が出土している。

町内にはこれらのほかに花岡遺跡、東蝦夷地南部藩長万部陣屋跡の中・近世の遺跡や史跡がある。

（佐藤和雄）

2 遣跡周辺の地形・地質

図II-2に遺跡周辺の地形分類図を示す。地形図の読図、空中写真の判読、現地調査による概略図で

ある。地質断面を観察できる地点は少ない。

標高50m以上には起伏の大きな山地斜面が発達し、黒松内層のシルト岩部層、ガロ川火山岩類、瀬

棚層の砂岩・シルト岩・礫岩から成っている （久保ほか、 1983)。
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2 遺跡周辺の地形・地質

図II 1遺跡の位置と周辺の遺跡
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II 遺跡の概要

表II 1 周辺の遺跡一覧

所 在 地 時 代搭載番号名 称

栄原遺跡

冨野遺跡

坊主山遺跡

飯生神社裏遺跡

トド山遺跡

オバルベツ遺跡

花岡遺跡

東蝦夷地南部藩

長万部陣屋跡

トド山2遺跡

南部藩長万部陣屋

脇遺跡

富野2遺跡

共立遺跡

ナイベコシナイl遺跡

ナイベコシナイ2遺跡

ナイベコシナイ3遺跡

栄原2遺跡

長万部町字栄原97-1･2･4， 98-1， 99， 101、 106， 107

〃 字富野138， 140

〃 字富野117-1

〃 字長万部371 1 ･2, 376

ノノ 字富野102-2･8･16･31

〃 字富野173

ノノ 字花岡48-1･2， 62-1

ノノ 字長万部375-1･2, 376-1～3， 379， 380

縄文中期

縄文（早・中・後期）

縄文（中・後期）

縄文（中・後期）

縄文中期

縄文中期

近世アイヌ

江戸安政

B-17-3

－4

5

9

10

-ll

-12

-13

B－l7－3

－4

5

9

lO

－ll

－l2

－l3

縄文中期

縄文

０

Ｊ

１

１

０

’

１

８

｜

岨

恥

部

野

万

吉
田
苣
氏

｛
子
｛
子

り

り

６

７

１

１
~~

６

７

１

１
~~

４

１

１

－

７

５

８

９

３２

、

、

耐

謁

弧

１

奉

ワ

Ｊ

ｑ

ム

７

｜

、

７

Ｌ

８

５

鮒

１

＆

３

１

７

８

２

１

１

円

い

久

氏

Ⅲ

塊

０

５

’

１

３

イ
ー
１

月

Ｊ

●

Ｉ

ハ

ｈ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

、

●

ハ

Ⅱ

Ｕ

『

１

１

、

、

０

７

９

４

０

０

２

３

，

４

ｎ

く

Ｕ

Ｐ

ｉ

ｎ

Ｕ

Ｇ

ｎ

ノ

国

Ｏ

八

Ｕ

、

●

ｎ
ノ
母

、

●

１

２

１

八

ｈ

Ｕ

、

、

『

１

１

ハ

イ

Ｕ

〆

ｈ

Ｕ

局

Ｊ

１

３

哨

柳

匪

刷

咄

乢

１

１

い

ふ

４

鰹

０

，

５

ヘ

叫

＆

咽

６

３

田

３

２

１

羽

●

＆

’

過

２

２

２

２

１

１

１

１

，

ノ

白

１

１

』

ｋ

Ｊ

Ｆ

へ

Ｊ

肝

扉

峠

訓

剖

訓

マ

ト

風

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

川

久

保

岳

４

俳

俳

皿

罪

２

４

７

１

４

４

４

冊

岨

沢

沢

沢

沢

皿

Ｍ

冊

賜

Ⅳ

Ⅳ

沢

陥

〃

〃

靭

郵

璽

郵

、

厭

い

原

野

の

の

の

の

野

野

野

岡

野

野

の

野

野

野

富

共

共

共

共

栄

一

栄

富

中

中

中

中

富

富

富

花

富

富

中

富

冨

富

字

字

字

字

字

字

開

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

字

縄文

縄文

縄文

縄文（早・中期）

縄文

縄文（早・中・後期）

８

９

０

１

２

３

１

１

２

２

２

２

~

~

~

~

８

９

０

１

２

３

１

１

２

２

２

２

~

~

~

~

″

ノ

″

〃

″

Ｉ

″

ノ

″

ｒ

″

縄文

旧石器・縄文（早・中期）

縄文前期

縄文

縄文

縄文

縄文（早～晩期）

縄文早期

縄文早期

縄文中期

縄文早期

旧石器･縄文（早~後期）

縄文中期

縄文

縄文

縄文

栄原3遺跡

オバルベツ2遺跡

中の沢l遺跡

中の沢2遺跡

中の沢3遺跡

中の沢4遺跡

冨野3遺跡

富野4遺跡

富野5遺跡

花岡2遺跡

オバルベツ3遺跡

オバルベツ4遺跡

中の沢5遺跡

冨野6遺跡

富野7遺跡

富野8遺跡

〃

宝

辰

』

Ｒ

Ｕ

局

ノ

ー

ｎ

ｘ

Ｕ

ハ

ｕ

Ｊ

ｎ

Ｕ

１

人

Ｒ

Ｊ

Ｒ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

〈

ｕ

Ｊ

１

上

ｎ

４

Ｑ

Ｊ

４

４

且

９

ム

ｎ

ノ

ム

ｎ

ノ

身

ｎ

ノ

ム

、

ム

、

４

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

‐

川

哉

１

生

１

辻

４

川

了

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

〃

宝

辰

』

Ｒ

Ｕ

局

ノ

ー

ｎ

ｘ

Ｕ

ハ

ｕ

Ｊ

ｎ

Ｕ

１

人

Ｒ

Ｊ

Ｒ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

〈

ｕ

Ｊ

１

上

ｎ

４

Ｑ

Ｊ

４

４

且

９

ム

ｎ

ノ

ム

ｎ

ノ

身

ｎ

ノ

ム

、

ム

、

４

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

‐

川

哉

１

生

１

辻

４

川

了

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ﾉノ
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2 遺跡周辺の地形・地質

山地斜面の前面には、標高20～60mの丘陵斜面が発達し、瀬棚層の分布域と一致している。丘頂の

標高は50～60mで定高性を示す。瀬棚層を切って礫層が水平に堆積していることがあり、元来段丘で

あったと考えられる。

段丘は明瞭なものが二段発達している。段丘Iは標高20～30m、段丘Ⅱは標高10～20mで、それぞ

れ長万部段丘、飯生神社段丘（瀬川、 1974;石田、 1983 ;久保ほか、 1983)である。段丘Iの段丘面

は北西方へ標高を減じ、傾動していると考えられる。 また、 この面は開析され、開析された部分は丘

陵斜面状を呈している。地点Aではこの段丘の構成物を観察することができる。ここでは砂と礫の互

層から成り、砂層部では平行ラミナやクロスラミナが発達している。礫は粒径2cm±で扁平な礫も多

い。 これらの特徴は海成層を示すと考えられる。 この構成物を切って断層が認められる。断層面の走

向がN20｡W､傾斜27｡Eの正断層で､落差93cmである。段丘Iの傾動とは直接関係しないと思われる。

山地、丘陵、段丘を開析した谷の底部には谷底平野が認められる。

現海岸線と平行に砂丘が発達している｡長万部温泉街がのる標高5m+の細長い高まりは､段丘上に

砂丘がのっているようにもみえるが、一括して砂丘Iとした。より海岸線に近い砂丘を砂丘IIとした。

以上の地形の間に沖積低地が広がり、海岸沿いに海浜が発達している。

富野3遺跡が立地しているのは段丘Iの段丘面上である。今回発掘した区域は、段丘面が傾動して

できたより低位の平坦面である。この平坦面は沖積低地との比高は10m+で､北東部と南西部で谷底平

野によって侵蝕されている。段丘面は風成のローム層に覆われている。発掘区域のトレンチでは、 こ

のローム層は層厚約170cmで、ローム層中に砂サイズの榿色降下軽石が認められた。この軽石層は、

インボリューションによってローム層中で拡散した状態を示すことが多い。テフラについてはV章－

4とV章5に述べられるが、この軽石はクッタラ火山起源のKt-2に対比され、さらに、数枚のテフラ

がローム層中に介在することが示された。完新世のテフラとして、駒ヶ岳起源のKo-g、白頭山起源の

B-Tmが認められた。

遺物の石器石材は珪質の頁岩が多い。 この岩石は本遺跡以南の河床礫に含まれており、八雲層の分

布域（石田、 1983）を流域にもつ河川に多いと思われる。

文献

石田正夫(1983) :国縫地域の地質。地域地質研究報告(5万分の1図幅)、地質調査所、 42p・

久保和也・石田正夫・成田英吉（1983） ：長万部地域の地質。地域地質研究報告（5万分の1図幅)、

地質調査所、 70p・

瀬川秀良（1974） ：日本地形誌北海道地方。朝倉書店、 303p・

（花岡正光）
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／

遺跡付近の地形(1)
の地図は、 「大L1本帝I寵|陸地測量部発行、明治29年製版北海道仮製5万分の1地形[xl」旧版|Xlを複製したものである

遺跡付近の地形(2)
二の地IXlは、 「大日本帝国陸地測最部発行、大正7年12月25日印刷、 I司12月28日発行、 5万分の1地形図」 ｜R版'又Iを襖製したものである｡）

図II-3遣跡の位置と旧地形
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Ⅲ遺構

遺構Ⅲ

遺跡内から検出された総数202カ所の遺構の時期は、縄文時代早・中～晩期、近･現代のもので、細

かい時期は下表に示した（表Ⅲ－1)。 これらに見られるいくつかの大きな特徴を次に上げる。

1つは、縄文時代早期中葉の物見台式土器を伴うH－1とH 5が､道内では函館市中野A遺跡以外

で見つかった初めての住居である点。 2つ目は、青森県を中心に分布するI群b－1類の尖底土器を伴

う早期後葉の遺構群が見つかった点である。 この土器を伴う遺構は道内でも類例に乏しく、中でも土

塘墓(P 1)は初めての資料である。また、一部の住居や土塘からは尖底土器に伴って東釧路系と考

えられる平底の深鉢形土器が出土しており、道南の早期の土器を編年する際の貴重な資料といえる。

なお、検出された遺構群の多くは調査区の25～30のグリッドラインより南西側で検出されており、

特に早期の遺構に関しては遺物の分布範囲と共にその傾向が著しい。 これらは同時にv層（早期の包

含層）に達する、現代の大きな削平を受けた範囲と重なっており、発掘調査と報告作業に大きな影響

を与えている。 これには、多くの遺構の掘り込み面が失われたことで本来の形状や土壌の堆積の十分

な調査が行えなかったことや、遺構の掘り込み面と共に早期の包含層が失われたため包含層と遺構と

を関連付ける調査が希薄になったことなどが上げられる。

1 住居跡

H-1 (図Ⅲ－1～7/図版Ⅲ-3． 13･14/表Ⅳ－3～5)

位置:L-14-boc、 L-15-b、M-13-c･d、M-14-a～d、M-15-a～c、 N-14-a･c･d、 N-15-a．b･d

規模： 6~62×6~43／6~50×622/033m長軸方向:N-52｡-E

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた平面が不整の隈丸方形を呈するI群a類の竪穴住居跡であ

る。表土を除去したⅥ層中の面から覆土内に厚く堆積する駒ヶ岳g火山灰(以下:Ko-g)の存在によ

り確認した。重複する遺構はP-22で、これは確認面よりも上位から掘り込まれておりH lよりも新

しい。それ以外では覆土中からI群b 1類土器の時期の生活面と考えられるものも見つかっている。

遺構確認の目印となるKo-gは覆土1層の主体となるもので、断面形が最大20cm程の厚さを持つ

レンズ型を呈している。このBC5～6,000に降下したとされる火山噴出物は､平地や斜面の土層中には

表IⅡ－1遺構時期一覧

縄文時代

早期｜前期中期後期 ,晩期｜不明

時 期
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1 住居跡1

認められず遺構や窪地などで多く認められることから、降下後間もなくの二次堆積と考えられ、 この

層中に遺物はほとんど見られない。竪穴住居の確認面はⅥ層であるが掘り込み面は削平されたv層下

位～Ⅵ層中と考えられる。 このKog(覆土1層）の堆積状況から見て本来的な深さは40～50cmと推

定される。

覆土2～5層は土質により大きく上位と下位に分けられ、上位（覆土2層）はV層相当の腐植土で主

にI群b－1類の遺物を包含し、下位（覆土3～5層）はローム質土を主とするものでI群a類の遺物を

包含する。 この上下の堆積土の境界付近からは2カ所の焼土(HF-1･ 2)や集中的に置かれた複数

の石錘などが見つかっており､埋没しつつある竪穴の窪みを利用した生活の痕跡と考えられる(図Ⅲ

6． 7）。 この生活痕跡の形態は平面が不整の楕円で明瞭な床面や壁の見られないだらだらとした浅い

播鉢状のもので、これは周辺から検出されたI群b－1類の時期の住居跡の形態と良く似る。また、こ

の形態は、埋没遺構の単純な利用ではなく、何らかの掘り込みが行われたものと考えられる。

この痕跡の時代は覆土2層で出土した遺物から見てI群b－1類土器の時期が濃厚で､周囲の住居群

と同時期に営まれたものと考えられる。平面形の北側に寄って並ぶ2カ所の焼土(HF-1･ 2)はい

ずれも小規模なもので赤化の状態から見て極く短時間の焼成だったものと思われる。覆土2層で出土

した遺物からは2つの焼土を境に、東側で土器、西側で剥片石器、礫石器などが出土する傾向があり、

空間の使い分けが行われていた可能性がある （図Ⅲ－7)。

この生活面の下位に存在するローム質土居は床面直上ないし掘り込みの上に堆積するもので出土遣

物も少なく腐植土の混じりは見られない。 このローム質土は上屋の構造物を覆っていた土に由来する

可能性が高い。特に西側の壁付近では、比較的多量のローム質土の堆積が見られ、 この部分の遺物分

布の密度が高いことなどからみて上屋構造が他の部分と異なっていたか、他遺構の掘上げ土の流入な

どが考えられる。

竪穴の掘り込みはⅦ層に達っするもので、床面はⅥ層上面の緩斜面と同じ方向に緩く傾き、壁の立

ち上がりはそこから急激に立ち上がる。床面は不明瞭であったが、炉跡と考えられる焼土(HF-3)

や柱穴の可能性がある小ピット(HP-1～12)、遺物などが見つかった位置から考えて、竪穴の掘り込

みと床面とのレベル差はほとんど無いものと考えられる。HF-3は長径が0.8m程の楕円形を呈すも

ので赤化の度合いも強く、長期に渡り焼成を受けたと考えられる。炉跡周辺ではキャリパー形の器形

を呈するI群a類土器や頁岩製のフレイク、礫･礫片などの分布が目を引く。H－3の焼土より1cm程

上位から赤化部分までの土壌を採取し、水洗浮瀞選別法を実施したが、炭化種子は見つからなかった。

床面で検出された12個所の小ピットは、規模から大きく2つのグループに分かれるがいずれも人為

か自然かは判然としない。HP-1～8は僅かに入る腐植土から位置を確認し、土の硬さなど頼りに調査

を進めたものである。その深度は浅く、竪穴住居の「柱穴」とするには規模が小さく、配列なども見

られない。

HP-9～12は床面から更に20cm程掘り下げた位置から検出したもので、覆土に腐植化したローム

質土の入る径10～15cm、深度20～66cmの断面が直線的に下方へ延びる長短各2本の計4本が、平面

的に密集した位置から見つかっている。これ以外の地点では見られず、床から掘り下げた深さ約20cm

を加えると床面からの深さが80cmを越えるものもあり、掘り込みの痕跡を持たないHP-9～12を柱

穴もしくは人為的なものとする場合、打込み〃によるものと考えざるをえない。反面、自然によるも

のなら可能性があるのは木根であるが、 、枝分かれ"の痕跡が見られないこと、H－1の床を含めた他地

点（例えば、旧石器調査を行ったトレンチなど）の同じ深さで類似の痕跡が一切見られないことなど

には疑問が残る。 これ以外では、壁中、壁際床面、壁外などもに関しても、入念な調査を行ったが、

-16-
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H-1土柑説明

1明責褐(Hue25Ye/8) Ko一gを主体とする無遺物層

2　窯(HuelOYR1711) ∨膚腐絶土を主体とする土嘱｡しまりは少なく､粘性にやや乏しい

3　馬絹(HuelOYR3Il) ∨照度楕土主体の士別こ周､ Ⅵ相が従量混じる｡しまりがあり､魅性も感じられる｡

他遺物の掘り上げ土の可能性かノ

4　馬絹(HuelOYR3/2) Ve腐楕土にⅥ･W膚が混じる｡しまり､粘性ともにあり

S　にふい責褐(HuelOYR5!4)やや汚れたローム質土(Ⅵ膚)である｡

遺物を多叡含み､生活面の存在が予怨される

HF･1

1赤褐(Hue25YR4/6)娩土

HF-3

1思(Hue75YR1 7/1) ∨回廊櫓土主体の土壌に娩土鳩が線量混じる｡しまl)は/..･し､

2　赤褐(Hue5YR4/8)焼土主体の士別こ麻植土(∨雇)が少量混じる｡

3　赤禍(Hue5YR416)焼土主体の土壌にⅥ層が等分に混じる｡

4　贈赤禍(Hue5YR312) Ⅵ層主体の土塊に焼土職が少量混じる

図111-I H-1
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l 住居跡
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l 住居跡
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図Ⅲ－6 H-1覆土内の生活痕跡

柱穴に相当するものは検出されていない。これは同時期のH－5も傾向を同じくしていることから、柱

穴に関しては今後の課題となる。

遺物の出土状況には大きく2つの特徴が見られる。 1つは土器に関してで、床面からはI群a類で

キャリパー形のもの（5）や文様帯の広いもの（6）が出土する傾向があり、その少し上の覆土から

は文様帯が狭く幾何学的な貝殻腹縁文の施される砲弾型の器形のもの（1）が出土する。 これはグルー

プの時間差として捉えられる。もう1つは剥片や石屑の出土状況で､壁際の床に集中する部分がある。

床に設置した構造物や敷物と床のすき間に落ちて溜まつたかの印象を与えるような出土状況を呈して

おり、床面の出土状況とともに居住空間の構造などを示す可能性がある。

なお､H－1の調査で得られた試料に対して炭化種子の同定･分析と放射性炭素年代の測定を行った。

炭化種子はHF-3と床の南側部、それと覆土中の生活面に伴うHF-1．2から採取した土壌を水洗浮

瀞選別法にかけた結果、床からタラノキ属、HF-1からタデ属の種子各1点が見つかっている （第V
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IⅡ遺構

章2節)。放射性炭素年代はHF-3に近接した位置と南側床面から出土した炭化材片と考えられる計

3点の試料(Beta-126223～126225)に対してAMSによる測定を依頼した。その結果、各試料の測定

値が暦年代BC7,010y～BC7,065yの範囲に収まる安定したデータが得られている （第V章3節)。 ま

た、試料Beta126223～126225はタラノキ属の炭化種子が検出された床と同じ地点で採取しており、こ

の炭化種子の採取位置と年代を示する好試料と云える。

遺物土器はI群a類、 I群b－1類などが出土している。各覆土内での出土傾向は2～3層上位でI群

b－1類が多くそれ以下から床面ではI群a類が多数を占める。

1～14はI群a類の尖底深鉢形土器で、1～13が口縁部、14が胴部片である。器形は2， 3， 5がキャ

リパー形、1は口縁部が外側にやや開く砲弾形でそれ以外のものも同様の器形を呈すると考えられる。

口縁部は、低い突起部を有するもの（2～5， 7， 8）、緩やかな波状を呈するもの（1， 10)、平縁の

もの（6， 9， 11～13）などがある。口唇部の断面形は角形のものや丸味を帯びたものなどがある。

主体となる文様は貝殻文を基調とした腹縁文や条痕文で、そのほかには沈線文、刺突文などが施され

る。また、一部の器面や口縁内面には連続して施される爪形の文様が見られるもの（6）や、口縁に

沿って表面から穿たれる貫通孔の列を持つものもある （4， 9）。

出土地点は5， 6が床面、 1が床面に近い覆土5層中からで、 これらは本住居跡に伴うと考えられ

る土器である。 これらに共通する特徴は、やや先細りの口唇断面形を持ちその口唇平坦部に連続した

貝殻腹縁文が施されること、そして沈線上に連続して施すなど刺突文の多用が上げられる。 これらか

ら本遺構の時期は所謂「物見台式」土器の時期で、その中でも刺突文の多用や幾何学的な文様構成な

どから比較的新しい段階の可能性がある。

1は床面に近い覆土5層中から出土した復元個体である。器形は砲弾形で、円錐形の底部に突起の

痕跡は窺えない。器面と内面には調整痕と考えられる細い貝殻条痕文が全面に見られる。角形の口唇

断面平坦部とそこに接する器面には連続する貝殻腹縁文が施され、口唇上のそれは他と比較してよく

摩滅している。口縁部に描かれた幅広の文様帯は、連続した刺突文を伴う沈線文と菱形を意匠とする

幾何学的な文様とが描かれている。その幾何学模様の頂点や鋭角部分などには特徴とされる刺突文が

見られ、 これは沈線上に多数施されたものよりは径が大きく趣が異なる。胎土中には角の取れた小径

のチャートや流紋岩に似た小礫岩片、長石などが顕著に認められ、 これらは混和材として用いられた

可能性がある。 2， 3は幅の狭い文様帯を持つキャリパー器形の波状口縁部で、いずれも覆土の上位

から出土し風化が著しい。 2の口縁内面の刻みと沈線で区画された菱形内には貝殻腹縁文を用いて充

填している。 3の口唇平坦部には貝殻の腹縁を押し引いた文様が施されている。 4は外に向かって開

く口縁に沿って貫通孔が施されるもので、角形の口唇断面の内面側角には腹縁文が施されている。広

い文様帯は3条の貝殻腹縁文を菱形の意匠で幾重にも描いたもので、沈線で区画された最も内側の菱

形内は条痕文で充填される。 5は貝殻条痕文で充填される3条の腹縁文の菱形区画内を刺突列をとも

なう沈線で｢わらび｣蕊)状に再区画している。 4つの緩やかな波状口縁の頂部には小振りの突起が備わ

る口縁部は、やや先細りで角形の口唇断面形を持ち、その口唇の器面と上部平坦面には連続した貝殻

腹縁文（押し引き？）が施されている。 6の文様帯には腹縁文の縦位の区画を横位の腹縁の押引文と

刺突文とで交互に充填する文様構成が見られる。 7～12は3条一組の腹縁文が施されるもので、 8～12

は刺突文を伴う。 13は角形の断面を持つ口縁部で、口唇の平坦部にだけ押引文が施されている。 14は

注） 「わらび」 ：文様の構成がシダ植物「わらび｣の新芽とそれにつながる茎の部分の形状に似ていることからこの名称を用いた．中野A遺跡(財北海道埋蔵文化財センター1992

1993）の報告で使われた「rフラビ手」に相当する。
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l 住居跡

|わらび手｣状の区画の一部が見られる胴部片である。区画内は粘土の貼り付けが行われたかのごとく

盛り上がっており、器面には引摺り背圧痕文が一面に施されている。

15～24はI群b－1類土器で、 15～22が胴部片、23，24が底部片である。全て断片的な資料であるが、

器形は深鉢と推定され、その底部は尖底(23）と平底(24)が見られる。特徴となる文様は縄線文(15,

22）で、地文は斜行縄文（18， 20， 21， 23)、綾杉状縄文（16， 19， 22)などを斜行させたり羽状に施

したりしている。使われている施文原体は16， 17， 23が二段単節、 18， 20， 21が0段多条で、 19はそ

の両方と考えられる。 23は器壁の薄い砲弾形の尖底で、比熱により赤化が著しい。 24は下端の張り出
す底部で、底面の施文は見られない。

25～31は頁岩製の石錬。形状はいずれも左右がやや非対称で基部は内湾する。二次加工は粗いもの

が多い。 25， 29は基部の片側を欠失する。 25～30は側縁が外湾するもの。 27～30は縦長剥片を素材と

する。 27の裏面は左側縁と基部にのみ二次加工を施し、側縁の一部に自然面を残す。 28は表面左側縁

の先端部付近に再加工が施されている。 30は床面出土のもの。 31は厚みがあり側縁は直線的である。

32～34, 36は石錐。 32～34は明瞭なつまみ部を有し、両側縁の二次加工により尖頭部を作り出してい

る。 また、基部にも加工が施される。 33は床面出土のもの。 34は小形で薄い縦長剥片を素材とする。

36は丁寧な加工が両面に施される。 35は棒状のもの。 37は石槍。 2点接合しており、先端をわずかに

欠く。両面の中央付近に焼けによる弾けが認められる。 38～41はつまみ付ナイフ。いずれも縦形であ

る。 38， 39は両面の右側縁に刃部が作り出されている。 38は両側縁とも刃部再生が行われ、その結果

幅が細くなっている。 39は下端部にも細かい加工が施される。 40， 41は素材の形状を生かし、つまみ

部の作り出し以外はほとんど二次加工が施されない。 42， 43は両面調整石器。どちらもほぼ左右対称

である。 42は小形で薄身のもの。 43は先端がやや尖っているため石槍の可能性がある。 44はスクレイ

パー。表面の左側縁に直線的な急角度の刃部を作り出している。45， 46は石核。45は床面出土のもの。

3面を作業面として打面転移を頻繁に行いフレイクを取っている。 46は作業面を固定し上面と左面の

2面を打面として、フレイクを取っている。裏面は自然面を残す。

47， 48は石斧。 49～59は礫石器。 47は石斧で、未製品が破損したもの。側面の研ぎ出しが行われて

いない。床面出土。 48も47と同様で、擦り切り痕が残る。刃部方向の擦り切り痕には炭化物の付着が

みられる。 49は比較的大型の擦り切り残片。石の節理に沿ってひびが数カ所走っている。 この残片に

も、擦り切り痕には炭化物状のものが付着している。 50は石斧の研磨素材礫。研磨による整形後に、

節理に沿い破損している。縦に走る深い擦り切りの溝と、横方向に走る細い擦り切りの溝がある。裏

面の下部は、刃部を意識して角度を若干付け、研磨している。一部叩いた跡があり、たたき石へ転用

された可能性がある。 51はすり石。断面三角形で安山岩製である。破損している。 52はたたき石。流

紋岩で擦り面を持つ。 53， 54は砥石。流紋岩製。53は幅の細い研ぎ溝が見られる。 55～60は石錘。55，

56， 58， 60は覆土中の生活面(Ib-1期）からまとまって出土した石錘。 55は覆土から出土した石錘片

と接合したもの。 56は流紋岩製で、挟入部の作り出しが粗雑である。 この他に同じく出土している2

個の石錘は破損、風化が著しいため図化していない。

時期床面の遺物から縄文時代早期中葉I群a類土器の時期である。 （皆川洋一）
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111 遺構

H-2 (図111-8･ 9/図版Ⅲ-4． 15/表Ⅳ－3～5)

位置:M-17-b．c、M-18-b、 N-17-a～d、 N-18-a｡b、O-17-a．d、O-18-a

規模：5.81×5.30／5.16×512/0.24m長軸方向:N-33｡-W

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた平面が不整の隈丸方形もしくは円形を呈する竪穴住居跡で

ある｡表土を除去したⅥ層中の面でKogと暗褐色土の落ち込みを確認した｡住居の掘り込み面はV層

下位～Ⅵ層中と考えられるが、覆土の堆積状況から見て遺構の上位は大きく削られており、元来のも

のとの深度差は20cmを越えると推定される。

覆土は上から6層に分けられ、遺構確認の鍵となったのは最上位の覆土l層に混入するKo-gによ

る。覆土2～6層はローム質土が主で、床面直上もしくは堀込の上から形成されており自然流入などの

腐植土が占める割合は極めて少なく、自然の流入と考えるには不自然である。そのため、 このローム

質土は住居の上屋構造を覆っていたものの可能性がある。覆土の遺物出土状況は、竪穴平面の北東側

でのフレイク・チップの集中ヵ所(FC 1･ 2)が2カ所覆土3･4層から見つかっており、 これらは

東方向から埋没中の竪穴へ｢廃棄｣されたものと考えられる。FC-1は黒曜石の小剥片からなる比較的

小規模なもので､範囲が小さく点数も少ないことから1つの作業の単位を示すと考えられる｡FC-2は

頁岩の剥片が主で､FC-1よりも範囲は大きく点数も多い｡異なる石質のものが入り混じりレベル差も

見られることから数次の作業の結果と考えられる。その周囲にはI群b－1類土器の細片や石斧、たた

き石の可能性がある長楕円礫、台石片なども出土しており、 これらもFC-2と共に廃棄された可能性

が高い。

竪穴の掘り込みはⅦ層に達っするものでⅥ層上面の斜面と同じ方向に緩く傾き、壁の立ち上がりは

最初緩やかで途中から急激に立ち上がる。床面は不明瞭であったが、柱穴の可能性がある小ピット

(HP-1～12)の検出状況や遺物の出土状況から考えて、掘り込みの深さとほとんど差がないと考えら

れる。床面には炉跡と考えられるものがなく、柱穴を含むと考えられる小ピット20カ所だけが検出さ

れている。全て僅かに入る腐植土から位置を確認し土の硬さなどを頼りに調査を進めたもので未検出

のものもある可能性を否定できない。しかし､柱穴の調査のため掘り込みの面から更に20cm程掘り下

げたが追加となるものは検出されていない。HP-1～20は出土位置と形態から大きく3つのグループ

に分けられる。第1グループは壁際に位置するもの(HP-1･ 2 ． 5 ･13･22)、第2グループは第1

グループ以外で径が大きく深度の浅いもの(HP-6･11･20)、第3グループは第1 ． 2グループ以外

の小径のもの(HP-3･4．7～12．14～21．23)である。 このグループに明瞭な配列は認められない

が、一部に近接し対になる配置のもの(HP-7･ 8やHP-17･18)がある。

第1 ． 3グループのものは、規模や形態に類似点が多く、 これらは竪穴住居に伴う柱穴と考えられ

る。各、第1グループが壁際を巡るものの一部で、第3グループが主柱穴的な役割のものと考えられ

る。第2グループは生活の過程で生じたものかもしれない。

床面の遺物出土状況は、床に達したFC-2の一部を除けば散点的と云える。遺構の時期を決定する

資料に乏しく、小さなフレイクの他に礫、炭化材などが出土しているに過ぎない。なお、 この炭化材

のうち3点(Beta-126226～126228)に対してAMSによる測定を依頼した。その結果、各試料の測定

値が暦年代BC5,705y～BC5,935yのデータが得られた（第V章3節)。 これらは、近くに位置する

H-7 (Beta126229･126230)やH 7と同じ型式の土器を伴うP-1 (Beta-126222)の値と近いこと

から、同じ縄文時代早期後葉の可能性が高いと云える。

遺物土器はI群a類、 I群b－1類、 I群b－4類などが出土している。ほとんどが覆土のもので、床

からのものはI群b－1類の小破片1点である。多数を占めるI群b 1類土器は小破片のものが多く

~
~
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l 住居跡

摩滅も著しいが、 これらの多くの内面には貝殻条痕文が施されている。文様の大半は斜行縄文と綾杉

状縄文で占められ、一部に縄線文の施こされたものもある。

1～4は器形不明のI群b－1類土器の胴部片である。 1･2の器面には綾杉状縄文が施されている。

1は原体の撚りの乱れから撚り糸文状に施文されており、内面には貝殻によると思われる条痕が見ら

れる。 2の器面には地紋の上に0段多条の縄による数条の縄線文が施されている。 3 ． 4は0段多条

の原体による羽状縄文が施されたものである。

5は石錬。黒曜石製で肉眼観察では豊泉産と考えられる。先端部と基部を欠失する。薄身で側縁は

やや外湾する。側面観はよじれている。 6は石槍。基部は床面出土のもので､M17-Cグリッド出土の
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H･2土照説明

1晒褐(HuelOYR3/3) ∨層麻椎土とK〇･gが疎分に混ざった土壌

2　燦褐(Hue5YR2/1) ∨膚腐櫓土を主体とする土塊　しまりがややあり､粘性は少ない

3 (こぷい褐(HuelOYR413) Vl ･Vq層主体の土塊　しまり､粘性ともにあり

4　黄楊(HuelOYRS/6) Ⅵ膚主体のローム賃土

5　灰買得(HuelOYR4/2)ローム賞土(Ⅵ･Ⅵ膚)と廃絶土(∨層)が混じる土壌　しまりあり､粘性に乏しい

6　賛結　くHuelOYRS/6) Ⅵ膚主体のローム質土

9　　　　　　1m

S=1/40

図II1-9　H-2
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1思褐(Hue5YR3/1) Ⅵ膚腐植土にⅧ柵ローム黄土が従量混じる｡しまりはあり､粘性もやや務められる



Ⅲ遺構

先端部と接合した。先端部に自然面をわずかに残す。全体的に二次加工は雑である。

7は台石もしくは石皿片。凝灰岩製である。

時期覆土中の主要土器と床面出土の炭化材の炭素年代測定値から縄文時代早期後葉I群b－1類の

時期と考えられる。 （皆川洋一）

H-3 (図Ⅲ-10． 11/図版Ⅲ-4･15/表Ⅳ-3～5)

位置: |-15-a･b･c、 J-15-a･d規模:4.01×325/345×2.66/0.29m

長軸方向:N-24｡-W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。H－9、P-27と重複し、H－9より新しくP 27より古い。

Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みは北西一南東方向に長い不整な楕円形で、西と

南西の方向に大きな張り出しがある。中心よりやや北西よりの位置に楕円形を呈する火山灰の堆積を

伴う。落ち込みが不整形であったことから、遺構の切り合いが予想された。そこで、火山灰の堆積の

長軸に合わせてトレンチを設定し、中心を通り直行するトレンチを追加してⅧ層まで掘りさげた。そ

の結果、焼土と壁・床を確認したため住居跡として調査した。平面形は確認できた部分では隅丸方形

で、ほぼ火山灰の堆積に対応する。壁の立ち上がりは緩く、H－9との境界は不明瞭である。床面は中

央部に向かって緩く傾斜している。でこぽこしており、やや硬い。土居は3層に区分できる。上位か

ら1層がKo-gを多量に含むⅣ層で、 2層が層起源の黒褐色土、3層がV層起源の灰褐色土である。3

層と地山であるⅦ層との境界は漸移的である。床面で焼土を2カ所検出した。住居跡の長軸からやや

南西にずれた平行線上にあり、壁際から約1m程離れている。柱穴は確認できなかった。H－3の外側

に位置するH－9とは、出土した土器に時期差がないことから同一の住居跡の可能性もある。

遺物覆土2層から多くの遺物が出土した。内訳は土器ではI群b－1類土器が最も多く出土してい

る。他I群a類土器、 I群b 4類土器も少量出土している。石器類は砥石が多量の破片として出土し

た（図IⅡ－10)。 また、石錘等礫石器の割合が多い。

床面から出土した遺物は少ないが、 I群a類土器、 I群b－1類土器が出土している。石器等はフレイ

クが最も多い。

1～10は器壁の薄いI群b－1類土器である。 1～6は口唇断面が丸味を帯びる口縁部、7～10が胴部で

ある。 1～4.6の口唇部には刻みが施され、その施文具はlが器面の施文に用いた原体で6もその可能

性がある。 2 ． 3は植物の茎を裂いたようなもの、 4は棒状のものを各使用している。刻みの方向は

幅の狭い口唇に対して1 ． 6が斜め、 2 ． 3が並行する右横から、 4が直行する縦である。施される

文様は、 0段多条の縄線文（1 ． 4 ． 6）、綾杉状縄文（1 ． 2 ． 5 ． 8 ． 9）、二段単節の斜行縄文

（3 ．10)、 0段多条の斜行縄文（6． 7)、刺突文(10)がある。 1は縄線文を交差させた口縁文様帯

の一部である。 4 ． 6は縄線文で区画した一部分を無文にしている。 10の刺突は茎状の施文具で斜め

下方向から施している。 7の内面の一部には貝殻条痕様のものが見られる。 11はI群b－4類土器も胴

部である。器面には自縄自巻の原体で撚り糸文風の羽状縄文が施される。

12は石鍼。頁岩製で裏面に一部自然面を残す。基部は内湾し、直線的な側縁を有し基部付近で屈曲

する。薄手で丁寧な二次加工が施される。 13はつまみ付きナイフ。めのう質頁岩製で表面と裏面の右

側縁に二次加工が施される。表面右側縁に急角度の刃部が作り出される。 14は両面調整石器。両面共

に丁寧な二次加工が施されている。上部を欠いており、石槍の可能性がある。15～18はスクレイパー。

縦長剥片の両側縁に細かい二次加工により刃部を作り出している。 16は床面出土のもの。裏面の左側

縁に粗い二次加工により刃部を作り出す。 17は石核素材のスクレイパー。表面右側縁に刃部を作り出

す。一緒に出土したフレイク1点と接合しており、残核をスクレイパーに転用している。裏面を作業

r)T
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1 住居跡

面とし、左側面を打面としている。 18は縦長剥片を素材とし、表面右側縁に刃部を作り出す。 19， 20

は礫石器。 19は石錘。安山岩と思われる偏平礫に挟入部がある。欠損する。 20は台石もしくは石皿。

凝灰岩製。深い敲打痕が幅の広い擦り面で観察される。部分的に赤褐色化しているところは破損後に

焼成を受けたと考えられる。

時期出土した土器や覆土の状態から、縄文時代早期I群b－1類の時期のものである可能性が高い。

（立田理）

H-4 (図Ⅲ－12． 13/図版III-16/表Ⅳ－3～5)

位置:M-9-a～d、M-10-a～d、M-11-a｡b、 N-9-a～d、N-10-a～d、N-11-a、O-9-a･d

規模： 9~57×711/930×7.06/0.15m長軸方向:N-9｡-W

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた平面が不整の楕円形を呈する竪穴住居跡である。P-73と重

複し、F-39．40が南西側に近接して位置する。

表土を除去したⅥ層中の面からKo-gと暗褐色土の範囲を確認し調査を実施した。確認面から床面

とした所まで10cm前後しかなく、覆土のKogと腐植土の入り方から考えて掘り込み面は既に削平

されたv層中と考えられる。覆土は腐植土とローム質土が入り混じったもので、遺構確認のきっかけ

となったKogはP-73のものであった。覆土の遺物は中心部に向かって流れ込んだかの様相で出土

している。

比較的平坦な床面からは、炉跡と考えられる2カ所の焼土(HF-1･2)が見つかっている。床面は

HF-1.2のレベルと遺物の出土状況から導き出したもので、壁の立ち上がりや柱穴と共に不明瞭な部

分が多く、あるいは､壁の立ち上がりなどH－6で見られる浅い播鉢のような形を呈していた可能性も

考慮する必要があるかもしれない。HF-1． 2は形態や規模に大きな違いがあるものの、どちらもほ

ぼ同じレベルに位置している。 また、赤化の度合いも弱く比較的短い時間で出来上がったであろうと

思われる点も同じである。床面の遺物はこれらの炉跡周辺に集まる傾向がみられる。

近接するF 39．40との関連は、F 39がH－4の覆土の上に乗っていることからF 39が新しく、

それと並列するF-40も同様と考えられる。ただしF 39.40の位置する層位から考えて、H－4のI

群b－1類の時期とは大きく外れないと考えられる。

遺物土器は床面、覆土などからI群a類、 I群b－1類が出土しているが、前者は細かい破片が多く

後者はややまとまった状況で覆土から床面まで出土している。本住居に伴うのはI群b－1類土器の可

能性が高く、図示しなかったがI群b－1類土器には尖底の小破片が伴っている。

l～3はI群a類、4～6はI群b－1類土器である。 1は波状口縁の頂部で器面には3条の貝殻腹縁文

が施されている。腹縁文の一部は鋭い切っ先の施文具で文様が重ねられている。 2も3条の貝殻腹縁

文が施された胴部で、それに沈線文と刺突文が加わる。 3は平縁の口縁部で器面には幅の細い条痕が

認められる。 4は内面に貝殻条痕が見られる深鉢形土器の口縁部である。口唇断面は膨らみのある円

形で、口唇には茎の様な施文具で右横から斜めに刺突文が施されている。器面は剥落が著しいものの、

一部に羽状縄文が見られる。 5は肥厚帯の上に0段多条の縄線文が施される口縁付近の胴部である。

器面には縄線文と同じ原体で繊維の痕跡が明瞭に残る特徴的な斜行縄文が施され、内面には細い条痕

が認められる。以上のことから5はI群b－1類の中でも「仮称西桔梗式」 （岡島 1975)に相当する可

能性がある （第Ⅳ章1節)。 6は細い組紐で横位の木目状の回転圧痕文が施された胴部片である。

7， 8は頁岩製の石鍼で、基部は内湾する。 7は先端及び基部の両側を欠失する。側縁は直線状を

呈し、丁寧な二次加工により薄身に仕上げられている。 8は小形でやや幅が広く、基部の片側を欠失

する。側縁はわずかに外湾し、裏面に素材面を残す。 9は石錐。つまみ部を有し、 2ヵ所に尖頭部を

－34－
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Ⅲ遺構

作り出している。 10はスクレイパー。縦長剥片を素材とし、表面右側縁下部に刃部を作り出している。

刃部はゆるく外湾し、刃縁を整えるため裏面左側縁にも部分的に二次加工を施している。 11は黒曜石

製の石刃。上下面が折れ面となっており、表面にはほぼ平行する稜線が2本あり、両側縁には使用痕

と考えられる微細な剥離が認められる。

12， 13は石斧で、擦り切り痕が残る。蛇紋岩製。 13は擦り切り痕、折取り痕を研磨されている。 14

は台石もしくは石皿片。凝灰岩製。一部細い擦り溝を持つ。

時期遺構の形態と遺物の出土状況から縄文時代早期後葉I群b 1類の時期と考えられる。

（皆川洋一）
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l 住居跡

H-5 (図Ⅲ－14～19/図版Ⅲ－5． 16～18/表Ⅳ－3～5)

位置: |-17、 |-18-a．b、 J-17-a．b、 J-18-a規模: 5.90×5.48/5.60×524/0.48m

長軸方向:N-74｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。P 49と重複するが本遺構が古い。Ⅵ層上面で黒褐色土の円

形を呈する落ち込みを確認した。落ち込みの中心には火山灰が円形に堆積している。中心を通るよう

にトレンチを設定してⅦ層まで掘り下げたところ、壁、床を確認し、住居跡であることがわかった。

平面形は北側を風倒木の撹乱に切られるが、隅丸方形とみられる。壁の立ち上がりは急である。床面

の中央部には南西一北東方向に長い不整形のくぼみがあり、その他は平坦である。覆土は大きく4つ

に分けられる｡上位から1層はKo-gを多量に含むⅣ層であり、2層はV層起源と考えられる黒褐色土

である。 3層はⅦ層起源とみられる土で壁付近に堆積している。いずれも境界は漸移的で明瞭ではな

い。覆土中にフレイクの集中と焼土各1カ所を検出した。フレイク集中は住居跡北西部分の壁際付近

で、焼土は住居跡のほぼ中央で検出した。柱穴は3ヵ所検出した。いずれも床面付近を精査中に褐灰

色の落ち込みとして検出したものである。HP-1以外は浅い。

また、 I群b－1類土器が覆土2層中で集中して出土していること。覆土2層の下位に焼土があり、

フレイクの集中も存在することから、覆土2層中にI群b－1類期の生活面があった可能性がある。

遺物覆土2層から、土器はI群a類土器とI群b－1類が出土し､前者が多い。石器は礫石器が多く、

特に石錘が最も多いが、 まとまって出土する傾向は見られない。覆土3層からは、 I群a類土器が多

く出土している。石器類は、住居跡南側隅で台石もしくは石皿が出土した。覆土3層の傾斜に沿って

使用面を上にした状態であった（図Ⅲ-14)。その他覆土3層からは、石縦両面調整石器、 ドリル、

つまみ付きナイフ、スクレイパー、石錘等が出土している。床面の遺物はI群a類土器と石錘1点、

石核1点、礫1点の他、フレイクが63点出土している。

l～17はI群a類で、器形の分かる1 ･ 3 ･ 4･ 9 ．14は大雑把に見て砲弾型尖底の器形を呈してい

るといえるが、その一部には乳房状の尖底に向かう変化の兆しをうかがうことができる。口縁部は真

直ぐに立ち上がるか外に向かってやや開くものが主体で、口唇断面の形は、丸みを帯びたり先細りす

る角形か切出し形のものが多い。 この内床から出土したのは7 ･ 9 ･14である。 1 ･ 4 ･ 8 ． 9の内

面などには爪形の文様が認められ、 3 ． 4 ． 7 ． 8には補修孔が穿たれている。

これらで特徴的なのは、簡素化傾向の文様が施される7 ． 9 ． 14が床面から出土し、上位の覆土中

からは、 より装飾傾向の強い文様の施されるl～6が出土している。後者の一部にはより古い段階の特

徴を備えるものもあり、層位とは矛盾する。 このことが何を示すのかは明らかではないが、掘り上げ

土による混入・逆転などの可能性が考えられる。

1～6は多数の刺突文を伴った沈線や貝殻腹縁文による区画の内側を連続する腹縁文や条痕文で充填

するなど文様が装飾傾向の強いものである。 2以外は波状口縁で、 1 ． 4 ． 6はそれに小突起が加わ

る。 1は波状口縁の頂部から垂下する文様とそこから延びるわらび状の文様とが施されたもので、切

出し形の口唇の内面側の角には短い腹縁文が施されている。そこから3～4cmの内面には爪形文も認

められる。 2は3条の貝殻腹縁文をクランク状に施した胴部である。 3は波状口縁の頂部下にわらび

状の文様が配置されたもので、断面が丸みを帯びた角形口唇の平坦部には貝殻の押引文、内面側の角

には腹縁文の刻み、器面側の角には連続する爪形の文様が各施される。 4は口唇の断面が先細りする

角形を呈するもので、その口縁に沿った内外両面に連続した腹縁文が施されている。内面側の口縁か

ら約3cm下には連続する爪形の文様が認められる。 5は波状の頂部が2つの山になる口縁部で、その

口唇には深い一文字の沈線が施されている。口唇の内外両面の角には連続する腹縁文の刻みが施され

－38－
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図III-14 H-5
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1 住居別

図Ⅲ－17 H-5の遺物(3)
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Ⅲ遺構
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1 住居跡

る。器面の刺突文はかなり小径の施文具によるもので、充填される条痕文はやや背圧痕文気味に施さ

れる。 6は器面に菱形の区画が描かれたもので、断面が切出し形の口唇部は内面側の角に押引気味の
腹縁文が施されている。

7 ． 8は簡素な文様の施されたものである。 7は波状の口縁に突起が加わるもので、先細りで角形

の口唇部は内外両面に連続する腹縁文が施される。器面には全面に施された条痕文の上から鋸歯状の

沈線を施している。 8は3条の貝殻腹縁文を三対平行に施したもので、波状の頂部直下ではそれらに

刺突文が加わる。断面が角形の口唇の内面には連続する腹縁文が施され、その3～4cm下位には爪形の
模様が見られる。

9～17は施文が口唇周辺に集中する文様に乏しいか無文のものである。 9～12は口唇の内外両面、 13

は内面だけに連続する腹縁文が施されるものである。 9は尖底部に変化の兆しがうかがえる平縁の深

鉢形土器である。器面の上半部には不均一な貝殻の条痕が施されているが、それが文様か調整痕かは

判断に迷う範晴である。断面の丸い口唇には腹縁文以外に外面に沈線に伴う刺突文の列が、内面には
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図Ⅲ-19 H-5の遺物出土状況とFC-1．2
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Ⅲ遺構

腹縁文の2～3cm下位にはっきりとした連続する爪形の文様が認められる。 10は口縁部に刺突文の列

が施されたもので、通常よりも深い刺突のため内面は瘤状に飛びだし、その瘤が剥落した箇所は貫通

孔のように見える。 11は口唇断面が切出し形を呈し、 12は口唇部の周辺だけが外に向かって大きく傾

斜する深鉢の平縁である。 14～16は無文で平縁のものである。 14は小型の器形で、口唇断面は14が丸

形、 15･16は角形である。 17は断面が内側に傾く小型の器形のもので、平縁に沿って沈線が1本巡っ

ている。

18.19はI群b－1類土器である。 18は口唇部に2種類の文様が施された口縁部である。向かって半

分から左側には口唇の中央に沈線が施され､そのため口唇断面は上から潰されたように変形している。

更にその上からは棒状の施文具による斜めの刻みが施されている。器面には0段多条の縄線文で曲線

を主体とする文様が描かれている。 19は器面に0段多条の斜行縄文が施される口縁部で口唇直下には

同じ原体による曲線的な縄線文が施されている。

20は石錐。側縁はやや外湾し、両面に素材面を残す。両側縁に粗い二次加工が施される。 21～24は

石錐。いずれもつまみ部を有し、縦長剥片の末端部に尖頭部を作り出している。 21は大きなつまみ部

を有し、表面の両側縁の二次加工により尖頭部を作り出す。 22～24は薄身で小形のもの。いずれも素

材の剥片の形状を生かし、尖頭部の二次加工はわずかに施される。 22， 23のつまみ部は大きく、 24は

幅が狭い。 25， 26はつまみ付ナイフ。 25は薄い縦長剥片の素材の形状を生かし、二次加工はつまみ部

と表面右側縁にわずかに施される。 26は横長剥片を素材とし、裏面右側縁を除き周縁部に二次加工が

施される。 27， 28はスクレイパー。 27の刃部はやや厚みがあり、ゆるく外湾する。 28は直線的で薄く

鋭利な刃部を有する。

29～36は礫石器。 30は砥石。流紋岩製。 31～36は石錘。 31は焼成を受け赤褐色化している。 36は破

損しているが、今回調査した富野3遺跡から出土した石錘では最も大型のものである。流紋岩製。 29

は台石もしくは石皿。凝灰岩製である。表面、裏面ともに幅広の擦り面を持つ。

時期床面から出土した土器と、平面形から縄文時代早期I群a類の時期のものとみられる。

（立田理）

H-6 (図Ⅲ-20～24/図版Ⅲ－6･19･20/表Ⅳ－3～5)

位置: J-12、 J-13-a．b、K-12、 K-13-a･b｡c、 L-12-d、 L-13-a．b

規模: 8.04×(4.82)/7.90×(467)/043長軸方向:N-76｡-W

特徴調査区南西部の緩斜面に位置する。H-15と重複し､本住居跡が新しい。Ⅶ層上面で中心に火山

灰の堆積を持つ灰褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みの形状は東西に長い長楕円形で、南東側は

不整円形の灰褐色土の落ち込みと重なっていた。そのため、 2つの住居跡の重複を想定し、火山灰の

堆積の長軸方向にトレンチを設定し､Ⅶ層まで掘り下げた｡その結果､H 6の落ち込みがH-15を切っ

て構築されていること、前者は断面形が浅い皿状で、焼土を伴うことを確認した。 この落ち込みは南

部に大きな風倒木痕があり、西部分は落ち込みの境界がはっきりしなかったため、 さらにトレンチを

追加して形状の把握に努めた。その結果、 この落ち込みは南北、東西方向にも浅い皿状を呈すること

がわかり、 3カ所の焼土が長軸上に並ぶことがわかった。平面形は中央部が膨らむ長楕円形である。

壁の立ち上がりは緩やかで床と連続しており、HF-3の周辺が最も低くなっている。床は平坦面は少

なく、小刻みにでこぽこしている。

床面で焼土を3カ所検出した。全て長軸上、壁から1m以上離れた比較的平坦な面に並んでいる。

柱穴は確認できなかった。また、覆土2層の中位にフレイクの集中を検出し、またこの層位にI群b－

4類土器がややまとまって出土していることから、 この面(図Ⅲ-23)にI群b－4類期の生活面があっ
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Ⅲ遺構

た可能性が高い。

遺物覆土から土器はI群b－4類土器が多く出土している。剥片石器は石擁が4点とやや多く出土し

ている。礫石器は台石、砥石、石錘の順で多い。床面からは、土器はI群b－1類土器が多く出土して

いる。石器等は石嫉片、 ドリル、スクレイパー、Rフレイク、Uフレイク、石斧、フレイク、礫等が

出土している。

1～6はI群b－1類土器である。 1は外側に開き気味の口縁で、器面には不明瞭な羽状縄文が施され
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11I 遺構

る。 2は無文の口縁である。器形は小さな鉢形と推定され、 I群b－4類の可能性を残す。3～5は胴部

で、器面の文様は3が綾杉状の縄文、 7 ． 8が0段多条の羽状縄文である。 6は下端部の張り出した

底部である。その器面には0段多条の斜行縄文が施され、張り出した下端部には太めの施文具で刻み

が入る。残存部分から、口縁が開き底部で極度に絞り込まれる器形になると推定される。

7 ． 8はI群b 4類土器である。 7は撚りの異なる自縄自巻の原体で細い撚り糸文風の羽状縄文の

施された胴部である。 8は丸味を帯びた底部で、器面には広く綾絡文が施されている。

9～13は石擁。 9は細長い柳葉形で､基部付近でゆるく内湾する。両面に丁寧な二次加工が施される。

10～12は黒曜石製で、いずれも肉眼観察では赤井川産の黒曜石と考えられる。 10， 11は先端部を欠失

する。 10は床面出土で、丁寧な作りのもの。 11は被熱のため表面の光沢が鈍くなっている。 12は小形

で厚みがあり、裏面に素材面を残す。素材は横長剥片である。 13は頁岩製で両面の周縁部に粗雑な加

工を施す。 14は石槍。表面の右側縁上部は素材の形状を生かし、他は周縁部に二次加工を施す。 15,

16は石錐。どちらもつまみ部を有し、周縁部に二次加工が施される。 16は床面出土。黒曜石製である。

17～20はスクレイパー。いずれも縦長剥片を素材とする。17は腹面側に外湾する刃部が作り出される。

また、被熱によるひびが所々に認められる。18は表面の左側縁にゆるく外湾する刃部が作り出される。

19は打点側以外の3辺に浅い二次加工が施され、薄身の刃部が作り出される。 20は短辺に尖頭部が作

り出される。二次加工は細かく、刃部は丁寧に仕上げられている。 21は模形石器。大型でいわゆる模

形石器とは少し異なるが、便宜状模形石器に含める。両端に対となる階段状の剥離痕があり、断面形

は三角形状を呈する。 22～24は石核。 22は打面を固定し、作業面を3面設定し、作業面を移動しなが

らフレイクを取っている。かなり小形のフレイクも剥がしており、残核として放棄されたものと考え

られる。打面調整は認められない。 23はめのう製。原石の両端からフレイクを取っている。作業面を

2面設定し、交互にたたいている。数枚フレイクを剥がしただけで、打面調整等は認められない。 24

はまず上面を作業面とした後、その面を打面としてフレイクを取っている。図示していないが、K

12-aグリッド出土のフレイク1点と接合している。

25， 26は石斧。 27～32は礫石器。 25は蛇紋岩の石斧。擦り切り痕と折取りの跡には研磨による調整

痕が見られる。刃縁が欠損し、基部は破損している。 26は泥岩の擦り切り残片。少し厚みのある幅広

の偏平礫の縁片を利用している。敲打痕が僅かに見られる。 27は粘板岩のたたき石。 28は断面三角形

の擦り石。 29は流紋岩の砥石。幅の細い研ぎ溝が見られる。 30～32は石錘。

時期縄文時代早期I群b－1類土器の時期のものとみられる。 （立田理）
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l 住居跡

H-7 (図Ⅲ-25～28/図版Ⅲ－6．20･21/表Ⅳ－3～5)

位置:0-15-c、O-16-b．c、 P-15-c･d、 P-16-a～d、 P-17-a．b

規模：5.02×4~62／4~95×444/021m長軸方向:N-17｡-W

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた平面が不整の隈丸方形を呈するI群b－1類の竪穴住居跡で
ある。北西側にはFC-9･10が見つかっている。

表土を除去したⅥ層中の面から偏向する遺物出土状況により確認した。覆土は中央の上位に見られ

る腐植土のl層と、覆土の主体である2層とに別れる。覆土l層は本来レンズ状の堆積だったものが

近・現代の削平で大半が失われたと考えられる。覆土2層は腐植土とローム質土が混じるⅥ層類似の

もので、遺物の大半はこの2層と床面から出土する。覆土l層はV層が流れ込んだもの、覆土2層は

掘り上げ土を含む土が崩落や流れ込みで堆積したものと考えられる。竪穴住居の確認面はⅥ層中であ

るが、掘り込み面は削平されたV層下位～Ⅵ層中と考えられ、覆土1 ． 2層の堆積状況から見て図と

の深度の違いは深い部分で10～15cm程と推定される。

竪穴の掘り込みはⅦ層に達するもので底部分は斜面と同じ方向に緩く傾いている。床面もそれとほ

とんど同一と考えられ、壁の立ち上がりは緩やかに立ち上がる。床面からは炉跡と考えられる焼土

(HF-1)や柱穴(HP-1～23)と共に、 I群b－1類土器や石器などの遺物も見つかっている。床面西

側で見つかったHF-1は長径が0.8m程の不整楕円形を呈すもので赤化の度合いも高く、比較的長期
に亘り焼成を受けたと考えられる。

床面で検出されたHP-1～23の柱穴は全て僅かに入る腐植土から位置を確認したもので、これらに

は出土位置と形態からいくつかの特徴をもつグループが見られる。HF 1を取り囲む様な配置を見せ

るHP-1･2･12．14．22はいずれも深さが30～40cmのもので、他のものよりも一回り規模が大きい

のが特徴である。それらの中央付近に位置するHP-15と共に上屋を支える主柱穴の配列と考えられ

る。南東側の壁際にある傾斜する柱穴のHP-7も同様の規模で、前述の配列に強く関係する可能性が

ある。 また、HP-19は規模･形態が他と異なり、HF-lの近くに位置することから炉跡に付随する可
能性がある。

土器はI群a類・ I群b－1類が出土しており、主体は尖底の器形を呈した後者である。石器は石擁・

両面調整石器・石槍・ ドリル・つまみ付ナイフ・石斧・たたき石・すり石・石鋸・砥石・台石などが

出土している。遺物出土状況は土器と石器では傾向が異なる。主体となるI群b－1類土器はHF-1の

周辺にその多くが分布し、石器類は剥片石器も礫石器も竪穴の中央から東半分の範囲に分布する傾向

が見られる。空間的な使い分けを反映している可能性がある。

床面近くの覆土2層中には大小の炭化材が多数含まれており、その部分とHF-1の1cm程上位か

ら赤化した部分の土壌を採取し、水洗浮瀞選別法を実施した。その結果、竪穴の中央の床付近から炭

化したタデ属の種子2粒が見つかっている(第V章2節)。また、床面出土のI群b 1類土器内面に厚

く付着した炭化物と床面中央付近から出土した炭化材の試料2点(Beta126229･126230) に対して

AMSによる放射性炭素年代の測定を依頼した結果、暦年代BC6,380yとBC5,938yの測定値が得ら

れている(第V章3節)。後者の値は、同じ遺跡内のH－2やP－lの値に近く土器型式から見ても妥当

と考えられる。また、これら尖底器形のI群b－1類土器を伴う住居の年代測定は道内でも少なく、今
後、年代観の基本となるものと期待される。

近くで検出されたFC-9･10はこの竪穴から緩斜面の下方に延びるような平面形を見せており、
H－7からの廃棄の可能性がある。

遺物l～9はI群b－1類土器で、 1～5が口縁部、 6～9が胴部である。この内、床面出土のものは1と

~
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l 住居跡
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Ⅲ遺構

4である。 lはHF-1の周辺から小破片の状態で出土した尖底の深鉢形土器で、内面には貝殻を使っ

た雑な条痕が全面に見られる。斜行縄文らしきもので施文された口唇の断面は丸形を呈し、外側に向
かって屈曲する。口縁には太い0段多条の原体を使った斜めと横の縄線文の施された文様帯があり、

胴部には同じ原体を使い押捺する回転方向変えた羽状縄文が施されている。口縁内面には炭化物が厚
く付着しており、それを対象にAMSによる放射性炭素年代の測定を行った結果、暦年代BC6,380y

(Beta-126229)の測定値が得られている （第V章3節)。本遺構で内面に条痕文の見られるI群b－1

類は、 この土器に限られる。 2は口唇の端部が外に向かって肥厚する口縁部である。口唇部には茎状
の施文具で横斜めからの刺突列が加えられ、器面には太い二段単節の原体の施文方向を変えた羽状縄

文が施されている。 3は綾杉状の縄文が羽状に施される口縁部である。 4 ． 5は0段多条の斜行縄文

が施されるもので、 5は口唇部にも同じ文様を施している。 6は器面に二段単節もしくは0段多条の

原体を使った羽状縄文、内面に0段多条の斜行縄文が施されている。 7は0段多条、 8は二段単節の

原体を羽状に施している。 9に施されているのは綾杉状の縄文である。

10～12はI群a類土器である。 10は小型の突起が付く口縁部である。口縁の傾きはやや内側に入る

もので、貝殻の腹縁文が連続して施される口唇の断面は角形を呈する。器面には刺突文を伴う腹縁文

と沈線文の区画内を背圧痕で充填する文様が施され、内面全体には幅の細い条痕が見られる。 11は口

唇断面が先細りの角形を呈する口縁部である。口唇の内外両面には腹縁文が施され、器面には腹縁文

と多数の刺突文が施されている。 12は波状口縁の山形部で、口唇部に押引文、その外面に連続する腹

縁文と沈線文に沿う刺突列が施される。

10， 11は石鍼。 10は床面出土で黒曜石製のもの。縦長剥片を素材とし先端部をわずかに欠く。厚み

があり、側面の稜線は基部付近でやや屈曲する。 11は基部の先の部分を欠失する。裏面に素材面を残

す。基部は内湾し、側縁はわずかに外湾する。 12は石錐。めのう製で小形の縦長剥片を素材とする。

両側縁に二次加工を施し、尖頭部を作り出している。 13は両面調整石器。両面のほぼ全体に二次加工

を施し、側縁付近は特に丁寧に整形している。上部にわずかに扶りがあり、つまみ状を呈する。14～16

はスクレイパー。 16， 17は床面出土。 14， 17は腹面側に刃部が作り出されている。 14の腹面左側縁の

二次加工は厚みを取るためのものである。 17は丁寧な二次加工により外湾する刃部が作り出されてい

る。 15は黒曜石製。横長剥片を素材とし、表面に節理面を残す。 16は大形の剥片を素材とし、側縁に

外湾する刃部を作り出す｡18,19は石核｡18はHF-1出土でめのう製｡小形の原石から長軸方向に沿っ

てフレイクを数枚取っている。小形のたたき石の可能性もある。 19は打面を固定せず周縁から求心状

にフレイクを取っている。 20は蛇紋岩製の石斧。破損している。ほぼ全面研磨されているが、僅かに

擦り切り痕が残る。 21も蛇紋岩の擦り切り残片。 23～27は礫石器。 24， 25はたたき石。厚みのある円

あるいは楕円の礫を使用している。 22， 23は石鋸。 22は流紋岩、 23は凝灰岩である。薄い板状礫の縁

辺を刃部としている。 26， 27は凝灰岩製の台石もしくは石皿。 27は幅の広い擦り面を持つ。

時期床面の土器から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）
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l 住居跡

’
H-8 (図Ⅲ－29･30/図版III-22/表Ⅳ－3～5)

位置:0-11-b～d、O-12-b、 P-11-a．d、 P-12-a

規模：4~82×3~30／4~64×313/016m長軸方向:N-20｡-E

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた竪穴住居跡である。完掘での平面形は不整の楕円であるが
近・現代の削平で形態や規模は大きく変化したと考えられる。表土を除去したⅥ層中の面から竪穴内
に堆積するKo-gと黒褐色土により確認した。南西側には近接してF-11が検出されている。
3層に分けられる覆土の中で、遺構確認の目印となったKo-gは覆土l層の腐植土に混じるもので

ある。覆土2層はV層腐植土の自然流入と考えられる。覆土3層はローム質土を含む割合が高く、 こ
れは構築物を覆っていたものが崩落したか､竪穴の周囲に置いた堀り上げ土が流入した可能性がある。
掘り込み面は近･現代の削平で既に失われているが、覆土の堆積状況から考えて10～15cm上位のV層
中にあったと考えられる。

竪穴の掘り込みはⅦ層にまで達っしており、その底面はⅥ層上面の緩斜面と同じ方向に緩く傾いて
いる。床面は炉跡と考えられる焼土(HF-1･2)の位置や柱穴状の小ピット (HP l～4)の確認レ

ベル、遺物の出土状況から求めたもので、竪穴の掘り込みとほぼ同じレベルと考えられる。壁は斜面
上方側が床からの立ち上がりが急激なもので、下方側の壁の多くは削平で欠失している。

炉跡と考えられる2カ所の焼土(HF-1･ 2)は、HF-1が赤化の程度も強く中心的な役割を担っ

ていたと考えられる。 7の篦状石器はHF-1に伴って出土したものである。HF-2は規模こそ大きい
ものの赤化の程度は弱く、二次的な堆積の可能性を残す。

床面で検出された4カ所の小ピット (HP-1～4)は、僅かに入る腐植土から位置を確認し、土の硬

さなど頼りに調査を進めたものである。 これらには明瞭な配列は見られず柱構造などは不明である。

遺物は土器がI群a類とI群b－1類とが出土しており、主体は後者でいずれも小破片である。石器

類は石鍼・ポイント片・両面調整石器・ トランシェ様石器・篦状石器・スクレイパー・石核・たたき

石・石鋸・台石・石器製作後の石屑と考えられるフレイクなども見つかっている。 これらの大半は覆

土2 ． 3層から出土したもので、床面のものは少ない。覆土3層で出土した多数の頁岩のフレイクは

緩斜面上方から流れ込む様な状態で出土しており、 これらは土器片や礫片等とともに「廃棄」された
可能性が高い。

遣物土器は、 I群a類とI群b－1類が出土しているが全て小さな破片である。この内、 I群b－1類
には小型の平底の小破片も含まれていた。

l～5はI群b－1類土器である。 1は幅の狭い口唇部に、裂いた茎状の施文具で右横から斜めに施し

た刺突文がある口縁部である。器面には0段多条の縄線文が施されている。 2は0段多条の羽状縄文

が施された胴部で、内面には貝殻の条痕が見られる。 3は尖底近くの破片で、器面には二段単節の斜

行縄文が施される。 4は二段単節の縄による羽状縄文である。器面への押捺が撚り糸文に近く、撚り

の不均一な綾杉状縄文の原体によるものかもしれない。 5は器面に横方向の粘土紐を貼り付けたもの
で、地文は羽状縄文のと考えられる。

6は石鍼で横長剥片を素材とする。基部は内湾し、側縁はわずかに外湾する。二次加工は丁寧であ

る。 7， 8は箆状石器。 7はHF-1出土。溌形を呈し、刃部は中央付近がやや挟れる。 8はトランシエ

様石器。形状は二等辺三角形に近い。刃部の表面は自然面の形状をそのまま利用され、裏面は一次加

工の剥離面を残す。側縁は細かい二次加工が施され、やや内湾する。 9はスクレイパー。縦長剥片の

1側縁にゆるく外湾する刃部を作り出す。 10は石核。裏面に自然面を残す。作業面として正面と裏面

の2面を設定し、打点を固定せず頻繁に移動しながらフレイクを取っている。 1l～13は礫石器。 11は

’
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図Ⅲ 29 H-8と遺物分布
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l 住居跡
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S＝1/3

めのうの円礫を使用したたたき石。表面の各所に敲打痕と、端部に剥離痕のある敲き跡がある。 13は

薄い板状の凝灰岩を利用した石鋸。 12は流紋岩の砥石。幅の細い研ぎ溝がある。

時期主体となる土器の出土状況から、縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。

（皆川洋一）

H-9 (図Ⅲ－31･32/図版Ⅲ－7･22．23/表Ⅳ－3～5)

位置: |-14-c･d、 |-15, 1-16、 J-14-c･d、 J-15、 J-16-a

規模： 6.36×(5.83)／5.96×(5.76)/0.18m長軸方向:N-87｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みは北
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1I1 遺構

西一南東方向に長い不整な楕円形で、西と南西の方向に大きな張り出しがある。やや北西よりの位置

には楕円形を呈する火山灰の堆積を伴う。落ち込みが不整形であったことから、遺構の切り合いを想

定し、火山灰の落ち込みの長軸に合わせてトレンチを設定した。調査の結果H－3を確認した。黒褐色
土の落ち込みはH－3の外側をめぐっており、さらに精査を重ねると南東方向にも別の単位とみられ

る長楕円形の落ち込みが重複していることが観察された。 このためトレンチを延長し、 さらに反対側
にサブトレンチを設けてⅦ層まで掘り下げた。その結果、H－3の外側をめぐる浅い皿状の落ち込みを

確認し、南西にある住居跡を切って構築されていることがわかった。これをH－9とした。黒褐色土の

落ち込みは合計でH－3、H9、H-11、H-13、P-18、P-27、P-43の7つの遺構の切り合いによ

り構成されることがわかった。H－9は、H－3、P-43より古くH-11より新しい。平面形はやや西側
に張り出す不整円形を呈する。壁は北西から北東方向にやや急に立ち上がるが、他は緩く、床との境
は不明瞭である。床はほぼ平坦ではあるが、小刻みに凸凹している。覆土は灰黄褐色で火山灰を微量

含んでいる。床、壁と地山であるⅧ層との境界は不明瞭で漸移的に変化している。付属施設は柱穴の

可能性のある土曠が5基検出された。平坦面に位置するHP-2を除いて、全て壁際にあたる緩斜面に

ある。いずれもほぼ水平に掘られ、浅い。また、入れ子状に重複するH－3とは壁の立ち上がり、覆土

の質感の相違から別の住居跡としたが、H－9をH－3のテラス状のもの考えて1つの住居跡となる可

能性もある。

遺物覆土から土器はI群b－1類土器が多く出土し、石器等はRフレイク、両面調整石器等の剥片石

器の他、石錘等の礫石器が多く出土している。床面からは剥片3点、礫1点が出土している。

1～12はI群b 1類土器で、この内lが床面から見つかっている。器形の分かるものは1と12で、 1

が平底の深鉢形土器、 12が尖底土器と考えられる。 1は底部の下端が張り出す平底の土器で、H-9･

11､P 43の重複する3つの遺構から出土し接合したものである。口縁部は平縁で口唇の断面は丸形で

ある。土器の表面には粘土の輪積や指の跡など製作時に付いた凹凸が多数見られるため、比較的粗雑

な作りが特徴である。口縁から胴部の文様は0段多条の原体による条が水平に近い斜行縄文を主体と

したもので、部分的に同じ原体の回転方向を変化させたものが加わる。更に、底部の張り出し近くの

器面と底面には綾杉状の縄文が施されるなど文様構成は特徴的である。 また内面には、幅の広い施文

具による横方向の条痕が広く認められる｡2～4はいずれも口唇断面が丸形で器壁の薄い口縁部である。

2 ． 4は0段多条、 3は二段単節の斜行縄文が各施されている。 5～7は異条縄文が羽状に施された胴

部、 8～10は条が水平近くにまで寝る斜行縄文で、原体は8が0段多条、 9．10が二段単節である。 1l

は器面に二段単節の斜行縄文が施された胴部小片で内面には明瞭な貝殼条痕文が施されている。 12は

同じ二段単節原体の回転方向を変えて器面に条による菱形を描いた尖底土器の底部付近胴部である。

13は石錐。黒曜石製で、大きめのつまみ部を有する。尖頭部を作り出すために二次加工が表面左側

縁のほぼ全体に施される。右側縁は素材の形状を生かし、ほとんど二次加工が認められない。 14はつ

まみ付きナイフ。表面のほぼ全面と裏面の右側縁に二次加工が施される。断面形はカマボコ形である。

15は両面調整石器。中央付近でややくびれる。両面共に下部の二次加工は入念に施される。 16はスク

レイパー。縦長剥片の一側縁に外湾する刃部を作り出す。中央付近でやや鋸歯状を呈する。

17～21は礫石器。 17， 13は石鋸で薄い板状の凝灰岩を利用している。僅かに炭化物状のものが付着

する。 18～21は石錘。 21は流紋岩の偏平礫が薄く割れたものに挟入部を作りだし石錘にしている。

時期出土した土器と覆土の状態、また住居跡の形状から、縄文時代早期I群b－1類土器の時期のも

のとみられる。 （立田理）
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I 住居跡
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2灰黄褐（HuelOYR5/2） {V層起源やや粘性あﾄﾉ､ややしまりあり
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褐灰色±､ Vl l層を斑状に少量含む

図Ⅲ－31 H-9
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Ⅲ遺構
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I 住居跡

H-10 (図Ⅲ-33～35/図版IⅡ－7．23/表3～5)

位置:Q-36-b．c、Q-37-b．c、 R-36-a．b･c｡d、 R-37-a･b

規模：452×451／4.18×4.18/0.43m長軸方向:N-7｡-W

特徴Ⅵ層上面でKo-g混じりの黒褐色土の落ち込みを検出した｡遺構の存在を想定し、トレンチ調査
を行ったところ、竪穴住居跡であることが判明した。北東部は部分的に風倒木痕で床面まで壊されて

いた。平面形は隅丸方形を呈する。床面はⅦ層中にある。全体的に平坦で、東側部分は中央付近に向

かってゆるやかに傾斜する。壁の立ち上がりは急で、西側は特に急角度をなす。掘込みは今回調査し

た竪穴住居跡の中では深い方に入る。覆土上部は黒みが強く、下部はⅦ層土の褐色土主体で、撹乱さ
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1 黒褐（Hue7~5YR3/2） V+Ko-g (ﾌﾛｯｸ状) しまり非常にあり､粘性なし

2黒（HuelOYR1 ~7/1) V>>V||+Ko-g炭化物粒子少量含む｡ しまり非常にあり､粘性ややあり

3褐(Hue7､5YR4/3） V十V|>>Ⅶ しまりあり、粘性あり

4褐（Hue7~5YR4/4) V+V| しまりあり、粘性あり

5褐（Hue7､5YR4/3） Vll 焼土粒・炭化粒を少量含む。 しまりあり、粘性あり

6暗褐（Hue7､5YR3/4) Ⅵ>V炭化物粒を少量含む。 しまりややあり、粘性あり

7褐（Hue7､5YR4/3） V｜ しまりややあり、粘性あり

8褐（Hue7､5YR4/4) V’ （ﾌﾛｯｸ状) しまりあり､粘性あり

9褐（Hue7,5YR4/4） V|| しまりやや弱い､粘性あり

10褐（Hue7~5YR4/4） 9よりやや暗い V||>>V| しまりややあり､粘性あり
11 暗褐（Hue7､5YR3/4) V|〉Ⅶ しまりあり､粘性あり

12褐（Hue7,5YR4/4） Ⅵ>V|| 炭化物粒を少量含む｡ しまり非常にあり、粘性あり
13褐（Hue7~5YR4/4)Ⅶ>>V| しまり非常にあり 粘性あり

14黒褐（HuelOYR3/2） V+Ⅵ>>Ⅶ しまりあり､粘性ややあり

15褐(Hue7､5YR4/4） V＋V|>>Ⅶ しまりややなし､粘性あり

16黒褐(HuelOYR2/3） V〉Ⅵ>>V| ｜ しまりややなし､粘性弱ぃ

17褐（Hue7､5YR4/4） V||〉V しまりあり､粘性あり
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1

b26.200~
ａ
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ｅ
一 HP-1.2

1 褐（Hue7’5YR4/4） |V>V しまり非常にあり､粘性あり

HP-3

1 褐（Hue7~5YR4/3) |V>>VlI 炭化物粒を含む。 しまり非常にあり

2褐（Hue7~5YR4/4) V||>>Ⅵ炭化物粒を含む｡ しまり非常にあり

~

てつ可 豆7、’
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図ⅡI-33 H-10
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1I1 遺構

れている部分以外はきれいなレンズ状堆積を示す。付属のピットは3個検出され、いずれも掘込みは

浅い。HP-3は覆土に炭化物を含んでおり、平面上の位置を考慮すると炉跡の可能性がある。床面出

土の炭化物の放射性年代測定の結果､BC6,055/BC6,145to6,020という結果がでている(第V章3節

参照)。

遣物覆土からI群a類、 I群b－1類、 I群b－4類土器、石嫉石錐、両面調整石器、スクレイパー、

Rフレイク、Uフレイク、石核、フレイク、砥石、台石、石鋸、礫、炭化物が出土している。床面か

らはI群b－1類土器、石錐、Rフレイク、フレイク、すり石、砥石、台石、石鋸、礫、炭化物が出土

している。他の住居跡に比べて遺物は小さいものが多く、床面出土のものは少量である。

1～4はI群b－1類で、その内lは床面出土である。1～3は二段単節の斜行縄文が施された深鉢胴部

で、 1と2はその上から更に貝殼による条痕文が施され、内面にも条痕が見られる。 4は下端の張り

出した小型土器の底部である。底面には不明瞭な縄文が施されている。 1～4はI群b－1類の｢仮称西

桔梗式」 （岡島 1975)に相当すると考えられる。

5は頁岩製の石鍼。基部は若干内湾し、側縁はゆるやかに外湾する。両面に素材面を残し、裏面は

浅い周縁加工を施す。厚みがあり、断面形は三角形状を呈する。 6， 7は石錐。共につまみ部を有し

ている。剥片の形状を生かし、二次加工は両側縁に浅く施すのみである。 8はスクレイパー。横長剥

片を素材とし、長辺にほぼ直線状の刃部を作り出す。

9， 10は石鋸。薄い板状の凝灰岩の縁辺を利用している。 9は全ての縁辺を刃部としている。 ､

時期床面出土の遺物から縄文時代早期後葉I群b 1類の時期と考えられる。 （広田良成）
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Ⅲ遺構

H-11 (図Ⅱ1-36･37/図版Ⅲ－23｡24/表Ⅳ－3～5)

位置: |-16-b、 J-14、 J-15-b｡c･d、 J-16-a．b、 K-14-c･d、K-15

規模： 785×(635)／756×(616)／026長軸方向:N-7｡-W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みは北

西南東方向に長い不整な楕円形で、西と南西の方向に大きな張り出しがある。中心よりやや北西よ

りの位置に火山灰の楕円形を呈する堆積を伴う。落ち込みが不整形であったことから、遺構の切り合

いを想定し、火山灰の堆積の長軸に合わせてトレンチ調査をした。その結果、H 3とその外側にH

9を確認した。 トレンチをさらに南東方向に南西側の張り出しの先端まで延長し、その短軸に合わせて

新たなトレンチを追加して掘り下げたところ、張り出しのほぼ中心部で焼土を検出した。 これらのこ

とからこの張り出しは、北西部分の大半をH 9に切られる浅い皿状の住居跡であることがわかった。

重複関係はP-43、P-18、H 9より古く、H-13より新しい。平面形は確認できた部分で南北に長い

楕円形を呈する。床面は平坦面が2段あり、さらにその中心には浅いすり鉢状を呈するくぼみがある。

壁は不明瞭で緩やかである。土居は上位から灰褐色土の覆土l層、Ⅶ層との漸移層である覆土2層と

に分けられる。焼土2ヵ所、柱穴の可能性がある土曠5基が検出された。焼土は覆土1層と2層の境

界で検出された。H－9、H 3を結んだ線上に並んでいる。 より中心側で検出した焼土(HF-2)は中

心のくぼみ部分にある。土曠は全て床面で検出した。いずれも浅い。

遣物覆土から、土器はI群bl類土器、 I群a類土器、石鍼、ポイント、 ドリル、スクレイパー、

Rフレイク、台石もしくは石皿片が出土している。床面からは、土器はI群b－1類土器、 I群a類土

器、フレイク、礫等が出土している。

1はI群a類、 2～22はI群b－1類土器である。 lはHP-2から出土した口縁部である。口唇部に

は貝殻の腹縁を使用した刻みが、器面には刺突列を伴う沈線と腹縁文が施されている。内面には異な

る方向の爪形の列が見られる。

2は底部の下端が張り出す平底の土器で、H 9･11、P-43の重複する3つの遺構から出土し接合

したものである。口縁部は平縁で口唇の断面は丸形である。土器の表面には粘土の輪積や指の跡など

製作時に付いた凹凸が多数見られるなど、比較的粗雑な作りが特徴である。口縁から胴部の文様は0

段多条の原体による条の一部が水平に近い斜行縄文を主体としたもので、部分的に同じ原体の回転方

向を変化させたものが加わる。更に、底部の張り出し近くの器面と底面には綾杉状の縄文が施される

など文様構成は特徴的である。また内面には、幅の広い施文具による横方向の条痕が広く認められる。

3 ･ 4 ･ 10は0段多条の原体で複数本の縄線文を施した口縁部である。 3 ･ 4は口唇断面が角形で複

数本の縄を使って入り組んだ曲線による区画を描いたもので、その区画内には無文の部分と0段多条

の斜行縄文が施される部分がある。各口唇部には斜めの刻みが施されており、施文具は3が0段多条

の縄で、 4は棒状のものが使われている。 10は口唇に縄の斜めの刻みが施されたもので、その断面は

丸形である。

5～9･11は0段多条の原体が使われた平縁の口縁部で、器面の文様は5～8･11が斜行縄文、 9が羽

状縄文である。口唇の断面は5 ． 7が角形で5の口唇には器面と同じ文様が施文される。 6 ･ 8 ･11

は先細りの丸形で、 8 ． 9 ･ 11の口唇は外の向かって僅かに開く。 8 ．11の口唇部には縄の刻みが施

されている。

12は粘土紐を横位に貼り付けた底に近い胴部である。器面には0段多条の斜行縄文が施され、粘土

紐はその地文の上から貼り付けられている。貼り付けの断面は山形を呈し、器面には茎状の道具によ

る刻みですりつけている。 13･14･20は綾杉状縄文が羽状に施された胴部である。 13の内面には不鮮

’
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Ⅲ遺構

明ながら条痕が見られる。 20は撚りが乱れて撚糸の様な施文になっている。 15～22は羽状縄文が施さ

れた胴部である。原体は15～17･19･20が0段多条、 18．22が二段単節である。 15は器面下位に撚糸

文が施され、 17は結束の羽状縄文である。 21．22は尖底部に近い部位のものである。

23は石槍。玄武岩製で左右非対称の形状である。基部は浅く内湾し、側縁はゆるく外湾する。二次

加工は全体的に粗い。 24は蛇紋岩製の石斧。

時期床面から出土した土器から、縄文時代早期後葉I群b－1類土器の時期のものである可能性があ

る。 （立田理）

H-12 (図III-38．39/図版Ⅲ-24/表Ⅳ-3～5)

位置:M-12-b．c、M-13-a、 N-12-a～d、 N-13-a

規模：4~25×3~63／4~16×3.48/0.13m長軸方向:N-79｡-W

特徴標高25～26mの緩斜面に作られた竪穴住居跡である。平面形は本来不整の円であったと思われ

るが、近。現代の削平で掘り込み面を含む遣構の上位を失っていること、更に初期段階の調査で遺構

の検出に手間どりNラインより上のグリッドにかかる部分を失ったことなどにより、形態や規模など

本来の姿を留めていない。表土を除去したⅥ層中の面から竪穴内に堆積する薄いKo-gと黒褐色土が

存在することにより遺構を確認した。周囲には近接してP-123･124･126が検出されている。

2層に分けられる覆土の中で、遺構確認の目印となったKo-gは覆土1層の腐植土に混じるもので

ある。覆土2層はV層腐植土の自然流入と考えられる。掘り込み面は近・現代の削平で既に失われて

いるが､覆土の堆積状況から考えて15～20cm上位のV層中に在ったと考えられる。竪穴の掘り込みは

Ⅶ層にまで達しており、その底面はほぼ平坦である。床面は炉跡と考えられる焼土(HF-1･2･3)

の確認レベルや遺物の出土状況から求めたもので、竪穴の掘り込みとほぼ同じレベルと考えられる。

壁は斜面上方側が床からの立ち上がりが緩やかなもので、下方側の壁の多くは欠失している。

炉跡と考えられる3ヵ所の焼土(HF-1～3)は、いずれも赤化の程度が弱く炉として使用された期

間は極く短いものと考えられる。床面で検出された5個所の小ピット (HP 1～5)は、僅かに入る腐

植土から位置を確認したもので、この内HP-1．3～5は壁の近くに位置し巡るように配置されている。

これらはいずれも小規模で深度も浅く、上屋は比較的簡易な構造の物であったと推定される。

遺物は土器がI群a類とb－1類､b－4類、Ⅲ群a類土器とが出土しており、主体はI群b－1類で他

はいずれも小破片である。石器類は石嫉・ ドリル・両面調整石器・スクレイパー・すり切り残片、石

鋸･台石などが見つかっている。 これらの大半は覆土2層から出土したもので、床面のものは少ない。

近接するP 123･124．126は壁の一部を重複させながらこのH-12を取り巻くように位置する。各

遺構の底面レベルは近い値で、その重複の先後はトレンチ断面にその痕跡が認められず、含まれる土

器も同じI群b－1類であることから、これらに時期差はなくH-12の機能を補うために追加された遺

構と考えられる。簡易な作りのH 12ゆえに再び作り直すのではなく、P-123･124･126はH-12に

対して追加もしくは拡張した関連遺構の可能性がある。

遣物 1はI群a類、2～9はI群b－1類土器である。床面出土のものは6だけである。 1は無文の口

縁部である。内面には幅の細い条痕が広く見られる。

2 ． 3は口唇が外に向かって開き気味の口縁部で内面には無数の擦痕が見られる。 2は口唇の断面

が角形で、その口唇部には二段単節の斜行縄文が施されている。口縁の文様帯には撚りの乱れた綾杉

状縄文もしくは撚りの異なるものを軸に巻き付けた撚糸文が、胴部に口唇部と同じ原体で二段単節の

斜行縄文が施される。 3はP 123出土のものと接合した尖底器形の土器である。器面には撚りの異な

る0段多条と二段単節との結束羽状縄文が施されている。同じものが9にも見られるため同一個体の

ワT
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m遺構

可能性がある。 4は0段多条の縄線文と二段単節の斜行縄文が施される胴部である。 5 ． 6は細い組
紐の圧痕文と考えられるもの、 8は綾杉状の縄文が施されている。 7は0段多条の斜行縄文が施され
る尖底部の破片で内面には幅の細い貝殻条痕が施されている。

10は頁岩製の石鍼。基部は内湾し、左右非対称の形状である。裏面は素材面を残し、周縁部のみ二

次加工が施される。 11は床面出土の石錐。両側縁にわずかに二次加工を施し、尖頭部を作り出してい
る。 12はつまみ付きナイフで下部を欠失する。表面と裏面の右側縁に二次加工が施され、裏面左側縁
には微細な剥離痕が認められる。

13は石鋸。 14は石皿もしくは台石片。共に凝灰岩製。15は礫で焼成を受けており赤褐色化が著しい。

使用によるものと考えられる剥離が表面にみられる。

時期主体となる土器から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）
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IⅡ遺構

H-13 (図Ⅲ-40/図版Ⅲ-24/表Ⅳ－3･4)

位置:K-15-b．c

規模： 1~99×1.68／1~70×049/008m長軸方向:N-29｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。H-11の上面を精査中、H-11に切られる、張り出し状の落
ち込みを検出した。H-11の調査終了後、中心を通るようにトレンチを設定してⅦ層まで掘り下げる

と、緩やかな立ち上がりを有する浅い落ち込みであることがわかった。平面形は確認された部分では

ほぼ半円形を呈する。壁は緩やかで床は平坦である。

遺物覆土から土器はI群b－2類土器、 I群b－1類土器、 I群a類土器が少量出土し、石器等はフレ

イク、石核、礫が出土している。

1はI群b 1類の胴部である。器面には0段多条の斜行縄文が施される。

時期覆土の状態や出土した遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類土器の時期のものである可能性

がある。 （立田理）

H-14 (図Ⅲ-40/図版Ⅲ-24/表Ⅳ－3･5)

位置:H-19-b･c、 |-19-a｡d

規模：3~64×2.70/330×2.37/0.12長軸方向:N-49｡-E

特徴調査区西部の平坦面に位置する。P 82、P-81、P 87と重複するが、本遺構が最も古い。Ⅵ

層上面を精査中に褐灰色の落ち込みを検出した。落ち込みの形状は北東南西方向に長い楕円形であ

る。平面形の長短軸に合わせてトレンチを設定した。Ⅶ層まで掘り下げたところ、壁と床を確認し、

住居跡であることが判明した。平面形は南西一北東方向に長い楕円形である。壁は緩やかに立ち上が

り、床は平坦である。付属施設は柱穴の可能性がある土曠が2基検出された。HP-1は中心から約40

cIn程南にずれている｡HP 2は長軸上の北西側に壁から約80cm離れている。いずれも小規模である。

遣物覆土中から土器はI群a類土器、 I群b 1類土器が出土しているが、いずれも小破片で剥落も

著しく未掲載とした。石器等は石鍼、スクレイパー、Uフレイクが各1点づつ、その他フレイクが20

点などが出土している。床面からは土器の出土はなく、たたき石1点、フレイクが30点、礫片が1点

出土している。

1はスクレイパー。玄武岩製で縦長剥片を素材とする。主に腹面側に二次加工を施し、 1側縁にほ

ぼ直線状の刃部を作り出す。 2は安山岩のたたき石。全面に敲打痕がみられる。

時期覆土の状態から縄文時代早期後葉I群b－1類土器の時期のものである可能性が高い。

（立田理）
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l 住居跡

H-15 (図Ⅲ-41～44/図版Ⅲ－8．25．26/表Ⅳ－3～5)
位置:K-12-c、 K-13-b･c、 L-12、 L-13

規模： 6~05×4.15/5.83×393/0.18m長軸方向:N-20｡-E

特徴調査区南西部の平坦部分に位置する。H－6と重複するが、本住居跡が古い。Ⅶ層上面で火山灰
の堆積を中心に持つ灰褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みの形状は東西に長い長楕円形で、南東
側は不整円形の灰褐色土の落ち込みと重なっていた。 トレンチ調査の結果、これらの落ち込みは、H－
6、H-15の重複した2つの住居跡であることがわかった。H-15の平面形は確認した部分では、不整

円形である。断面形は中央部に向かって低くなるすり鉢状を呈する。付属施設は柱穴の可能性が高い
土曠が7基検出された。住居跡南側と北東側の壁にやや近い平坦面で6基、住居跡中央にあるくぼみ

部分の南側緩斜面に1基である。平坦面に位置する6基は西部分が不明であるものの、ほぼ同心円上

に並んでいる。そのうち最も西側にあるHP-2は内傾しており、先端は尖っている。これ以外の土塘
はほぼ垂直に掘られ浅く、大きさもばらつきがある。

遺物床面からI群b－1類の土器がまとまって出土した。台石、石核等を伴っている （図Ⅲ-41)。

1はI群a類、2～18はI群b－1類、 19はI群b－4類土器である。主体はI群b－1類で、床面出土

のものは2 ． 7 ． 8 ．13．14． 18である。 これらには尖底器形のもの(2) と平底器形のもの(18)

とが含まれており、前者は「赤御堂式」新手、後者は「東釧路II式」新手に相当すると考えられる。

また、内面に条痕の見られるもの(1)や縄文の施されるもの(7)などもある。

1は波状を呈する口縁の一部で、断面角形の口唇には内外両面の角に貝殻の復縁による連続した刻

みが施される。器面には口唇に沿う腹縁文が施されている。

2は床面から出土した平縁尖底の復元個体である。器壁が薄く外の向かって開く口唇には茎状の施

文具による向かって右からの斜めの刺突が連続して施されている。器面の文様は綾杉状縄文で羽状も

しくは菱形を構成するものが全面に施されている。器面の色調は口縁部、胴部、底部で異なり、口縁

部、底部で暗褐色を呈し、胴部には明褐色を呈する幅の広い帯が見られる。胴部の色調は煮沸などに

よって熱を受けた範囲と考えられるが、底部に熱を受けた痕跡が見られないのは特異な使用方法の結

果によるものであろう。内面には指の跡など製作時の細い凹凸が顕著に観察される。

3～11は口縁部である。 3は口縁に沿って器面に粘土紐を貼り付けたもので、その断面は蒲鉾形を呈

す。口唇には先端が尖り気味の施文具による横からの刺突が施され、器面には二段単節の原体による

羽状縄文が施される。 4～6は口縁の文様帯に縄線文が施されるものである。 4は0段多条の縄線文で

区画された部分を同じ原体の斜行縄文で充填している。口唇部に施される横方向の刺突は縄の端部に

よる。 5は口縁が外に開くもので、口唇の刺突は縄もしくは細い棒状の施文具による横方向からのも

のである。縄線文は二段単節の縄が使われ、地文は同じ原体の羽状縄文である。 6の縄線文の原体は

0段多条で、口唇部には先端の平らな棒状の施文具による横からの刺突が施されている。

7～9は0段多条もしくは二段単節の原体が使われるものである。 7は器面に同一原体で回転方向を

変化させた羽状縄文が施されている。 この原体は外に開く角形口唇に施される斜めの刻みや、内面の

斜行縄文にも使われている。 8 ． 9の口唇部には茎状の施文具による右横からの刺突が施される。 10

は無文のもので、これはI群b－4類の可能性もある。 11は綾杉状縄文の施されたもので、口唇部は外
に向かって開く。

12～16は胴部である｡12は同一原体による羽状縄文が施されたもので原体は二段単節と考えられる。

内面には貝殻の条痕が認められる。 13は器面に細い組紐を羽状に施している。 14は横位に粘土紐を貼

り付けたもので、貼り付け後に地紋の羽状縄文を施している。原体は0段多条である。 15． 16は羽状
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’

Ⅲ遺構

縄文の施されるもので、 15は結束、 16は同一原体による。

17．18は下端部が僅かに張り出す平底の底部である。 17の器面には斜行縄文が施されている。 18は

底が小判形を呈するものである。器面には胴部に延びる縦の細い粘土紐の貼り付けと羽状縄文が施さ
れており、貼り付けの上には縄のようなもので刻みが入る。羽状は片翼の条が水平近くまで寝るもの
で、施文原体は二段単節によると考えられる。内底面には指頭による刺突ｶﾖ面全体に施される特徴を
持つ。

19は太い原体で撚糸文状の文様が施されるI群b－4類の胴部である。

20は頁岩製の石鍍。基部は内湾し、側縁はやや外湾する。薄い縦長剥片を素材としており、周縁加
工が施され、両面共に素材面を大きく残す。21，22は石錐。どちらも床面出土で、つまみ部を有する。
21は小形で、二次加工は表面のほぼ全面と裏面の側縁に施される。 22は粗い加工で全体を整形し、尖

頭部の作りも雑である。 23， 24は箆状石器。 23は柄部が作り出されており、刃部は柄部に対して斜め
につく。刃部は急角度で、厚みがある。片刃で刃縁は直線状を呈する。 24は両面加工のもの。片刃で

刃縁は外湾し、やや凹凸がある。 25は床面出土のスクレイパー。縦長剥片を素材とし、両側縁に浅い

二次加工により刃部を作り出す。刃部は薄く両側縁共に外湾する。 26は石核。めのう製で礫の一端を

打面にしてフレイクを数枚取っている。

29～32は礫石器。 27， 28は泥岩製の石斧。 27は使用によるものか、刃部先端が打撃による潰れと、

それによる剥離痕がある。 29は安山岩のたたき石。擦り石に転用している。 31は流紋岩の板状礫の縁

辺を刃部とした石鋸。 30は凝灰岩の石皿もしくは台石片。幅の細い研ぎ溝があり、砥石に転用された

可能性がある。 32は凝灰岩製の石皿もしくは台石。焼成を受け赤褐色化している。

時期床面出土の土器から縄文時代早期I群b－1類土器の時期のものとみられる。 (立田理）

’
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’
2 土塘

2 土曠

P-1 (図III-45Ⅲ－／図版Ⅲ－9･27Ⅲ－／表Ⅳ-3～5)

位置:Q-32-c、Q-33-b規模: 1.39×1.12/085×0.65/0.59m
長軸方向:N-6｡-E

特徴長軸がほぼ南北の隈丸長方形の土壌墓である。Ⅵ層の上面で黒褐色土の輪郭を確認し調査を
行った。覆土は5つの層に分けられ、土質から大きく2つに性格分けが出来る。 1つはⅥ層の腐植土
を主体とするもので覆土1層がこれに相当する。 もう1つはⅦ層のローム質土を主体とするもので覆
土2～4層が相当する。後者は掘り上げた土を埋め戻したもの、前者は遺体が朽ちて陥没した部分に流
れ込んだ土と考えられる。 このことから考えて掘り込み面はv層下位からⅥ層上位と推定される。
塘底はほぼ平坦に作られ、底から緩やかに立ち上がる壁はそのまま広がりながら塘口へ続く。堰底
からは埋納された土器と石器が出土しており、土器はI群b－1類の尖底土器が東壁近く、石器は黒曜
石製の両面調整石器片といくつかに割れた石刃状剥片が北壁近くから見つかっている。擴底付近から
は炭化材の出土が目を引き、 これは埋葬時に、散布された可能性がある。

遺体は既に朽ちて痕跡も認められないが、穴の規模から考えて「屈葬」 もしくはそれに類した埋葬
形態が取られた可能性が高い。

なお、壌底中央から出土した炭化材試料(Beta-126222)に関してAMSによる炭素年代測定を依頼

した結果、暦年代BC5,820yのデータが得られている(第V章3節)。 これは、H－2やH－7の値に近
いもので、出土した土器の型式から見ても矛盾しない。

縄文時代早期後葉の赤御堂式土器を伴う土塘墓は、道内でも珍しく恐らく初めての出土例と考えら

れる。本遺跡内では同土器を伴う住居群も見つかっており、 この土塘墓はこれらと一体をなすもので
あろう。

遺物 1は曠底から出土したI群b－1類の尖底土器である。断面が丸形の口唇部は外に向かって僅か

に開き、胴部も僅かに膨らむ器形を持つ。主に製作時の粘土の接合部で凹凸が著しく、 またその部分

からの破損も多く見られる。内面には先に丸みを帯びた篦状の道具による横方向の調整が見られ、あ

たかも条痕の様相を呈している。器面には撚りの異なる二段単節と0段多条の縄で乱れた羽状縄文が
施されている。

口縁の内面には薄い炭化物の付着が認められることから、少なくとも1回以上使用されてから埋納

されたと考えられる。 しかし、その使用もそれほど多くなく規模も小型で強度にやや疑問が残ること

から埋納用に製作され、埋葬に伴う儀式的なものに使用されたとも考えられる。

2はスクレイパー。 2点が接合したもの。黒曜石製で3と同一個体である。両側縁に細かい二次加

工による挟り部を作り出しており、分類上はスクレイパーとした。両側縁の挟りはほぼ対向している。

打面部及び末端部を欠失するが、石刃素材と考えられる。素材には側縁に平行する稜線が2本認めら

れる。背面右側に自然面を残す。また、石核調整と考えられる加工が認められ、稜付き石刃の可能性

が高い。厚みがあり、断面は三角形に近い形状を呈する。黒曜石原産地分析では白滝村赤石山産とい

う結果が出ている(V章1節参照)。 3は2と同一個体であり、接合関係は認められないが、 2より打

点に近い部分と考えられる。背面の左側縁下部に微細な剥離痕が認められる。 2と同様背面側の側縁

に平行する稜線が2本認められる。 また、右側には自然面を残す。 4は両面調整石器。上部を欠失し

ており、石鍼の基部である可能性が高い。両面に丁寧な二次加工が施されている。現存部分はほぼ左

右対称で基部は浅く内湾する。黒曜石原産地分析では白滝村あじさい滝産という結果が出ている (V
章1節)。

！
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2 土壌

時期埋納された土器と年代測定の値から縄文時代早期後葉’群b－1類の時期である。 （皆川洋一）
P-2 (図Ⅱ1-45/図版Ⅱ1-27/表Ⅳ－3～5)

位置:K-22-d規模:0.39×0.33/0.16×0.11/0.10m
長軸方向:N-55｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急であり、塘底との境は明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。覆土か
ら大洞C2式の土器片が検出された。この土塘の堀込みは包含層の上部とみられ､擴底に近い部分のみ
が確認できた。

遺物 lはV群c類鉢形土器の口縁部である。平縁の口縁に沿って2本の幅広で浅い沈線が巡らされ

ている。器面には二段単節の原体で条が縦の縄文が施されている。内面には炭化物の付着が見られる。
2は石嫉。黒曜石製で、形状は左右非対称である。尖頭部が作り出されていないため未成品と考え

られる。裏面は素材面を大きく残し、ほとんど二次加工が施されない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-3 (図Ⅲ-45/表Ⅳ－3)

位置:K-22-b規模: 0.77×0.55/0.55×0.37/0.11m

長軸方向:N-37｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形は楕円である。耕作によ

り塘底近くまで撹乱が進んでいたが、壁の立上りは急で、曠底との境は明瞭である。塘底は平坦であ

る。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の堀込みは包含層の上部とみられ、曠底
に近い部分のみが確認できた。

遺物掲載する遺物はない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-4 (図Ⅱ1-45/表Ⅳ-3)

位置: L-26-d規模: (L76)×168/067×070/-m

長軸方向:N-55｡-W

特徴調査区中央よりやや東に位置する。 I層を除去後、 V層において黒色土と黄褐色土の混じる覆

土をもつ明瞭な落ち込みを検出した。半裁したところ、塘底から多数の礫と昭和初期頃と推測される

鉄製の耕作具の一部分を検出した。このことからこの土壌は近・現代のものと認定し、調査の対象外
とした。

遺物掲載する遺物はない。

時期近・現代の土曠と考えられる。 （袖岡淳子）
P-5 (図Ⅲ-45/表Ⅳ－3)

位置:K-22-d規模: 0.47×0.40/0.23×0.19/0.16m

長軸方向:N-10｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。平面はほぼ円形である。壁の立

上りは急で曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀込

みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分のみが確認できた。
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IⅡ遺構

遺物掲載する遺物はない。
（袖岡淳子）

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。

P-6 (図Ⅲ-46/表Ⅳ－3)

位置:O-22-c

規模： 0~74×0.70/0.63×052/0.10m長軸方向:N-87｡-W

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中に黒褐色土の不整円形の落ち込みを検出
した。中心を通るように十字にトレンチを設定してⅦ層まで掘り下げ、浅い皿状の壁・曠底を確認し

た。平面形は不整円形、壁は緩やかである。曠底は小さなくぼみが多く、でこぽこしている。覆土は
炭化物を含んでいる。

遣物覆土からI群a類土器、 I群b1類土器、Rフレイク、フレイク、礫等が出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期である可能性が高い。
（立田理）

P-7 (図Ⅲ-46/図版Ⅲ-27/表Ⅳ－3･4)

位置:M-18-c．d

規模: 1.14×lll/102×096/q17m長軸方向:N-41｡-W

特徴調査区南部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁し

たところ壁、擴底を確認し、土壌であることがわかった。平面形は西側がややつぶれる不整円形であ

る。壁はやや急で、曠底と緩やかに連続している。塘底は平坦である。

遺物覆土からI群a類土器がややまとまって出土している。埋没過程で流れ込んだものとみられ

る。

1はI群a類の口縁部と胴部である。小型の山形突起を備え、断面角形の口唇の内外両面には連続

する貝殻腹縁文が施されている。器面に施されているのは腹縁文、刺突文、条痕文などである。

時期覆土の状態から縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）

P-8 (図Ⅲ-46/表Ⅳ-3)

位置:Q-20-d規模: 1.01×0.93/0.77×074/026m

長軸方向:N-35｡-E

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところ、暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁したところ明瞭な堀

込みを確認し、土壌と認定した。平面形は円形である。曠底は平坦である。壁の立上りは急で、堰底

との境は明瞭である。覆土は黒色土にローム質土が多く混じる。自然に埋没してたものと考えられる。

遺物覆土4層からI群a類土器と、覆土2層から台石もしくは石皿が1点出土している。

時期縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）

P-9 (図Ⅲ-46/図版Ⅲ-27/表Ⅳ－3･4)

位置:K-16-a規模: 0.58×0.37/0.36×0.22/0.20m

長軸方向:N－72｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅷ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土塘と認定した。平面形は楕円形である。壁の立

上りは急で擴底との境は明瞭である。曠底は平坦である。覆土は、 v居土より粘性が低く、黒みが強

い。 この土曠の堀込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分のみが確認できた。

遣物 1はⅡI群a類の口縁部である。口唇部には細い粘土紐の貼り付けがなされ器面にはRLの斜行

縄文が施される。
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’2 土塘

時期縄文時代晩期と考えられる。 （袖岡淳子）
P-10 (図Ⅲ-46/図版Ⅱ1-9/表Ⅳ－3)

位置: I-16-d

規模: 0.72×0.59/0.49×0.49/0.12m長軸方向:N-59o－W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅵ層を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁した
ところ壁、曠底を確認し、土壌であることがわかった。平面形は南西側がやや膨らむ円形である。壁
は急であるが、南西部分ではやや緩い。曠底は小さなくぼみが多く、でこぽこしている。覆土には炭
化物を含んでいる。東に隣接してP 11があるが、新旧関係は不明である。
遺物覆土からI群a類土器等が出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性が高い。
（立田理）

P-11 (図IⅡ-46/図版Ⅲ－9/表Ⅳ－3)

位置: |-16-d

規模： 0.69×0.60／0.46×044/0.20m長軸方向:N-79o－W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中に黒褐色土をまだら状に含む褐灰色土の

落ち込みを検出した。半裁して曠底と壁を確認した。平面形は東向きの卵形で、壁は緩やかで塘底と
連続している。塘底には小さなくぼみが多く、でこぽこしている。
遺物出土していない

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性が高い。

（立田理）

P-12 (図Ⅲ-47/図版Ⅱ1－9．27/表Ⅳ－3～5)

位置:O-23-b規模: 0.98×0.85/0.79×0.63/0.28m

長軸方向:N-60o－E

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところ、暗褐色土の落ち込みを検出した。半裁したところ明瞭な掘

り込みを確認し、土堰と認定した。平面は円形である。壁の立上りは急であり、塘底との境は明瞭で

ある。壌底は平坦である。覆土は黒色土にローム質土を多く含むものである。自然に埋没していった

ものと考えられる。周辺にはIb 4類土器の小破片が集中的に出土した。その遺物の集中区域を切るよ

うなかたちで土塘は掘込まれていると考えられる。

遺物遺物は出土していない。

時期縄文時代早期末か中期と考えられる。 （袖岡淳子）

P-13 (図Ⅲ-47/図版IⅡ-28/表Ⅳ－3)

位置:Q-23-a規模: 0.79×0.74/0.44×0.44/0.16m

長軸方向:N-23o－W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。平面形はほぼ円形である。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。壁の

立上りは急で曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土塘の堀

込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分のみが確認できた。

遺物 1はI群b 4類の深鉢形土器である。口縁には低い山形の突起が備わり、底部に近い胴部には

一段の括れが作られている｡器面には撚りの異なる2本の原体で撚糸文風の羽状縄文が施されている。

2は擦り石。凝灰岩製。焼成を受けており、赤褐色化と炭化物の付着が著しい。

~

’
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P-8土層説明

1 黒褐(HuelOYR3/1)黒色土を主体とする｡やわらかい土
2黒褐（HuelOYR3/2）黒色土を主体とする｡ややしまる土
3褐（HuelOYR4/6） V||層を主体とする｡壁面の崩落±
4暗褐（HuelOYR4/4） Vll層士に黒色土が斑状に混じる。やわらかくしまりのない土
5黒（HuelOYR2/1）黒色土を主体とする｡やややわらかい土
6褐（HuelOYR4/4) V|層土に黒色土が斑状に混じる｡ややしまる土
7黒褐（HuelOYR2/3〕黒色土にVll層土が少量斑状に混じる。ややしまる±
8黒（HuelOYR2/1）黒色土にⅦ層土が微量斑状に混じる｡ややしまる土
9にぷい黄褐（HuelOYR5/4） Ⅵ|層土に黒色土が斑状に混じる。ややしまる土
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P-10土層説明

1 黒褐（Hue7-5YR3/1〉 Ⅳ~V層に1cm以下の炭化物･ 1cm以下のロー

ム粒をﾌﾛｯｸ状に少量含む｡ややしまりあり
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P-9土層説明

1 黒褐（HuelOYR2/1)黒色±に炭化物を多く含む｡ しまる

2暗褐（HuelOYR3/4)黒色土にⅦ層士が斑状に混じる｡炭化物を多

く含む

3黒（HuelOYR1 ,7/1)黒色土に炭化物を多く含む｡

4暗褐（HuelOYR3/2)黒色度にⅥ|層土が粒状に混じる｡炭化物を含

む

ゞ ､ ''I_／'
Ⅵ

Ⅶ

P11土雇説明

1 褐灰（Hug7.5YR4/1） |V~V層起源｡ 1cm以下の炭化物､ ローム粒を少量含む｡やや
しまりあり 鉛

2黒褐(Hue7､5YR3/1) |V~V層起源｡ 1cm以下の炭化物､ ローム粒を含む｡ややしま
りあﾄノ

3灰黄褐（HuelOYR6/2） Ⅳ～V層起源｡ 1cm以下の炭化物､ ローム粒を少量含む｡や
やしまりあり

4 にぶぃ黄榿（HuelOYR7/4) Ⅳ~V層起源｡ローム粒多量に含む｡炭化物を少量含
む。ややしまりなし

5褐灰(HuelOYR5/1) |V～V層起源｡炭化物､ ローム粒を少量含む｡ややしまりあり

1m
二

S＝1/40

〔
Ｕ
ｌ

図Ⅲ－46 P-6～11

－87－



2 土｣癌

P-121
lp． ・25940 25.950

い
Ｃ
ｌ

ｄ

一

｡' ｜
〆~、
今

25．97【 25‘980

、

1

口
和
の
．
Ｓ
ロ

I
d26.100（

〕

、
／

P-12±層説明

1 暗褐（HuelOYR3/4）黒色土にⅥ､ Vll層土が少量混じる。ややしまる
2褐（HuelOYR4/4)褐色土と暗褐色±〈HvelOYR3/4)の斑状混。ややしまる
3 にぶぃ黄褐（HuelOYR5/3）黒色土Vl層土、 V||層土が混じる。ややしまる
4褐（HuelOYR4/4)褐色土と暗褐色土の斑状混。ややしまる
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P-13土層説明

1 暗褐(HuelOYR3/3）

ややしまる。炭化物を多く含む
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P－14土層説明

1 にぶい黄褐（HuelOYR5/3) Vll層土に黒色土が混じる。
ややしまる

2暗褐（HuelOYR3/4）黒色土とVll層土の混合土。ややし
まる

3 にぶい黄褐（HuelOYR4/3)黒色士とⅦ層土の混合土。
しまる

b
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向 田ノヘ
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－形■賭ﾛ毬qし訂

P－15土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/2)炭化物を含む｡V＋V|>>Ⅶ しまりがあり､粘性にとぼしい

2黒褐（HuelOYR2/2) V〉V しまIﾉあり､粘性がややある｡土器等を含む
3黒（HuelOYR2/1 ) V しまりにややとぼしい､粘性あり
4灰黄褐（HuelOYR2/2> V |〉Ⅵ しまりあり､粘性あﾄﾉ。礫を含む
5 黒褐(HuelOYR3/2） しまりあり､粘性あり。V+Ⅵ+Vl 土器を含む鍵
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1I1 遺構

（袖岡淳子）
時期縄文時代晩期末葉と考えられる。

P-14 (図Ⅲ-47/図版Ⅲ-28/表Ⅳ-3･4)

位置: |-24-c規模:054×045/037×028/0.25m

長軸方向:N-70｡-E

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところ暗褐色土の落ち込みを検出した。半裁したところ明瞭な堀込
みを確認し、土壌と認定した。平面形は円に近い楕円である。覆土は黒色土にローム質土を多く含む

暗褐色土である。遣物はb－4類土器と礫2点が覆土中で確認されている。

遺物 1は綾絡文の施されたI群b－4類の深鉢形土器胴部と底部である。
（袖岡淳子）時期縄文時代早期と考えられる。

P-15 (図Ⅲ-47/図版Ⅲ-28/表Ⅳ－3･4)

位置:M-15-d、M-16-a規模: 0.93×066/1.06×0.79/040m

長軸方向:N-31｡-W

特徴平面形が不整の長楕円を呈すフラスコ状ピットである。確認面はⅥ層上面で、覆土には崩落の

ローム質土と流れ込みの腐植土が混じるものである。掘り込み面はV層中と考えられる。遺物は平面

中央の覆土下位からまとまって出土しているが、 これらは流れ込みと考えられる。南側の比較的近い

位置にH－1が見つかっており、関連する可能性がある。

遺物 1は低い山形突起のあるI群b 1類の深鉢形土器口縁部である。器面には二段単節の斜行縄文

が施されている。

時期H－lの近くに位置することと、覆土の遺物から縄文時代早期の中～後葉(I群a類～I群b－

1類） と考えられる。 （皆川洋一）

P-16 (図Ⅲ-48/表Ⅳ－3)

位置:P-14-b，Q-14-a規模: 0.53×0.41/072×0.49/0.39m

長軸方向:N-47｡－E

特徴平面が不整楕円形を呈するフラスコ状ピット類似の小型土壌である。覆土はV層腐植土で充填

されており、 I群b－1類土器の小片やフレイクなどの遺物はこの腐植土と共に流れ込んだと考えられ

る。確認はⅥ層上面での黒色土の輪郭によるもので、掘り込み面はV層下位からⅥ層上面と考えられ

る｡本土堰に接してF-31がV層中から検出されているが､位置と本土壌の掘り込み面から考えてこれ

らは関連する可能性が強い。 この焼土とフラスコ状ピット類似の小土壌のセットは1つのパターンを

形成すると考えられ、遺跡内での類例にはF 23.25･26とその周囲の小土塘、F-12とその周囲の小

土壌などが上げられる。この土壌の性格は、火を使う作業場に作られた貯蔵用の穴などが考えられる。

遣物掲載遺物無し。

時期類例遣構セットの各位置と遺物分布範囲の重複から、縄文時代早期中～後葉(I群a類or 1群

b－1類)の時期と考えられるが、 V層腐植土との関り具合から見てI群b－1類の時期の可能性がやや

強いと思われる。 （皆川洋一）

P-17 (図Ⅱ1-48)

位置:Q-25-a規模: 1.07×087/0.89×055/032m

長軸方向:N-36o－E

特徴V層を掘り下げていたところ、暗褐色土の落ち込みを検出した。半裁してみたところ明瞭な堀

込みを確認し土堰と認定した。平面形は楕円形である。堰底部から8cm程度まつすぐに立上り、それ

より堰口部までは外反している。覆土は底部と外反する壌口部の境で2層に分けられ、下層は暗褐色
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’2 土塘
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P-16土層説明

1 黒（Hue5YR1 ~7/1) V層腐植土を主体とする士層

P-17土層説明

1 黒（HuelOYR1､7/1)黒色士を主体とする。やややわらかい

2暗褐(HuelOYR3/4)黒色土にⅦ層士が斑状に混じる。炭化物を若
干含む。ややしまる

3 にぶぃ黄褐（HuelOYR5/3)黒色土にVll層土が多く斑状に混じる。
しまる
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P-19土層説明

1 にぶい黄褐（HuelOYR6/4） V|層を主体とする。 しまる

2暗褐(HuelOYR3/4）黒色土とVll層土の混合土｡炭化物を混じる。
ややしまる

3 にぶい黄褐（HuelOYR5/8)Ⅶ層に黒色土が混じるを。 しまる

4暗褐色土(HuelOYR3/4)黒色度にVll層土が粒状に混じる。やや[
まる

5褐（HuelOYR4/4） V||層土に黒色土が斑状に混じる。ややしまる
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P-20土層説明

1 黒褐（Hue7､5YR2/2) V層土が主体でV|層土を少量混入する。ロー
ム粒を少量含む． しまりややあり、粘性あり

P-21±層説明

1 黒（Hue7~5YR2/1 ) V層土主体ローム粒を少量含む。炭化物粒

焼土粒を微量含む。 しまりややあり粘性あり

2黒褐（Hue7､5YR3/1) V層士主体 Iｺｰﾑﾌﾛｯｸ斑状に混じる

しまりややあり粘性あり
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図ⅡI-48 P-16～21
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Ⅲ遺構

を呈し、ローム質土を多く含む。外反する曠口部までの覆土は下層より黒みが強い。自然埋没による

ものと考えられる。

遺物遺物は出土していない。

時期縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）

P-18 (図Ⅲ-48/表Ⅳ－3)

位置:K-15-d

規模： 1~26×125/100×097/0.33m長軸方向:N-72｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。H-11と重複し、本遺構が新しい。H-11の上面を精査中に

ローム粒が混じる灰褐色土の落ち込みを検出した。平面形は円形で曠底は平坦であるが、曠底には根

跡状の小規模なピットが計7基ある。土層はI層を基調として、Ⅶ層とみられる黄褐色土、Ⅳ、 V層

相当とみられる黒褐色土を含むよごれた土である。

遺物覆土中からI群a類土器、石嫉等が出土しているが、全て掘削の際の混入とみられる。

時期現代の農機具が出土しているP－4と平面形､土居の状態が類似するため、現代の撹乱であると

みられる。 （立田理）

P-19 (図Ⅱ1-48図版Ⅲ-28/表Ⅳ－3．5)

位置: 1-23-c規模: 0.58×0.53/0.40×0.42/023m

長軸方向:N-73｡-W

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところ、暗褐色土の落ち込みを検出した。半裁してみたところ明瞭

な堀込みを確認し土塘と認定した。平面形は円形である。覆土はローム質土を多く含む暗褐色土であ

る。 5層に分層できる。曠底面は平坦で明瞭に立ち上がる。

遺物石雛が1点出土している。

11は石鍼。黒曜石製で柳葉形を呈し、先端部をわずかに欠失する。丁寧な二次加工により薄身で精

巧に仕上げられている。

時期縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）

P-20 (図Ⅲ-48/表Ⅳ－3)

位置:K-23-c規模: 0.45×0.35/0.19×020/0.12m

長軸方向:N-67｡-W:

特徴Ⅵ層調査中に黒曜石製のフレイクの集中か所を見つけ、周囲の精査を行ったところ黒褐色土の

落ち込みを確認した。ただし、南壁付近はすでに掘り下げていたため、確認面の形状は不明である。

平面形は確認面、曠底部共に、不整の楕円形と推定される。堰底はやや凹凸があるが全体としては皿

状を呈し、東側に向かってやや傾斜する。

遺物覆土中位から石核、フレイクがまとまって出土している。ほとんどが黒曜石製で、頁岩製のも

のはわずかである。黒曜石製のフレイクと石核は同一母岩のものであり、小形の円礫を原材としてい

る。肉眼観察では豊泉産と推定される。

時期規模、形態、覆土から縄文時代晩期V群c類の時期と考えられる。 （広田良成）

P-21 (図Ⅲ-48/表Ⅳ－3)

位置:M-23-d規模: 0.39×0.34/0.21×021/010m

長軸方向:N-51｡-E

特徴Ⅶ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は確認面、曠底部共にやや不整の楕円形であ

る。壁の立ち上がりは南北方向ではゆるやかで、東西方向は急である。
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’2 土壌

遺物出土していない。

時期規模形態、覆土から縄文時代晩期V群c類土器の時期の可能性が高い。 （広田良成）
P-22 (図Ⅲ-49/表Ⅳ－3～5)

位置:N-14-d規模: (0.89)× (083)/047×0.40/0.50m
長軸方向:N-9｡-E

特徴H－lの覆土3層以下を切って掘り込んだ平面が不整の円形を呈する性格不明の土壌である。覆
土は4層に分けられる。覆土1．2層はKo-gと腐植土の流れ込みで一部に木根の撹乱を受けている。
覆土3 ． 4層はローム質土の含まれる割合が高いものの、やはり流れ込みの可能性が強い。掘り込み

面はH－lの覆土内で検出されたI群b－1類の生活面付近と考えられる｡堰底には小さな凹凸があり、
壁は緩やかに広がる。本遺構の覆土中に含まれる遺物の多くはH－1の覆土を切った際に紛れ込んだ
可能性が強い。

遺物 1は下端が僅かに張り出すI群b－1類の底部である。器面には斜行縄文が施される。

2はつまみ付きナイフ。薄い縦長剥片を素材とし、二次加工はつまみの挟り部と周縁部に浅く施し
ている。

時期推定される掘り込み面から、縄文時代早期後葉I群b－1類頃のものと考えられる。

（皆川洋一）

P-23 (図Ⅲ-49/図版III-9/表Ⅳ－3)

位置:L-22-a規模:0.66×0.63/0.35×0.40/0.16m

長軸方向:N-87｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ、明瞭な掘り込みを確認し土堰と認定した。壁面の立上りは急で、塘底との

境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 ここからは多くの礫片が出土した。

この土塘の堀込みが包含層の上部と考えられ、曠底に近い部分がⅥ層において確認できたものと考え

られる。

遺物掲載する遣物はない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-24 (図Ⅲ-49/表Ⅳ－3)

位置:K-21-d規模:0.41×040/Ol9×0.17/0.17m

長軸方向:N-55｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土塘と認定した。平面形は円形である。壁の立上

りは急で壌底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の構築面

は包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。

遣物遺物は出土していない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-25 (図Ⅱ1-49/図版IⅡ-28/表Ⅳ－3･5)

位置:K-21-a規模:0.62×0.48/0.13×0.19/0.24m

長軸方向:N-46｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

出する。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。平面形は円形に近い楕円形であ

’

’

~
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1I1 遺構
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P-23士層説明

1 黒（HuelOYR1 ､7/1）黒色・腐植土を主体とする｡やややわらかい

2暗褐（HuelOYR3/4〉黒色土にVll層土が斑状に混じる｡炭化物含む

ややしまる

3 にぶい黄褐（HuelOYR5/3）黒色土にV|層土が多く斑状に混じる｡

しまる

5cm
Ⅶ

P-22士層説明

1 明黄褐（Hue2､5Y6/8） Ko-g

2黒褐（Hue2､5Y3/2）腐植土(V層）にﾌﾛｯｸ状のKo-gが微量ま
る。 しまりはあるが､粘性に乏しい

3黒（HuelOYR1 ~7/1） V層腐植土を主体とする土層｡ しまりはある
が、粘性に乏しい

4黒褐(HuelOYR3/2） V層腐植土にV| ･v||層がほぼ等量まじる
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一でガマ
P25土層説明

1 暗褐（HuelOYR3/3）黒色士にVll層土が混じる｡ややしまる｡

2褐（HuelOYR4/4） V||層を主体とする土に黒色土が斑状に混じる

しまる

P-24土層説明

1 黒褐(HuelOYR3/1)黒色士を主体とする土に炭化物が混じる。や

やしまる

2黒褐（HuelOYR3/1）黒色士と褐色土（HuelOYR4/4）の斑状混

覆土1層の土とVll層土の斑状混合土ややしまる
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P-28±層説明

1 暗褐（HuelOYR3/4）黒色土とV||層の混合土｡強くしまる

2褐色士と暗褐色土の斑状混（HUelOYR4/4～2/4）強くしまる

Ｑ
い
い
。
。
。

~
巴

P-27土層説明

1 褐灰(Hue7､5YR4/1) |V~V層起源｡KO_9. |V層を斑状に少量含
む。 しまりなし

2黒褐（Hue7’5YR3/1） Ⅳ～V層起源。 KO響9．Ⅳ層を斑状に微量含
む。 しまりなし

3 にぷい黄榿(HuelOYR6/4)Ⅶ層起源｡ しまりなし

1m
一

S＝1/40

0

I~

'[-22

図Ⅲ－49 P 22～25･27･28
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’
2 土塘

る。擴底部分は平坦であるがほかの同時期の土塘より狭い。掘り込みや土曠壁面の立上りは明瞭であ
る。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の堀込みは包含層の上部とみられ、墳底
に近い部分のみが確認できた。

遺物 lは石錘。安山岩製。

時期縄文時代晩期と考えられる。 （袖岡淳子）
P-26 (図III-50/図版Ⅲ-28/表Ⅳ－3．4)

位置:G-18-d、G-19-a

規模： （1.21)×1.08／1.07×0.87/0.19m長軸方向:N-67｡-W

特徴調査区西端の平坦部に位置する。G-18地区の調査区境でⅥ層を調査中に縄文時代晩期土器片
がややまとまって出土した。付近を精査すると調査区外に延びる灰黄褐色の落ち込みがあることがわ

かった。そのため調査区を北西に約1m拡張し、 V層上面で不整な長方形のプランを確認した。平面

形はやや歪な長方形である。塘底は長軸を境にして南北で異なり、南側は平坦であるが、北側は同規
模のくぼみが2つ並んだ状態を呈する。壁は比較的緩やかで、擴底との境界は不明瞭である。覆土は
埋戻しの様相を呈し、炭化物が混じる。

遺物検出面ではV群c類土器が土曠の中央付近にややまとまって出土している。 また、覆土の中位
でV群c類の高坏の脚部が座った状態で出土している。 （図III-50)その他覆土中からは、礫、炭化物

も出土している。炭化物の中には2cm台の短冊状のものもある。塘底からは遺物は出土していない。
1～6は全てV群c類土器である。 1は復元された小型の壺形土器である。口縁の向かい合う位置に

は対となる貫通孔があり、頚部には3条の浅い沈線と2つが対になる突起が4カ所付けられている。

胴部に施されているのは細いLRの斜行縄文である。 3．4は雲形文の施された浅鉢形土器で、 3は口

縁と胴部、 4は底部である。 4の口縁部には浅い平行沈線が多用されている。 5は台付の鉢形土器で

あるが台の部分は欠失している。器面には条が縦になる縄文が施される。全体的に被熱による赤化が

著しい。 6は雲形文の施された台付鉢の台部分で、 5とは別個体である。下端には2つが対になる突

起と山形の突起が交互に巡らされている。 これも全体的に赤化が著しい。

時期覆土から出土した土器から、縄文時代晩期V群c類土器の時期のものとみられる。

（立田理）

P-27 (図III-49/表Ⅳ－3)

位置: |-15-c

規模： 1.28×0.67／0.86×0.31/0.30m長軸方向:N-67｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。H－3、H－9と重複するが、本遺構が最も新しい。H－3の

覆土2層を調査中に黒褐色土が斑状に混じる黄褐色土の落ち込みを確認した。 この落ち込みとH－3

との関係を確かめるため、短軸上にトレンチを設定してⅦ層まで掘り下げた。その結果この落ち込み

はH－3を切っていることを確認した。平面形は長楕円形、壁はやや急で、擴底はでこぽこしている。
遺物覆土からフレイクが1点出土している。

時期不明であるが､H－3を切っていること、また覆土の状態から、縄文早期以降の時期とみられる。

（立田理）

P-28 (図Ⅲ-49/)

位置:K-22-b規模: 0.65×0.55/0.36×0.37/0.14m

長軸方向:N-55｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

~

~
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Ⅲ遺構
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P-26±層説明

1 黒褐(Hue7､5YR3/1) Ⅳ層起源。 2cm以下の短冊状の炭化材を少量

含む。ややしまりあり｡やや粘質

2灰黄褐(HuelOYR4/2） V||層起源とみられる黄褐色土を斑状に含

む。ややしまりあり｡やや粘性埋戻しの可能性あり
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’2 土曠

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土塘と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で曠底との境は明瞭である。曠底は平坦である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが
強い。 この土塘の堀込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。
遺物掲載する遺物はない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-29 (図IⅡ-51/表Ⅳ－3)

位置:N-26-a、 N-26-d規模: 0.23×0.20/0.08×0.11/0.23m
長軸方向:N-36o－E

特徴Ⅳ層上面でⅣ群b類土器を伴ったⅢ層土の落ち込みを確認した。確認面での平面形は円形であ
る。曠底面は小さく、断面はやや尖る柱穴様のピットである。

遺物覆土からI群a類土器、Ⅳ群b類土器が出土している。

時期覆土の遺物及び遺構の堀込み面から、縄文時代後期Ⅳ群b類土器の時期と考えられる。

（広田良成）

P-30 (図Ⅲ-51/表Ⅳ-3)

位置:M-9-c規模: 0.67×0.58/0.43×0.47/0.11m

長軸方向:N-36o－E

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の土壌である。Ⅵ層上面での確認だが覆土の状態と遺物か
ら見て表土層から掘り込まれたと推定される。

遺物掲載遺物無し。

時期覆土の状態と遺物から近・現代と考えられる。 （皆川洋一）
P-31 (図Ⅲ-51/表Ⅳ－3)

位置:N-9-d規模: 0.71×0.61/0,35×0.41/0.15m

長軸方向:N-29｡-W

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の土堰である。Ⅵ層上面での確認だが覆土の状態とP 30

との類似性から見て表土層から掘り込まれたと推定される。

遺物掲載遺物無し。

時期覆土の状態と遺物から近・現代と考えられる。 （皆川洋一）
P-32 (図Ⅲ-51/表Ⅳ－3)

位置:N-9-b･c規模: 0.74×064/0.45×0.41/0.06m

長軸方向:N-36o－E

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の土壌である。Ⅵ層上面での確認だが覆土の状態とP-30

との類似性から見て表土層から掘り込まれたと推定される。

遺物掲載遺物無し。

時期覆土の状態と遺物から近・現代と考えられる。 （皆川洋一）
P-33 (図Ⅱ1-51/表Ⅳ－3)

位置:O-9-c規模: 0.56×0.51/0.39×0.33/-m

長軸方向:N-30｡-E

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の土壌である。Ⅵ層上面での確認だが覆土の状態とP-30

との類似性から見て表土層から掘り込まれたと推定される。

遺物掲載遺物無し。
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ⅡI 遺構
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1 暗赤褐（Hue5YR3/2) 十|V>>V|| 炭化物粒を微量含む しまりや

やあり 粘性なし

2暗褐（Hue7､5YR3/3） V|>Ⅵ1 しまりあり粘性あり
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P-30.31.32土層説明

1 黒褐（HuelOYR2/3）腐植土主体にKo-gが少量混じる｡ しまりな

し、粘性なし

0 1m
ヨ

S＝1/40P-34土層説明

1 暗褐（HuelOYR3/3） V+V'

2褐（Hue7､5YR4/3） Ⅵ>>V|'

3褐（HUe7､5YR4/4） V|＋Ⅵ'

4褐（Hue7､5YR4/3） Ⅵ＋V|'

〉V|｜ しまりあり 粘性ややあり

しまりややあり 粘性ややなし

しまりややあり粘性ややあり

しまりややなし粘性ややあり
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P-38土層説明

1 黒褐(HuelOYR2/2） V>>V| 焼土粒を少量含む｡ しまりややあ

り、粘性ややあり

2暗赤褐（Hue5YR3/2） V|＋V|>>V焼土粒を少量含む｡ しまりあ

り、粘性ややあり

P-35土層説明

1 黒褐(Huel〔)YR2/2)V>| | | 白色土を少量含む｡ しまりややあり

粘性あり

図III 51 P 29～35．38
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2 土城

時期覆土の状態と遺物から近・現代と考えられる。 （皆川洋一）
P-34 (図Ⅲ-51)

位置:N-27-d、 N-28-a規模: 0.47×0.41/028×0.30/0.22m
長軸方向:N-27o－E

特徴Ⅶ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は確認面、堰底部共にやや不整の楕円形で
ある。塘底は小さな凹凸があり、北東から南西にむかってにゆるく傾斜している。壁の立ち上がりは
南西部では比較的ゆるやかだが、他は急である。

遺物出土していない。

時期確認面及び覆土から縄文時代早期の可能性が高い。 （広田良成）
P-35 (図IⅡ-51)

位置:R-36-a規模:0.16×0.15/0.05×0.05/0.12m
長軸方向:N-65｡-W

特徴H-10のプラン確認時にH-10の覆土上面で黒褐色土の落ち込みを確認した｡平面形は確認面、
堰底部共に小形の円形である。曠底部は丸底で､壁の立ち上がりは急である。堀込みは浅く、H-10z
土上部に曠底面が形成されている。

遺物出土していない。

時期切り合い関係、確認面、覆土から縄文時代後期の可能性がある。 （広田良成）
P-36 (図Ⅲ-53/図版Ⅲ-29/表Ⅳ－3～5)

位置:P-17-d、 P-18-b、Q-17-d、Q-18-a規模: 2.26×2.03/2.00×1.52/0.34m
長軸方向:N-45｡-W

特徴Ⅵ層上面で確認された平面が不整形を呈する竪穴状の土曠である。P-68に北側の壁を切られ

ておりP-68よりも古い｡覆土は腐植土を主体とするもので大半はV層の流れ込みと考えられる｡掘り

込み面はV層中と考えられる。平坦に作られた塘底から壁への繋がりは緩やかである。遺物は主に覆

土2．3層出土のもので、土器がI群a類、 I群b－1類の細片、石器が石鍍未成品、つまみ付ナイフ、
剥片石器片である。 これらは全て流れ込みと考えられる。

全体的に乱れのある作りが特徴である。 これはP 37.43.44などにも共通するもので覆土の堆積状

況なども似ている。性格は不明であるが、 これらは同じ時期に同じ目的のために作られた可能性があ
る。

遺物 1はI群b－1類の胴部小破片である。器面には0段多条の原体による羽状縄文が施されてい

る。 2はつまみ付きナイフ。表面と裏面の右側縁に二次加工を施す。表面の右側縁には微細な剥離痕
が認められる。

時期覆土3層の遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期の可能性が高い。 （皆川洋一）
P-37 (図Ⅲ-52/図版Ⅲ－10･29/表Ⅳ－3～5)

位置:0-17-c｡d、O-18-a｡b規模:3.48×3.46/2.61×3.11/0.26m
長軸方向:N-61｡-E

特徴Ⅵ層上面で確認された不整形を呈する竪穴状の大型土壌である。H－2の壁を僅かに切って掘り

込まれていると考えられ、H－2よりも新しいと思われる。覆土は腐植土が主で大半はV層の流れ込み

と考えられ、掘り込み面もV層中と考えられる。塘底は僅かに起伏があり、壁の立ちあがりは急激に

変化する部分と緩やかな部分とがあり不均一である。遺物は覆土と曠底から出土しており、主要な土

器はI群b 1類である。他にI群a類土器、石器は石嫉、スクレイパー、たたき石、石錘などが出土

｜

｜
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Ⅲ遺構

しているが、多くは流れ込みと考えられる。

遺構としては乱れの顕著な作りが特徴となる。類似の特徴を持つ遺構には、P-36.43.44などがあ
り、 これらは覆土の堆積状況なども似る。性格は不明であるが、 これらは同じ時期に同じ目的のため
に作られた可能性がある。

遺物1～4はI群b－1類土器で、この内4は床面で出土した。 lは内面に貝殻の条痕がある口縁部で
ある。口唇部には茎状の施文具右横からの刺突列が施され、器面には2段単節の羽状縄文が施されて

いる。 2は断面角形の口唇部に縄文が施される口縁部で、器面には同じている。 3は異なる2段単節
の原体を使った羽状縄文が施されるもので、器面には補修孔が穿たれている。 4は0段多条の羽状縄

文が施された尖底部である。

5は黒曜石製の石鍼。先端部を大きく欠失している。両面の二次加工は丁寧である。 6， 7はスク

レイパー。 6は縦長剥片を素材とし、表面の両側縁のに刃部を作り出している。二次加工は浅く、刃

部は表面左側縁では内湾し、右側縁では外湾する。 7は黒曜石製で下部に刃部を作り出すいわゆるエ

ンドスクレイパーである。刃部の作り出しは雑で、表面に一部自然面を残す。

8はたたき石。珪岩の亜円礫を使用している。 9， 10は石錘。 9は凝灰岩製、 10は安山岩製。

時期塘底の遺物から縄文時代早期後葉I群b 1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）

P-38 (図III-51/表Ⅳ－3)

位置:N-28-c、O-28-d規模: 0.75×0.40/0.49×023/018m

長軸方向:N-50｡-W

特徴F 4のトレンチ調査時にF－4を切っている黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は確認面、

堰底面共に不整の長楕円形である。壌底部は細かい凹凸があり、南西側に向かって傾斜している。壁

はゆるやかに立ち上がる。P-38の平面形はF－4とほぼ重なることからF－4に関連する遺構の可能

性が高い。

遺物覆土からフレイクが2点出土している。

時期切り合い関係からF－4より新しく、縄文時代早期I群b類土器以降の時期と考えられる。

（広田良成）

P-40 (図Ⅲ-53)

位置:N-26-d規模: 0.26×025/0.09×013/020m

長軸方向:N-51｡-E

特徴Ⅶ層上面で、黒褐色土の落ち込みを検出した。西側にはP-29、東側にはP-39がある。平面形

は確認面では円形、曠底部では不整の楕円形である。堰底は平坦で、南東側に向かって傾斜している。

壁の立ち上がりは急で、南壁は中位で屈曲する。

遺物出土していない。

時期周辺包含層出土の遺物から縄文時代後期の可能性がある。 （広田良成）

P-41 (図Ⅲ-53/表Ⅳ－3)

位置: J-29-c、 J-30-b規模: 0.48×0.39/012×0.10/0.24m

長軸方向:N-87｡－W

特徴Ⅶ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は確認面、堰底部ともに不整の楕円形であ

る。曠底の断面形は東西方向では丸底状、南北方向は皿状を呈する。壁の立ち上がりは急である。

遺物覆土からフレイクが2点出土している。

時期確認面、覆土から縄文時代の可能性がある。 （広田良成）
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1 暗褐（Hue7'5YR3/3） V|〉V|| 炭化物を微量含む｡ しまりあり､粘性ややあトノ
2褐（Hue7､5YR4/3） V| |>V| しまりあり、粘性あり
3褐（Hue7､5YR4/4） V||>V| しまりあり、粘性ややあり

4褐（Hue7､5YR4/6） Ⅵ>V|| しまりあり､粘性ややあり
5褐（Hue7~5YR4/6)Ⅶ>>V| しまりあり､粘性ややあり
6黒褐（Hue75YR3/2） V+V|+Ⅵ| 炭化物を微量含む｡ しまりあり､粘性やや
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P-40土層説明

1 褐（Hue7､5YR4/3） Ⅵ＋V|l しまﾄﾉややあり､粘性あり

+N-26.c 2 黒褐(HuelOYR2/2) V>V|>Ⅵ｜ しまりややあり､粘性ややあり

P-41土層説明

1 黒褐（HUe7､5YR3/2）

2暗褐(Hue7,5YR3/3）

3黒褐（Hue7､5YR3/2）

4暗褐（Hue7､5YR3/4）

V+V|>>V|| しまり弱い粘性あり

V||＞V十Vl しまりやや弱い粘性あり

V>>V|｜ しまり弱い粘性あり

V十V|＋Ⅵ｜ しまり弱い粘性あり
＋

lK-30-a

図Ⅲ 52 P-36．39～41
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1 暗褐（HuelOYR3/3） Ko－gとV層腐植土が等しく混じる。 しまりが

なく、粘性にも乏しい

2黒(HuelOYR2/1) V層腐植土層遺物を含む｡ しまりがあり､粘

性もある

3黒褐（HuelOYR3/1） V層腐植土にⅥ'V||層が少量混じる｡ しまり

も粘性もある

4黒褐（HuelOYR3/2） V| ･Vll層が主体となる土｡ しまりはあるが､

粘性にはやや乏しい
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2 土擴

P-42 (図Ⅲ-54/図版Ⅲ-30/表Ⅳ－3～5)

位置:R-28-c、 S-28-cbd、 R-29-b｡c、 S-29規模: (537)×(4.75)/－×－/0.24m
長軸方向:N-7｡-W

特徴V層調査中､S-29グリッドで遺物がややまとまって出土したため､調査区壁沿いにトレンチを
設定し調査したところ、断面に黒褐色土の落ち込みを確認した。壁の立ち上がりを検出できなかった
ため、 トレンチ調査による土層観察及び遺物の分布状況から範囲の推定を行った。底面は皿状で平坦
だが部分的に凹凸がある。壁の立ち上がりは非常にゆるやかである。

遺物覆土からI群b 1類土器が出土している｡曠底からI群a類、 I群b－1類土器､スクレイパー、
Rフレイク、Uフレイク、フレイク、石核、礫が出土している。

1．2はI群b－1類土器である。 lは貼付帯の施された器壁の薄い深鉢形土器の口縁～胴部である。

口縁は口唇部が外に向かって開く平縁のもので、口唇部の断面は端部が外に張り出す丸形である。貼
付帯は口縁文様帯と胴部を区切る位置に太い粘土紐を張り巡らせたもので、断面は裾野の延びた山形

を呈している。文様は粘土紐を貼り付けた後、口縁部に平行する数条の縄線文、胴部に横位の斜行縄

文が施されている。口縁部と胴部の施文原体は同一のもので､繊維の粗い二段単節のRLが使われてい

る。 これらの特徴から1は「仮称西桔梗式」の可能性がある。 2は張り出した下端部に指のようなも

ので刻みが巡らされる底部である。器壁は薄く、器形の一部には歪みが見られる。文様は異なる2段
単節の原体による乱れた羽状縄文が施されている。

3はスクレイパー。柄部を作り出しており、円形の刃部をもつ。柄部以外は素材の形状をあまり変

えず、二次加工は周縁部のみ施される。 4は石核。黒曜石製で打面、作業面共に頻繁に移動してフレ
イクを取っている。打面調整は認められない。

時期曠底出土の遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期と考えられる。 （広田良成）
P-43 (図Ⅲ-55/図版Ⅱ1-30/表Ⅳ－3)

位置: J-15-b･c、K-15-a

規模： 2~17×1~90／2~06×190/016m長軸方向:N-13o－E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。H－9、H-11と重複するが、本遺構が最も新しい。H－9と

H 11の前後関係を調べるためトレンチを精査した際、黒褐色の落ち込みが両者を切っていることを

確認した。平面形はやや不整な隅丸方形である。壁は緩やかで擴底は平坦である。

遣物覆土からI群b－1類土器、 I群a類土器、石雛、スクレイパー、Rフレイク、Uフレイク、石

錘、石核等が出土しているが、遺構構築時にH-11もしくはH－9の遺物が混入したものとみられる。

1～1lはI群b－1類土器である。 1は底部の下端が張り出す平底の土器で、H 9･11、P-43の重複

する3つの遺構から出土し接合したものである。口縁部は平縁で口唇の断面は丸形である。土器の表

面には粘土の輪積や指の跡など製作時に付いた凹凸が多数見られるため、比較的粗雑な印象が1つの

特徴となっている。口縁から胴部の文様は0段多条の原体による条が水平に近い斜行縄文を主体とし

たもので、部分的に同じ原体の回転方向を変化させたものが加わわる。更に、底部の張り出し近くの

器面と底面には綾杉状の縄文が施されるなど文様構成は特徴的である。 また内面には、幅の広い施文

具による横方向の条痕が広く認められる。 2 ． 3 ． 6 ． 9は0段多条の原体で縄線文を施した口縁部

である。 2 ． 6は複数本の縄を使って入り組んだ曲線による区画を描いたもので、その区画内には無

文の部分と0段多条の斜行縄文が施される部分がある。 2の口唇には棒状の施文具で斜めと直行する

刻みが、 6は口唇断面が角形でその口唇部には斜めの刻みが施されている。 3は外に開く口縁部で、

口唇には棒状の施文具による斜めの刺突が施されている。 9は同じ二段単節の原体を使って口唇に斜

’
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行縄文、器面に羽状縄文を施している。

5 ． 8は0段多条の原体による斜行縄文が施された口縁部である。口唇の斜めの刺突は、 5が茎状
の施文具、 8が棒状の施文具による。 4 ． 7 ．10は0段多条の原体による羽状縄文が施された底近く
の胴部である。 4と10は尖底の可能性が高い。 11は綾杉状縄文の施されたもので、内面に条痕が見ら
れる。

12は石嫉。柳葉形で、肉眼観察では豊泉産の黒曜石と推定される。

13， 14は石錘。共に流紋岩製。 14は不整な偏平礫に挟入部が作られている。

時期覆土の上面にKo-gが堆積しているため縄文時代早期の可能性が高い。 （立田理）
P-44 (図IⅡ-56/図版Ⅲ-31/表Ⅳ－3～5)

位置:N-15-a～d規模: 2.83×2.18/2.30×1.82/0.36m

長軸方向:N-34｡-W

特徴Ⅵ層上面で確認された不整形を呈する竪穴状の大型土壌である。H－1の壁を僅かに切って掘り

込まれている。覆土は腐植土を主体とするもので大半はV層の流れ込みと考えられ、掘り込み面もV

層中と考えられる。塘底は僅かに起伏があり、壁の立ち上がりは急激に変化する部分と緩やかな部分

とがあり不均一である。遺物は覆土と塘底から出土しており、主要な土器はI群b－1類である。他に

I群a類土器、石器は石錐、スクレイパー、たたき石、すり石、砥石、石錘などが出土しているが、
曠底のもの以外は流れ込みと考えられる。

塘底からはH－1の覆土中で検出した生活面とも同じI群b－1類の土器が出土することから。 これ

と強く関連する可能性がある。性格は不明である。

遺構としては乱れの顕著な作りが特徴で、類似の特徴を持つ遺構にはP 36.37･43などがある。 これ

らは覆土の堆積状況なども似ており、同じ時期の共通した性格のものの可能性がある。

遺物 lはI群a類、2～6はI群b－1類土器である。全て床面から出土した。 1は小突起を有する波

状口縁の頂部である。断面切出し形の口唇の角には、内外両面に貝殻の復縁による連続する刻み施さ

れる。 また口縁に平行する沈線文に沿って表面からの貫通孔が穿たれている。

2 ． 3 ． 6は0段多条の原体が使われるものである。 2は口唇が外に開く平縁のもので、口唇の断

面形は丸形である。文様は上半部が斜行縄文、下半部ではそれが乱れて羽状のように見える。内面に

は不鮮明な条痕が認められる。 3は口唇部に器面と同じ原体の刻みが施される。 6は比較的底に近い

胴部で乱れた羽状縄文が施される。 4は細い組紐を軸に巻き付けて横位に回転施文したものである。

この文様は「束釧路II式」に見られる特徴的な文様と共通するもので、 これらと当遺跡のI群b－1類

との強い関連を示す資料である。 5は二段単節の羽状縄文が施される尖底付近の胴部である。

7は石嫉。先端部を欠失する。現存部は側縁基部共に直線状である。やや厚みｶﾐあり、断面形は

凸レンズ状を呈する。肉眼観察では赤井川産の黒曜石と推定される。 8はスクレイパー。縦長剥片の

背面右側縁に粗い二次加工により刃部を作り出している。

時期塘底の遺物から縄文時代早期後葉のI群b－1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）
P-45 (図Ⅲ-57)

位置: |-25-b規模: 1.51×100/1.17×0.61/0.30m

長軸方向:N-72o－E

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところ暗褐色土の落ち込みを検出する。平面形は楕円形である。半

裁したところ明瞭な堀込みを確認し土壌と認定した｡覆土は大きく分けて2層に分かれる｡下層がロー

ム質の土を多く含むのに対し、上層はV層に由来する黒褐色土である。自然に埋没していったものと

-1()4-
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111 遺構

考えられる。

遺物遺物は出土していない。

（袖岡淳子）時期縄文時代早期と考えられる。

P-46 (図Ⅲ-57/表Ⅳ－3)

位置:L-19-a規模: 0.49×0.30/0.36×020/0.16m

長軸方向:N-81｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅳ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。この落ち込みは近現代のP 65に切られている。この土曠の覆土を除去し土層断面を観察した

ところ、 2基重複するピットであることを確認した。この土壌の新旧関係で新しい方をP-46､古い方

をP-47とした｡平面形は楕円に近い円形ないし円形と推測される。P 46の掘り込みや土堰壁面の立

上りは明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠は、堀込みが包含層の上

部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。

遣物

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-47 (図IⅡ-57/図版Ⅲ-30/表Ⅳ－3．4)

位置: L-19-a規模: 0.35×008/一×一/0.22m

長軸方向:N-0o－W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。この落ち込みは近現代のP-65に切られている。この土壌の覆土を除去し土層断面を観察した

ところ、 2基重複するピットであることを確認した。この土曠の新|日関係で新しい方をP-46､古い方

をP-47とした。P 65､P-46によって1/4以下にまで破壊されていると見られるが､明瞭な壁面の立

上りを確認し土壌と認定した。平面形は円形であったことが推測される。覆土は、 V層土より粘性が

低く、黒みが強い。 この土壌の堀込みが包含層の上部とみられ、曠底に近い壁面部分のみが確認でき

た。

遣物 1は平行沈線の施されたV群c類の口縁部である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-48 (図Ⅲ-57/表Ⅳ－3)

位置: L-19-a規模: 0.38×015/024×0.04/0.14m

長軸方向:N-54｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出する。この落ち込みは近現代撹乱のP-65に切られている。この土塘の土居断面の観察によりピット

であることを確認した。P-45によってl/2以下にまで切られていると考えられるが土壌壁面の立上り

を明瞭に確認し土塘と認定した。平面形は円形と推測される。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒み

が強い。 この土壌の堀込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い壁面部分のみが確認できた。

遣物掲載する遺物はない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-49 (図Ⅲ-57/図版Ⅲ-30/表Ⅳ－3．4)

位置: |-17-a

規模： 0.89× （0.78)／0.55×0.54/0.26m長軸方向:N-14｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。H－5と重複するが本遺構が新しい｡H－5の西部分で覆土2
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層を調査中に、縄文時代晩期の土器片が出土した。撹乱もしくは他の遺構が重複していると考え付近
を精査した結果、褐灰色の落ち込みがH－5を切っていることがわかった。平面形は不整円形､壁はや
や急で、塘底は南西半分が丸底状にくぼんでいる。

遺物V群c類土器、石鍍、フレイク、礫、炭化物が出土している。石器等はH－5の遺物が混入して
いる可能性がある。

lは平行沈線の入る壷の口縁部、 2は沈線の下位にRLの斜行縄文が施される浅鉢の胴部である。
時期出土した土器、覆土の状況、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものとみら
れる。 （立田理）
P-50 (図Ⅲ-57/図版Ⅲ－10･31/表Ⅳ－3．5)

位置: J-24-d規模: 0.88×0.87/074×0.91/0.44m

長軸方向:N-89o－E

特徴包含層を調査中、Ⅶ層で礫石器の集中と暗褐色土の落ち込みを検出した。 この暗褐色土の広が

りと礫石器にかかるトレンチを設定し掘り下げたところ、フラスコ状ピットであることが確認された。

堰口部の平面形はほぼ円形である。壁は土塘の北側一部を除きオーバーハングする。曠底は平坦であ

る。覆土は黒色土よりⅥ、Ⅶ層土がやや多く混入する暗褐色土である。

遺物覆土から台石2点とすり石1点が出土している。

1は擦り石。珪岩製で断面三角形のもの。敲打痕が表面と端部にみられ、すり石とたたき石との複

合した用途が考えられる。 2は台石あるいは石皿で安山岩製｡全体の1/3程度が焼成を受け変色してい

る。僅かに敲打痕がある。 3は台石の可能性がある礫で、焼成を受け赤褐色化が著しい。披熱により、

礫の節理に沿ってひびが数カ所入る｡敲かれたことによるものと考えられる剥離が表面に観察される。

時期縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）

P-51 (図Ⅲ-58/図版Ⅲ－10．30/表Ⅳ－3～5)

位置: J-20-a規模: 0.53×0.48/0.43×0.34/0.11m

長軸方向:N-84｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の

立上りは急で、塘底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土塘の

堀込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。

遺物 1は幅広の沈線が施されたV群c類の口縁部である。

2は石錐。両面加工が施され、つまみ部と尖頭部の境は明瞭でない。裏面に素材面を残す。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-52 (図Ⅲ-58/図版Ⅲ－10．31/表Ⅳ－3．4)

位置: J-20-a規模: 0.50×0.46/0.34×0.32/0.24m

長軸方向:N-78o－W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出する。半裁したところ、土塘であることが確認された。平面形はほぼ円形である。壁の立上りは急

で、曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀込みは包

含層の上部とみられ、墳底に近い部分が確認できた。

遺物 1はRLの斜行縄文が施されたV群c類の深鉢胴部である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

１
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P 50土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/1

2 にぶい黄褐（Huel（

3暗赤褐（Hue5YR3／

4褐(HuelOYr4/4） ↑
5暗褐〈Hue7~5YR3/；

6暗褐（HuelOYR3/3

7褐（HuelOYR3/3）

8暗褐（HuelOYR3/3

黒褐（HuelOYR3/1P-48 )黒色土を主体とする。ややしまる

にぶい黄褐（HuelOYR5/3）黒色土にⅥ 層土が斑状に混じる。 しまる
暗赤褐（Hue5YR3/6）黒色土と焼土の斑状混炭化物を含む．ややしまる
褐(HuelOYr4/4） V||層を主体とする｡． しまる

暗褐〈Hue7~5YR3/3）黒色土を主体とする士にVIl層が混じる。やわらかい

暗褐（HuelOYR3/3）黒色土を主体とする土にⅦ層が混じる。やわらかい
褐（HuelOYR3/3） V |層土に黒色士が少量斑状に混じる。 しまる
暗褐（HuelOYR3/3）黒色土を主体とする土にV| 層がわずかに混じる。 しまる

P-48

一、 ／
e f25.500

三でこう雨Ⅷ

h25.5009

示馬、
P-46±層説明

1 黒（HuelOYR1 ､7/1 ）黒色土を主体とする｡やわらかい
2黒褐（HuelOYR3/1)黒色土とVll層土の斑状混｡やわらかい
3暗褐（HuelOYR3/4)黒色士にV||層土が多く混じる。ややしまる
P-47±層説明

4暗褐（HuelOYR3/3）黒色土にⅦ層土が多く混じる｡ややしまる
P-48土層説明

1 暗褐（HuelOYR3/4)黒色土とVll層土の混合土｡ しまる
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’
2 土曠

P-53 (図Ⅲ-58/図版Ⅱ1-10．31/表Ⅳ－3．4)

位置:J-20-b規模: 0.54×0.50/0.36×0.36/0.16m
長軸方向:N-37｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土墳と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で塘底との境は明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土塘の堀
込みは包含層の上部とみられ、墳底に近い部分が確認できた。

遺物 lは条が縦走するRLの縄文が施されたV群c類の鉢胴部である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-54 (図III-58/図版Ⅲ－10/表Ⅳ－3)

位置: J-20-c規模: 0.54×0.56/0.32×0.36/0.29m
長軸方向:N-90｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土塘の堀
込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。
遺物掲載する遺物はない。

時期縄文時代晩期と考えられる。 （袖岡淳子）
P-55 (図Ⅲ-58/図版Ⅲ－10･31/表Ⅳ－3･4)

位置: J-20-d規模: 0.51×0.50/0.31×0.30/0.22m

長軸方向:N-84o－W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形は円形である。壁の立上

りは急で曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の堀込み
は包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。

遺物 1は口唇直下に平行沈線が施された壺口縁部、 2は口縁に'1層の狭い肥厚部が巡る鉢口縁部であ
る。いずれもV群c類のものである。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-56 (図Ⅲ-58/図版Ⅲ-10/表Ⅳ－3)

位置: J-20-a規模: 0.48×0.42/0.30×028/0.26m

長軸方向:N-75｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の

立上りは急で塘底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀
込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。

遺物図示した遺物は無い。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-57 (図Ⅲ-59/表Ⅳ－3)

位置: J-19-b規模: 0.56×0.49/0.32×0.33/0.14m

長軸方向:N-20．－W
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P-51土層説明

1 暗褐（HuelOYR3/3）黒色土を主体とする｡炭化物を含む｡やや

まる

P-54土層説明

1 黒（HuelOYR1 ､7/1)黒色土にVll層土ｶﾄ少量粒状に混じる。炭化物

を含む。ややしまる

2黒褐（HuelOYR3/1）黒色土にVIl層土が少量混じる。やわらかい

P-52 &___ ､__ ,_, P-52
a b25､400 c d25.400

-#産'’ 承一t －旦､ P-55 /bza.40｡ c, p-55 ,d25400

衷工ﾌ三 。､_ﾉ』
P-52土層説明

1 黒（HuelOYR1 ~7/1)黒色土を主体とする｡炭化物を含む

2暗褐（HuelOYR3/4）黒色土にV||層土が混じる｡やわらかい｡炭化

物を含む

3黒褐（HuelOYR3/1)黒色土にVll層土が粒状に混じる｡ややしま

る。炭化物を含む

4暗褐（HuelOYR3/3)黒色土にⅦ層土が混じる｡やややわらかい｡

炭化物を含む

P-55土層説明

1 黒(HuelOYR1 ､7/1）黒色土に粒状のV|層が少量混じる｡炭化物を

含む。ややしまる

P-56P-56
1 ﾉQ d25.400a

~

､ /

ご{一癖P－53
d25“O

－さ、--_ふ
ｂ

言垂
ノ

３５

－

Ｐ

、

ａ 鋤
一

P-56土層説明

1 にぶい黄褐（HuelOYR4/3) V||層土に黒色士が斑状に混じる｡やわ

らかい

2黒(HuelOYR2/1)黒色土にVll層土が斑状に混じる｡ややしまる｡

炭化物を含む

3褐灰（HuelOYR4/1)黒色土とVll層土の混合±｡ しまる

4黒褐（HuelOYR2/3）黒色士にV||層土が粒状に混じる｡やわらかい

炭化物を含む

5褐（HuelOYR4/4）黒色土を主体とする｡ しまる

P-53土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/2)黒色土を主体とする｡炭化物を含む｡ややし

まる

2暗褐(HuelOYR3/4）黒色土にⅦ層士が斑状に混じる｡炭化物を含

む。ややしまる

図ⅡI-58 P 51～56
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2 土曠

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で塘底との境は明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の堀
込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。
遺物図示した遣物は無い。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-58 (図IⅡ-59/表Ⅳ－3)

位置:K-19-c規模: 0.61×0.50/0.45×0.34/0.16m
長軸方向:N-43o－E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを確
認した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土塘と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で塘底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土壌の堀
込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。

遺物図示した遺物は無い。

時期縄文時代晩期と考えられる。 （袖岡淳子）
P-59 (図111-59/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3･5)

位置:K-19-a規模: 0.52×0.47/0.41×0.36/0.11m

長軸方向:N-39｡-E:

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅷ層において黒褐色土の落ち込みを確

認した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形である。壁面

の立上りは急で曠底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の

堀込みは包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。

遺物 2は石錐。両面加工が施され、つまみ部と尖頭部の境は明瞭でない。裏面に素材面を残す。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-60 (図Ⅲ-59/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3．4)

位置: J-19-c規模: 0.93×089/074×0.74/0.21m

長軸方向:N-76｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを確

認した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。平面形は円形である。壁の立上

りは急で塘底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀込み

は包含層の上部とみられ、塘底に近い部分が確認できた。

遺物 1はV群c類の壺口縁部である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-61 (図Ⅲ-59/表Ⅳ－3)

位置:K-19-a規模:0.57×0.52/0.44×0.20/0.19m

長軸方向:N-34｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はほぼ円形だが曠底部分

は楕円形である。掘り込みや土壌壁面の立上りは明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒み

が強い。 この土曠の堀込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。
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Ⅲ遺構
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･25.320 ､25.330 .25.340 .25.330
~j

画。
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P,57土層説明

1 暗褐(HuelOYR3/3)黒色土を主体とする｡ しまる

2 にぶい黄褐（HuelOYR4/3) Ⅵ|層土に黒色土が少量混じる｡ しまる

P－58

P←58 b25.500 c 025.500

‐』密＃ 言、___ﾉW
P-58土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/1

2暗褐（HuelOYR3/4

25．400

黒色土を主体とする｡ややしまる

黒色士にⅦ層士が混じる｡ややしまる

cm

25.400 ･25.410

P-59
a r'~bti b25400 c P-59 ,d_Zg.400

- 和, 式ノ丁瓢
P-59土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/1）黒色土を主体とする｡ややしまる

2 にぶい黄褐(HuelOYR4/3）黒色土とⅥ|層土の混合土｡ややしまる

3 にぶい黄褐（HuelOYR5/4） V||層士に黒色土が混じる｡ややしまる

0
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3

P-58 ○

25．420
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P-61土層説明

1 黒（HuelOYR1 ’7/1)黒色土を主体とする｡やわらかい〈》炭化物を

含む

５0 c、
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〒
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P-62土層説明

1 黒（HuelOYR1 ,7/1)黒色土を主体とする土にⅦ層土が粒状にわず

かに混じる。炭化物を含む。ややしまる

P-60

25‘270 ･25,300 ･25,270 .25,30

P-63

－L

lL･19－a

~ｃ
ｃ
寸
・
の
“
。

●

J-'9-9 1 "2" "3,｡1

25290 1

．
ｄ８１１

』

十

し,三
～

’ ロ

ａ

一

《
Ｕ
－

Ｑ
】
一

２

－

５

．

－

２
p一一

4

α

口

吋

切

合

切

○

○

一４三八
ｄ
一C

~撹乱320 .25,340 o,/25.31【

｡’
25.34025 320 25.320

d25.500C

蕊1
1

0

b26.400~a

撹乱ﾒｰｰｰヱ雨
Ⅶ

P←63土層説日月

1 黒（Hue7-5YR3/1） 111~|V層起源c Vll層粒を斑状に含む｡ しまりな

し

2灰黄褐（HuelOYR5/2） v層起源｡ややしまりあり､粘性あり

P-60土層説明

1 灰褐（HuelOYR4/2)黒色土とvl層土の斑状混｡ややしまる

2暗褐（HuelOYR3/4）黒色土にVl 層土が少量混じる｡ややしまる

3灰褐(HuelOYR4/2）黒色土とV||層士の斑状混。ややしまる

4黒褐（HuelOYR4/4） と黒褐(HuelOYR3/1）の斑状混｡ややしまる

行
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図Ⅲ－59 P-57～63
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’
2 土曠

遣物掲載する遺物はない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-62 (図Ⅲ-59/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3･5)

位置:K-19-b規模: 0.52×0.47/0.37×0.27/0.21m
長軸方向:N-33｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検
出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。平面形はほぼ円形である。壁の
立上りは急で、塘底面との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土塘
の堀込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。

遣物 1は石錐。黒曜石製で、石鍍の転用品と考えられる。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-63 (図Ⅲ-59/表Ⅳ－3．4)

位置L-18-d

規模0.49× (0.41)/0.27×0.22/0.13m長軸方向:N-57｡-W

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面でP-74に切られる黒色土の落ち込みを検出した。
半裁したところ、壁、擴底が確認されたため土曠と判明した。平面形は確認できた部分では不整円形
を呈する。壁は緩やかであり、断面形は浅い皿状を呈する。

遺物覆土からV群c類土器、フレイク、礫・礫片が出土している。

時期出土した土器、平面形及び規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性があ
る。

（立田理）

P-64 (図Ⅱ1-60/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3．4)

位置:L-19-b規模: 0.60×0.47/0.40×0.35/0.09m

長軸方向:N-65｡-E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土曠と認定した。平面形はやや円形に近い楕円形

である。壁の立上りは急で堰底との境は明瞭である。覆土は、 V層土より粘性が低く、黒みが強い。

この土曠の堀込みは包含層の上部とみられ、曠底に近い部分が確認できた。

遺物 1はV群c類の浅鉢口縁部である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-65 (図Ⅲ-60/表Ⅳ－3)

位置:L-19-a規模: 1.58×1.53/1.10×1.09/0.51m

長軸方向:N-77｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅵ層において黒色土とⅥ、Ⅶ層土が混

じる明瞭な土曠跡を検出した。半裁したところ覆土にビニールやプラスチックの小片が混じる近．現

代のものであることが確認された。 このことから、 この土曠は調査の対象外とした。
遣物掲載する遺物はない。

時期近．現代と考えられる。 （袖岡淳子）
P-66 (図Ⅲ-60)

位置:G-13-c、 H-13-d

規模： 0.69×0.64／0.52×0.48/0.10m長軸方向:N-27｡-E

’
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Ⅲ遺構

特徴調査区南西端の緩斜面に位置する。Ⅷ層上面を精査中に、灰褐色の落ち込みを検出した。覆土
はI層を基調とし、Ⅶ層起源とみられる黄褐色土が斑状に混じる汚れた土である。平面形は東西に長
軸のある楕円形に近い隅丸方形である。壁の立ち上がりは緩やかで、塘底は平坦である。
遺物出土していない。

（立田理）
時期覆土の状態から現代のものとみられる。

P-67 (図Ⅲ-60/表Ⅳ－3)

位置:H-10-c、 H-11-b

規模： 0~95×0.93/0.68×0.61/0.36m長軸方向:N-24o－E

特徴調査区南西端の斜面に位置する。Ⅶ層上面を精査中に灰褐色の落ち込みを検出した。平面形は
堰口堰底ともに円形で、壁は急激に立ち上がる。覆土はI層を基調とし、Ⅶ層起源とみられる黄褐色
土が斑状に混じる汚れた土である。

遺物覆土からI群bl類土器、フレイク、礫が出土しているが、混入とみられる。

時期覆土の状態から、現代のものとみられる。 （立田理）
P-68 (図Ⅲ-60/表Ⅳ－3)

位置:P-18-b規模､l.62)×075/064×072/025m

長軸方向:N-10｡-E

特徴P-36を切って掘り込まれた平面が不整の円形を呈す性格不明の土壌である。Ⅵ層上面で確認
したもので、覆土には流れ込んだ腐植土で充填されている。塘底は丸味を帯びたもので壁との境は不

明瞭である。遺物はI群b－1類土器などが出土しているが全て覆土の腐植土と共に流れ込んだものと

考えられる。

遣物掲載遺物無し。

時期覆土の遺物と遺構の切り合いから縄文時代早期後葉I群b－1類のP-36よりも新しい時期と

考えられる。 （皆川洋一）

P－69 （図Ⅲ-60／表Ⅳ－3）

位置:Q-17-b｡c規模: 1.75×1.31/1.38×096/0.22m

長軸方向:N-61｡-E

特徴平面が不整の楕円形を呈す性格不明の土壌である。 VI層上面で確認したもので、覆土には流れ

込んだ腐植土で充填されている。堰底は丸味を帯びたもので壁との境は不明瞭である。遺物はI群a

類、 I群b－1類土器、石斧片などが出土しているが全て覆土の腐植土と共に流れ込んだものと考えら

れる。

遺物掲載遺物なし。

時期覆土の遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期の可能性がある。 （皆川洋一）

P-70 (図Ⅲ-61/図版Ⅲ-32/表Ⅳ-3．5)

位置:Q-15-a規模: 1.62×131/099×0.69/035m

長軸方向:N-88｡-E
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2 土蛎

特徴Ⅵ層上面で確認された平面が不整楕円形を呈する性格不明の土曠である。付近には列をなす配
置でP-71･72が位置している｡覆土は流れ込みと考えられるV層腐植土を主体とする土壌で充填され
ており、掘り込み面はv層中と推定される。擴底は丸味を帯びたもので壁からは緩やかに立ち上がる。
遺物は全て覆土から出土したもので、 ’群a類、 ’群b－1類土器、たたき石などが出土している。こ
れらは覆土の腐植土と共に流れ込んだものと考えられる。

P-71～73は各配置とよく似た覆土の堆積状況から関連する可能性が強い。

遺物 1はたたき石でめのうの亜円礫を使用している。表面の各所に敲打痕がみられる。端部には叩
きによる剥離痕がみられる。

時期覆土の遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期の可能性がある。 （皆川洋一）
P-71 (図Ⅲ-61/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3．5)

位置:P-14-c、 P-15-b、Q-15-a規模: 0.92×0.83/0.69×0.45/0.15m
長軸方向:N-88｡-W

特徴Ⅵ層上面で確認された平面が不整楕円形を呈する性格不明の土壌である。付近には列を構成す
るP-70･72が位置している。覆土は流れ込んだと考えられるV層腐植土主体の土壌で充填されてお

り、掘り込み面はv層中と推定される。曠底は丸味を帯びたもので壁との境は不鮮明である。遺物は
全て覆土上位から出土したもので、すり石などが出土している。 これらは覆土の腐植土と共に流れ込
んだものと考えられる。

P-71～73は各配置とよく似た覆土の堆積状況から関連する可能性が強い。

遺物lは擦り石。安山岩製。断面三角形で、破損している。

時期覆土の遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期の可能性がある。 （皆川洋一）
P-72 (図III-61/表Ⅳ-3)

位置:P-14-c｡d、 P-15a･b規模: 1.36×0.82/095×0.89/0.19m
長軸方向:N-46o－E

特徴Ⅵ層上面で確認された平面が不整楕円形を呈する性格不明の土墳である。付近には列をなす配

置でP-70･71が位置している｡覆土は流れ込んだと考えられるV層腐植土を主体とする土壌で充填さ

れており、掘り込み面はV層中と推定される。堰底は丸味を帯びたもので壁からは緩やかに立ち上が

る。遺物は全て覆土上位から出土したもので、 I群b 1類土器などが出土している。これらは覆土の
腐植土と共に流れ込んだものと考えられる。

P-71～73は各配置とよく似た覆土の堆積状況から関連する可能性が強い。

遺物掲載遺物無し。

時期P 7071との配置から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期の可能性がある。 （皆川洋-)
P-73 (図Ⅲ-62/図版Ⅱ1-32/表Ⅳ－3～5)

位置:M-9-d、M-10-b、 N-9-d、N-10-a規模: 2.35×1.87/0.75×0.53/0.44m
長軸方向:N-69｡-E

特徴平面が不整の楕円形を呈する性格不明の士塘である。確認面はⅥ層上面のH－4覆土上で、P－

73はそれを切って掘り込んでいる。塘底は起伏の著しく壁は緩やかに広がっており、その境は不明瞭

である｡覆土は上位にKo-gが入り、この下位にはV層腐植土を主体とするものが流れ込んだ様相で堆

積している。掘り込み面は覆土から見てV層中と推定される。遺物は覆土と塘底から出土しているが、

特に大半のI群b－1類土器は図の波線部に積み重なって出土したことからこの土塘に伴うものと見

られる。 この土器の集中範囲からは、図示した1 ． 2 ． 3 ． 6の尖底土器4個体が潰れた状態で出土

’
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しており、 これらは据え置かれていた可能性もある。

遺物1～6はI群b－1類の土器である。土器集中範囲で見つかった1 ･ 2 ． 3 ． 6の尖底土器は、本
来的な全ての部位が揃っていたと考えられるが、脆い作りと風化の進行により、復元は掲載された部
分に止まったものである。 1 ． 6は口唇が外に開くもので、器面の文様は’が二段単節の羽状縄文、
6が綾杉状縄文である。 ’の口唇断面は角形でその平坦部には茎状の施文具で右横からの刺突が施さ
れる。 2 ． 3は0段多条の縄線文が施される幅の狭い文様帯を有したものである。二は同じ縄を使っ
て口唇部に刻みを施し、器面には斜行縄文を施している。 3の器面には0段多条と二段単節の羽状縄
文が施されている。

4は器壁の厚い口縁部で、口唇には茎状の施文具による右横からの刺突が、器面には二段単節の斜

行縄文が施されている。 5は二段単節の羽状縄文が施された尖底部である。

7， 8は擦り石。共に安山岩製。 7は偏平の円礫の縁辺を使用しているもの。 8は断面三角形であ

る。

時期擴底の土器から縄文時代早期後葉’群b 1類の時期である。 （皆川洋一）

P-74 (図Ⅱ1-60/図版Ⅲ-32/表Ⅳ－3･4)

位置:L-18-d規模: 1.06×092/0.32×一／一m

長軸方向:N－72｡－E

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I居を除去後、Ⅵ層において黒色土の明瞭な土壌跡を

検出した。半裁したところ、覆土にビニールやプラスチックの小片が混じる近・現代のものであるこ

とが確認された。 このことから、 この土塘は調査の対象外とした。

遺物 lは浅い平行沈線が施されたV群c類の壷頚部の破片である。

時期近・現代と考えられる。 （袖岡淳子）

P-75 (図Ⅲ-60/図版Ⅱ1-33/表Ⅳ－3～5)

位置:L-24-a規模: (059)×(0.46)/041×024/015m

長軸方向:N-59｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土擴と認定した。壁の立上りは急で曠底との境は

明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀込みは包含層の上部とみら

れ、曠底に近い部分が確認できた。

遺物 1は平行沈線が施されたV群c類の壺口縁部の破片である。

3は石製品。軽石製。著しく破損しており、全体の形状は不明である。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）

P-76 (図Ⅲ-63)

位置:M-24-a規模: 0.33×0.21/0.23×014/0.08m

長軸方向:N-4｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において黒褐色土の落ち込みを検

出した。半裁したところ明瞭な掘り込みを確認し、土壌と認定した。壁の立上りは急で土塘との境は

明瞭である。覆土は、 v層土より粘性が低く、黒みが強い。 この土曠の堀込みは包含層の上部とみら

れ、曠底に近い部分が確認できた。

遣物遺物は出土していない。

時期縄文時代晩期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
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ⅡI 遺構
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2 十塘

P-77 (図Ⅲ-63/表Ⅳ－3)

位置:H-16-c、 |-16-d

規模：0.66×0.56/0.36×0.34/0.23m長軸方向:N-88｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。南東方向にP-10､北東方向にP-49が隣接している。Ⅵ層
上面で炭化物を含む褐灰色土の落ち込みを検出した。半裁して壁、擴底を確認し土堰であることがわ
かった。平面形は南と西に小さく張り出す不整円形である。壁は緩やかで、擴底はややでこぽこして
おり、断面形はボール状で丸い。

遺物覆土からI群a類土器、 V群c類土器、剥片、石核、礫・礫片、炭化物が出土している。
時期出土遺物、覆土の状態から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものとみられる。 （立田理）
P-78 (図Ⅲ-63/表Ⅳ-3)

位置: 1-18-d、 |-19-a

規模: 0.66×0.55/0.50×0.36/0.20m長軸方向;N-33o－E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。北側に隣接してP-79、北西約2mの位置にはP-81があ
る。Ⅵ層上面を精査中に褐灰色の落ち込みを検出した。半裁して塘底と壁を確認し土壌であることが

わかった。平面形は北東向きの卵形である。壁はやや急で、塘底は平坦である。覆土は埋戻しの様相
を呈する。

遺物覆土からフレイクが2点出土している。

時期平面形や規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性がある。 （立田理）
P-79 (図IⅡ-63)

位置: |-19-d

規模： 0.21×0.14/0.11×0.09/0.11m長軸方向:N-37o－E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。南側にP-78が隣接する。P-78を精査中にその北側に小規

模な落ち込みを検出した。半裁したところ土壌であることがわかった。平面形は円形、曠底は丸く浅
1､

v』o

遺物出土していない。

時期覆土の様相が隣接するP-78と類似するため、縄文時代晩期のものである可能性がある。

（立田理）

P-80 (図III-63/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3．4)

位置:H-18-c、 I-18-d

規模: 0.66×0.64/0.43×0.45/0.18m長軸方向:N-42｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。P-121と重複するが、先後関係は不明である。Ⅵ層上面を

精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁したところ壁､曠底を確認し､土壌であることがわかっ

た。平面形は南西部が張り出すいびつな円形で、壁の立ち上がりは緩やかである。曠底は南側に風倒

木痕があるため明確ではないが、ほぼ平坦である。 また覆土中には炭化物が含まれる。

遺物覆土から縄文時代晩期V群c類土器、フレイク、礫が出土している。

1は条が縦走するRLの縄文が施された鉢の胴部である。

時期出土した土器、覆土の状態から縄文時代晩期V群c類土器の時期とみられる。 （立田理）
P-81 (図Ⅲ-63/表Ⅳ－3)

位置:H-19-b、 I-19-a

規模： 0.75×0.65/0.50×0.41/0.32m長軸方向:N-13｡-W

’
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ⅡI 遺構

特徴調査区南西端の平坦部に位置する。H-14と重複し、本遺構が新しい。Ⅵ層上面を精査中に黒褐
色土の落ち込みを検出した。半裁したことろ壁、曠底を確認し、土壌であることが判明した。平面形
は楕円形で、曠口が南の方向に少し張り出す。断面形は椀状で、壁は堰口付近で急激に立ち上がる。
覆土4層とした黒褐色土は炭化物を含み、Ⅶ層のブロックがみられることから、人為的埋戻しとみら
れる。

遺物覆土1， 2， 3層からV群c類土器、フレイク、礫が出土している。覆土4層からはI群a類
土器、フレイクが出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から、縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性がある。
（立田理）

P-82 (図Ⅲ-63/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3･4)

位置:H-19-a．b

規模： 0~75×0.64/0.41×034/026m長軸方向:N-20｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。P-81の約1m北に位置する。H-14と重複するが､本遺構
が新しい。 v層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁して椀状の壁・曠底を確認し、

土壌であることがわかった。平面形は北西一南東方向に長い不整な楕円形を呈する。曠底は平坦であ

る。また覆土に炭化物が微量混じっている。

遺物覆土からV群c類土器、フレイクが出土している。

1は口唇と器面に浅い平行沈線が施されたV群c類の壺形土器口縁部である。

時期出土した土器、覆土の状態、平面形から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものとみられる。
（立田理）

P-83 (図Ⅲ-63/表Ⅳ－3)

位置:H-18-d、 H-19-a

規模： 0~64×0~54／0~47×0.35/017m長軸方向:N-76｡-E

特徴調査区南西端の平坦部に位置する｡P-82より2mほど西に位置する。Ⅵ層上面で黒褐色土の落

ち込みを検出した。半裁したところ、平坦な堰底と緩やかに立ち上がる壁を確認したため、土壌であ

ることが判明した。平面形は曠口・曠底ともに楕円形に近い隅丸方形である。また覆土には炭化物が

混じる。

遺物覆土から石鐡片、フレイクが出土している。

時期覆土の状態、平面形から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性が高い。
（立田理）

P-84 (図Ⅲ-64)

位置: J-27-a

規模： 0.89×0.51／0.78×0.31/0.24m長軸方向:N-5｡-E

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち

込みの西側を半裁し、土曠であることを確認した。平面形は不整の楕円形である。壁は緩やかに立ち

上がる。塘底は中心から南東側が椀状にくぼんでいるがその他は平坦である。

遺物出土していない。

時期覆土の色調からすると縄文時代晩期のものである可能性がある。 （立田理）

P-85 (図Ⅲ-64/表Ⅳ-3)

位置:P-24-d規模: 1.08×092/0.56×048/062m

’
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2 土壌

長軸方向:N-58o－E

特徴Ⅵ層上面を掘り下げていたところI群b－4類土器の集中と暗褐色土の落ち込みを検出する。遺
物のある状況でトレンチを入れたところ堀込みを確認し土塘と認定した。構築面は遺物のあるレベル
より高いと考えられる。覆土は暗褐色土にローム質の土が多く混じる。 2層に分層できる。曠底部は
平坦であり、立上りは明瞭である。

遺物掲載する遺物はない。

時期縄文時代早期末葉と考えられる。 （袖岡淳子）
P-86 (図Ⅲ-64/表Ⅳ－3)

位置:Q-18-c、 R-18-d

規模： 1.02×0.98/0.76×0.78/0.33m長軸方向:N-27｡-E

特徴調査区南部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面を精査中に褐灰色土の落ち込みを検出した。平面形
は円形である。壁はやや急で、曠底は平坦である。

遺物覆土からI群b－4類土器、陶磁器、つまみ付ナイフ、フレイクが出土している。いずれも掘削
時に混入したものとみられる。

時期覆土がI層とみられる褐灰色土を基調とするため、 また平面形の類似などから現代のものとみ
られる。 （立田理）
P-87 (図Ⅲ-64/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－6)

位置:H-19-b｡c

規模： 0~65×0.52/045×0.32/011m長軸方向:N-23｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中にI群b－4類土器がややまとまって出土
した(図Ⅲ-64)。土器を記録し取り上げた後、周囲をさらに精査すると、火山灰を微量含む黒褐色土

の落ち込みを検出した。落ち込みの東側を半裁し、土壌であることが判明した。平面形はやや不整な
楕円形を呈し、断面形は浅い皿状である。壁は緩やかで、曠底は平坦である。
遺物出土していない。

時期上面でI群b－4類土器力:まとまって出土しているため縄文時代早期のものである可能性があ
る。 （立田理）

P-88 (図Ⅲ-64/表Ⅳ－3)

位置: L-24-a．d規模: 1.78×1.61/1.35×1.40/0.16m

長軸方向:N-48｡-W

特徴Ⅶ層上位で確認された平面が不整の円形を呈す土塘である。覆土はローム質土を主体とするも

のでこれらは埋め戻された可能性がある。遺物は大半が曠底壁際に近い覆土中からのもので、意図し

て置かれた可能性を残す。 1点出土したV群c類土器は、近くで検出した風倒木の撹乱によるもので

ある。掘り込み面は近・現代の削平により大きく失われており、覆土に入る腐植土の状態から見て本

来的にはⅥ層上面に近いレベルと考えられる。墳底は平坦に作られ、壁へは緩やかに繋がっている。
覆土と遣物の出土状況から土曠墓の可能性がある。

遺物掲載遺物無し。

時期覆土に混ざる腐植土の割合から縄文時代早期中～後葉の可能性が高い。 （皆川洋一）
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Ⅲ遺構
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P-87土層説明

1 黒褐（HuelOYR3/1） Ko-gとみられる黄褐色土粒､ ,V層とみられる

黒褐色士を少量含む｡V層よりしまりがなく､やや暗い
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P-92土層説明 Ⅶ
1 黒(Hue5YR1 ､7/1） ｜ | |~Ⅳ層起源 しまりなし
2黒褐（Hue7~5YR2/2) | | |～Ⅳ層起源ローム粒を微量含む｡ややしまりあり､やや粘質
3褐灰(Hue7~5YR4/2) V層起源ローム粒を微量含む｡ややしまりあり､やや粘質

P-88土層説明

1 黒（Hue7,5YR1 .7/1） V層腐植土しまりなし
2黒褐（HuelOYR3/2) Ⅵ層を主体とするものにⅦ層ローム質土が微量入る
3灰黄褐（HuelOYR5/2） Vll層ﾛｰﾑ質土主体のものに､ Ⅵ層が少量入る。
2‘3層は、埋戻された可能性がある

しまりあり

図Ⅲ 64 P 84～88･92
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2 土擴

P-89～91 ･98～100･105～112 (図Ⅲ-65/表Ⅳ－3)

P-89位置:P-18-d、P-19a規模: 0.46×0.44/0.65×0.59/0.37m長軸方向:N-55｡W
P-90位置:P-18-d、P-19-a規模: 0.45×0.46/0.52×0.55/0.24m長軸方向:N-54｡-W
P-91位置:P-18-c、P19-b規模:0.42×0.34/0.20×0.18/0.21m長軸方向:N-7o－E
P-98位置:O-18-c規模: 0.38×0.38/0.70×0.58/0.37m長軸方向:N-37o－W
P-99位置:0-18-c、O-19-b規模:0.41×0.37/0.17×0.20/0.15m長軸方向:N-49｡-E
P-100位置:P-19-b規模: 0.37×0.35/0.54×0.46/0.28m長軸方向:N40｡-E
P-105位置:O-19-b規模: 0.38×0.38/0.47×0.53/0.30m長軸方向:N-77｡ E
P-106位置:O-19-b規模: 0.33×0.37/0.46×0.42/0.32m長軸方向:N-76o－E
P-107位置:O-19-b規模: 0.41×0.43/0.68×0.60/0.40m長軸方向:N-30｡-W
P-108位置:0-19-b規模: 0.35×0.29/0.20×0.12/0.13m長軸方向:N-21｡-W
P-109位置:P-19a規模:0.45×0.39/0.18×0.18/0.35m長軸方向:N 45｡-W
P-110位置:P-19-a規模: 0.61×0.34/0.45×0.34/0.25m長軸方向:N-53｡W

P-111位置:P-19-a規模: 0.32×0.29/0.07×0.10/0.15m長軸方向:N-67｡-W

P 112位置:O-19-a規模: 0.45×0.45/0.34×0.33/0.26m長軸方向:N-30｡-W

特徴F-23･25･26の周囲で検出された小型のものからなる土曠群である。形態は89･90.98.100･

105･107が小型のフラスコ状ピットの形を呈し、他は柱穴の様な形である。規模は確認面からの深度
が40cm前後のものが多く、その他は5～10cmと浅くなる。確認面はⅦ層上面で､覆土はV層腐植土を
主体とする土壌が堆積している。掘り込み面はV層下位からⅥ層上面と考えられる。出土する遺物は
少なく、それらも腐植土とともに流れ込んだ可能性が高い。F-23･25･26とは強く関連する可能性が
あり、この焼土とフラスコ状ピット類似の小土壌のセットは1つのパターンを形成すると考えられる。
遺跡内での類例にはF 31とP-16,F-12とその周囲の小土壌などが上げられる。これらの性格とし
ては、火を使う作業場に作られた貯蔵用の穴などが考えられる。 これ以外には柱の跡などにも可能性
がある。

遺物掲載遺物なし。

時期類例遺構セットの各位置と遺物分布範囲の重複から、縄文時代早期中～後葉(I群a類or1群
b－1類)の時期と考えられるが、 V層腐植土との関り具合から見てI群b－1類の時期の可能性がやや

強いと思われる。 （皆川洋一）
P-92 (図Ⅲ-64/表Ⅳ-3)

位置:L-27-a

規模: 0.67×0.47/034×0.15/0.27m長軸方向:N-81o－E

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。 V層上面で黒色土の落ち込みを検出した。平面形は楕円形
で断面形は椀状を呈する。

遣物覆土からⅢ群a類土器片が出土している。

時期覆土中から出土した土器、覆土の色調から、縄文時代中期以降に構築された可能性がある。
（立田理）

P-93 (図Ⅲ-65/表Ⅳ－3)

位置:L-27-b･c

規模： 0.58×0.42／0.45×0.30/0.12m長軸方向:N-82｡-E

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅷ層上面を精査中に、褐灰色の落ち込みを検出した。半裁

’
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ⅡI 遺構
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2 ＋曠

したところ壁塘底を確認し、土曠であることが判明した。平面形は楕円形で長軸は東西方向である。
掘り込みは浅い。壁は緩やかで、曠底は平坦である。

遣物覆土の中位からフレイクが出土している。

時期不明であるが、覆土の色調からすると縄文早期のものである可能性が高い。 （立田理）
P-94 (図Ⅱ1-65)

位置:S-7-d

規模： 0~55×0.53/0.27×0.32/014m長軸方向:N-28｡-E

特徴調査区南部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出した。落ち込み
の中心に火山灰が堆積していた。半裁して椀状の壁・堰底を確認し、土壌であることが判明した。平
面形は曠口・擴底ともに不整の楕円形である。

遺物出土していない。

時期覆土の上位にKogの堆積があるため､縄文時代早期のものとみられるカヌ､土曠の断面とⅦ層の
境が不明瞭なことなどから、自然撹乱の可能性もある。 （立田理）
P-95 (図Ⅲ-66/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3～5)

位置:H-20-b･c、 |-20-a･d

規模: 1.53×1.04/0.34×0.92/0.22長軸方向:N-77｡-E

特徴調査区西部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁し

て土擴であることがわかった。平面形は東西に長い楕円形で、南西側に直角に近い角がある。壁はや

や急で壌底は平坦である。覆土の下位は、人為的埋め戻しの様相を呈する。 また覆土の最下層で炭化

物の堆積を検出した。堆積の平面形は不整形で､土壌の中心から北西隅までの範囲にひろがっている。

遺物曠底からたたき石片が置かれた状態で出土している(図Ⅲ 66)。その他に覆土、曠底からⅢ群

a類土器の小片が出土している。炭化物の堆積からはⅢ群a類土器の他、小礫が出土している。

1， 2は内面が研摩されたⅢ群a類土器の胴部である。器面にはいずれも二段単節の羽状縄文と綾
絡文が施されえている。

3はたたき石。珪岩製。亜円礫の端部を使用したと考えられる。破損している。

時期曠底から出土した土器から、縄文時代中期III群a類土器の時期の可能性がある。 （立田理）
P-96 (図IⅡ-66)

位置:M-23-d規模: 0.38×030/0.25×0.20/0.08m

長軸方向:N-23｡-W

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の小土曠である。Ⅶ層での確認だが土塘の上位は近・現代

の削平で失われており、覆土に入る腐植土の様子から見て本来の掘り込み面は11～IⅡ層付近と考えら

れる。小型ながら塘底には平坦部が作られ、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土に入る腐植土は掘

り上げたローム質土が混じるもので、埋め戻しが行われた可能性がある。遺物は出土していない。

遺跡内では類似の土壌が多数検出されているが、本遺構とP-21･75.76.97には配置にまとまりが

見られ、 これらは小さな群を構成する可能性がある。

遺物掲載遺物無し。

時期遺跡内の類似土堰内に入るV群c類土器から、縄文時代晩期後葉と考えられる。 （皆川洋一）
P-97 (図III-66)

位置:M-23-d、M-24-a規模: 0.48×0.41/0.18×0.23/017m

長軸方向:N-66.-W
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ⅡI 遺構

特徴平面が不整の円形を呈する性格不明の小土曠である。Ⅶ層での確認だが土曠の上位は近・現代
の削平やⅥ層の調査で失われており、覆土に入る腐植土の様子から見て本来の掘り込み面はⅡ～Ⅲ層
付近と考えられる。小型ながら曠底には平坦部が作られ、壁は緩やかに広がりながら立ち上がる。覆
土に入る腐植土は掘り上げたローム質土が混じるもので、埋め戻しが行われた可能性がある。遺物は
出土していない。遺跡内では類似の土壌が多数検出されているが、本遺構とP-21･75･76･97には配
置にまとまりが見られ、 これらは小さな群を構成する可能性がある。

這物掲載遺物無し。

時期遺跡内の類似土堰内に入るV群c類土器から、縄文時代晩期後葉と考えられる。 （皆川洋一）
P－101 (図Ⅲ-66/表Ⅳ－3)

位置:L-14-d

規模: 0.44×0.38/0.28×027/014m長軸方向:N-73｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。 2m北にP-102がある。Ⅶ層上面を精査中に黒褐色土の落
ち込みを検出した。南側を半裁したところ、壁と曠底を確認し、土塘であることが判明した。平面形

は不整の楕円形、曠底の平坦面は小さく、東西方向の断面は椀状を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、

曠底は平坦である。

遣物覆土からI群b 1類土器、フレイクが出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性がある。
（立田理）

P-102 (図Ⅲ-66/表Ⅳ－3)

位置: L-15-a

規模: 0.47×0.39/033×0.25/013m長軸方向:N-58o－W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。P-101より2m南に位置する。Ⅶ層上面を精査中に黒褐色

土の落ち込みを検出した。西側を半裁して浅い皿状の壁、堰底を確認し、土塘であることが判明した。

平面形は楕円形である。壁は緩やかで曠底は平坦である。

遺物覆土からI群b－1類土器、砥石片、フレイクが出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期のものとみられる。
（立田理）

P-103 (図Ⅱ1-66/表Ⅳ－3)

位置:H-17-b、 |-17-a

規模： 0~66×048/046×030/016m長軸方向:N-76｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。 1m東側にP-49、南西側にP-77, 1.5m南側にP-10･

11が位置する。Ⅷ層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。南側を半裁して椀状の断面を確認し、土

壌であることが判明した。平面形は曠口曠底ともに東西に長い楕円形である。

遣物覆土から土器片、フレイクが出土している。

時期覆土の状態、平面形、規模から縄文時代晩期V群c類土器の時期の可能性がある。
（立田理）

P-104 (図Ⅲ-66/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3･4)

位置:R-39-a規模: 0.60×055/047×031/030m

長軸方向:N-78｡－W

特徴平面が不整の楕円形を呈する性格不明の土曠である。Ⅵ層での確認だが、覆土に入る腐植土の

－1ワQ坐臼』



2 土塘
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Ⅷ
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P-96土層説明

1 黒褐（HuelOYR2/2) V・Ⅵ層が同量程の土壌にV||層が微量入る。 師 .25‘689
しまり ,粘性は少なく､炭化物が微量混じる

P-97土層説明

1 黒褐（HuelOYR2/2) V, V|層が同量程の土壌にV||層が微量入る。 十
M-24-b

しまり.粘性は少なく､炭化物が微量混じる

埋戻し

P-97

P-101

2‘帽,曲 b25.300ａ

’

P-102
一L
~L－15－a 十L－15－d

Ⅷ

，馬､篇、h a b2"o‘

函～再…
－－－9

25．16

－、ノ
／ Ⅷ

P｡102土層説明

1 黒褐（Hue7､5YR3/1 ) 111～Ⅳ層起源やや粘質､ややしまりあり

P-101土層説明

1 黒褐（HUe7､5YR3/1） l l l~|V層起源やや粘質、ややしまりあり

画
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や 24935 ／

24.925
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Ⅶ
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P-103土層説明

1 黒褐(Hue7,5YR3/1） Ⅱ|~|V層起源黄褐色土ﾌﾛｯｸ､石器等を

微量含む。 しまりなし

2褐灰（Hue7､5YR5/1） V|層起源V||層を斑状に含む。ややしまりあ
1 1

,づ

b26,400~
ａ
’

=gf"
0 5cm

S＝1/3

層腐植土 lb 1を含む

V層腐植土に|V､Ⅵ 層のローム質土が混じる

/層腐植土とローム質がほぼ等しく混じる。

P-104土層説明

1 黒（Hue5YR1､7/1） 1

2黒褐（Hue7､5YR3/2）

3暗褐(HuelOYR3/3）

しまりも粘性もない

０
１

1m
~l
－

S=1/40

図Ⅲ－66 P-95～97．101～104
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Ⅲ遺構

様子から見て掘り込み面はv層中と考えられる。墳底にはやや傾斜が見られ、壁は緩やかに広がりな
がら立ち上がる。覆土下位には掘り上げたローム質土が混じる腐植土が入り、埋め戻しが行われた可
能性がある。覆土’層から出土した’群b－1類土器は、周辺の出土状況から見て本土堰の上に据え置
かれた可能性が高い。

遺物 1は’群b－1類の深鉢形土器である。平底のもので器壁は厚く器面には太い二段単節の原体で
羽状縄文が施されている。東釧路IⅡ式に相当すると考えられる。

時期覆土1層の土器出土状態から、縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。
（皆川洋一）

P-113 (図Ⅲ-67/表Ⅳ－3)

位置:H-16-a

規模： 0~49×0.46/0.39×035/024m長軸方向:N-23｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。P-113～116は、東西4m、南北1.5mの範囲に集中して検

出した。 これらの土堰は平面形、覆土の様相、遺物があまり出土しないこと等の類似点があるため、

同時期のものとみられる。P-113は集中の北西部分に位置し、西側にP-114が隣接する。Ⅶ層上面で

黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みを半裁して壁、曠底を確認し、土壌であることを確認した。

墳口が狭く、内部が袋状に広がるフラスコ状ピットである。平面形は曠口・堰底ともに歪な円形であ

る。曠底は丸底状で、壁は中位から急にオーバーハングする。

遺物覆土からフレイクが出土している。

時期覆土の色調から、縄文時代早期の可能性がある。 （立田理）

P-114 (図Ⅲ-67/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3･5)

位置:H-16-a．b

規模： 0~40×040/027×0.33/025m長軸方向:N-62｡-W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。P-114は、前述の集中の中央に位置する。Ⅶ層上面で黒褐

色土の落ち込みを検出した。半裁して壁、曠底を確認し、土壌であることがわかった。填口は狭く、

内部が袋状に広がるフラスコ状ピットである。平面形は堰口でほぼ円形､曠底は不整の楕円形である。

断面形は丸底状を呈し、壁は南東部分以外ではオーバーハングする。

遺物覆土からI群a類土器、すり石、礫が出土している。

1はたたき石。凝灰岩製。偏平な棒状礫の表面に敲打痕がある。破損している。

時期覆土の状態から、縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）

P-115 (図Ⅲ-67/表Ⅳ－3)

位置:H-15-d

規模： 0~44×0~39／0~24×0.26/0.19m長軸方向:N-79｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。P-115は、前述の集中の西側の先端に位置する。Ⅶ層上面

を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。堰口が狭く、内部が袋状に広がるフラスコ状ピットであ

る。塘口の平面形は卵形である。曠底は円形を呈する。壁は北西側以外でオーバーハングし、東西の

断面は袋状を呈する。

遺物覆土から・群a類土器、 I群b－1類土器が出土している。

時期覆土の状態から、縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）

P-116 (図Ⅲ-67/図版Ⅲ-33/表Ⅳ－3･5)

位置:H-16-c

’

~
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’2 土塘

規模： 0~49×0~45／0.40×035/034長軸方向:N-53o－W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。P-116は、前述の集中の東側の先端に位置する。隣接する
P-114は1m20cm東に位置する。Ⅶ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。曠口が狭く、
内部が袋状に広がるフラスコ状ピットある。塘口の平面形は不整円形である。断面はややいびつな袋
状を呈し、壌底は丸底状である。

遺物覆土からI群a類土器、石錐が出土している。

1は石嫉。黒曜石製で柳葉形を呈する。丁寧な二次加工で薄身に仕上げられている。

時期縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）
P-117 (図Ⅲ-67/図版IⅡ-33/表Ⅳ－3･4)

位置:L-17-b．c、M-17-a．d規模: 1.65×1.52/0.70×0.91/0.50m
長軸方向:N-80｡-W

特徴Ⅵ層上面で確認された平面が不整の楕円形を呈する性格不明の土壌である。覆土の主体はV層
腐植土で､覆土1層には遺構検出の鍵層となるKo-gが堆積する。土塘の上位は近･現代の削平やⅥ層
の調査で失われており、覆土に入る腐植土の様子から見て本来の掘り込み面はV層下位からⅥ層上位
と考えられる。曠底はゆるく起伏するもので、壁は緩やかに広がりながら立ち上がる。遺物の大半は

覆土4層から出土したものである。 I群a類土器や台石片などがあり、波線で図示した曠底付近から
は黒曜石製のフレイク・チップが出土している。

遺物 lはI群a類の口縁部である。器面には貝殻の腹縁文や条痕文、刺突文を伴う沈線文などによ

る文様が施される。H－l出土の図Ⅲ－5－5の土器と同一個体の可能性が高い。

時期Kogの堆積状況と出土遺物から、縄文時代早期後葉かそれ以前の時期と考えられる。

（皆川洋一）

P-118 (図Ⅲ-67/表Ⅳ－3)

位置: J-26-d

規模: 0.61×0.40/043×022/013m長軸方向:N-77o－E

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面で褐灰色土の落ち込みを検出した。平面形は東西

に長い楕円形である。壁は堰底と緩やかに連続している。

遺物覆土からI群b－1類土器、 フレイクが出土している。

時期縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）
P-119 (図Ⅲ-68/表Ⅳ－3)

位置: J-26-c

規模： 0~77×059/041×0.34/0.12m長軸方向:N-33｡-W

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面で褐灰色土の落ち込みを検出した。平面形は、曠

口ではいびつな楕円形を呈し、堰底では卵形を呈する。壁は緩やかに塘底と連続し、断面形は浅い皿
状を呈する。

遣物覆土からI群a類土器、石核が出土している。

時期縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）
P-120 (図Ⅱ1-68)

位置: |-18-d

規模： 0.55× （0.34)／0.39× (0.30)/0.10m長軸方向:N-55｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面を精査中に、自然撹乱に切られるややよごれた黄

’
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Ⅲ遺構
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P-114土層説明

1 黒褐（Hue7､5YR3/1） |V~V層起源ややしまりあり､粘性あり

2褐灰（Hue7,5YR4/1) V層起源ややしまりあり、粘性あり

進畢 【__/一ァ
P-113±層説明

2褐灰（Hue7,5YR4/1） V層起源ややしまりあり、粘性あり

1 黒褐（Hue7~5YR3/1) |V~V層起源ややしまりあり､粘性あり
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丘〕‐ ‐(－－ノ
P115土層説明

1 黒褐（Hue7､5YR3/1 ) |V~V層起源ややしまりあり､粘性あり

~1画 （_卓
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P116土層説明

1 黒褐(Hue7､5YR3/1) |V～V層起源ややしまり､粘性あり

2褐灰（Hue7､5YR4/1） V層起源ややしまり、粘性あ↓ノ
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P118土層説明

1 褐灰（Hue7､5YR4/1） V~V|層起源ややしまりあり､粘性あり
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図Ⅲ－67 P-113～118
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’2 土塘

褐色土の落ち込みを検出した。平面形は確認できた部分では半円形を呈する。壁は緩やかで曠底と連
続している。

遺物出土していない。

時期覆土がⅦ層あるいはⅥ層で構成されるため、縄文時代早期である可能性が高い。 （立田理）
P-121 (図Ⅲ-68/表Ⅳ－3)

位置: I-18-d

規模： 1.63×1.12/0.90×0.65/0.21m長軸方向:N-80｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。P-80の調査終了後､付近を精査したところ、黒褐色の落ち
込みを検出した。落ち込みの長軸の南側を半裁して、壁、曠底を確認し、土堰であることがわかった。
平面形は堰口・塘底ともに北西一南東方向に長い楕円形である。壁は緩やかに塘底と連続し、断面形
は浅い椀状を呈する。P-80との重複関係は不明である。

遺物覆土からI群a類土器、フレイクが出土している。

時期縄文時代晩期V群c類土器の時期である可能性が高い。 （立田理）
P-122 (図Ⅲ-68/図版Ⅲ-33/表Ⅳ-3～5)

位置: L-14-a規模:0.43×0.38/0.21×0.28/0.15m

長軸方向:N-26｡-E

特徴Ⅶ層で確認された平面が不整の円形を呈する性格不明の小土塘である。土曠の上位は近・現代
の削平やⅥ層の調査で失われており、覆土に入る腐植土の様子から見て本来の掘り込み面はⅡ～V層

付近と考えられる。小型ながら曠底には平坦部が作られ、壁は緩やかに広がりながら立ち上がる。覆

土に入る腐植土は掘り上げたローム質土が混じるもので、埋め戻しが行われた可能性がある。遺物は
I群b－1類、 I群b－4類土器、石錘などが出土している。

遺物 1は0段多条の原体を使った従位の羽状縄文が施されるI群b－1類の口縁部である。 2は石錘
で流紋岩製。

時期覆土の遺物から見て縄文時代早期後葉I群b－4類の時期の可能性がある。しかし、遺跡内で検

出されている晩期のものと形態や規模覆土の状態等の点で共通点が多いことから縄文時代晩期後葉

V群c類の時期の可能性も残る。 （皆川洋一）

P-123 (図Ⅲ-68/図版Ⅲ-34/表Ⅳ－3･4)

位置:N-13-a．b規模: 1.67×1.37/1.59×1.33/0.12m

長軸方向:N-31｡-W

特徴H-12に近接して作られた浅い竪穴状の土曠である。完掘での平面形は不整形であるが、近.現

代の削平で遺構の上位が失われており、形態や規模などは本来のものを留めていない。表土を除去し

たⅦ層中の面から竪穴内に堆積する黒褐色土により確認した｡周囲には類似するP-124･126も検出さ

れている。覆土はV層腐植土の自然流入と考えられる。掘り込み面は覆土から見てV層中と推定され
る。

底面はほぼ平坦で壁の立ち上がりが緩やかである。H-12との切り合いは不明瞭で､南側の壁の多く

は欠失している。遺物は土器がI群a類とb－1類が出土しており主体は後者と考えられる。石器類は
砥石片などが見つかっている。

本土曠とP 124･126は壁の一部を重複させながらこのH-12を取り巻くように位置している。各

遺構の底面レベルは近い値で、 トレンチにその痕跡が認められず、含まれる土器も同じI群b－1類で

あることから、 これらに時期差はなくH-12の機能を補うために追加された遺構と考えられる。簡易

１
１
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111 遺構
十

ｄ８１

＋
１
ＪP-120P-119 ／

25 474

a b25.300

一豆＞筆撹乱
Ⅶ

“3
～C

．

+k_27_a25．516＋

K-26-d 〆

d25.300Ｃ
一 ~

d25.700~b25.700~ Ca

全一今＝一
5 162

ﾍｰｰｰﾉ/←‐
P-119土層説明

1 褐灰（HuelOYR4/1） V層起源 しまりあり､粘性あり
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P-120土層説明

1 にぷい黄榿（HuelOYR5/3） V||層起源

V層を粒子状に微量含む'J_'8-c
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P-122土層説明

1 黒（Hue7､5YR2/1） V層中にV||層のローム粒が微量混じる｡ しま

り ｡粘性ともわずかに感じられる
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2 土蛎

な作りのH-12ゆえに再び作り直すのではなく、P-123･124.126はH-12に対して追加もしくは拡
張した関連遺構の可能性がある。

遺物 1 ･ 2はI群b－1類土器の胴部である。 1は綾杉状縄文の施されたもので内面には条痕が見ら
れる。 2は0段多条の結束羽状縄文が施されている。

時期覆土の遺物から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）
P-124 (図Ⅲ-69/図版Ⅲ-34/表Ⅳ－3．5)

位置:M-12-c、M-13-b規模: 1.50×(1.38)/1.45×(1.31)/0.08m
長軸方向:N-1o－W

特徴H-12に近接して作られた浅い土壌である。周囲には類似するP-123.126が検出されている。
完掘での平面形は不整形であるが、近・現代の削平で遣構の上位が失われており、形態や規模などは
本来のものを留めていない。表土を除去したⅦ層中の面から竪穴内に堆積する黒褐色土により確認し

た。覆土はV層腐植土の自然流入と考えられ、掘り込み面は覆土から見てV層中と推定される。

底面はほぼ平坦で壁の立ち上がりが緩やかである｡H 12との切り合いは不明瞭で､北西側の壁の多
くは欠失している。遺物はI群a類土器の細片、石器類はドリル片、石錘片などが見つかっているが、
ほとんどは流れ込みと考えられる

本土曠とP-123．126は壁の一部を重複させながらこのH 12を取り巻くように位置している。各

遺構の底面レベルは近い値で、 トレンチにその痕跡が認められず、含まれる土器も同じI群b－1類で

あることから、 これらに時期差はなくH-12の機能を補うために追加された遺構と考えられる。簡易

な作りのH 12ゆえに再び作り直すのではなく、P-123･124･126はH-12に対して追加もしくは拡
張した関連遺構の可能性がある。

遣物 lは石錘。凝灰岩製。破損している。

時期周辺遺構との配置や共通点から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と思われる。 （皆川洋一）
P-125 (図III-69)

位置:L-12-c、 L-13-b

規模: 0.61×0.47/0.45×0.29/0.14m長軸方向:N-ll｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。H-15と重複し、本遺構が新しい。H-15の上面を精査中に

黒褐色土の落ち込みを検出した。半裁して土塘であることがわかった。平面形は隅丸方形に近い楕円

形である。壁は緩やかで、塘底は平坦である。

遺物出土していない。

時期縄文時代晩期V群c類土器の時期のものである可能性が高い。 （立田理）

P-126 (図Ⅲ-69/図版Ⅲ-34/表Ⅳ－3･5)

位置:M-11-c、M-12-b、 N-11-d、 N-12-a規模: 2.82×268/2.70×2.60/0.07m
長軸方向:N-69｡-E

特徴H-12に近接して作られた浅い竪穴状の土曠である。周囲には類似するP 123･124が検出され

ている。完掘での平面形は不整形であるが、近・現代の削平で遺構の上位が失われており、形態や規

模などは本来のものを留めていない。表土を除去したⅦ層中の面から竪穴内に堆積する黒褐色土によ

り確認した。覆土はV層腐植土の自然流入と考えられ、掘り込み面は覆土から見てV層中と推定され
る。

底面はほぼ平坦で壁の立ち上がりが緩やかである｡H-12との切り合いは不明瞭で､北西側の壁の多

くは欠失している。遺物はI群a類、 I群b 1類土器の細片､石器類は石斧片､砥石片などが見つかつ
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2 土曠

ているが、ほとんどは流れ込みと考えられる

本土壌とP-123･ 124は壁の一部を重複させながらH-12を取り巻くように位置している。各遺構
の底面レベルは近い値で、 トレンチ断面にその痕跡が認められず、含まれる土器も同じI群b－1類で
あることから、これらにほとんど時期差はなくH-12の機能を補うために追加された遺構と考えられ
る。簡易な作りのH-12ゆえに再び作り直すのではなく、P-123･124．126はH-12に対して追加も
しくは拡張した関連遺構の可能性がある。

遣物 1は石皿もしくは台石片。凝灰岩製。

時期周辺遺構との配置や共通点から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と思われる。 （皆川洋一）
P-127 (図IⅡ-69/表Ⅳ－3)

位置:H-18-a｡b

規模： 0.48×0.43／0.24×023/0.25m長軸方向:N-83｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。Ⅶ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを検出した。平面

’

形は円形、断面形はU字状を呈する。

遺物出土していない。

時期不明であるが、縄文時代に属する可能性が高い。 (立田理）
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Ⅲ遺構

3柱穴状小ピット

SP-1～8 (図Ⅲ-70/図版IⅡ-34/表Ⅳ－3．5) 位置:O-30-c、 0-31-b、 P-30-b~d、 P-31-a．b、

Q-30-d

特徴個々の規模が長さが15～20cm程の長方形や方形からなる、掘立て小屋の柱と考えられる小
ピット群である。確認したⅥ層上面からの深さは10～15cm程で、 8カ所のいずれの穴にも剣先状のス
コップのような金属器を使って掘り込まれた痕跡が窺え、覆土には形10cm程の柱が埋め込まれてい

た痕も残る。小屋の大きさは長軸をほぼ南北に向けた4×3mのものである。

遺物SP-2からは陶磁器の徳利の破片が出土している。

時期掘り具の痕跡と徳利から近。現代のものと考えられる。 （皆川洋一）
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1 焼土

’

4焼土

F-1 (図Ⅲ-71/表Ⅳ-3)

位置: J-14-d

規模： 0.55×0.48／一×－/0.10m長軸方向:N-11｡-W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。H 9の確認作業中に検出した。H－9、H-11の埋没後に形
成されたとみられる。

遺物上面でRフレイク、剥片、礫が出土している。

時期不明であるが、縄文時代早期のものである可能性が高い。 （立田理）
F-2 (図Ⅲ-71)

位置: I-13-c

規模： 0.53×0.42/一×－/0.06m長軸方向:N-43o－W

特徴調査区南西端の緩斜面に位置する。約50cm北にF－3が位置する。Ⅵ層上面を精査中に検出し
た。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）
F-3 (図Ⅲ-71)

位置: |-13-c･d

規模： 0.60×0.38／－×－/0.06m長軸方向:N-41｡-W

特徴調査区南西端の緩斜面に位置する。約50cm南にF－2が位置する。Ⅵ層上面を精査中に検出し
た。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）
F-4 (図Ⅲ－71．75/図版Ⅱ1-34/表Ⅳ－3)

位置:N-28-c、 N-29-d規模: 0.93×0.41/×/0.18m

長軸方向:N-61｡-W

特徴Ⅶ層上面で確認した。 トレンチ調査の結果P-38に切られていることが判明した。平面､深さが

P 38とほぼ重なることから関連する遺構である可能性が高い｡焼土の赤化は弱く、あまり焼けていな

い。周辺の包含層からはフレイク等が比較的まとまった状態で検出された。

遺物周辺の包含層からI群b－1類と不明土器、石鍼、スクレイパー、Rフレイク、Uフレイク、フ

レイク、石核が出土している。分布は焼土の南東部にほぼまとまっており、高さもほぼ同じであるた

め焼土に伴う可能性が高い。

lは石鍼。小形で、やや厚みがある。側縁は外湾し基部は内湾する。 2はスクレイパー。腹面の右
側縁に外湾する刃部が作り出される。

時期周辺出土の遺物から縄文時代早期I群b－1類の時期と考えられる。 （広田良成）
F-5 (図Ⅲ-71)

位置:N-28-d規模: 0.89×0.61/×/0.10m

長軸方向:N-44｡-W

特徴Ⅶ層上面で確認した。焼け方は漸移的で、中央付近はよく焼け周辺部は赤化が弱い。周辺の包

含層からはI群b－1類、 I群b－4類土器が出土している。

遺物出土していない。
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Ⅲ遺構

時期周辺出土の遺物及び検出層位から縄文時代早期の可能性がある。 （広田良成）
F-6 (図Ⅲ-71)

位置:Q-30-d規模: 0.88×052/×/013m

長軸方向:N－62｡-E

特徴Ⅶ層上面で確認した。焼けかたは漸移的で､上部はよく焼け下部になるに従い赤化が弱くなる。
周辺の包含層からはI群b－1類土器が出土している。

遺物出土していない。

時期周辺出土の遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期の可能性がある。 （広田良成）
F-7 (図Ⅲ－71．75/図版Ⅲ-34/表Ⅳ－3)

位置:Q-28-d、Q-29-a規模: 0.63×026/×/006m

長軸方向:N-8｡-W

特徴Ⅷ層上面で確認した。北側が比較的よく焼けて、南にいくほど赤化が弱くなる。焼土の東側で
I群b－1類土器等がややまとまった状態で検出された。

遣物周辺の包含層からほぼ同じ高さで、 I群b－1類土器、たたき石、フレイクが出土した。 I群b－

1類土器片は焼土の東側を囲むように出土している。

1 ． 2はI群b－1類と考えられる器壁の薄い平底の深鉢形土器である。

1は口縁部に備わる折り返しの肥厚帯上に2列の刺突列が施されるもので、口唇には細い棒状の施

文具による横からの刺突列､器面には整ったLRの斜行縄文が施される｡底部は下端が僅かに張り出す

もので､その上位の器面と底面には縄線文かRLの斜行縄文のようなものが施されている。2は肥厚帯

の上に斜めの縄線文が施されるものである。口縁に近い器面にはRL､底部に近い器面にはLRの斜行

縄文が各施される。器面の縄文の上と内面には更に条痕が施されるのは1と同じである。底部はやは

り下端が僅かに張り出すもので底面には結束の羽状縄文が施されている。上げ底気味の底部は熱によ

る赤化が著しく内外両面に炭化物の付着が観察される。

器形はどちらも平縁の口縁が大きく開き底部で窄まる形のものと考えられる。表裏の貝殻条痕が大

きな特徴となっており、 このことから1 ｡ 2は、 「仮称西桔梗式」相当の土器と考えられる。

時期周辺出土の遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期の可能性が高い。 （広田良成）

F-8 (図Ⅲ-72)

位置: J-17-c．d、 J-18-a．b

規模: 0.47×0.44/一×－/0.18m長軸方向:N-79｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-9 (図Ⅱ1-72/表Ⅳ－3)

位置:M-34-b規模: 0.42×031/×/008m

長軸方向:N-39o－E

特徴V層中位で確認した。赤化が弱い焼土である。

遣物出土していない。周辺の包含層からはI群b 1類土器が出土している。

時期周辺出土の遺物からI群b－1類土器の時期の可能性がある。 （広田良成）

F-10 (図Ⅲ-72)

位置:G-18-a
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l 焼土

規模： 0.82×q35/－×－/012m長軸方向:N-33o－E

特徴調査区西端の平坦面に位置する。約半分ほど調査区外に延びている。検出面はⅥ層上面である。
遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）
F-11 (図Ⅲ-72)

位置:0-11-b、 P-11-a規模: 0.63×0.45/×/003m
長軸方向:N-4｡-W

特徴Ⅵ層上面で確認されたH－8と接する赤化の弱い焼土である。遺物は伴わず､二次堆積の可能性
も在る。H－8との先後は不明である。

遺物掲載遺物なし。

時期検出層位から縄文時代早期後葉の可能性が強い。 （皆川洋一）
F-12 (図Ⅲ-72)

位置:H-16-a･b

規模： 0.66×0.50／一×－/0.07m長軸方向:N-56｡-E

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。検出面はⅥ層上面である。
遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）
F-13 (図III-72)

位置:H-16-d

規模: 0.55×0.46/－×－/004m長軸方向:N-31｡-W

特徴調査区南西端の平坦面に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

遣物出土していない。

時期検出面から、縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-14 (図IⅡ-72)

位置:Q-22-d規模:0.89×0.54/×/0.05m

長軸方向:N-38｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において赤褐色の広がりを検出し
た。

遺物遺物は出土していない。

時期確認した層位と周辺の遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）
F-15 (図Ⅲ-72/表Ⅳ－3)

位置:O-24-b規模: 1.40×0.90/×/0.04m

長軸方向:N-69｡-W

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 I層を除去後、Ⅶ層において赤褐色の広がりを検出し
た。

遺物掲載する遺物はない。

時期確認した層位と周辺の遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）
F-16 (図IⅡ-72/表Ⅳ－3)

位置: J-24-a規模: (0.65)×045/×/0.06m

長軸方向:N-57｡-W

~

~
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111 遺構

特徴調査区中央部よりやや西側に位置する。 v層下面を調査中、赤褐色の広がりを検出した。
遣物掲載する遺物はない。

時期確認した層位と周辺の遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）
F－17 （図Ⅱ1-72/表Ⅳ－3)

位置: J-24-d規模: 0.72× (048)/×/013m

長軸方向:N-22o－E

特徴v層下面を調査中、赤褐色の広がりを検出した。

遺物掲載する遺物はない。

時期確認した層位と周辺の遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡淳子）
F-18 (図Ⅲ-72/表Ⅳ－3)

位置:Q-31-b、 R-31-a規模: 0.62×0.25/×/011m

長軸方向:N-55o－E

特徴V層下位で確認した。赤化が強くよく焼けている。周辺の包含層からI群b－1類土器が出土し

ている。

遺物礫が10点出土している。

時期周辺出土の遺物からI群b－1類の時期の可能性がある。 （広田良成）

F-19 (図Ⅲ-73)

位置:H-18-c

規模： 0.43×0.25／－×一/0.03m長軸方向:N-66｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。 v層を掘削中に検出した。北西部分を欠失する。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-20 (図IⅡ-73)

位置:K-25-d

規模： 0~41×0~33／一×-/007m長軸方向:N-60｡-E

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面で検出した。約30cm南東にF 21がある。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-21 (図Ⅲ-73/表Ⅳ－3)

位置:K-25-d

規模： 0~32×0~30／－×-/006m長軸方向:N-46｡-W

特徴調査区中央部の平坦面に位置する。F-20に隣接する。Ⅶ層上面で検出した。

遺物上面でI群a類土器、礫片が出土している。

時期検出面から、縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-22 (図Ⅲ-73)

位置:Q-20-b規模: 0.43×038/×/0.06m

長軸方向:N-6｡-E

特徴Ⅵ層上面で確認された赤化の弱い焼土である。近くからはP－8が検出されている。遺物は伴わ

ず、二次堆積の可能性もある。

遣物出土していない。
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時期検出層位と位置から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）
F-23．24･25 (図IⅡ-73/表Ⅳ－3)

F-23位置:P-19-a．b規模: 1.07×0.31/×/0.07m長軸方向:N-54｡-W

F-24位置:0-19-b、 P-19-a規模: 0.51×0.35/×/0.07m長軸方向:N-62｡-W
F-25位置:0-19-a．b規模: 0.79×0.55/×/0.09m長軸方向:N-42｡-W

特徴列をなして検出された3カ所の焼土である。確認面はⅥ層上面で、周囲からはフラスコ状ピッ
ト類似のものを含む多数の小土擴が検出されている。遺物はほとんど伴わず、F-25のI群b－4類土
器の細片は撹乱による混入である。 この焼土とフラスコ状ピット類似の小土壌のセットは1つのパ

ターンを形成すると考えられ､遺跡内ではF-31とP-16，F-12とその周囲の小土曠などの類例があ
る。

時期検出層位と位置から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）
F-26 (図Ⅱ1-73)

位置:P-21-b規模: 0.69×0.44/×/0.07m

長軸方向:N-59｡-W

特徴Ⅵ層上面で検出した赤化の著しい焼土である。伴う遺物はなく、周囲の包含層からも遺物は出
土していない。

遺物掲載遺物無し。

時期検出層位と位置から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）
F-27 (図III-73)

位置:M-6-a･d

規模: 1.30×1.03/－×－/0.05m長軸方向:N-26｡-W

特徴調査区南部の緩斜面に位置する。Ⅵ層上面で検出した。

遺物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期の時期のものである可能性があるが､同一グリッドから北海道式石冠、

扁平打製石器が出土していることから、Ⅲ群a類土器の時期の可能性もある。 （立田理）
F-28 (図Ⅲ-74)

位置K-19-a

規模0.64×0.44／－×一／0.07長軸方向:N-56｡-E

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。検出面はⅦ層上面である。

遣物出土していない。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-29･30 (図III-73)

F-29位置:O-13-a規模: 0.61×0.35/×/0.04m長軸方向:N-87o－E

F-30位置:0-13-a･d規模: 1.01×0.74/×/0.09m長軸方向:N-0｡-W

特徴Ⅵ層上面で検出した並列する焼土である。いずれも焼土内に僅かな炭化物を含むもので、赤化

は弱く二次堆積の可能性がある。伴う遺物はないが、周囲のグリッドからはI群b－1類土器が多数出
土している。

遺物掲載遺物無し。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）

’
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F－31 (図Ⅲ-74/表Ⅳ－3)

位置:P-14-b規模: 0.45×029/×/0.03m

長軸方向:N-43｡-W

特徴Ⅵ層上面で検出した並列する焼土である。赤化は弱く二次堆積の可能性がある。遺物は頁岩製
の石核を伴っている。フラスコ状を呈すP-16と近接しており、これらはセット関係にあると考えられ
る。

遺物掲載遺物無し。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）
F-32 (図Ⅲ-74/表Ⅳ－3)

位置:O-24-c規模: 0.69×048/×/010m

長軸方向:N-89o－W

特徴Ⅵ層上面で検出した焼土である。赤化は弱く二次堆積の可能性がある。遺物はI群a類土器、
焼成粘土塊などが伴っている。周辺のグリッドからはI群b－1類やI群b－4類が出土している。
遺物掲載遺物無し。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期と思われる。 （皆川洋一）
F-33 (図Ⅱ1-74/表Ⅳ－3)

位置:N-25-Cod、 N-26-a･b規模: 0.65×0.35/×/0.11m

長軸方向:N-71｡-E

特徴Ⅵ層上面で検出した焼土である。強く赤化しており長時間使用された可能性がある。遺物は焼

成粘土塊などが伴っている。周辺のグリッドからはI群b－1類やI群b－4類が出土している。

遣物掲載遺物無し。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期と思われる。 （皆川洋一）

F-34 (図Ⅲ-74/表Ⅳ－3)

位置: J-17-b･c

規模： 0~75×0~37／一×－/0.10m長軸方向:N-12｡-W

特徴調査区南西部の平坦面に位置する。Ⅶ層上面で検出した。

遺物上面で礫が出土している。

時期検出面から縄文時代早期に形成された可能性が高い。 （立田理）

F-35 (図Ⅱ1-74)

位置:M-35-a規模:027×023/×/0.03m

長軸方向:N-6｡－E

特徴V層中から検出された焼土である。赤化は弱く、二次堆積の可能性もある。伴う遺物はなく、

FC-11が比較的近くに位置する。周辺のグリッドからはI群b－1類土器が出土している。

遺物掲載遺物なし。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期と思われる。 （皆川洋一）

F－36 （図IⅡ-74／表Ⅳ－3）

位置:M-36-d規模:036×020/×/003m

長軸方向:N-71｡-E

特徴Ⅵ層上面から検出された焼土である。赤化は弱く、二次堆積の可能性もある。伴う遺物はなく、

FC－llが比較的近くに位置する。周辺のグリッドからはI群b－1類土器が出土している。
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4 焼土
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図Ⅲ－75焼土の遺物

遺物掲載遺物なし。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期と思われる。

F-37 (図IⅡ-74)

位置:R-41-d規模:0.29×0.25/×/0.02m

長軸方向:N-67｡-E

特徴v層中から検出された焼土である。赤化は弱く、二次堆積の可能性もある。
周辺のグリッドからはI群b－1類土器が出土する。

(皆川洋一）

伴う遺物はなく
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Ⅲ遺構

遺物掲載遺物なし。

時期検出された層位と位置から縄文時代早期と思われる。 （皆川洋一）
F-38 (図Ⅲ-74)

位置:M-32-a規模: 0.37×020/×/003m

長軸方向:N-65｡－E

特徴風倒木による撹乱部から検出された焼土である。赤化は弱く、二次堆積の可能性もある。伴う
遺物はなく、南側にはFC-4が検出されている。周辺のグリッドからはI群b－1類土器が出土する。
遣物掲載遺物なし。

時期検出された層位と周囲の遺物から縄文時代早期と思われる。 （皆川洋一）
F-39．40 (図111-74.75/図版Ⅲ-34/表Ⅳ-3．4)

F-39位置:M-9-c、M-10-b規模: 0.81×037/×/006m長軸方向:N－54o－E

F-40位置:M-9-c規模: 1.20×0.54/×/0.05m長軸方向:N-57｡-E

特徴Ⅵ層上面で並んで検出された焼土で､北東側に近接してH－4が検出されている。いずれも赤化
の程度は弱く、二次堆積の可能性もある。遺物はF-39にI群b－1類土器などが伴う。周辺のグリッ
ドからはI群b－1類土器が出土する。

遺物 1は0段多条の縄線文が施されたI群b－1類土器胴部である。

時期検出された層位と周囲の遺物から縄文時代早期後葉と思われる。 （皆川洋一）

5 フレイク・チップ集中

FC-1 (図Ⅲ－76．77/図版Ⅲ－11．35/表Ⅳ-3．5)

位置: J-28、 J-2'a｡b規模:4.55×269/×/m

長軸方向:N－33｡-E

特徴V層中部でフレイク･チップのまとまりを検出した。遺物は、大きなものは出土位置を計測し、

小さなものに関しては1mメッシュで取り上げた。また遺物が多いメッシュは土ごと取り上げ、水洗

を行い微細な遺物の検出に努めた。可能な限り母岩別に分類を試み、 4種類を判別した（母岩別資料

No.1～4)。出土点数は今回検出したフレイク・チップ集中の中でも多い方である。分布は比較的まと

まっていて、特に集中する範囲は約2m四方に収まる。母岩別資料lは453点を確認できた。フレイク

はlcm以下～4cm程度で小形のもの力§多く、分布は遺物全体の集中範囲とほぼ重なる。 1は母岩別資

料lの接合資料。フレイク6点が接合している。打面、作業面を共に固定して、小形で不定形のフレ

イクを取っている。打面調整は認められない。母岩別資料2は78点で数量的には最も少ない。分布は

遺物全体の集中範囲とほぼ重なる。フレイクは縦長で不定形のものが主体である。大きさはlcm以下

~5cm程度で、 l～3cmのものが多い。母岩別資料3は327点確認できた。分布は遺物全体の集中範囲

から北側にかけてまとまっている。 2は母岩別資料3の接合資料。ほぼ原石の形がわかる資料で、 29

点接合している。やや大形で縦長の礫を素材としている。作業の順序としては、 まず、原石の中央付

近で2つに分割され（個体No.1･2)、それからそれぞれ剥片剥離作業を行っている。個体No､1の

剥片剥離の工程は、 1.礫面を打面とした長軸に直行する横方向の剥離(1～6)、 2.1の作業面を打面

とした礫の長軸に沿った縦方向の剥離（7～12)、 3.2の作業面を打面とした斜め方向の剥離（13～16)、

である。フレイクは不定形で縦長のものが主体で､特に大形のものが多い点が特徴的である。個体No

2は欠けている部分が多く、全ての剥離工程が明らかではないが、接合できた資料からみると、打面、

作業面共に移動しながら、周辺部から求心状にフレイクを剥がしている(①～⑥)。石核は確認できず、
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5 フレイク・チップ集中

この場から持ち出されている可能性が高い。母岩別資料4は453点を数え、分布は遺物全体の集中範囲
とほぼ重なる。フレイクは不定形で縦長のものが多いが、横長のものも少数認められる。
遺物出土点数は2,286点で、今回確認されたフレイク･チップ集中のなかでFC-5と並んで最も遺物
の出土量が多い。 I群b－1類、 I群b－4類、不明土器、スクレイパー、Rフレイク、Uフレイク、両
面調整石器、フレイク、石核、礫、炭化物が出土している。

時期検出層位から縄文時代早期の可能性がある。 （広田良成）
FC-2 (図Ⅱ1-78/表Ⅳ－3)

位置:G-30-a～d規模: 2.06×090/×/m
長軸方向:N-60｡-W

特徴v層下部でフレイク・チップのまとまりを検出した。斜面に位置する。周囲の精査及びI､レン
チ調査を行ったが遺構は検出できなかった。遺物は大きなものは出土位置を計測し、小さなものに関
しては1mメッシュで取り上げた。可能な限り母岩別分類を試み、 2種類を判別した(母岩別資料1･
2）。遺物の分布は比較的狭い範囲にまとまっている。フレイクは1～4cm程度で不定形で縦長のもの
が多い。礫の表皮を残すものは少ない。母岩別資料1は44点、母岩別資料2は39点確認できた。どち
らも接合関係は認められなかった。斜面に位置するため、投げ棄てられた可能性がある。

遺物出土点数は326点である。Rフレイク、 フレイク、礫が出土している。

時期検出層位から縄文時代早期の可能性がある。 （広田良成）
FC-3 (図Ⅲ-78/図版Ⅱ1-11･35/表Ⅳ－3．4)

位置: J-30-a～d規模:3.61×3.43/×/m

長軸方向:N-26｡-W

特徴V層中部でフレイク・チップのまとまりを検出した。遺物は大きなものは出土位置を計測し、

小さなものに関しては1mメッシュで取り上げた。可能な限り母岩別分類を試み、 2種類を判別した

(母岩別資料1 ． 2)。全体的な遺物の分布はJ-30-aグリッド東側付近にまとまり、母岩別資料1，

2の分布も同傾向にある。フレイクは全体的に礫の表皮を残すものが多く、大きさは1～4cm程度のも

のが多い。母岩別資料1は39点確認でき、図示していないが石核1点にフレイク2点が接合した。母

岩別資料lのフレイクはほとんどのものが礫の表皮を残しており、おそらく原石がこの場に持ち込ま

れ、一次加工を行っていると考えられる。母岩別資料2は12点確認できた。2～4cmの縦長で不定形の

フレイクが多く、礫の表皮を残すものは少ない。接合関係は確認されなかった。

遺物出土点数は237点である。 I群b－1類、スクレイパー、Rフレイク、両面調整石器、有意礫、フ

レイク、石核、礫が出土している。フレイク以外ではI群b－1類土器の出土点数が多い。

1～4はI群b－1類土器である。 lは僅かに肥厚する口縁に二段単節の縄線文を施したもので、胴部

にはLRの斜行縄文が施される。 2･3もLRの斜行縄文が施される胴部であるが、 3はその上に条痕

の様なものが施されている。 4は小型土器の底部である。下端部が張り出し上げ底気味である。 これ

らはI群b－1類の中でも「仮称西桔梗式」に相当すると考えられる。

時期検出層位と出土遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期と考えられる。 （広田良成）

’
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ⅡI 遺構

FC－4 (図Ⅲ-78/図版Ⅲ－11･35/表Ⅳ－3．4)

位置: L-31-b｡c、M-31、 N-31-a･d規模:4.95×3.89/×/m

長軸方向:N-10｡-W

特徴v層下部でフレイク・チップのまとまりを検出した。遺物は大きなものは出土位置を計測し、
小さなものに関しては1mメッシュで取り上げた。可能な限り母岩別分類を試み、 2種類を判別した
(母岩別資料1．2)。遺物の全体的な分布はM-31-a～cグリッド付近にまとまりをみせ、母岩別資
料1， 2の分布も同傾向を示す。母岩別資料1は34点確認できた。数点礫の表皮を残すものがある。
母岩別資料2は29点を数える。母岩別資料1， 2共に接合関係は確認できなかった。フレイクは1～5

cmで不定形で縦長のものが多い。全体的に、礫の表皮を残すフレイクは少ない。

遺物出土点数は315点である。 I群a類、 I群b－1類、Ⅳ群b類、不明土器、石槍、スクレイパー、
Rフレイク、Uフレイク、両面調整石器、砥石、フレイク、礫、高師小僧が出土している。

1～4は僅かに肥厚する口縁に二段単節の縄線文を施したI群b－1類土器である。胴部にはRLの斜

行縄文が施され、内面には条痕文が施されている。 これらはI群b 1類の中でも「仮称西桔梗式」に

相当すると考えられる。

時期検出層位と出土遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期と考えられる。 （広田良成）

FC-5 (図Ⅲ-79/図版Ⅲ-35/表Ⅳ-3．4)

位置: L-27-b｡c、M-27規模: 2.98×2.43/×/m

長軸方向:N-70｡-W

特徴V層中部でフレイク・チップのまとまりを検出した。遺物はlmメッシュで取り上げ、 また遺

物が多いメッシュでは土ごと取り上げ、水洗を行い微細な遺物の検出に努めた。分布としてはM－

27-a．dグリッドに集中する傾向が認められる。出土したフレイクは1cm以下～5cm程度のものが

主体をなす。不定形で縦長のものが多く、礫の表皮を残すものはほとんどない。 また、土洗いの結果

チップが多量に検出されている。

遣物出土点数は2,902点である。 I群a類、 I群b－1類、 I群b－4類、Ⅳ群b類、 V群c類、不明

土器、Rフレイク、フレイク、礫鉄製品、炭化物が出土している。鉄製品は流れ込みと考えられ、

その他の遺物に伴う可能性は低い。

1～3はI群b－4類土器である。 lは原体不明の魚骨回転文の施される口縁部で、器面には炭化物が

厚く付着する。 2 ． 3は綾絡文の施された口縁部と胴部である。いずれも器壁が薄く、小型の深鉢も

しくは鉢形土器の一部と推定される。

時期検出層位と出土遺物から縄文時代早期I群b－4類土器の時期と考えられる。 （広田良成）

FC-6 (図Ⅱ1-79/表Ⅳ－3)

位置:S-29-c、 S-30規模: 1.61×143/×/m

長軸方向:N-1o－W

特徴V層中部でフレイク・チップのまとまりを検出した。南東側は調査区外に広がっている。分布

傾向としてはS 30-bグリッドが最も多く、大形のフレイクもこのグリッドにまとまっている。フレ

イクは不定形で縦長のものが多く、大きさは1～6cm程度で特に2～3cmのものが多い。ただし、土洗

いで検出されたチップは少量である。

遺物出土点数は401点である。 I群a類、 I群b－1類土器、たたき石、砥石片、フレイク、礫、礫片、

炭化物が出土している。

時期検出層位と出土遺物から縄文時代早期I群b－1類土器の時期と考えられる。 （広田良成）
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5 フレイク・チップ集中

FC-7 (図Ⅱ1-79/図版Ⅲ－11．35/表Ⅳ－3．5)

位置: J-39-c、 J-40-b規模: 1.69×0.71/×/m
長軸方向:N-22｡-W

特徴Ⅳ～V層から検出されたフレイク･チップ集中である｡頁岩製のもの1,341点で構成されており、
近くに位置するFC-8とは関連する可能性が強い。大半が中央付近に集中する傾向があり、二次的に
廃棄されたものと考えられる。遺物はI群b－1類、 III群a類土器、スクレイパー、両面調整石器片な
どが同じ範囲から出土している。周囲のグリッドのV層中からはI群b－1類土器が少量出土してい
る。

遺物 1は剥片接合資料。 12点接合している。接合した部分での剥片剥離作業の工程は、 1．作業面
を固定し打面を移動する周縁からの剥離(1～4)、 2．作業面､打面共に固定する上部からの剥離(5～9）
である。特に打面調整は認められない。フレイクは不定形で縦長のものが多い。

時期周囲のグリッドではI群b－1類土器が少なからず出土することから縄文時代早期の可能性が
高い。 （皆川洋一）
FC-8 (図Ⅲ-79/表Ⅳ－3)

位置: J-38-c、 J-39-b、K-39-a規模: 2.34×1.06/×/m
長軸方向:N-81｡-E

特徴V層から検出されたフレイク･チップ集中である。頁岩製のもの25点からなる小規模なもので、
近くのFC-7とは関連する可能性が強い。大半が中央付近に集中する傾向があり、二次的に廃棄され

たものと考えられる。周囲のグリッドのV層中からはI群b－1類土器が少量出土している。
遺物掲載遺物無し。

時期周囲のグリッドではI群b－1類土器が少なからず出土することから縄文時代早期の可能性が
高い。 （皆川洋一）

FC-9 (図III-79/表Ⅳ－3)

位置:0-16-d規模: 1.57×0.88/×/m

長軸方向:N-66｡-W

特徴Ⅵ層から検出されたフレイク･チップ集中である。黒曜石製154点、頁岩製41点で構成されてお

り、近くに位置するH－7、FC-10とは関連する可能性が強い。大半が北西側に集中する傾向があり、

二次的に廃棄されたものと考えられる。遺物はI群b－1類土器、すり切り残片などが同じ範囲から出

土している。周囲のグリッドのV層中からはI群b－1類土器が出土している。
遺物掲載遺物なし。

時期遺物と近くのH 7から縄文時代早期後葉I群b 1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）
FC-10 (図Ⅱ1-79/表Ⅳ－3)

位置:O-16-a｡b規模: 1.82×1.00/×/m

長軸方向:N-3｡-E

特徴Ⅵ層から検出されたフレイク・チップ集中である。黒曜石製47点、頁岩製24点、メノウ製12点

で構成されており、近くに位置するH－7、FC-9とは関連する可能性が強い。薄く全体的に分布する

傾向があり、原位置を保っている可能性がある。遺物はI群a類I群b－1類土器、石嫉、たたき石、

台石片などが同じ範囲から出土している。周囲のグリッドのV層中からはI群b－1類土器が出土して
いる。

遣物掲載遺物なし。

’
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’月 フレイク・チップ集中
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5 フレイク・チップ集中
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Ⅲ遺構

(皆川洋一）時期遺物と近くのH－7から縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。 （皆川洋一）

FC－11 (図Ⅲ-79/表Ⅳ－3)

位置:M-35-d、M-36-a規模: 1.18×069/×/m

長軸方向:N－77｡-W

特徴Ⅳ～V層から検出されたフレイク･チップ集中である。黒曜石製254点で構成されており、近く

に位置するF-35.36とは関連する可能性が強い。小さな範囲に集中しており、二次的に廃棄されたも
のし老貧られる~漬物はポイント、石鍼などが同じ範囲から出土している。周囲のグリッドのV層中のと考えられる。遺物はポイント、石嫉などが|可じ範駐| ；

からはI群b－1類土器が出土している。

遺物掲載遺物無し。

時期層位と付近の遺物から縄文時代早期と考えられる《 (皆川洋一）
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’6 集石

6 集石

S-1 (図Ⅲ-80/図版Ⅱ1-11/表Ⅳ－3)

位置:M-33-d、 N-33-c｡d、 N-34-a･b･d規模:3.64×2.91/×/m
長軸方向:N-27｡-E

特徴V層から検出された集石である。 0.5～2cmの小円礫6,190点が、 まるで敷き詰められたかのよ

うに図示した範囲で出土したもので、高低のレベル差は10cm前後、ほぼ均一の厚さを持っている。こ

の小円礫以外の遺物には、 I群b－1類やI群b－4類土器の小破片や砥石片などがあり、これらも|司じ

様子で出土している。北側にはF 9が位置しており関連する可能性がある。性格は不明である。
遺物掲載遺物なし。

時期含まれるI群b 1類の細片から、縄文時代早期後葉I群b－1類の時期と考えられる。

(皆川洋一）
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Ⅳ包含層出土の遺物

Ⅳ包含層出土の遺物

1 土器（図Ⅳ－4～7、図版-36～39、表Ⅳ－6．8）

富野3遺跡からは縄文時代早･中～晩期、土器が出土しており、点数は遺構8,182点、包含層16,050
点である。早期はI群a類、 I群b－1類･b-2類･b-3類･b 4類、中期はⅢ群a類．b類、後期は
Ⅳ群a類･b類｡c類、晩期はV群c類などで、早期（約92%)のものが多く、中でもI群b－1類が最
も多く、 I群a類、 I群b－4類がそれに次ぐ。

I群a類（図Ⅳ－4－1～7-70、図版-36～39）

貝殻文を主体とする尖底深鉢形土器群である。縄文時代早期中葉のいわゆる「物見台式」に相当を
するのもので、出土した遺構2,137点、包含層3,368点の内、識別された個体数は約78個体（口縁部に

よる。以下個体数の表記は全て同じ｡)である。 ここではその中の70個体を掲載した。遺跡内からはこ

の土器を伴う竪穴住居跡が2軒(H 1oH－5)見つかっており、分布範囲もこれらの竪穴住居跡周辺

に集中する。

器形は頚部がキャリパー状のものと砲弾型のものとがあり、後者には口縁部が直立するものと外に

広がるものとがある。口縁の形状は波状のものと平縁のものとがあり、前者は山形の波頂部を有する

ものと緩やかな波状になるものとが見られる。後者には施される文様の簡素化傾向がみられる。口唇

部の断面形は角形が主体で、それらには先細りのものや角に丸みを帯びたものなどがある。底部の形

状は砲弾型がほとんどで、明瞭な突起を持つ尖底部はl個体のみであるが、砲弾型を呈するものの中

には突起化する兆しの見られるものもある。

有文の土器は約68個体、無文の土器は約20個体で、有文のものは簡素化された文様を持つものも含

めてそのほとんどが口縁部や口唇部、口縁部内面などに施されている。文様には貝殻を使ったもので

腹縁文、その刻み列、押引文、条痕文などが見られ、 これに沈線文、刺突文、貫通孔などが加わる。

描かれる文様構成には、菱形など幾何学的な区画にクランク状やわらび状、垂下する帯状の文様など

が多く、区画された内側には腹縁文や条痕文、押引文などを充填する傾向がある。特徴的なのは口唇

部に腹縁の連続した刻みが施されるもの（1 ． 3 ．21．23．27．46．48）や器面の沈線に多数の刺突

文が伴うものが多いことである。刺突文は多いもので1cm区間に3～5カ所が施されるものもある

(1 ･ 9 ．20～23．25．29．41)。 これら以外に、鋸歯状沈線の施されたものも見られるが、極く僅か

表Ⅳ－1 包含層出土土器一覧
近･現代

陶磁器土層合計

1 16

3 1 ，509

0

386

8

5 13,484

34

1

70

145

393

4

9 ,6050

恥｜Ⅲ

時期縄文時代

分類 I群 II群土器 ’Ⅱ群土器 Ⅳ群土器 V群土器 その他

土居 I a lb l lb－2 Ib－3 1b－4魚骨回転文 IIa llb lⅡa lllb Ⅳa･b Ⅳc Va Vb Vc 分類不明

I ag 2 1 12

lbiW 408 753 1 9 167 4 25 1 133 5

11層

4111層 10 53 2 1 26 1 67 17 95 1 10

Ⅳ層 8

VIg 2.781 7,05() 1 65 2,555 246 141 54 317 3 186 80

Ⅵ眉 17 3 9 4

Ⅷ層 1

盾不明 2 45 4 19

撹乱 55 90

風倒木 109 94 6 138 25 4 17

表採他 3

分類合計 3,368 8, 114 4 81 2,893 247 0 0 240 71 :162 4 0 () 445 112

)R

95

19

-161



’ 十器

I群a類土器の分布

I群b-1類土器の分布

[群b-3類土器の分布
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Ⅲ群a類土器の分布

図Ⅳ－2土器分布図(2)
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ⅡI群b類土器の分布

’

Ⅳ群a 。 b類土器の分布

V群c類土器の分布

図Ⅳ－3土器分布図(3)
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である。

この他、爪形の文様が見られるものは12個体（6 ． 7 ． 9 ．10･12．21．22．27．32･34･41･42)
含まれているが、 これらには器面（21）や口唇部（1）に施されるものもある。 この他、棒状の施文
具による深い刺突もしくは貫通孔を口縁部に巡らせるものが5個体（26．49～52）出土している。
1）頸部がキャリパー状のもの(1～8)

主にH－1とその周辺から出土する傾向がある。 1～5は腹縁文と沈線による菱形の区画が描かれた
もので、 lはその区画内にわらび状の文様が施される。区画内の充填は、 1 ． 7が条痕文、 2．4～6．
8が腹縁文による。

2）器形が砲弾型のもの（9～70）

ここには砲弾型と推定されるものも含める。有文のもの（10～52, 65～68） と無文のもの（53～64）
とがあり、前者にはいわゆる「貝殻文」が主に施されるものと、沈線文が主に施されるものとに分け
られる。無文のものは口縁部の形状や口唇部の断面形から見て、 「貝殻文」のものと類似する。
A. 「貝殻文」が主に施されるもの(10～52･69)。~

10～32は口縁部に貝殻腹縁文、沈線文、刺突文など複数の文様で多彩な構成を施すものである。ワ

ラビ手状やクランク状、垂下する文様、菱形などを含む幾何学的な区画などが施されるもの(10～28）
と口縁部と並行もしくは横方向を意識した文様の見られるもの（29～40） とがある。前者は区画内の
充填に腹縁文と条痕文が使われており、後者は条痕文によるが充填そのものが少なくなる。後者と鋸
歯状沈線の施されるもの（29．33）は、前者よりも明らかに装飾性の低い文様構成で、大きさはやや
小さく、口縁の波状部も山が低いか平縁の占める割合が高い。爪形の文様が内面などに見られるのは

このグループで最も多い。 26には口縁に沿って貫通孔の列が穿たれている。 33の口縁内面の刻みは肋

のない貝殻状の施文具による。

41～48．69は口唇部付近に簡素な文様が施されるもので、口縁の形状は極めて緩やかな波状か平縁

である。連続する腹縁文が多く、それが表裏口唇部に施されている。最小限の施文部位は口唇部と

内面である。 41．44の器面には条痕が施され、 41には刺突文が多数ともなう沈線も施されている。

49～52は口縁部に突瘤（49．50） もしくは貫通孔（51 ．52）の列が施されるものである。簡素な文

様のものものが多く、例外的には26の様なものもある。

B.沈線文が主に施されるもの(65～68．70)。

これらはいずれも小型のもので、 65は尖底部に突起を持つ。口縁部には数条の沈線で曲線的な文様

が描かれ、幅広の文様帯を形成する。66は口縁の断面が内側に傾くもので、口唇直下には沈線が巡る。
67．68は2本の細い並行沈線が施された波状口縁部である。 70は2本の太い並行沈線が巡る胴部であ

る。器壁は厚く、混和材のせいか、他のものより質量がある。器面の条痕は下部で横位から従位に変
化しており、内面は無文で研摩されている。 70はアルトリ式に相当する可能性がある。

I群b－1類（図Ⅳ-7-71～17-322、図版-39～48．50)

今回の調査で最も多く出土した縄文時代早期後葉の土器群である。遺構からは5,173点、包含層から
は8,194点が出土しており、識別された個体数は約170個体である。その中からここには151個体を図示
した。

これらはその特徴から大きく第1～3の3つのグル星プに分けられる。

第1グループ（図Ⅳ-7-71～9-110）

主な特徴は、平縁平底の深鉢形で、口縁部は開き、底部ではすぼまる器形である。器壁は薄く口唇
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’
部の断面は角形または丸形が主体である。口縁部の肥厚帯は口唇の折り返しによるものと、粘土紐を
貼付するものとがある。地文は2段単節の原体による斜行縄文が主体で一部に無節や3段複節のもの
も見られる。下端が僅かに張り出す小径の底部は少なからず上げ底の状態で、その底面にも地文と同
じ文様が見られる。更に一部の個体には内面と地文の上に条痕文が施されており、大きな特徴の1つ
となっている。文様にはこれら以外に、沈線文や綾絡文、結束羽状縄文なども見られる。遺跡内の分
布は主にグリッドの20ラインから北東側で広く出土しており、関連する遺構はH-1･P-42･F-7･
FC-3o4である。

これらの多くは「仮称西桔梗式」 （岡島1975）に相当すると考えられるが、条痕の施され方と肥厚帯
から貼付帯への変遷から見て、A～Cの土器群に分けられる。
A土器群: (71～75)

口縁の肥厚帯が口唇の折り返しによるもので表裏に条痕文が施される、F－7出土のものを中心とし
た資料である。 71の口唇上には細い棒状の施文具で連続するような横からの刺突が施されている。折
り返しの肥厚帯には、棒状の施文具で右横から器面に対し斜角度で連続した刺突を加えている。僅か
に張り出した底部下端直上の器面には縄線文の様なものが施されている｡底面の文様は不明瞭である。
72は肥厚帯に斜めの縄線文が施されるもので、原体は地紋と同じである。底面には結束羽状縄文が施
される。 73～75はH-10から出土したもので、 73･74の表裏にも条痕がみられる。
B土器群： （77～83． 110)

口縁の肥厚帯がAと同じで条痕文が内面に施されるか全く見られないものである。 77～79.82の肥
厚帯には地紋と同じ文様が施され、 80．81･83は地紋が見られない。 81は茎状の施文具による刺突列、
81は並行沈線、 83はその両方が施されるもので、内面には条痕が見られる。

110は綾絡文の施されるもので、内面全体に貝殻条痕が施されている。この土器群では唯一異質な存
在と言えるものであるが､条痕文の状態と器壁の作りから､A～B土器群に入る可能性が極めて強いと
考えられる。

C土器群： （76．84～91 ．94）

器面に粘土紐を貼付するもので条痕文が内面に施されるか全く見られないものである。 76はK30

グリッド周辺から出土したもので、文様帯は厚味がなく目立たない粘土紐を蛇行させて貼り付けた上

から絡条体圧痕文を施したものである。地紋は原体端部の一方に力を強くかける特徴的な回転圧痕文

が施されている。 84．87．91も目立たない粘土紐を蛇行させて貼り付けたもので、その上からは縄線
文が施されている。 91はFC-3･4から出土した。 85･86は貼付帯上から口縁にも地紋が施されるもの

である｡88はP-42から出土したもので､口縁の無文部に施した縄線文が蛇行しながら貼付帯の上にも

延びている。貼付帯の断面は山形である。 89.90は貼付上に棒状の施文具で刺突を施した胴部である。
内面には条痕が見られる。94は無文の肥厚帯に並行する縄線文を施した口縁部である。95～100は斜行
縄文の施される胴部である。 95の上方には縄線文が見える。 98の原体は3段複節、 100は無節である。
101～110は底部である。下端部の張り出しは僅かで上げ底気味の底面には地紋が施される。ほとんど

の器面に整然とした施文が見られるが、107は施文方向に変化を付けた羽状縄文が施されており、指状
のもので下端部に付けられた刻みと合わせてみるならば、東釧路II～ⅡI式に含まれる可能性がある。
109の底部間際の器面には2条の縄線文が施されている。

この土器群にみられる貼付には、厚さの薄い目立たないものと、断面が山形になるようなものとが
あり、 これらはさらに細分される可能性がある。
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第2グループ（図Ⅳ-10-111～15-309）

早期後葉の竪穴住居･遺構群とその周辺から出土した土器群で約197個体が識別された。一部遺構床
の同じレベルからは、器形の異なる尖底深鉢形土器と平底深鉢形土器が出土しており、 これらが同時
に使われていた可能性は強い。 また、底部以外の器形や文様、胎土などには類似点が多く破片ではど
ちらに属するものか判別しがたいなどの理由からこのグループを設けた。 よって更に次のA～Cのサ
ブグループに分けて検討を加える。

A・尖底深鉢形土器（図Ⅳ-10-111～140)

器形が推定されるものも含めて29個体が識別された。関連する主な遺構はH－2．3．4．6．7．8．
9･11･12･13･14･15、P－1．37．43．44･73など多数である。

111～112は復元された器形の解るもの、 114～118は底部を伴う口縁部、119～129は胴部、13～140は
尖底部である。器形は口縁部が外に向かってやや開くものが多く、口縁は平縁、口唇断面は丸形か丸
味を帯びた角形である。口縁部の残る8個体で、口唇部に何らかの工具による刺突が入るもの4個体
（111.115～117)、縄文の施されるものl個体(114)、他は無文である。内面に条痕文の見られるもの
は2個体(113．114)である。文様は縄線文、斜行縄文、羽状縄文など、原体は2段単節と0段多条
が多く綾杉状縄文もある。 114･116･117は縄線文の施されるものである。 114.122は太い縄が数条斜
めに、 116．117は細いものが2条が並行して施されている。

116の器面には端部に圧を加える斜行縄文が施されている。 111 ．118･122～129･132の文様は綾杉

状縄文である。

以上の特徴から、道内では函館市豊原2遺跡出土のⅢ群b･c類土器（中村・佐藤1994)、道外では

八戸市赤御堂遺跡出土のV群土器（八戸市教委1988)の一部に相当する土器群と考えられる。

B.平底深鉢形土器（図Ⅳ-11-141～149)

9個体が識別された。関連する主な遺構はH-9･11 ･15、P-43などである。

141～149は平底の深鉢形土器である。口縁部は平縁で外に向かって開くもので、底部は下端が張り

出し、一部に刻みの巡らされるものもある。底部は平坦か僅かに上げ底になり底面に施文されるもの

は多い。文様は条が水平近くまで寝る斜行縄文か羽状縄文で、原体は0段多条が大半を占め一部に2

段単節も見られる。

144は下端部が僅かに張り出し、底が小判形を呈する平底の底部である。器面には胴部に延びる縦の

細い粘土紐の貼り付けと羽状縄文が施されており、貼り付けの上には縄のようなもので刻みが入る。

羽状は片翼の条が水平近くまで寝るもので、施文原体は2段単節によると考えられる。内底面には指
頭による刺突が面全体に施されており特徴的である。

以上の特徴から、道内では東釧路Ⅱ式土器に相当する土器群と考えられる。

C・器形の不明なもの（図Ⅳ-11-150～15-309)

150～167は内面に条痕が見られるもので、 150･153.155～157が口縁部を含むもの、 151･152.154･

158～167が胴部である。 151.152.155は縄線文の施されるもので、 155の胴部には貼付文が見られる。

文様は166が三段複節の斜行縄文で、 これは「仮称西桔梗式」の可能性がある。 167は綾杉状縄文が施
されている。 これ以外は、大半が羽状を構成するものである。

303～309は内面に斜行縄文が施されるものである。 303と304の口唇部には縄の刻みもしくは縄文が

施される。綾杉状縄文の施される308以外は全て羽状縄文である。

168～302は内面に文様がなく指頭の凹凸だけが見られるものである。 168～172は貼付文が施される

もので、 168.170.171は横位、 169は横位と従位である。 172の貼付帯は上から棒状工具をすり付けて

T戸局
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器面に馴染ませている。 173．174は刺突文の施される胴部である。刺突の方向は173が右横から、 174
が下の方からである。 175～199は縄線文が施されるもので、 175～182が曲線的、 183～199が数条を並
行に施したもの。これらの口唇部には刺突文が備わるものがほとんどである。200は沈線文の施される
小破片である。

291～295は細い組紐文を羽状に構成したものである｡296～302は撚糸文が施されるもので､299と301
は斜行縄文と組み合わせて羽状を構成する。

201～229.231～234.239～244は器面に縄文など施される口縁部である。 201～216は口唇部に刺突
文の施されるもの、 217～230は縄文もしくは縄による刻み、 231～234･239～244は口唇部が無文のも
のである。刺突文に使う施文具は比較的太い棒や角棒、茎状のものなどで、横や真上から施文してい
る。口唇部に施される縄文は器面に施されるものと同じ原体が使われ、縄の刻みは口唇に対して斜め
の押捺が多い。器面に施文される文様には綾杉状縄文、斜行縄文、羽状縄文などが見られる。
235～238.247～290は器面に縄文など施される胴部である。文様は235～238が2段単節の斜行縄文、

247．248が0段多条の斜行縄文、 249～265が綾杉状縄文、 266～270が結束羽状縄文、 271が綾絡文、
272～283が0段多条の羽状縄文、 283～290が2段単節の羽状縄文である。

245．246は無文の口縁部で、 これらは同一個体の可能性がある。

第3グループ（図Ⅳ-16-310～17-322)

東釧路Ⅲ式に相当する土器群で約13個体が識別された。器形は大型の深鉢形を呈し、口縁は平縁か
緩やかな波状で、底部の大きく張り出した下端部には縄などによる刻みが巡らされる。口唇の断面は
外に向かって張り出すか角形で、器壁は厚く、太い粘土紐が横位に貼り付けられるものもある。文様
は太い原体で縄線文、短縄文、斜行縄文、羽状縄文などが施される。胎土中にはチャートの小円礫が
少なからず認められる。

遺跡内の分布は主にグリッドの20ラインから北東側の包含層で広く出土しており、関連する遺構は
P-104である。

310･311 ･313．314･316～319は太い原体で斜行縄文が施されるものである。 310の底部は下端部の

張り出しが少なく、そこには短縄文が施される。318は口唇に太い棒状の施文具で刻みが施される。319

の張り出した口唇部には器面と同じ文様が見られる。 312は口唇部が外に向かって大きく傾くもので、

閉園の口縁部には短縄文と縄線文とが組み合わさる文様帯があり、胴部には撚りの異なる二段単節と

0段多条の原体で羽状縄文が施されている。底部下端には口縁と同じ短縄文が巡らされる。315は緩や

かな波状口縁を持つもので、器面には0段多条の原体を使った結束羽状縄文で菱形を構成する文様が

施され、胴下半部には太い粘土紐の貼付が巡っている。断面が角形の口唇には斜行縄文と底部下端に
施された短縄文は、恐らく地文と同じ原体によるもので、貼付帯には指頭で連続する刻みが施されて

いる。320は底部近くの胴部で､地文は三段複節の斜行縄文で下の方の器面には同じ原体による短縄文
か絡条体圧痕文が見える。 321.322は底面に文様が見られるものである。 321は張り出した下端部の直
上に縦の沈線が施される底部で､胴部と底面には0段多条の斜行縄文が施されている。322の底面には

外周に沿って縄端の刺突が巡っている。 320～322は本グループより一時期古い段階の可能性がある。

~

I群b－2類（図Ⅳ-17-323、図版-47)

縄文時代早期後葉のコッタロ式土器に相当するものである。遺構からは2点、包含層からは4点が

出土した。323は粘土紐を横位に貼り付けた胴部である。貼付帯には縄の刻みが入り、器面には0段多
条の斜行縄文が施されている。周囲の状況から見てI群b－1類に入る可能性もある。
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I群b－3類（図Ⅳ-17-324～327、図版-48）

縄文時代早期後葉の中茶路式土器に相当するものである。包含層から81点が出土した。324は微隆起
線と羽状縄文が施された平縁の深鉢口縁部である。325は深鉢の底近くの胴部で､器面には細い原体に
よる短縄文が施される。 326は綾絡文が施される胴部、 327は無文の口縁部である。 これらから中茶路
式相当の中でも次のI群b－4類に近い、極めて新しい段階のものと判断される。

I群b－4類（図Ⅳ-17-328～18-348、図版-48．49)

縄文時代早期後葉の東釧路Ⅳ式土器に相当するものである。遺構からは367点、包含層からは3,140
点が出土した｡328は器壁の薄い丸底の深鉢に綾絡文と短縄文とを施したもので、 I群b－3類にも類似
する。329は器壁のやや厚い胴部で､器面には極細の隆起線を挟んで綾絡文と撚糸文風の羽状縄文が施
されている。 330も綾絡文と撚糸文風の羽状縄文が施された口縁部である。 332は魚骨回転文が全体に
施された平縁の深鉢形土器である。原体は比較的大型のニシンの脊椎骨と考えられる。333～336.341.
346は綾絡文の施されるもので、 337～348は撚糸文風の羽状縄文が施される。 337は緩やかな波状を呈
する口縁で、底部近くの胴部には器形の屈曲部が認められる。 343には短縄文が加わる。 347.348の施
文には太い原体が使われている。349は丸底の大型深鉢である。地文は異なるより糸を同じ軸に巻き付
けた撚糸文で菱形を構成するもので、それに平縁の口縁部と胴部には結節のある短縄文が加わる。350

は異なるより糸を同じ軸に並べて巻き付けた撚糸文と縄の端部近くを使った短縄文が施されている。

Ⅲ群a類（図Ⅳ－19-1～18-12、図版-50)

縄文時代中期前半の円筒上層式土器に相当するものである。遺構からは18点､包含層からは240点が
出土した。 1～5は口縁部を含むものである。 lは平縁に大小の粘土塊を貼付けたもので、貼付の先端
には篦条の施文具で切れ目が入れられている。器面の縄文は無節の原体による。 2は細い粘土紐が巻

き付けられ山形突起部である。地紋はRLの斜行縄文である。 3は口縁突起部と胴部･底部である。突
起部は頂に凹みのあるもので、その上には茎状の施文具による刺突列と沈線が施されている。地紋は
RLO段多条の斜行縄文である。 4は口唇部に刻みが入る口縁部で器面にはボタン状の貼付と沈線文が

施されている。 5も貼付で凹みを作出した口縁部である。地紋はRL斜行縄文である。6～9は綾絡文の

ある胴部である。 9の上端には沈線文も見える。 11 ･12は2本の並行沈線が施されるもので同一個体
の可能性がある。 11の口唇部には指頭の様な施文具で刻みが施されている。

Ⅲ群b類（未掲載）

縄文時代早期後葉の東釧路Ⅳ式土器に相当するものである。包含層からは71点が出土した。細い破
片が多く図示していない。 これらはⅡI群a類の可能性もある。

Ⅳ群a･b類（図Ⅳ-19-13～18、図版-51)

縄文時代後期前～中葉の大津式、ウサクマイC式、手稲式に相当するものである。遺構からは17点、
包含層からは462点が出土した。破片だけでは細分出来なかったため、Ⅳ群a類とⅣ群b類をまとめて

報告する。 13～16は後期前葉の大津式相当の深鉢形土器である。太く深い沈線でダイナミックな文様
を描き出している。 17は波状口縁の頂部である。口唇左側が凹んでおり、器面は沈線で区画された面

に、縄文と研摩された無文部が見られる。 18は手稲式の浅鉢形土器口縁部である。口縁部は研摩され
た無文で、胴部の並行沈線による細い区画部にはLRの斜行縄文が施されている。

-169



I 土器

Ⅳ群c類（未掲載）

縄文時代後期後葉の堂林式土器に相当するものである。包含層からは4点が出土した。沈線が施さ
れたものもあるが小破片のため図示しなかった。

V群c類（図Ⅳ－19-13～18、図版-36～39)

縄文時代晩期末葉の大洞C2～A式に相当する土器である。遺構からは315点、包含層からは445点が
出土した。関連する遺構はP-26ほかである。 l～11は壺形土器で、比較的小型のものが多い。 1は口
縁部には突起を備え、胴部には浅い沈線で雲形文を描き出した装飾性の高い小型の壷である。2～10は
並行沈線の施された口縁と頚部である｡11は頚部に並行沈線と突起を有し､胴部にLRの斜行縄文が施
された小型の壷で、口縁部には貫通孔が穿たれている。12～25は鉢もしくは深鉢形土器で、この内13.
14は台付のものである。 12は浅い沈線で雲形文の描かれた鉢形土器である。 15は同一個体の可能性が
ある。 13は縄文の施された台付鉢の胴部である。口縁部と台部は欠失している。 14は浅い沈線で雲形
文の描かれた台付鉢の台部分である。 16～18．22～25は並行沈線の施されたもので、 19～21は縄文の
施された胴部である。 23の胴部には雲形文らしきものが描かれている。 26は浅鉢形土器である。体部
には縄文の施された雲形文が描かれている。

陶磁器（未掲載）

開拓期以降のもので遺構6点、包含層9点が出土している。関連遺構

や染付の茶碗、三瓶皿などの小破片が出土している。図示していない。
ている。関連遺構はSP-1～8などである。徳利
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図Ⅳ－6土器(3)
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2 石器

2 石器

(1) 剥片石器

包含層出土の剥片石器ではフレイクが5,793点と最も多く、次いでRフレイク、スクレイパーが続

く。定形的な剥片石器としてはスクレイパーの出土量が最も多く、次いで石鐡、つまみ付ナイフが続

く。縄文時代早期の特徴的な石器としては、石刃鍼石器群、 トランシェ様石器が挙げられる。石器全

体の分布は、遺構の密度が高い調査区南西部に多く北東部は少ない傾向にある。ただし、北東部側は、

珪質頁岩製のフレイクがまとまった場所が数か所みられる。さらにフレイク・チップの集中域もほと

んどが北東部に分布しており、 これらも含めてこの場所が石器の加工場ないしフレイクの捨て場と

なっていた可能性が高い。出土層位としてはV層出土のものがほとんどで、 Ib層、 II層からの出土

は少量である。石器の石材は珪質頁岩がほぼ9割以上を占め、次いで黒曜石がある。わずかにめのう、

玄武岩も認められる。黒曜石は肉眼観察では赤井川産が多く、次いで豊泉産のものが少量認められる。

石刃錬石器群（図Ⅳ-25-1～8、表Ⅳ 7、図版52）

石刃鍼とそれに伴うと考えられる石刃が計8点出土している。いずれも黒曜石製である。石刃擁は

3点出土している。全て図示した。 1， 2はどちらも半柳葉形で、素材の石刃の打点部側を石刃嫉の

先端にしている。表面には2本の稜線を残し、基部は折れ面を利用している。表面は先端部付近、裏

面は両側縁に丁寧な二次加工が施される。特に先端部の二次加工は入念に施される。基部にもやや雑

な二次加工が施される。 1は包含層出土の破片2点が接合している。 2は基部の二次加工による剥離

が部分的に細長く伸びている。 3はやや幅が広く、左右非対称のもの。素材の石刃の打点部側を石刃

鍼の基部側にしている。基部は内湾し、側縁はやや外湾する。両面の周縁部にやや雑な二次加工が施

される。表面右側縁上部の二次加工は稜線を整えるためのものである。基部の二次加工による剥離が

細長く伸びている。 4～8は石刃もしくは石刃素材の石器。 5点出土しており、全点図示した。いずれ

も上下部を欠失する。背面には素材である石刃の稜線を残す。 4～6は幅広で大形のもの。 4はスクレ

イパー。打点付近の部分である。全体に被熱の痕跡が認められ、欠失は被熱によるものと考えられる。

裏面左側縁に刃部を作り出している。 5は4と同一個体と考えられる。上下部を欠失する。 6はスク

レイパー。両側縁に部分的に二次加工を施し、刃部を作り出す。 7， 8は小形のもの。どちらも上下

面は折れ面で、側縁には微細な剥離痕が認められる。 8は原産地分析の結果、白滝村置戸産という結

果が出ている (V章1節参照)。他の石刃鑛と石刃も肉眼観察では、置戸産である可能性が高い。

石鑛（図Ⅳ-25-9～33、表Ⅳ 7、図版52）

70点出土している。 25点図示した。分布は調査区全体に広がるが、 J～Kライン付近に比較的多い。

石材は珪質頁岩と黒曜石がある。形状は無茎凹基のものが大半を占め、有茎のものはわずかである。

珪質頁岩製のものは無茎凹基のものが多く、黒曜石製のものは柳葉形のもの､有茎のものが多い｡9～24

は無茎で基部が内湾する凹基のもの。9～14は側縁が外湾する。 9， 10は基部が大きく内湾する凹基で

のもので、側縁は大きく外湾する。二次加工は雑で、左右は非対称の形状である。 10は先端部を欠失

する。 11， 13は細かい二次加工が施され、丁寧に仕上げられている。 12は薄い縦長剥片を素材とし、

周縁加工が施され素材面を両面に残す。 14は先端部と基部の片側を欠失する。 15～18は側縁がほぼ直

線状のもの｡15は縄文時代晩期のピットであるP-49出土のものだが､形状からは早期の石錐と考えら

れる。側縁上部はほぼ直線状だが、下部は内側に屈曲する。 16は尖端部と基部を欠失する。丁寧な二

次加工により側縁はほとんど歪みのない直線に仕上げられている。17は幅が狭く、基部の扶りは深い。

先端部をわずかに欠失する。 18は裏面にはあまり二次加工が施されず、素材面を大きく残す。 19～24

は長さが短く、凹基で基部の内湾が浅いもの。側縁はゆるく外湾するものが多い。 19は側縁の外湾が

’
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Ⅳ包含層出土の遺物
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2 石器

擦り切り残片の分布

たたき石の分布

すり石の分布

図Ⅳ－22石器分布図(2)

－190－



Ⅳ包含層出土の遺物

断面三角形のすり石の分布

扁平打製石器・北海道式石冠の分布
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r） 了。【工ロ

ム イゴ石冒

石鋸の分布

石皿の分布

台石・台石片の分布
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Ⅳ包含層出土の遺物

大きく、基部先端は平坦である。 20は基部の作り出しは丁寧だが、他の二次加工は雑である。 21はや

や厚みがある。 22は表面に焼け弾けの痕が認められる。 23は裏面側に入念な二次加工が施される。 24

は裏面の加工が雑である。 25～29は柳葉形のもの。 27のみ珪質頁岩製で、他は全て黒曜石製である。

25は小形で丁寧な作りである。 26は先端部を欠失する。丁寧な二次加工が施され、薄身に作り上げら

れている。黒曜石は肉眼観察では赤井川産と考えられる。 27は茎部にわずかに黒色付着物が認められ

る。 28， 29は基部がやや大きなもの。どちらも二次加工は丁寧である。 29は裏面に素材面をわずかに

残す。 30， 31は平基で大形のもの。 30の側面は素材の形状のため、やや湾曲している。 31は先端部を

わずかに欠失する。丁寧な二次加工が施され、薄身に作り上げられている。 32， 33は有茎のもの。 32

は近･現代のピットであるP-18出土のものを便宜上ここで報告する。黒曜石の横長剥片を素材とし、

両面に周縁加工が施される。 33はめのう製で尖端部を大きく欠失する。茎部の作り出しは長い。

石槍（図Ⅳ-25-4～6、表Ⅳ－7、図版52）

10点出土し、 3点図示した。出土点数が少なく、そのほとんどが破片である。全て珪質頁岩製であ

る。分布は調査区南東部側に多い傾向がある。 34～36は全て木葉形を呈する。 34は中央付近で折れて

いて、H 17-bグリッドとM17 dグリッド出土の破片が接合した。先端部は検出されなかった。

両面の全面に二次加工が施され、ほぼ左右対称に作り上げられている。35，36は小形で幅の広いもの。

35は薄い縦長剥片を素材とし、両面に素材面を残す。側縁の二次加工は細かく丁寧に仕上げられてい

る。 36は先端部から側縁にかけて大きく広がる。二次加工は雑で全体的に粗い作りである。

石錐（図Ⅳ-26-37～50、表Ⅳ－7、図版52)

27点出土し、 14点図示した。分布は調査区南東部側に多い傾向がみられる。つまみ部を有するもの

が多く、棒状のものはほとんどみられなかった。素材の剥片として薄手の縦長剥片、 もしくは断面三

角形で幅が狭く厚みのある剥片を選択している。石材は珪質頁岩もしくは頁岩である。 37～41は両面

ほぼ全面に二次加工が施されるもの。 37～39はつまみ部と尖頭部の境が不明瞭なもの。 37， 38， 41は

尖頭部の断面がほぼ円形を呈する。 37は表面中央やや下の部分が特に分厚くなっている。 38は三角形

状を呈し、側縁はほぼ直線状に仕上げられている。 39は側面が素材の形状のため湾曲している。 40,

41はつまみ部の作りだしが明瞭なもの。40は尖頭部をわずかに欠失する。やや左右非対称の形状だが、

二次加工は丁寧である。 41は裏面に打瘤を残す。 42～50は素材の形状を生かし、わずかな二次加工で

尖頭部を作り出すもの。 42～47は比較的幅の狭いもの。 42， 46は表面左側縁にのみ二次加工が施され

る。 43は表面と、裏面の右側縁に粗い二次加工が施される。 45はつまみ部の断面が三角形状を呈し、

裏面のみ二次加工が施される。 44， 46， 47はつまみ部、尖頭部共に断面が三角形状を呈する。 48～50

は|幅の広いもの。 48は幅の広い尖頭部を有する。 49は横長剥片を素材とする。尖頭部の断面は四角形

状である。 50は頁岩製で横長剥片を素材とする。

つまみ付ナイフ （図Ⅳ-26-51～57、図Ⅳ-27-58～75、表Ⅳ－7、図版52．53）

41点出土し、 25点図示した。分布は散漫な傾向を示す。縦形のものがほとんどで、横形のものは1

点のみ出土している。比較的丁寧な二次加工が施されるものと、素材にあまり手を加えないものに大

きく分かれる。石材は珪質頁岩がほとんどで、黒曜石が1点ある。 51～57は表面全面と裏面の右側縁

に二次加工を施すもの。刃部は表面右側縁に作り出される。 また末端部にも二次加工が認められ、刃

部としている可能性がある。二次加工は先に裏面右側縁に施され、その後表面に施される。表面左側

縁の二次加工は、裏面右側縁の二次加工により作り出されたた面を打面としている。 51， 55は刃部に

使用痕と考えられる不連続な微細な剥離痕が認められる。 52， 56は刃部再生が行われている。 53， 55

の刃部は比較的急角度である。 54はつまみ部の作り出しがやや雑である。 57は末端部の幅が広く、全
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2 石器

体としては三角形に近い形状を呈する。58，59は両面加工のもの。58の側縁は刃部再生のため不整で、

末端部は尖る。 59は小形で厚みがある。黒曜石製で肉眼観察では赤井川産と考えられる。 60～63は両

面に周縁加工が施されるもの。全周に施されるものはほとんどなく、側縁等に部分的に施されるもの

が多い。 61は両刃である。 62は表面左側縁に刃部が作り出される。 64～70は片面加工のもの。 64～66

は片面のほぼ全体に二次加工が施されるもの。 64は素材の末端部をつまみ部側にもってきている。 65

は表面に一部素材面を残す。 66はつまみ部を除くほぼ全周に微細な剥離痕が認められる。 67～70は片

面周縁加工のもの。 67， 69は二次加工がほぼ全周する。 70の表面左側縁は折れ面の形状をそのまま生

かしている。 71～75はつまみ部以外はほぼ素材の形状を生かし二次加工をほとんど施さないもの。薄

手の縦長剥片を素材とするものが多い。 74は表面に2カ所焼けはじけが認められる。 75は横長剥片を

素材とする。

箆状石器（図Ⅳ-27-76～78、図Ⅳ 28 79～86、表Ⅳ 7、図版53）

15点出土し、 11点図示した。分布をみると12ライン付近にやや多い傾向がある。完形品が多く、破

損しているものは少ない。両面加工、半両面加工のものがほとんどで、片面加工のものはわずかであ

る。全体的に二次加工は粗いものが多い。石材は全て珪質頁岩である。 76， 77はいわゆるトランシェ

様石器で、隣接するグリッドから出土している。刃部は一次加工でできた剥片の縁辺を、そのまま利

用している。ただし刃縁には細かい二次加工が施される。 76の表面右側縁はほぼ直線状で、左側縁は

やや内湾する。刃部はやや外湾し、基部に対してやや斜めになる。裏面の部分的に黒色付着物が認め

られる。 77は基部を欠失する。側縁は内湾し、刃縁はほぼ直線状を呈する。 79は大形の箆状石器。周

囲の包含層から同一母岩と考えられるフレイクが出土しており、その内3点と接合した。偏平な礫を

両面からの加工により箆状に作り上げている石核石器である。加工は全体的に粗く両面に自然面を残

す。刃部は部分的に二次加工が認められ、未成品の可能性も有る。 78， 80， 81， 83， 84は両面加工の

もの。二次加工は全体的に粗い。刃部は両刃のものが多い。 78， 80， 84は刃部がやや丸みを帯びる。

80は同一グリッド内から出土した破片が接合した。 81， 83は形状が左右非対称である。 84は片刃で刃

部は急角度である。 82， 85， 86は半両面加工のもので、裏面周縁部にも二次加工が施される。いずれ

も片刃である。 85， 86は小形で丁寧な二次加工が施されるもの。

両面調整石器（図Ⅳ-29-87～91、表Ⅳ－7、図版53)

両面調整石器は両面加工及び半両面加工の石器で上記の分類に当てはまらないものとした。 50点出

土し、 6点図示した。分布は調査区南西部側に多い傾向がある。大きくみて、ナイフ的な性格をもつ

もの、機能部の特定し難いもの、石器の未成品と考えられるもの、石核の可能性があるものに分けら

れる。石材は珪質頁岩が多く頁岩、黒曜石、玄武岩もわずかにある。 87はナイフ的な性格の考えられ

るもの。柄部を有し、表面右下部に急角度の刃部を作り出している。 88～91は接合して完形品になっ

たものである。 88は機能部が特定し難いもの。左右非対称でほぼ両面全面に二次加工が施される。中

央よりやや下で折れている。 89～91は石核の可能性があるもの。 まず腹面に細かい周縁加工を施し、

そこを打面として背面側に加工を施している。取っている剥片がかなり小形のため、石核ではなく石

槍等の未成品の可能性も有る。 92は小円形のもの。黒曜石製で肉眼観察では豊浦産と考えられる。

スクレイパー（図Ⅳ-29 92～100、表Ⅳ－7、図版53)

195点出土し、 8点図示した。分布は調査区南西側に濃く、特にH～N－9～19グリッド付近に多い

傾向がある。大形の縦長剥片を素材とし、側縁にわずかに二次加工を施しているものが多い。刃部は

外湾もしくは直線状を呈するものがほとんどで、内湾するものや挟り部をもつものは少ない。片刃で

背面側に刃部を作り出すものが多いが、腹面側に刃部を作り出すものもわずかに認められる。石材は
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Ⅳ包含層出土の遺物

珪質頁岩が多く、黒曜石、玄武岩も少量ある。 93～95は下部に刃部を作り出すいわゆるエンドスクレ

イパー。いずれも黒曜石製で、外湾する刃部が作り出される。 96は浅く内湾する刃部をもつもの。裏

面には厚みを取るための二次加工が施される。 97， 98は外湾する刃部を有するもの。共に二次加工は

雑である。99は玄武岩製でやや粗い二次加工によりほぼ直線状の刃部が作り出される。100は背面の右
側縁に鋸歯状の刃部が作り出されるもの。

（2）磨製石器

石斧（図Ⅳ 30-101～110、表Ⅳ 6、図版54)

石斧は40点出土しており、そのうち10点を図示した。石斧石材の内訳は蛇紋岩が28点、泥岩が6点、

粘板岩が3点、緑色凝灰岩が2点、不明が1点である。蛇紋岩製の磨製石斧はすべて擦り切り残片技

法によるものである。泥岩のものも擦り切り技法による磨製石斧であるが、刃部や側面に敲打痕の見

られるものもある。敲石へ転用されたものと推測される。富野3遺跡出土の石斧全般に共通すること

は、破損品、欠損品がほとんどである。 また、未製品の破損したものも多く見られる。石材の割合は

擦り切り残片を含み、蛇紋岩72.7％、泥岩12.8％、粘板岩5.5％、緑色凝灰岩3.6％、凝灰岩1.8%、そ

の他不明が3.6％である。

103は凝灰岩製で基部に孔があけられている｡中央部から刃部方向にかけて表面磨滅が著しい｡表面、

側面は研磨によって整形されている。 104～110までは擦り切り技法によるもの。すべて蛇紋岩製であ

る。 108は製作過程で破損したもの。 105, 107, 109, 110はのみ形の石斧。すべて欠損している。 110

の基部は刃部のように研ぎ出されている。

104は基部、 106は刃部で共に欠損品。 102は泥岩製。製作時に破損したと考えられる。破損した切断

面、刃部、基部、側面の一部に敲打痕がみられる。特に刃部の敲打痕が著しい。破損後、敲石に転用

したものと考えられる。

101は粘板岩製。非常に粗雑な作りである。刃部を僅かに欠損する。使用によるものと考えられる。

擦り切り残片（図Ⅳ-30 111, 112、表Ⅳ 6、図版54)

包含層出土の擦り切り残片はすべて蛇紋岩である。 111, 112は比較的大型のものである。やや厚み

のある蛇紋岩の縁片に相当する部分である。 112はタール状のものが付着している。

（3）礫石器

礫石器の出土総数は583点である。たたき石、すり石、砥石、石鋸、石錘、石皿もしくは台石やその

破片、北海道式石冠、偏平打製石器などが出土している。礫石器の組成は北海道式石冠、偏平打製石

器を除いては縄文時代早期の様相を呈している。

たたき石（図Ⅳ-30-113～115、図Ⅳ 31-116～117、表Ⅳ－6、図版54)

36点出土している。石質は安山岩が52.8％、珪岩25％、流紋岩5.5％、粘板岩、凝灰岩が各々2.8％、

その他不明8.3％である。

113～117まで敲石。 113は石質不明のもの。焼成を著しく受けており、炭化物が多く付着している。

114は泥岩製。 115～117は亜円礫の両端に敲打痕がみられる。 115, 117は珪岩製、 116は安山岩製であ

る。

砥石（図Ⅳ-31-118～119、表Ⅳ 6、図版54) ~

包含層出土のものは2点のみである。 118, 119は砥石。全て流紋岩製である。

すり石（図Ⅳ-31 120～123、表Ⅳ－6、図版54）

41点出土している。そのうち20点は断面三角形のものである。それ以外のものでは偏平な円礫の縁

片を擦り面にしているものがある。石質は安山岩を81.8％使用している。その他、流紋岩15.2％、粘
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2 石器

板岩3％である。

120～123まで断面三角形のすり石。120は礫の稜を擦っているが､表面には砥石のような幅の狭い擦

り面と、敲打痕がある。両端をたたき石に転用しているものとみられる。粘板岩製。 121は礫の稜のほ

か、表面にも擦り面がある。焼成を受けており、赤褐色化している。123は礫の稜の2辺を擦り面にし

ている。

石鋸（図Ⅳ 31-124, 125、表Ⅳ 6、図版54)

包含層出土の石鋸は全てが凝灰岩製である。遺構出土のものには流紋岩製のものがある。他の礫石

器で凝灰岩を主に使用する石器として石皿もしくは台石があるが、その破片として分類しているなか

にも、刃部を破損した石鋸の破片も含まれている可能性がある。 また、石皿もしくは台石の破損した

ものを石鋸として使用している可能性もある。124は擦り石と複合している石鋸。わずかに敲打痕もみ

られる。炭化物状のものが付着する。 125は板状礫の表面を擦っている。破損している。

石錘（図Ⅳ-32-126～129、図Ⅳ-33 150～152、表Ⅳ－6、図版55)

石錘は63点出土している。石質は安山岩36.5％、流紋岩34.9％、泥岩6.3％、凝灰岩4.8％、粘板岩

3.2％、砂岩、チャート各々1.6％、その他不明11.1%である。比較的、安山岩と流紋岩が多い。素材

の形状は偏平礫が多い。しかし、偏平礫が薄く割れたものや、全体の1/3程度が割れたものなどに挟入

部を作り出し石錘にしているものがあり、素材の選択は余りこだわっていないようである。 また、後

述する形状、重量なども大小の幅がある。挟入部は長軸の両端に作り出すものが多いが、 3カ所挟入

部を作り出すものもある。

128, 133は割れた偏平礫に挟入部を作り出しているもの。 131, 132は薄く割れた礫片に扶入部が作

り出されている。 136は長軸方向に挟入部がある。短軸方向には剥離による整形が施されている。表面

には僅かに擦痕がある。 138, 144, 145は扶入部が3カ所ある。このうち138は表面に擦痕がある。 145

は短軸方向の縁辺に挟入部がある。 151は短軸方向に挟入部があるもの。

台石もしくは石皿（図Ⅳ-33-153、表Ⅳ－6、図版56)

台石もしくは石皿は137点出土している。石材は凝灰岩が84.4％、安山岩15.6％である。 153は凝灰岩

製。 'l'畠広の擦り面をもつ。

北海道式石冠（図Ⅳ-33 154、表Ⅳ－6、図版56)

1点のみ出土している。図Ⅳ-33-154の偏平打製石器とともに出土している。 154は胴部にあるは

ちまき状の溝が周縁部にもみられる。擦り面は炭化物状のものが付着している。敲打による整形のほ

か、擦って整形している。

偏平打製石器（図Ⅳ 33-155、表Ⅳ 6、図版56）

3点出土している。安山岩製が2点、流紋岩製が1点である。 155は偏平礫を打ち欠いているもの。

安山岩製。

今回検出された礫石器は、石錘を除きその機種毎に素材をある程度限定して使用していたことｶﾖわ

かる。擦り切りの石斧には蛇紋岩、泥岩が選択されている。敲石には、特徴的なものとして珪岩や安

山岩の円礫や亜円礫の端部や表面を使用しているものが挙げられる。擦り石は断面三角形のものが多

く、安山岩製のものが多い。その他の石材のものがあるが、敲石などと複合している。石鋸は凝灰岩

が最も多く、遺構からは流紋岩のものも出土している。石皿もしくは台石にはほとんどが凝灰岩製で

他に安山岩が僅かにある。
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Ⅳ包含層出土の遺物
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2 石器
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Ⅳ包含層出土の遺物
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2 石器
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Ⅳ包含層出土の遺物
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資料一覧

表Ⅳ 2検出遺構一覧

規模

上部長径x上部短径x下部長径x下部短径x深さ(m) 長軸方向 時期遺構名 遺構種 グリッ ’

L－l4－b．c､L－15－b、Ml3－c｡D、Ml4識～d、M

15aヘーc、N14－a．c･d、N－]5－a．b･．

縄文時代早期1 ' 1葉

（ ］ a）
竪穴式住居11 1 6.62×6.43／6.50×6.22／0.33m N52oE

Ml7b｡c､M－18b、N－17－a～d、Nl8と1．b

O]7a｡d、O18a

縄文時代早期後葉
' T p~ T,

（ l DLノ
竪穴式住居

TT n

rl一凸 5．81×5．30〆5．16×5．12／0．24m N33c-刑

縄文時代早-期後葉

（ I b－l）
竪穴式住居 l l5a・b。c、 J l5－a。． 4~ (11×3.25／3.45×2.66／0.29mH3 N-24on

M9a～d､M－1 (〕 a-～d､M－11－a．b、N9 とL～d

N－1() a～d、NIla、O9a．.

繩文時代早期後築

（ 1 b一I）
竪穴式住居 9.57×7.11/9.30×7.06／0.15mH-4 N-9。-W

縄文時代早期中葉

（ I a）
竪穴式住居H-5 '-17、 I－l8－a。b、 J-l7a。。、 J l8a 5．90×5．48／5．60×5．24／0．48m N-74. 1凡

、く２１
守

■

０

ユ
、

Ｃコープ
に３１幸

Ａ

Ｉ

、

２１くヂ
ー
上、

』

１
１守

冬

３

．

１

~

~

．

と

、
ワ
学
へ
③

１

１

~

~

１

１

縄文時代早期後棄

（ Ib－1〉
竪穴式住居II 6 8.04×(4.82)／7.90×(4.67)／() .43m N76.咽

O】5－c､O16b．c､ P－l5c｡d､P－I6－a～d、

Pl7a･b

患且文11寺代早期後禦

（ l b－l）
竪穴式住居11 ワ

l｣ 』 5.02×4.62／4.95×4.44／0.21,1 N17．－W

縄文時代早期後葉
ダ マ ▼ ､、

（ 」 D Lノ
竪穴式住居 O11b～｡、Ol2b，Pll－a。d，P12aII 8 4.82×3．3()／4,64×3． 13／0.16m N-20o-E

－，
５１Ｊ、

にＣ
●
４

１

八

一
１
１，

，ｔ６１

凡

－
１
Ｌ、

一
ｂ

ｌｌ

、

１
くＣ４

Ｅ

１

－６

１

１

縄文時代旱.期後葉
/ T Q~ 可､

（ l D－lノ
竪穴式住居H-9 6.36×(5.83)／5.96×(5.76)／0. 18m N87oE

Q-36b．c、Q37-b．c、R36a．b・c・d、 I《

37－a ･b

縄文時代早期後葉

（ Ib l ）
竪穴式住居11 10 4.52×4.51／4.18×4.18／0.43m N7.W

I－16－b、 ､'－14－， 1－15b･c．d､’ J 16a｡b、K一正l c．

d、K－15

繩文I|僻代早期後禦

（ ］ b l）
竪穴式住居II ll 7．85×（6．35)／7．56×（6． 16)／0.26m N－7綱-W

縄文時代早期後葉

（ l b 1 ）
竪穴式住居

TT T、

11－1‘ Ⅳ1 12-1〕 .c、M13-a、K-l2-a～d、N－l3－a 4.25×3.63／4. 16×3.48／0~13m N79c咽

’縄文時代早期後葉

（Ib 1）
竪穴式住居

『『 1句

I’ 10〕 K15b． （ ] ．99×（1，68)／1．70×（0.49)／0－()8m N29oE

縄文時代早期後葉

（1b･ 1）
竪穴式住居11 14

几L 工宝 '1 19-1〕 。c、 I－19－a．． 〕.64×2.70／3.30×2.37／() ~12m N49oE

縄文時代早期後葉
グ マ 、訂､

l l b－lノ
竪穴式住居11 15 K12-c、K13－b。c， L-12-a～d， Ll3-a～d 6.05×4.15／5.83×3.93／()18m N2()鯵E

N6E幣酎早期後蝉土蛎墓P］ Q32c、Q-33-b 1 ．39×1 ． 12／() .85×0．65／O~59m

縄文時代晩期未菜

（Vc）
土城P-2 K-22d 0.39×{) ~33／0．16×0． 11／O~ 10m N-55.-W

縄文時代晩期末葉
（Vc）

上端I〕-3 K-22-b 0.77×() ~55／() ~55×0．37／0.11m N-37.-W

土塘P-4 L－26d 近・現代(1．76）×1．68／0．67×0．7()／-m N-55''一W

縄文時代11免期末葉
（V〔ﾐ）

土塘P5 K22d 0．47×O~40／() .23×0.19／() .16m NlOo咽

縄文時代|晩期末葉

（Vc）
土蛎P-6 O22c () ~74×() .7()／0．63×() ~52／0.10m N87.叺

縄文時代早期後葉

（Ib1）
土擴P－7 M－l8c。｡ 1 ．14×1．11／1． ()2×() .96／0． 17m N4]｡W

縄文時代早期中葉

（ l a）
土擴P-8 Q-2() ． 101×0.93／() .77×0.74／0.26m N35o E

縄文時代晩期未莱
〈Vr･）

土塘P9 K－l6a () .58×0．37／() .36×() .22／0．20m

N-72.-1K縄文時代晩期末葉

（Vc）
上城P-1(） I－16－d 0．72×() .59／() .49×0．49が0． 12m N-59.W

縄文|時代晩期未棄

（V値）
土塘P1」 I l6d 〔} ､69×0.60／0.46×0.44／() .20m N-79･-m

縄文時代早期後葉

（ 1 1]-1）か中期
土壗P-12 O-23-b 0．98×0．85／0~79×0．63／0ゞ28m N-60鯉 Ⅲ

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土端P－l3 Q-23-a 0.79×0~74／0~44×0.44／016m N23o VI

縄文時代早期後莱

（ Ib1）
土塘Pl4 I-24c 0.54×O~45／0~37×0.28／0.25m N70, 11

ラスゴィ犬

ビ､ソト
縄文時代早期中梁

（ I a） ?

nlP

r－l:〕 M－15d、Ml6a 0~93×() ~66／1.()6×0.79／() ~4()、 N-31.-恥

縄文時代早期後葉

（ I b l）？

縄文時代早期

土端P-16 P-14-b、Ql4a

Q25-a

0.53×0.41/0.72×().49／0.39m N-47c-E

上塘Pl7 1 .07×() .87／0.89×() .55／0.32m N36層E

上塘P-l8 K-15d 126×1.25／1.0()×0.97／0.33m 近・現代N-72.-W

上塘P-19 1-23 （ 縄文時代早期() .58×0．53／0．4()×0.42／0．23雌 N-73.-W

鼎且文時代晩期末蕊

（Vc）
土轆P-20 Iく－ワ珂 f-

L~L 筥凹一 ().45×0．35／0．19×0．20／0. 12m N-67.恥

縄文時代晩期末葉

（vc）？
'二城T>一ワ1

』 ど▲ M23d 0-39×0.34／0.21×0．21／0.10m N51o-I

上輪P－22 N－14－d (0.89)×(() .83)／() .47×0.40／0.50m 縄文時代？N-9雪一E

繩文時代晩期末葉

（Vc）
土曠I>－23 L22a

K-21d

0.66×0~63／O~35×() .4()／() ~ 16m N87鰯E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土塘、一り川

止白強 0．41×() .4()／() .19×0.17／0. 17m N55.W
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資料一覧

部長篠,《上節“7鵜獄下割晦径駕潔さ(n, 長輔方向 時1リ遺構名 遺構種 グリッI

縄文11寺代晩期末葉
（V（J

土蛎p7R
▲ ＝q幻

Tr－ワ1 句
上L白』 a () .62×0．48／0． 13×{) ~ 19／0．24，1 N-46o-E

縄文時代晩期未莱

（Vc）
土塘P-26 Gl8d、G－l9a (121）×1．08／l ~07×0．87／0．19m N67.W

縄文時代早期後葉

（ l b－l）
上端pワワ

ユ畠』 1 ．28×0．67／0．86×0．31／0．3011 N67o-E1－1頁一ハ
ム ユJし

縄文時代晩期末葉

（Vc）
上壗P-28 K22b 0．65×0．55／0．36×0~37／0.14, N55.W

縄文時代後期｢ I－l葉

（Ⅳb）
P29 土端 () .23×0.20／0. {)8×0.11／0.23m N36轡 1N-26a、N-26d

近・現代P-30 土塘 0.67×() .58／0．43×0.47／0． 11m N36審EM9〔

近・現代土壌p‘l1
L EJ」 0．71×() ~61／0．35×0~41／0．15m N29.WN-9-d

土壌 近・現代P-32 () .74×() ~64／() .45×0~41／() .()6mN-9-b・c N-36.-E

土塘 近・現代P33 0．56×().51／0．39×0.33／m N30o IO9c

縄文時代早期土塘P-34 N-27-~d、N-28-a () .47×().4]／() .28×0．3()／() .22m N-27o-E

上端 () .16×0~15／() .05×() . ()5／0, 12m 縄文時代後期？

縄文時代早期後葉
（ I b1）

P-35 R－36－a N65.Ⅲ

上塘P－36 Pl7d、P-l8-b、Q-17-d、Q]8-a 2．26><2．03／2．00×1．52／() .34m N-45.-Ⅲ

縄文時代早期後葉

（Ib1）
土曠 ) .48×3~46／2．61×3． 1]／(} ､26m

祠n門

rJ／ O-17-c。。，Ol8a・b N61o E

縄文時代早期後葉

（ I b－1）？
土塘P38 ().75×() ~40／0．49×0.23／0．18m N50.WN-28-c、028.

縄文時代早期土塘 () .82><() .64／().43×0.3()／() .32mp－qQ
品 Uqノ N-54.WN-27-c

縄文時代後期？土塘P-40 0.26×0.25／() .09×0．13／0．2()、 N51o EN－26－d

縄文時代P-4］ 土塘 N-87,-WI 29c、 J-3()-b ()48×0．39／()12×0．10／0.24m

縄文時代早期後葉

（ I hl）
上端 5.37)×(4~75)／－×／() ~24mP-42 R-28c、 S28c。d、R29b。c、 S29 N－7p－W

縄文時代.早期後葉
′守●訂咄

（1，－1ノ
上塘 2~ 17×1.90／2.06×1.9()／O~ 16mP43 I l5b。c、K－l5－a N-13｡－1ヨ

縄文時代早期後葉
〃丁w､､

（lblノ
上塘 2.83×2．18／2．30×1.82／0.36m N34曇乳P-44 N-l5-a～。

縄文時代早期上塘 N72oE1 ~51×1 .()0／1 ． 17×0．61／().30mP-45 I 25b

縄文時代晩期末葉

（Vc）
上塘 0.49×() .30／0．36×0．20／() ~ 16m N81oEP-46 Ll9-a

縄文時代晩期末葉

（Vc）
上塘P－47 Ll9-a 0．35×0．08／ × ／0．22m N-O"咽

縄文時代H免期末栞

（Vc）
0-38×0． 15／0．24×() ~04／0~14m土塘 N-54｡-WP48 L19a

縄文時代晩期末葉

（Vc）
0.89×(() .78)／0.55×0.54J() .26m上城P49 N-l4o-ET－1ワー向

上 」』a

フラスコ状

ピット
縄文時代早期N89鱈EP-50 I 24d 0．88×0．87／0．74×0．91／0．44m

縄文時代晩期末葉

(Vc）
土塘 0．53×() .48／0．43×0~34／0．11m N-84o-EP-51 J-20--a

縄文時代晩期末葉

(Vc）
上塘 N-78.-W() .50×0.46／0．34×0．32／0．24mp一月？

▲U= J-20-a

縄文時代晩期末葉
(Vc）

上城 0.54×0．50／0．36×0.36／0．16m N-37.-凧、一尺q
八J』 J20-b

縄文時代晩期末葉
(Vc）

上職 N-90.-W0．54×O~56／().32×0.36／0.29mp一頁刈
上J茜 1 2()一c

縄文時代晩期末葉

（Vc）土曠 ().51×() .5()／() .31×0．30／() .22m N84.恥1-20-.p一尺貝
』 リリ

縄文時代晩期末巽

（Vc）
0.48×() .42／() .30×0.28／0.26m上聴 N75oEP56 1-20-a

繩文I群代I晩期末葉

（V征）
0.56×O~49／() .32×0，33／() .14m

両 『一門

rD／ 土曠 N-20e-mI l9b

縄文時代晩期末葉

(Vc）上曠 N-43o-E0．61×() .5()／().45×0．34／0．16mP58 Kl9c

縄文時代晩期未莱

（Vf）上塘 0．52×0．47／() ~41×().36／0．11m N39oEP59 K－l9－a

繩文時代晩期末葉

（Vc）土端 ().93×0．89／0~74×O~74／0．21m N-76o-EP60 ' 19（

縄文時代晩期末梨

(Vc）
0．57×() .52／0．44×0.20／0.19m土曠 N34o-EP－61 K-19a

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土塘 0．52×0.47／0．37×0．27／0．21m N33ゞEP-62 K-19-b

縄文時代晩期末葉

(Vc）
0.49×(0~41)／0-27×0.22／().13m N-57.-W士曠P63 L-18d

~
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規棋

上部長径x上部短径x下部長径x下部短径x深さ('n) 長軸方向 時期遺構名 遺構種 グリッド

縄文時代晩期末梨
（Vc）

土塘P64 L-19b N65o-E() .6()×0．47／0．40×0．35／() ~09m

土塊P65 L19a 近・現代1 ．58×1．53／1 ．10×l ~ ()9／() ~51m N77凧

土擴P66 近・現代G-13c、 II－l3－d 0．69×0．64／0．52×0．48／0.10m N27.E

上塘P-61 II-10-c、H－ll－b 近・現代0．95×0~93／() ~68×() .61／0．36m N-24｡-E

縄文時代早期後葉
r T 1-､ 11つ
、 』 ﾛﾉ ﾕﾉ ｰ

土塘P68

Ｃ
●

ｂ

ｂ

~
~

８

７

１

１

膠

ｑ

(1 ,62）×0.75／0.64×() .72／() .25, Nl().E

繩文|I手代早期後禁

（ I b l）
土塘P69 1 ．75×1．31〆138×() .96／0.22m N-61°-E

縄文時代早期後葉

（ Ib 1）
土塘P－70 f 1－1員一へ

叱噌 LJa 1．62×1 ．31／() .99×() ~69／() .35，1 N88eE

縄文時代』早期後塑

（ Ib l）
上塘 P-14-c、 P-15-b、Q-l5-ap－71

入 I上 () .92×0．83／0，69×() ~45／() .15m N88.W

縄文時代早期後葉
（ I h－1）

土曠P72 Pl4c。d、Pl5a・b 1 ．36×0．82／0．95×() ~89／() . 19m N-46o-E

縄文時代早期後葉

（ 1 1〕 1）
土城 M-9d、M10b、N9d，N－lO－ap7句

ユ ~』L〃 )5×1．87／O~75×() ~53／0．44m N69o E

上礦P-74 L-l8-d 1．06×0~92／() ,32×－／一m 近・現代N72唇E

縄文時代晩期末梨

（Vc）
土塘P75 L-24a (() .59)×(0~46)／0.41×() ~24／0. 15m N59鴫'咽

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土塘 M24－aP-76 0．33×0，21／0．23×0．14／0．08m N-4.-咽

縄文時代晩期未梁

（Vc）
土曠P77 II-l6c、 I l6d 0．66×0．56／0．36×0．34／0．23m N-88c-E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
上城I〕-78 I-18-d、 I-l9a 0，66×() .55／0.50><() ~36／(} .20m N33隆E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土塘 I-19dP79 0．21×0~ 14／() .11×() ~09／0.11m N-37‘'一E

繩文時代晩期末栞
（Vc）

土塘P8(） Hl8c、 I l8d 0．66×0~64／().43×0．45／0．18m N-42‘一E

繩文時代|晩期末課

（Vc）
上埖P-81 H－l9－b、 I－l9－a 0．75×0.65／0．50×() .41／0．32m Nl3om

絲n文時代晩期末漿

（Vc）
土壊P82 ll-l9a・b 0.75×() ~64／0.41×() .34／0.26m N-20.-E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土蛎 H18d、H-19-aP83 0．64×() .54／0．47×() .35／0．17m N-76憲一E

繩文時代晩期末葉

（Vc）
土塘P84 J 27a 0．89×() .51／0．78×0．31／0．24m N5o-E

縄文{I寺代早期後梁
（ I h l）

土機P-85 P-24-d 1．08×0．92／0．56×0．48／0．62m N-58園-E

土塘P86 Q18c、R18d N27oE近・現代l()2×0．98／0，76×() .78／0‘33m

N23｡E #I喫Ⅱ誰早期後葉
（ lD lノ

土城 1.1 19-b･〔P87 () ~65×0，52／0．45×0．32／0~11m

縄文時代早期後梁

（ lb－］ ）？
上城P88

T 、~〃 ~1

レー乙4一a，q 1．78×1 ．61／1 ．35×1．40／0~ 16m N-48。-W

縄文時代早期後葉

（ I b1）
城P89 P18d、Pl9-a () .46×0．44／0~65×() .59／0．37m N55.-W

細』文時代早期後葉

（ I b 1 ）
土塘 P18d、P19-aP90 ().45×0．46／0．52×0．55／() .24m N54o咄

繩文時代早期後葉

（ I bl）
P－91 土城 P-18-c、 Pl9b 0.42×0.34／() ~2()×() .18／() .21m N－7愚一E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
上端P-92 L-27-a 0．67×0．47／0．34×0．15／0．27m N-81o-E

繩文11,f代早期後莱

（ I b ］）？
P-93 土塘 L-27-b． （ 0．58×0．42／0．45×030／0．12m N-82o-E

縄文時代早期後葉

（ I b 1）
P-94 土端 S-7-d 0.55×0.53／0.27×0.32／(} ､ 14m ’N-28oE

繩文時代『 ' 1期前半

([Ⅱa）
上城墓？pQ民

エヅリ 11 2()-1〕 ．c、 I-20-a.． 1 .53×1.04／0.34×0.92／0.22m N－77－E

繩文時代|晩j岨末葉

（V【-）
土壗P96 M－23d 0．38×() .3()／() .25×() .20／0．08m N23o VI

縄文時代晩期末粟
（V《､）

上塘P－97 M-23d、M24a 0．48×0．41／(} ､ 18×0．23／0．17m N66o 1I

繩文時代早期後葉

（ I bl）
土壌P98 Ol8-c () ~38×0．38／() .7()×(} ､58／0．37m N-37.-1ハ

縄文I時代早期後梁
該で● 屯 、

（1、 1 ノ
上城pQq

ユ 句〃a〃 Ol8－c、O－l9b 0．41×() .37／0．17×0．20／0． ］5m N49oE

繩文時代早期後葉
／ 丁 『､、

（ 1 ，1ノ

土塘P－1()0 P-I9b 0.37×0．35／0．54×0．46／0-28m N-40n-E

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土城PI(}1 LI4d 0，44×0.38／0．28×0．27／(). 14,1 N73.砥

縄文11寺代晩期未課

（Vc）
上城p－1nワ

ユL1ノム
T－1眞一句
些LJd 0．47×0．39／() ~33×() .25／0． 13m N58.-m
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資料一覧

規模

上部長径><上部短径x下部長径X下部短径x深さ(、
遺構名 遺構種 長軸方向 時期ノッ’

縄文時代晩期末葉

（Vc）
土塘PlO3 0.66×() .48／() .46×0,30／() .16mHI7b、 I-17a N76善E

縄文時代早期後葉

（ Ib．1）
上曠D－1nj

LL1ノ詮 R39a 0.6()×0~55／0.47×0．31／0.30m N-78.-W

縄文時代早期後葉

（Ib l）
PlO5 土塘 O19b 0．38×0．38／0．47×0~53／0．30m N77ご 正

縄文時代早期後葉

（Ib． ］）
上曠PlO6 O19b () .33×0.37／() .46×0~42／0－32m N76総E

縄文時代早期後葉

（ Ib l）
P-107 土曠 O－19－b 0．41×0~43／0.68×0.6()／0.40m N-30‘'一W

縄文時代早期後栞
〈 1 h1）

'二端P]08 O－19－b () .35×() .29／0.20×0. 12／0.]3m

0.45×() .39／0． 18×0~18／0.35m

N21.-W

縄文時代早期後深

（Ib l）
土壌PlO9 N-45.-WP19－a

縄文時代早期後葉

（I b l）
P-llO 土塘 P-l9 そ 0．61×() .34／0．45×0~34／0．2511 N53.W

縄文時代早期後葉
（Ibl）

土塘p111
ユユュ上 Pl9a 0．32×0．29／0．07×0． 10／0． 15m N67.-恥

縄文時代早期後葉

（ Ib l）
'二塘Pll2 ().45×0．45／0．34×0．33／0．26m N30.W()－19－a

縄文時代早期後莱
ノマ、 ロ､

（1、 1ノ
'二端Pll3 N－23認EII-16-a () ,49×() .46／0．39×0~35／0．24m

0.4()×(} .40／0.27×0.33／0.25m
縄文時代早期後葉

（ Ib l）
土塘P-ll4 Hl6a・b N62.W

縄文時代早期後葉
〃 司 叩 司迅

（ ID」ノ
土塘p－11眞

几L』』

7丁 1rー1

11 100 () .44×() .39／0．24×0~26／0． 19m

() .49×() .45／0．40×0~35／0．34m

N79"-m

縄文時代早期後深

（Ib l）
上擴Pll6 N-53.-WH-l6 （

縄文時代早期中葉
〆丁 、 9，

ll aノ 『
上曠p－11ワ

【』｣『 Ll7b．c、Ml7-a、1 1．65×1．52／0．70×0．91／0．5011 N80.W

縄文時代早期後棄

（1h 1）
土壗P118 N77.E1-26-. 0．61×() .40／0．43×0~22／0． 13m

縄文時代早期後葉

（ 1 1〕 1）
P-119 0．77×().59／0．41×0．34／0．12m N33.W1 26 〔土職

縄文時代早期後梁
ノ マ 勺 弔､

！ 」h lノ
P-120 土壌 0.55×(0.34)／0.39×(0.30)／0. 10m

1.63×1.12／0.90×0.65//0.21m

[ 18. N-55.W

縄文時代晩期未凍

（Vf）
土擴 N80.Wp1ウ1

且4台』 l-18d

縄文時代早期後葉

（Ib－4） ？
土壌Pl22 N26. EL-l4-a 0．43×()_38／0．21×0~28／0． 15m

縄文時代早.期後梨

（ I b I）
Pl23 土職 N-31.-mNl3a・b 1．67×137／1．59×1.33〆0，12m

繩文時代早期後葉

（ I b I）
土塘P-l24 M12-c、M-13-b 15()×（1.38)／1．45×（1．31)／0．08m N1.咽

縄文時代晩期末葉

（V〔日）
上塘 0.61×0.47/0.45×029/().14mP-l25 Ll2c、Ll3b N－llo－E

縄文時代早期後梨

（ I b 1）
上塘 2~82×2.68／2．70×2.60／0．07m N69pEP-l26 M-ll-c、M－12－b、N－1l d、N－12a

縄文時代早期後葉

（ I b1）
士曠 N83oEP-l27 Hl8－a・b () ~48×0．43／0．24×0．23／() .25m

縄文時代早期後藥

（ I b1）
焼ゴ Nllo恥F－I I l4-d ()55×0．48／－×－／() . 10m

縄文時代早期後菜
′ 丁11、

l lDlノ
F2 焼ゴ 0~53×0．42／－×一／0.06m N43"WI l3c

繩文時代早期後葉

（ I bl）
焼」 N41.WF-3 I-l3-c。。 0．60×0．38／ × ／() . ()6m

縄文時代旱.~期後葉

（ I b1）
焼土 0．93×0．41〆－×－／()18m N61.mN28c、N29dF4

縄文時代早期焼土F-5 N－28－d () .89×0．61／－×－／0~1()、

N44.-凧縄文時代早期後郵

（ I bl）
暁」 0.88×0.52／一×／0.13m N62oEF6 Q30d

縄文時代早期後郵

（ I b1）
N-8唇一W碑－1

ワロ」F7 Q28d、Q-29-a 0．63×0．26／ × ／0．(}6m

縄文時代早期後葉

（ Ihl）
0.47×0，44／一×－／0. 18m暁十 N79p咽F8 I 17c。。、 J-l8-a・b

縄文時代早期後葬

（ 1 1〕 1）焼土 () .42×0．31／×－／0.08mF-9 M-34-b N39o E

縄文時代早期後葉

（ I b－1）
暁ゴ N-33載一E0．82×()35／ × ／0．12mFIO Gl8a

縄文時代早期後葉

（ I b1）
() .63×{) ~45／× ／() .03m焼土 N-4.-凧F-1］ Oll-b、P－11－a

縄文時代早期後葉

（ I b1）
暁十 N56oE066×0．50／－×一／0．07mF-12 H－l6a・b

縄文時代早期後梨

（ I b1）
0.55×0.46／×／0.04m N-31.~-W焼土 Hl6dF13

縄文時代早期() .89×0.54／－×-/().05m焼土 N38o 1ヘF-14 Q-22-d
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規模

上部長径x上部短径x下部長径x下部短径x深さ('n) 長軸方向 時期遺描名 遺構種 グリッI

縄文時代早期焼土F-15 O24b 1．40×0~9()／一×－／() .04m N-69.-W

焼-|‐ 縄文時代早期ａ
４
４

７
》１ (().65）×() .45／－×／0.06m N57~'WFl6

焼土 縄文時代早期1 24. N-22oEF17 0．72×（0．48）／ ×－／0．13m

~
繩文時代早期後葉

（Ib 1）
焼土F－I8 Q31b、 R-31 a () .62×0．25／－×／() . 11m N55°E

縄文時代早期後葉
（ l b－l〉

焼十 II l8-に () .43×0．25／－×－／().03mF－19 N-66.-E

N60｡-E呼獅早期後葉焼十 K25d () .41×0.33／一×／0.07mF－2(）

'#w繧謝早期後葉焼土F21 K－25－d (} ､32×0.30／×／0.06m

縄文時代早期後葉

（ I b1）
焼土F-22 Q20-b 0．43×0．38〆－× ／0.06m N6oE

縄文時代早期後葉

（I b 1〉
焼ゴ P-l9-a・bF23 1．07×0．31／× ／(). ()7m N54.-W

縄文時代早期後葉

（ Ib－l）
焼土F24 O-I9b、Pl9a () .51×0．35／－×一／0.07m N62.-W

焼土 縄文時代早期0，79×0．55／×－／() . ()9mF－ワR
L二J Ol9a・ ’ N-42.-W

焼十 縄文時代早測P21 b 0.69×0.44／一×／().07mF-26 N59.W

縄文時代早期後葉

（ l b－l）？
焼十 M6a。。 1，30×1.03／×／0.05mF－27 N-26.-W

紺1文時f､早期後葉

（ Ib l）
焼土 K19aF-28 0．64×0．44／×一／().07m N-56曇-E

縄文時代早期後諜
〃 制 も 訂、

（ l b･ 1ノ
焼土 0．61×0.35／－×一／().()4mF-29 O13-a N-87繍一E

縄文時代早期後葉

（Ih1）
焼土 O－13－a。。

Fハノ、

ⅣjU 1 ．01×0．74／－×－／() . ()9m NOo-m

縄文時代早期後莱

（ I b 1）
焼土

戸n1

Ⅳ．1 P－l4－b 0．45×0~29／一×／0．()3m N43.-W

焼土 縄文時代早期0．69×0.48／×一／() . I()、F－qﾜ
ｭv御 O24-c N89婚-W

焼土 0.65×0~35／一×／() . I1nl 縄文時代早期｢? ‘』q
几 1Jq〃 N-25c。d、N26a・b N-71o-E

縄文時代早期後深

（ I b 1）
焼十F34

T 勺旬1

1一l／，．C 0.75×0.37／×－／0.1()、 N-l2o-Ⅲ

焼土 縄文時代早期？FqR
L JU M－35a 0．27×0．23／×－／().03m N6鴎一E

焼土 M36d 縄文時代早期？F36 0．36×0．2()／ ×－／() . ()3m N71o-E

焼土 縄文時代早期？F37 R－l3d 029×()25／一× 〆() ,02m N-67･-E

焼土F38 M－32a 縄文時代？O~37×0.20／ ×－／0．03m N65･E

縄文時代早期後葉

（ Ib－l）
焼土 M9c、MIO－bF39 0．81×0．37//－×－／0．06m N54oE

縄文時代早期後葉

（ Ib－l）
焼土F4(） M9〔 1.2()×0.54／×－／0. {)5m N57oE

フレイク・

チップ集に' 1
1 28、 J29a・b 1 .55×2.69／一×-/-m 縄文時代早期FYベ 1

kｰ』 N33o I

フレイク・

チップ集! ' ！
FC2 G30a～。 2.06×0.90／－×－／－m 縄文時代早期N60.-m

フレイク・

チップ集中

蕊目文時ｲﾋ早期後葉

（ l hl）
FC3 1 3() a～． 3.61×3.43／×－／－m N-26.-W

フレイク・

チップ集中

縄文時代早期後葉

（ l b－1）
FC4 L－31－b。c、M31,N31a。． 1 .95×3.89／×－／－m Nl()｡W

フレイク・

チップ蝶中

縄文時代早期後葉

（ j b－4〉
Fr､ 局
LシV L－27b。c、M27 2．98×2．43／ ×－／－m N-7()｡W

縄文時代早期後葉

（Ib1）

フレイク・

チップ集1 1 ’
FC－6 S29-c、S-30 1 ．61×1．43／一× ／m N-lom

フレイク・

チップ集｢1 ’

フレイク・

チップ集中

J39c、 J40b 1.69×0~71／一×－／一mFｲｰ､ 7
八一0 縄文時代早期N-22.-恥

FC－8 I 38c、 J-39-b、K-39-a 縄文時代早期2．34×l()6／×－／－m N81oE

ブレイク・

チップ集中

縄文時代早期後葉

（ l b－1）
FC－9 O－16－d 1．57×().88／ ×－／－m N66.-咽

フレイク・

チップ，集中

縄文時代早期後葉

（ I bl）
FClO O16a・b 1 .82×1. ()0／－×－／一m N-3o-E

フレイク・

チップ集中
Fr－11
』シユユ M35.,M-36-a 縄文時代早期1．18×()69／－×／m N-77.-Ⅶ

縄文時代早期後葉

（ I b1）
小礫集中 M33d、N33c。d、N34a。b･． 3~64×2．91／×一／一mQ1

LJ 』 N-27o-E

柱穴状

小ピット

○30c､ 0-31-b､ 1>－30－b～d､P-31a-b､Q
3()･．

SP－l～8 ×／－×－／一m 近・現代
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資料一覧

表Ⅳ－3遺構出土遺物一覧
伊

口
遺構名 層位 遺物名 分類 点数 遺構名 層付 遺物名 分類 点数

H l 総計 26点

15点

3点

I IlT
ユノb ,、

？占
一JD ， I

1占

八Y寺

、jX別

？占~~~ ~ ~3占

2 1):く()占 1 h 1

覆土1層 合計 剥片石器6点 Z｣､丙．

剥片・石屑等 1,計 1 1駈
武 』 ． . 、 石鎌

両面調整石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレィパー

Rブレイク

Uフレイク

プレイ
二
口
Ｊ
Ｌ

告

弛

４

礫・礫片等 l､計 ）占

礫 2点

覆土2屑 合計 890世

縄文早期土器 4う7点'|、言ﾄー

礫石器
『二1
1,二‘1口

JワロI
1ワ占
ユ色亙b h

点

点

８

９

１

３

２

２

ａ

。

ｂ

１

１ 石斧片

研磨石材

すり切り残片

たたき石

たたき石片

台石もしくは石川片

石錘

点

点

点

点

点

点

点

Ｆ
ｊ
Ｊ
Ｊ
伊
ｊ
“

３

１

１

１

１

４

１

その他の土器 7点
ﾛ｛､己＝坐

ﾉ」、両i

不明土器 ﾜfl弓
Iノ『菌

剥片石器 ｣､計 34点

石雛

石鎌片

ポイント

ポイン|､片

両面調整石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレィパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

イ

ｔ

１

１

１

Ｌ

１

Ｊ

、

凸

、

沓

恥

垈

眞

皿

１

１

１

〈

ｎ

ｖ

民

邨

~

剥片・石屑等 ｣､計 132点

フレイク 132点

石核類 1,計 1点

石核
一
口
Ⅱ
。

■

て

兎

■
１
１

礫・礫片等 ｣､言’ 70点

片

石

礫

礫

軽

点

占

岬

点

０

４

６

Ｊ
ｊ
７
Ｊ

礫石器 I,計 只占

金属製品 小計
占
い１

石斧片・

石斧米製品

すり切り残片

台石もしくは石Ⅲ1片

石錘

石錘片

有意礫片

豈
堀
↑
訊
封
叫
占
、
占
い
言
い
罰

・
Ｉ
ゴ
ワ
ト
ゴ
ー
ノ
~
Ｆ
Ｌ
Ｊ
・
に
“
~
ｒ
Ｊ
~
Ｆ
Ｌ
ざ

２

１

１

４

５

１

１

１

１

鉄製砧
屯~トロ

1，点

自然遺物 準

戒

'｣、丙

スコリア

覆土5膳 令旨1-
口口I

1ワ苫
ユョ4，品

縄文早期土器 qよ
』」丙

」
一
口

、ノ

1点
Y

l a
剥片・石屑等

I 二1

J、訂 』38＃

剥片・石屑等 Qt｣i小計一
238点フレイク

QrIフレイク
石核類 小計

一
口
Ｊ
、

上
Ｌ
山２

26点今雪{‐
1．口’瀞･ i→

石核 > に』

縄文早期土器 小計 11点
礫・礫片等 115.占/ハ荷

登

叩

酎

岫

~
障
卜
Ｊ
~
ｒ
ｌ
４

８

３

I a

l b l

砥石片

石錘片

焼成礫

礫

礫片

軽石

占
い
占
い
占
小
占
拙
占
い
占
恥
占

１
人
１
１
１
上
１
エ
ワ
Ｉ
．
〃
寺
、
ノ

バ
ｈ
ｕ
４
咽

糸'1片・石屑等 ｣､計 10点

10占ﾉレイク

礫・礫片等 1,計 j点

礫

礫片

山
舳
占
“
~~

２

３
上製品 小計

焼成粘土塊 1古

床面 合計
”、J・〆も~し

りbU』点
塁
一
口

託
７

埜
匡覆土3鳩 16点

縄文早期土器 ｣､計 )76占

縄文早期土器
勺訂 F

llJ割卜三河、
１
Ｊ

ノ

376.占T ｸ､
且 匹1

占
叩
占
￥

５

６
ｌ

ａ

ｏ

ｂ

ｌ

Ｉ
その他の土器 |､計 1点

不明土器 1 .【』］|、弐
J．はI I占剥片石器

測片石器 ｣、計 15点占
、
点

り

］

１

スクレイパ

Rフレイク 石繊

石鐡片

両面調整石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

点
占
称
占
咄
点
占
い
占
咄
占
い
占

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
“

２

１

１

２

１

３

１

４

礫石器 ｣､計 q占

石鋸片

石錘

占
岬
占

励
／
》
ワ
ー

I,計 1ワ占
且。, 凸 .剥片・石屑等

1ワr埠
几』界フレイク

|､計 6点礫・礫片等
礫石器 ｣､計

壷
■
Ⅱ
１

１
－
パ

９

片

礫

礫

4点

,）古
毎.冠

石斧片

研磨石材

断面三角形のすり石

すり石

砥石

点

点

点

点

点

１

７

〕

１

１

２

覆土4層 合計 343点

縄文早期土器 I,計 107点

81点l 周
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分類 点数|曽位 遺物名遺構名 隠位 遺物名 点数 遺構名 分類

6点有意礫

有意礫片

剥片石器 小計占
川
点

１

１ 占
岫
占
岫
点

~
~
~

１

１

４

石鑑

剥片石器片

Rフレイク

1,計剥片・石屑等 223点

ブリ〆･イヶ 223点

221点剥片・石屑等 小計
石核類 ｣､言’ 1点

)21占フレイク
石核 1点

小計 >()凸礫・礫片等
礫・礫片等 小計 }7.点

5点

5占
片

礫

礫
石鋸片

礫

礫片

軽石

旨
、
臨
砧
封
い
ち
吋

醇
卜
Ｆ
Ｋ
Ｊ
~
ｆ
Ｊ
Ｆ
ｌ
ｐ

１
工
川
詮
心
誌
》
州
詮

、

／

】

小計 占自然遺物

1 1炭化物

自然遺物 小計 1占
ｺ . ． ､ 合評

仁1口I
')ツ『」
“－覆土4勝

炭化物

スコ ’ノア

占
ﾛ ﾛ ､、

4.【･'1
1,計 ｡占

' 凸 ､ ｡縄文早期土器

、~吟

。尺I 別

合計
へ E

XﾋI IF ］
I＝F

｣､訂剥片・石屑等 14点

縄文早期土器 |、計 ）占〕 .

14点フレイク

3.占1 ヘ
ユ q

l、計 5点礫・礫片等
剥片石器 ｣､計

占
い１

5‘I罰礫
●
ｊ
」
０

『
’
八Uフレイク

小計自然遺物
4占~~~ ~~4点剥片・石屑等 1,計

炭化物 貯

1点
づT

ノレ

今引
仁』ロI 181点床面

△善4‐
pjlI 28点IlF－2

1点小計縄文早期土器
縄文早期土器 1,計 7占

■Jﾛ も

1点I b－1
▼

1 a 宇占
ｲ 』 . 、 ､

1点
ロニ

ノ｣､両その他の土器
剥片・石屑等

『 昌＝I

小引 11点

1点不明土器
フレイク )1 点

1点｣､計剥片石器
P杢三 1－

撹乱
ご
ｂ
Ｊ
Ｌ

ｋ

‐

Ｊ
Ｆ
『
』

ポイント未製品

Rフレイク

Uフレイク

占
岫
占
岬
占

~~
１

１

，

縄文早期土器 小計 1点

1占
l“bI h l

1,計 169.占剥片石器 測片・石屑等フ占小丙

169点占
が
占

１

１

Rフレイク

Uフレイク

フレイク

f ＝1

1、言「 6＃礫・礫片等

剥片・石屑等 小計
■ ~吟

l只 ２
．６礫

lﾉ.1Jフレイク
1,計 占自然遺物

瞳礫・礫片等 小計
炭化物

1点礫
合言 ’ 1 L罰

LJh L，1 IP 6

総計 5.645‘学11－2
I､計 1点礫頂器

合計覆土2層 1Q切にl
LゾL』

台石もしくは石皿片 1点

1,計縄文早期土器 13.占 ど浜言 L
ppI

1占
一Jq E1BIP 8

3点

10点

ａ

‐

、

１

１
1,計礫・礫片箸 1点

礫 1点

剥片石器 l増 I 6点
2点合計llP-l（

剥片石器片

Rフレイク

Uプレ/イク

封

恥

黛

員

~
ｒ
Ｌ
Ｊ
・
正
〃
~
幸
１
忽

１

３

２

｣､言’剥片・石屑等 2点

）占フレイク

l､計礫石器 1点 ？占~~ ~ ~合計I IP 20

台石もしくは石Ⅲ1片 1点 2‘占測片・石屑等 小計

剥片・石屑等 ｣､計 1，9‘1 ,,勺'~『~占 l占フレイク

フレイク 155点
合計 189~占FC－l

礫・礫片等 1,計 18点
4点小計縄文早期土器

礫

礫

点

点

６

２

１
1点I b－］

185点剥片・石屑等 小計

自然遺物 ｣､計 封

185点フレイク

炭化物 占

今吾l
ppI 1.684点FC 2

覆土3層 合計
心戸r,~卜

,jイリ』F乱

4.677点剥片・石屑等 小計

縄文早期土器 小計 ｡)1rL7
白上. ‘ ,

4.677点ﾌレイク
一
可
恥
二
Ｊ
、
一
『
Ａ

ｌ
匠
’
１
臣
１
１
に

。
Ｊ
旬
Ｊ
０
『
１
４

１１

４
~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

7点小計礫・礫片等

7ム
イ歸礫

その他の土器 小計一 2点 総計 113点1 1－

F明土器 今三 L
ppI 318』I剛j］‘)占~~ ~ ~ 覆土2層
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資料一覧

遺構宅 層位 遺物名 3類 点数 遺構名
Ｌ
ｆ
Ｌ

水
肥

錨
嘩 直物名 分類

駈

吋

打

い

ぢ

恥

罫

恥

毎

岫

○

ト

ノ

ー

印

~

Ｆ

Ｌ

Ｊ

．

ｆ

ｆ

~

ｒ

卜

Ｊ

数

２

１

３

４

２

。

’

、

'計 」27点縄文早期土器 fl無

ドリル

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

１

４

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

点

占

吋

点

ソ
司
句
寺
伽

０

１

１

その他の土器 1,計 ノに』

礫石器 I,計 8画

不明土器 )占

石斧

台石も 1

石鋸片

砥石

石錘片

石斧

台石も 1

石鋸片

砥石

石錘片

茸
師
言
い
ど
恥
占
い
占
い

２

２

２

１

１

測片石器 |､言 岬
一
轤
嚥
悼
哺
準

は石皿片は石皿片

両面調整石器

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rブレイク

Uフレイク
剥片・石屑等 小言 191点

フレイク 叫

肥
礫石器 I,計 74占

・~ユJ 1 h

石核類 小計
たたき石

台石もしくは石皿片

砥石片

石錘

有意礫

有意礫片

1占
口J b も､

23点

リク占
一一J0 1，

1点

3点

24.占

テル』ず

口修 1占

礫・礫片等 l､計 i9占

片

礫

礫

点

占

９

０

４

１

自然遺物
占
咽

１
１

，
ト
ー

三
一
口

、

剥片・石屑等 ：1,計 79‘占

炭化物

スコリア

辰】、

君 ~$→

1画

7Q占
’ゾ. . ､

フ I

礫・礫片等 16肯小言’
旧石器 |､計 1占

且“b 私

焼成礫

礫

礫片

暇石

勺
小
言
Ⅷ
野
川
町
い

１

６

８

１

１

1点石刃

床面
１室

口

合

口 5.1 1

縄文早期土器 1上
14歸ノハ面

覆土 △､割
に1口I 56‘『とi 1点Ib－1

縄文早期土器 l､計 剥片・石屑等1 （ 小計 1点

１

４

~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

姉
恥
ぢ
い
身
唾

１

８

１

'占
’ず b b ，フレイク

IIF－1 合計 )占

縄文早期土器 L占1,計
剥片石器 1,計 l ~占

l a 占

宿鍼 1点

剥片・石屑等 ｢､三卜
Jq口' 1点

礫石器 小言 )Erl
JQJ時

1点フレイク
たたき石

台石もしくは石ll IlH

有意礫片

匂
い
封
小
占
い

１

３

１

２ HF 2 合計 1点

礫石器 I、計 1点

剥片・石屑等 1ワ占
且Iｺ b ， ､

十三

同

、Ｉ
ｊ

ノ

石鋸片 1.筐

17点 撹乱ﾌレイク 合計 87点

礫・礫片等 l,計 縄文早期土器 小計 8.1身1厘コ

片

礫

礫

占
州
点
~~

２

１

8.凸I ハ
且 。

剥片石器
占
い２小首1．

床面
司
剴

合
口 39点 点

占

１
１
△
１
１

スクレイパー

Rフレイク卜計 】5点縄文早期土器

I a

l b 1

剥片･石屑等 7Q占
f･ノハ､ 、8点

7点

小計

冑、『醍

ｲ､ﾁﾉﾖ
づし死ヶ

剥片石器 ｣､計 q占
暫JD L,

礫・礫片等 小言’
~〃 ~吟

4尾】

スクレイパー

Uフレイク

封

、

岳

Ｊ

ｒ

ｌ

，
礫

礫片

占
叩
占~

３

１

小計礫石器 ’占
人･ L b ，

11－5 1 .307‘占総計

有意礫片
上
海

１
▲

撹土2階 へ三↓
口zlI

Qﾜ員占
Lクニ虹〃』 L h

剥片・石屑等
二

口

小
12点

1.>占
エヨハL ,

縄文早期土器 卜計 608f1.1

フレイク
点

点

１

７

６

４

４

１
ｌ

ａ

、

，

１

１礫・礫片等 81当一
二
口

、ｒ
Ｊ

ｒ

礫

礫片

点

点

り
】
（
ｂ

その他の土器 l､計 4点

不明土器 4点

H 4 亀公三4－
小心ﾛﾄ

ハハハ脂

byけ尾1

剥片石器 小計 2()点

覆土1層
晨
尚

合
口 604点

石嫉

石雛未製11｢A

両面調整石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

点

点

点

点

点

点

点

占

１

１

１

１

１

１

勺

１

ワ

色

へ

』

１

１

－

３

縄文早期土器 小計 130占

点

点

２

８

画
－
Ｌ
勺
Ｉ
ｊ

ｑ
Ｉ
４
ｎ
／
】

I a

l b ］

その他の土器 1,計 1点

不明土器
111

1』写

剥片石器 I､計 '2点
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点数分類遺物名遺物名 分類 点数 遺構名 層位遺構名 階位

1 ﾂ4()占
凸 ロー~ユIFJ q 里、総計占

岬
占
岬

１

１

Uプレイク

スクレイパー片

I-I 6

△雷堂1
【コド｣I 373点覆土2牌

｣､計 29‘14礫石器 1,計一 >nqI I7縄文早期土器

石斧片

たたき石

台石もしくは石皿

台石もしくは石皿片

砥石

石錘

石錘片

点

点

点

点

点

点

頃

１

勺

ｊ

１

．

４

１

９

２

40点

59点

11()点

ａ

ｂ

割

ｈ

ｌ

１

１

１

４

小計
l 了時
)jr4．縄文晩期土器

3.'､!］Vc

6.己I,計その他の土器

小計 17()点剥片・石屑等 '･I罰

b口不明土器

170点フレイク I,計剥片石器 22点

臼核類
壬
一
Ｍ

Ｌ
ｈ
－

Ｊ l閨
石鍼

石鍼片

ポイント

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

くさび形石器

Rフレイク

点

点

点

点

点

点

点

点

点

４

４

１

１

１

人

、

／

】

１

Ａ

４

弧

１

１

１

Ｌ

ワ

’

禰核 l占

l､計 01占
巳'』〃 ． b ,礫・礫片等

礫

礫片

軽石

点

点

点

３

－

ｂ

３

４

４

1,計土製品 1点

焼成粘土塊 1点

18‘点1,計礫石器
自然遺物 ﾉ1，割

r」面口I
1「再
4．~

点

点

点

点

点

点

点

１
１
１
ユ
ー
入
門
Ｊ
ｆ
ｎ
く
Ｊ
１
１
－
４
Ｄ

石斧片

すり切り残片

たたき石

台石もしくは石皿片

砥石

砥頂片

石錘

炭化物

ヌー1 1 1

｛
７
も
、
寺
。
』
、

庶

供
１

合計 289点溌土3層

小計縄文早期土器
丁ハハド

」by底

マバハ ~脂

lbb風

<'占
J, ． ‘ ,

ｌ

ａ

９

Ｄ

Ｉ

Ｉ

248点剥片・石屑等 小計
1,計 1点その他の土器

248点レイク
不明土器 1点

一
・
Ｉ
Ｇ

Ｇ
牙
ａ
ｌ
士小言石核類

j,計剥片石器 16点
~d~仏口

4‘白石核
石鯨

両面調雛石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

Rプレ/イク

点

点

点

点

点

点

点

１

人

心

当

叩

⑪

１

１

一

○

１

且

ｎ

Ｊ

1,計 61 ゞ亭礫・礫片等

焼成礫片

礫

礫片

点

点

点

１

９

１

２

３

1,計 1点石製品，

石製品 1＃I寸
凡屍盛

礫石器 小計 6点

1,計自然遺物 1点
台石もしくは禰皿

台石もしくは石ⅡIlH

禰錘

石錘片

点

点

点

点

１

人

１

１

１

１

ウ

Ｊ

ズ可 lア 1点

’ 1ワ南
且J』い蒜合計霞」

？占小計縄文早期土器
剥片・石屑等 1,計

戸F、 1 .

Ujj．

J占1 ,,
』 、

63‘巴ﾉレイク
ノ占剥片石器 ﾉ｣咽I

礫・礫片等 |､計 ;1占
占
酬
占
恥

１

１

両面調整石器

Rフレイク
礫

礫片

軽石

点

点

点

４

４

３

１

１

小計 1 1LI礫石器

1占すり切り残片
自然遺物 '｣､計

占
い３

10.占l､計剥片･石屑等｡、I■、

。』頃スコIノ

10.点フレイク
床面 今言

ロﾛ 93j罰

2.『』|､計礫・礫片等
縄文早期土器 小計 29点

点

点

１

１
Ｉ上
『
Ｉ

礫

礫

29点T 乳
｣ 口

小計 ’占l " b ， ､礫石器
△言」
【．側I 21 ()点床間

石錘 1点

1,計縄文早期土器 79点

小計剥片・石屑等
ハロ~陰

りl息

点

吟

馳

点

１

６

２

ワ

』

ヘ

』

ワ

』

１

４

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

４
．１６ﾌレイク

荷核類 小計 1点

石核 1 【』
』 , 1点小計その他の土器

礫・礫片等 1,号’ 1 r塒
』 』気 1点不明土器

礫ハ l＃ 小計 q占剥片石器

自然遺物 1,計 唾．~ ~ ~ 占
岬
封
ｗ
当
到

１

２

３

石錐片

ドリル

スクレイパー

炭化物 【釦~ ~
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資料一覧

遺構~遺構名

’ I
遺構名 層位 遺物名 分類 点数 隔位 遺物名 分類 点数

占
恥
点
~~

２

１

Rプレイ

Uプレイ

礫・礫片等 13巴小ざ1‐

片

礫

礫

占
卵
占
岬

７

６礫石器 i、計 1点

石斧

断面三角形のすり石

すり石

1点

1占
凸Fh h,

’占~~ ~ ~ ~Rq占

覆土21淵 閏へ三J‐
ロロI 1153点

縄文早期土器 ｣､計 269点

点

占

い

０

９

５

馴

I a

l b l
剥片・石屑等

P二~I

'｣、白丁

7レイク 89点
剥片石器 小計 14点

礫・礫片等 ｣､計 27点
石鐡

府錐片

石鎌未製品

両面調整石器

ドリル

Rフレイク

Uフレイク

占
叩
占
祁
占
小
占
い
，
気
占
砧
其

〃
ｊ
Ｊ
“
~
｝
Ｌ
Ｊ
・
雁
研
~
に
４

２

３

１

１

１

５

１

原石

礫

礫片

軽石

1点

2()点

5点

1点

自然遺物 小計 1点

炭化物

スコリア

占
川
占 礫石器 1,計

グb ~し

(〕ロ

石斧

石斧片

砥石片

有意礫片

点

占

へ

点

点

１
１
△
１
Ｉ
全
町
／
〕
⑪
え
】

FC 1 合計 イ1貝占
五L1Jj d Q

縄文早期土器
『＝1

1、嵩1

J面口I

勺勺~吟

11廟

４

ａ

ｑ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

占
い
占

０

１

１

剥片・石屑等 １三口、
１
Ｊ

／ '77Q匡』
』~Iy.

剥片・石屑等 I,計 102点
779.占フL

~

レイク 102点
石核類 1,計 1点

礫・礫片等 I,計 ワ占~~~ ~~
石核 1点

礫

礫片

1占
●JD B,

1点
礫・礫片等 ｣､計

占
い４８

焼成礫片

礫

礫片

占
い
占
川
点

ｚ

Ｚ

５

１

１

IIF ］ 合計 10点

縄文早期土器 小計 1.占

1点Ib－l 自然遺物 1,計 面

その他の土器 1,計 占 炭化物 点~

不明土器 '占~~ ~ ~ 床面 今三I
ppl 360点

剥片・石屑等 1,計 7，【.！ 縄文早期土器
『 ニニ

ノ｣、荷 161.4

フレイク 占
咄
占
川

８

３

２

ｎ

Ｊ
１

Tへ
』q

I b－l

／ 』厚

HF 2
‐
ト
ー

一
言
口

へ

ｕ 1点

その他の土器 小計 l~占礫・礫片等
’ 二:F

｣､訂一 3占

{<明土器 1占礫 句点
J･ﾛ壼4

剥片石器HF 3

Ｌ

’

三

二

脚

１

卜

壬
首
ノ

謡
可

然
に I,計 12′'ヤ12.凸

縄文早期土器 両面調整石器

スクレイパー

Rフレイク

1去
l鼎 2点

3点

7占
■Jb T,

T へ
』 唾 l占

その他の土器 1,計 1占

礫石器 小計 39点
下明土器 {占

石斧片

すり切り残片

たたき石

すり石

台石もしくは石皿

台石もしくは石Ⅲ1片

石鋸

石鋸片

砥石

有意礫片

●
点
占
師
占
川
占
叩
占
恥
占
い
占
い
占
小
占
油
点

１

３

１

１

６

２

４

１

９

１

１

剥片・石屑等 1,計 村点

ﾌレイク
ニ
ニ
ー
乃

至
恥８

II 7 総計 1 ,718点

覆土l層 今三L
f．固' 175点

縄文早期土器 72‘巴一

両

、ノ

占
祁
点

１

ユ

ー

ワ

】

↑

り

l a

l h l

剥片石器 小言’ )占

間1片・石屑等 1,計 132点

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

Rプレイク

スクレイパー片

占
叩
占
占
叩
占
Ⅷ
占
吋

~
~
~
~
~

１

２

１

４

１

フレイク 132点

礫・礫片等 小計
1F，1口

lJj毎

片

礫

礫

占
い
占
《

６

７

礫石器 小計 5点
石製品 小計 ツrf

菩万

たたき石

台石もしくは石Ⅲ1片

石鋸

有意礫片

点

点

点

点

１

２

１

１

石製品 ）占

自然遺物 l､斎’ 占

炭化物 空

剥片・石屑等 小計 点２
『

Ｊ

Ｊ HF－l 今言1
口同I 12‘占

7‘)占
『今“､ ､レイク 縄文早期土器 1,計

占
い

？
〕

石核類 小計 1点 I b－l ）占

石核 1点 剥片・石屑等
『 ＝#

l、自1 9点

215



遺物名 点数分類遺構名 l騨位分類 点数遺物名嗣位遺構名

小言’ 49点礫・礫片等9占フレイク

庶

占

１

８

４礫

礫片

|､計 1点石核類

石核 1 tjT
上』 h ,

4点合計床曲
合言’ 釘I IP

占

吋

占

郵

４

４

小計卿｣片・石屑等『 q

r1
' 二~I

ﾉ｣、同T自然遺物

フレイク
炭化物 占

14点合計IIF－l
1占
上｡ b , b

。
副

今
回'11

1,計
勺 ！=
l『コ
ユJQ ,､その他の土器

1点小計剥片石器

i<明土器 1点
1,1 ,lxRフレイク

'1，計 1占剥片石器
合計 l＃IIlJ－lO

1【｣7
一J b ■ ､~箆状石器『 ＝『

」、言1
召 子司

l際ョ剥片・石屑等
7占
『" L ， ､剥片・石屑等

●
一
口

、ノ

フレイク 1点

7点7レイ
合言’

甜句~卜

1．j,頁[IP－l6
『壺I

Z｣、言「
貝【 11
J. ‘礫・礫片等

小計 1．点縄文早期土器

3『！礫
1占1 ‘ ‘I ｝)－I

占I,計自然進物
l~占糸｣片石器 小計

点炭化物
1占
_二二

| () 1 1,i

石鍛
合一ニト
ロ､I 4()点

『TF n

llr一4

小言’剥片・石屑等

｣､計 16点その他の土器
10点レイク

16虜不明土器
I,計 1点礫・礫片等

4点剥片・石屑等 小同1．
礫 1点

4点プレイ
合言’ 1点IlP－l9

10点小計礫・礫片等
l､計縄文早期土器

↑ し上￥
1 4房

12点

只占

~

Ｉ

ｒ

ｌ

Ｔ

礫

礫

■~脂

1 ．写1 h 1

2点合計IIP－20 ０
Ｊ
Ｌ
Ｌ

『
Ｉ
工合計IIP 8

小計 ）占縄文早期土器
｣､計 1点R'1片・石屑等

ﾂ占~~ ~ ~I b－l

1点フレイク

総言’ QO>貝占
LJごJハ､H 8

総計 358点卜1 9

合計 170世覆土2層
詞
一
幅

〕49点溌土2肘
1,計

Ｊ
Ｌ
卜

司
１
１

７

〕縄文早期土器
170点縄文早期土器縄文早期土器

占
叶
占
岬

５

６
１ｌ

ａ

１

Ｄ

Ｉ

Ｉ
20点

150点

I a

l h ］

1,計測片石器 13点

2点その他の土器 小言'．

石鎌

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

1点

ワ占
一J L h ､

1点

8点

1点

) 【 IT下明土器

ご
ｑ
Ｊ
、

，

ｒ

ｂ

今
ｌ
上

司
１
４小言’測片石器

曽
叫
毎
眺
労
い
白
い
笥
軸
吟
糾
射

~
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
~
１
Ｊ
●
Ｉ
ｊ
~
Ｐ
Ｌ
Ｊ
，
ｌ
Ｊ
Ｉ

１

１

１

２

１

３

ワ

両面調盤石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

I '5礫石器 /｣端

点

占

小

占

１
１
△
１
１
田
も
’
八

たたき石

台石もしくは石Ⅲ1月

石鋸

|、計 123点剥片・石屑等
8点~小計礫石器

123点フレイク
曽
い
占
畔
毎
卵
白
”

串
Ｌ
ハ
~
~
ｒ
島
Ｊ
~
ワ
ト
ノ
？
上
』

１
１
戸
気
Ｊ
－
Ｉ
－
１
４

石鋸

石錘

石錘片

有意礫片

I,計石核類 3点

‘〕虫
J4鄙石核

甲陦瞠
』 ．H｣､計礫・礫片等

小計 121.【 IIW1片・石屑等毎
ｍ
負

・
Ｌ
Ｆ
Ｄ
ｌ
，

６

１

礫

礫 フレイク 121片

1点
T ニー】

｣､訂合計 696占 石核類殺土3階

1点
~八~¥＝

『〕Hロ 石核縄文早期土器 ノ|、三+-
F」ﾛロ'

､ハ吟

jb鼎1,計礫・礫片等
P＝バト

河村1コl h l

礫

礫片

軽石

封
町
擶
い
き
田

３

２

１

の
当
１
ユ

小計 T 【』
L 』 ､その他の土器

･ ~吟

1 ．点ド明土器

剥片石器 1,計
ひ｣
ﾛ〕･Br

4点今毒ト
ロロ'床面

ポイント片

両面調整石器

箆状石器

射
、
打
拙
ぢ
い

１

１

１

3点小言’剥片・石屑等

。占
】. 凸 .プレイ

嘘
一
悼

I,計 礫・礫片等刈片・石屑等 う85点 ／｣、訂

礫片585点フレイク

。､1ハ

ム」0



資料一覧

遺構名 遺構名 点数層位 遺物名 分類 点数 遺物名 分類I曾位

1,計
三

吋

合
口 引占 剥片・石屑等 I()点IIP 6

1点I,計縄文早期土器 ﾌレイク 10点

1点 1,計 5点礫・礫片等Ib－1

剥片・石屑等
Ｌ
ｌ

当

伽

、
ｊ

ｊ

3ﾉ.11 礫

礫片

点

酋
~~

１

４
qrI
J庁フレイク

覆土4層 合計
吋

率

~
戸
レ
ハ
ｊ

？

】

土製品 1占小計

I,計 5点縄文早期土器
1点焼成粘土塊

5‘点Ib－1
472点II－lO 総計

測片石器
r二「

｣､訂
f~I凹

1口

覆土1k割 合計 1mqと
エリリ』 .

1点〈クレィバ
7点縄文早期土器 小言’

剥片・石屑等 ｣､計
占
“

３
１

轆

轤

直

ｌ

ａ

剤

ｂ

１

１ 13点フレイク

!､計 1点その他の土器 小言’ 礫・礫片等

白
Ｗ
Ｅ
ｗ

Ｄ
Ｌ
Ｊ
・
Ｌ
Ｊ

ｎ

乙

ワ

】

下明土器 1.15 礫

礫片
6占剥片石器 ﾉ｣、雨1

自然遺物 小計 占
点

点

占

心

占

~~~

１

１

２

例

両面調整石器

ドリル

スクレイパー

Rフレイク

炭化物 占

ワ占
白j L ， ｡覆土11層

当
ｍ

合
口

2点小計剥片・石屑等
礫石器 小計 '写占

｣J‘ ‘ ‘ ,

)占プレイ

点

点

占

い

点

点

ｆ
Ｊ
ｆ
訂
』

１

２

３

８

３

すり石

台石もしくは石皿片

石鋸

石鋸片

有意礫片

合計 ）占覆土13屑

小計 l占剥片・石屑等

1『時
LP冨筒フレイク

1点礫・礫片等 小計

剥片・石屑等 小計 70J
1点礫片

7()占フレイク
6‘凸合計撹土

石核類 I、計 1占

頁占
J､ . ‘小計縄文早期土器

石核 ｜点

5己Ib l

1,計礫・礫片等 31点

1点剥片・石屑等 回

、ノ

」

ｈ

礫

礫

可
い
隈

に
ハ

●

４

［ l‘占レイク

合計 84ピ床面床面
1,言’自然遺物 にゴ

10点縄文早期土器
三

面小
炭化物

10点I b－l
'86占覆土2層 合計

剥片石器 ｣､計 }点
I､計 28点縄文早期土器

言
い
ち

Ｊ

に

１

，

ドリル

Rフレイク

占
州
』
卿

５

３

２１

１
~~
ｈ

ｂ

ｌ

１

1,計
In~'二

IJR礫石器
I,計 2点その他の土器

打
恥
首
Ⅲ
罫
Ⅲ
葺
汕
笥
坤

弓

Ｉ

弓

１

１

ワ

ム

、

畠

１

入

すり石片

台石もしくは石皿片

石鋸

石鋸片

砥石片

不明土器 )占

'’占
上上. ‘ . 、剥片石器 1,計

1点

1占
輿Jh h ､

1点

1占
一Jh ,1

3点

4点

石鎌

石鎌片

ドリル

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

|､計剥片・石屑等 15点

15点フレイク

1,計 13′卓礫・礫片等

5点

R占

ノ1,割
′』面口I

f，F凸

叫1コ

片

礫

礫

礫石器

台石もしくは石皿片

石鋸

石鋸片

占

仰

』

点

占

ＪＪ１５３

占自然遺物 ｣､計

占炭化物

87点剥片・石屑等
J1、 E＋

‘｣､l』I ？占
一J L W

卜壹ｐ一口11p一'1
エュ▲ u
11p一'1
エュ▲ u

87点フレイク 小計
、~吟

乙厚剥片・石屑等

q占礫・礫片等 '｣、言 フ占プレイ

ｂ
砧
財
、
豆
恥

・
ｌ
Ｊ
Ｂ
仏
Ｊ
~
ワ
ト
グ

刈
牲
４
牡
１
上

１
１
ワ
Ｊ片

石

礫

礫

軽

－￥

／ﾘコ
今舌ト
ロロ'撹乱撹乱

1点小計剥片石器

1点Rフレイク
覆土3層 今壺J

ppl
77占
一，Jq，、

侭J
qJｰ剥片・石屑等 一

口
１
Ｊ

ノ
『二~I

」､届T縄文早期土器 10点

6"｢！フレイク
10点

1 1 1

A D l

694点*公言l
Iv白､側III ll

｣､計 2.1.11礫石器

合計 q'ミウ眼』
､ノU~Jh種土］ l静

石鋸片

砥石

占
吋
占
岬
~~

１

１ 小計 263点縄文早期土器

ワ1ワ
ム1J



点数遺構名 遺物名隠位 分類 遺構名 l曾位 遺物名 分類 点数

ｌ

ａ

ｂ

ｌ

１

点

点

７

６
５ワ

》

不明土器 5点

剥片石器 I,計 1 1点

その他の土器 小計 'ワ占
1J〃 . ‘

石雛

両面調整石器

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

点

罰

気

苛

岫

気

ぢ

ぃ

Ｊ
~
ケ
ム
ｄ
~
ｔ
ｒ
ｆ
凸
Ｊ
~
｝
Ｌ
Ｊ
~
ｒ
み
〃

１

１

１

１

３

４

不明土器 17点

剥片石器 小斎’ 7占

石鎌

ドリル

Rうし/イク

一
寺
４
ｍ
一
寺
４
Ｍ
で
Ｊ
曲

Ｉ
に
４
１
芦
隈
４
１
唖
迅

、
〆
曽
１
Ｌ
１
４
昼

l､計礫石器 9占

礫石器 I,計 2点
すり切り残片

台石もしくは石皿片

気

封

唖

ｒ
Ｐ
Ｊ
~
Ｆ
Ｌ
ｊ

ｌ

８

~
台石もしくは石皿片 )占

剥片・石屑等 ｣､計 11点
剥片・石屑等 |､計 116点

フレイク 41点
'16とフレイク

礫・礫片等 1,計 22点
礫・礫片等

『＝I

Z｣、局1 16点

焼成礫

礫

礫片

点

点

点

２

４

６

１

焼成礫

礫

礫片

'占
宮J 1 h h

39点

5占

覆土2層
十一

三
口

合

口 〕04点
床面 合計 22点

縄文早期土器 小計 251点
縄文早期土器 小計 7点

員

豈

ｊ

Ｊ

戸
ｎ
Ｊ
〈
ｈ
Ｕ

４

４

。

、

／

】

ａ

ｂ

１

１

再F･

／厚1 1) 1

剥片石器 1占
ユJ p n小計

縄文中期土器
『＝I

U,訂 3‘4

1とドリル
rWU

llla
印rl
J』時

剥片・石屑等 8占小計
その他の土器 小計 1 【』丁

8点フレイク

不明土器 1点
礫・礫片等 小計

”E~跨

り脾。

剥片石器
上
↓

二

吋

、
ｊ

Ｊ 悪

卜

礫

礫

I占
凸j b h ,

）占
ポイント

スクレイパー

Rフレイク

占
梱
占
抑
点

１
１
上
勺
１
１
勺
Ｉ
上

合計IIF l 10‘占

縄文早期土器 ｣､計 q占
礫石器 小計 1点

1点
7占

~~ ~ ~ ~ワ占
ｌ

ａ

７

Ｄ

１

１

高斧

剥片・石屑等 小計 ”占
一色. △ ､ ､

剥片・石屑等 1,計 1点
ブレイク ”占

幽堂. b ,

フレイク 1点

礫・礫片等 ｣､計 23.占
三
一
、

謡
１

と
仁IIF 3 13点

片

礫
礫

点

点

９

４

１

剥片・石屑等 ｣､計 12点

1ウ占
L白“b ,フレイク床面 合言’ 35点

礫・礫片等 1,計 1巴縄文早期土器 1,計 26点

1点礫占

岬

罫

岬

~
Ｆ
Ｌ
Ｊ
~
宇
卜
ゴ

ー

５

７

】

ｌ

ａ

ｂ

ｌ

１
HP l 合計 1点

』』壷

剥片・石屑等 ｣､計 5点
縄文早期土器 小計 1点

フレイク 5点
1点I a

礫・礫片等 1,計
IIP－2

占
い

~
４

合計 1点

片

礫

礫

占
い
占

３

１
縄文早期土器 ﾉ|､弐一

"」qFJI 1点

主
峰~１Ib－1

111〕－1 合計
訂し

’』口

剥片・石屑等 小計 2点
礫・礫片等 1点小荷

ﾌレイク 2.占
礫

利~F

IP

礫・礫片等 ｣､計 1点
' 11 合計 2点

礫片 1点

縄文早期土器 小計 1.占

撹乱 合計
占

い

【
＃
Ｉ

Ia
司I"■

｣』專

繩文早期土器 1,計 1点
礫・礫片等 l,計 1点

1点［ a

礫 I占L ､ ．“

その他の土器 '1,三」
'」､両I ”

11－12 総計 503点

不明土器 2.巴
種土21曽

４

１

三
三
口

△

ロ 146点

礫石器 小計 1点
縄文早期土器 I,計 258点

石鋸片
ロ~陰

1尾I

１

４
~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

占
岬
占
州
箕

Ｊ
ｊ
~
ｒ
ｆ

７

０

１

７

８
１ 剥片・石屑等 小計

三
Ｉ
、

ザ

エ

■

２

〕占プレイ

縄文中期土器
Iﾆﾄ

ﾉ｣、訂 1点 礫・礫片等 小計 1点

lll E1 l虜 礫片 1点

その他の土器 ﾉ1，割一
『』面口I 5点 11－13 総計 25.1,1:i

-218



資料一覧

遺構名 層位 遺構名遺物名 分類 層値 遺物名 点数X数 分類

覆土2畷 合計 25点 占
油
占
Ⅷ
占
恥

８

２

２

１

１

礫

礫片

軽石
縄文早期土器 小計 民よ

J』罐

占
岬
占
岬
占
仙

~
~
~

２

１

２

１

２
~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

自然遺物 14小計一

炭化物 と

剥片・石屑等
●操1.

1u恩小計
卜三

三
岡

、
１
Ｊ

ノ 占旧石器

占

い

占

岬

６

１

１ 1点彫器フレイク

石核類 穫土2層 合計 110点小計

石核
ご
Ｃ
ｌ
も

し
庁
両

１
89.占縄文早期土器 l,計

礫・礫片等
l Fl
〕 ･吟 占

い
点

の
／
】
同
Ｊ
ｆ

『
１
４
［
ノ
』

１

ａ

。

ｂ

１

１

/｣､詞

片

礫

礫

占
川
占

珂
／
】
１
１ 剥片石器 IrlT

上』冠/｣、罰

79ゞ占＊公言1‐
小心口I

占11－14 Uフレイク

覆土I層 合計 34.画
勺一~卜■

1，‘点剥片・石屑等 ノ|、壽十
ざ」ﾛロI

縄文早期土器 小計 8吟 15,＃フレイク

占

い

占

戸

ｂ

，

礫・礫片等 小計
声~脾一

｡‘点

4占
今f l h ,

、 I■。

L『旬、

ａ
・
ｈ

ｌ

Ｉ
礫

礫片
~
~
~ リト
ー

３剥片石器 ノト、言卜
fJq『I」

竜1．．

1‘凰

勺 ~吟

I に．
F h b,

勺 1･

l‘点

覆土 △尋l
ppI

1己石雛

スクレイパ

Uフレイク

1点縄文早期土器 小計

占
い１I b 1

剥片・石屑等 20~凸小言I‐

床面
一
三
口

△

口
ｨ貝宇糾
宙JJ』庁

l0Hフレイク

]82と縄文早期土器 ノハ言1

3点礫・礫片等 小言
4占
凸J L h ,

377点

］点

１

４

~ａｂｂ

ｌ

１

１

占
抑
点

２

１

礫

礫片

合計 15~卓床面 ●
Ｊ
Ｌ
Ｆ
ｎ
Ｊ

~

~その他の土器 ノ｜、こる寸
JJq口↓

礫石器 1，計 1己 旨

い

~

Ｆ

Ｌ

５1く明土器

1.占とたき石
小計剥片石器 6時

剥片・石屑等 小計
占
い３１

点

点

点

点

Ｊ
グ
ヴ
』

２

２

１

１

ドリル

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

1へ~ト

1J県！フレイク

小計 1占
一Fb q b礫・礫片等

1点礫片
礫石器 小計 眞占

、J″h q,

今三L
ロロI 30点

戸行 1

rし－」
占
い
占
州
占
い
占
ｍ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｆ

２

１

１

１

石斧

たたき石

台石もしくは石皿

台石もしくは石皿片

剥片・石屑等 I,計 30点

レイク 10占

自然遺物 ｣､計 鼎

剥片・石屑等 小計 4]点
炭化物 占

F D ，､

41点フレイク

総計 1-065点H l5
ロー~1

0，両T 1占
一Jh I，石核類

~三面合口覆土l層 478点
石核 1点

1,計縄文早期土器 り員貝占
とロノ句J4 ﾛ 匙 q

小計礫・礫片等 17点

点

占

吋

占

”

●

４

７

４

１

，

Ｊ

ワ

】

１

４

~
~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

焼成礫片

礫

礫片

釘
耐
言
い
ぢ
ぷ

Ｌ

岸

批

Ｌ

ｌ

剥片石器 ｣､計 Tq閂
kJ』h器

自然遺物 1，計
~

石雛

スクレイパー

剥片石器片

Rフレイク

Uフレイク

篦状石器

点
占
い
占
い
占
い
占
い
点

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
亙

１

２

１

６

１

２

炭化物 【点

合計
へ~卜冒

｡』頃
TID－q
Ⅱ11 GJ

1,計剥片・石屑等 1点

1占
人. G ､ ､プレイ

｣､計 2~占礫・礫片等
小計

房~ト

／用礫石器
)占礫

封
町
葺
咽
占
い
封
恥
気

●
に
ｆ
~
Ｆ
Ｌ
“
~
ｒ
い
み
~
》
Ｌ
“
・
に
』

１
Ｌ
・
’
１
，
屯
ｊ
副
Ｉ
Ｌ
１
Ｌ

たたき石

台石もしくは石皿

台石もしくは石皿片

石鋸

石錘

今言1
口ﾛI 1点HP 4

7占~~~ ~1,計縄文旱.期土器

l占I b－1

小計 2点剥片石器

剥片・石屑等 138虜小51 占
叫
占
》

１

１

石嫉

Uフレイク138点フ1

合計 1ワ占
L倉“、 ｡石核類 ‘〕占

当． . 、 撹舌’J1，＝寺

'」､同1

ﾉI,言＋
｣面回~I

ハ~吟

b陰1右核 》[！ 縄文早期土器

可~肥

1房小計 62.＃礫・礫片等
I 品
且 征L

－ワ1Q－
臼L色ノ



遺構名 層付 遺物名 分類 点数 遺構名 層付 遺物名 点数分類

5点Ib－l 覆土
司
司

谷
口

■ f‘

I宮

礫石器 1,計 1点 礫・礫片等 j,計 1占

すり石 1点
面~陰

l只礫

礫・礫片等 1,計 16点＊公言卜
小心ﾛI~｡」 P一（

片

礫

礫

覆土 合計
ロハ~一

lb円
点

占

、
ノ
寺
、
釦

縄文早期土器 小計 1点

総計 59点P 1
占
い
点

３

１
４

ａ

則

り

Ｉ

Ｉ覆土I層 合計 1点

剥片・石屑等 1,計 1占~~ ~ ~ 剥片石器 1点j､計

1点フレイク 1占Rフレイク

塘底
ｌ
Ｅ
Ｌ

ｍ
Ｈ
）

言
『
Ｊ

Ｉ
Ｆ
↓

芸

腕

今
ロ 剥片・石屑等 7占

ﾘｺb b小計

縄文早期土器 |､計 54点
屍~卜

／1割フレイク

I b－］ 541鷺 礫・礫片等
１三

一
岡

、
ｌ

ノ 1点

剥片石器 ｣､計
へ~吟

j嘆I ）占
苧Jh，、

1占
呈JM,

1点

礫

礫片

軽石

両面調整石器

スクレイパ

Rフレイク

勺’三

1‘蝋

1Fざ
△Jq,

1 r時
1 ．冠 総計 44点P－7
~

剥片・石屑等 1,計
q 1－

1 ．F乳 覆土 合計 44点

1占フレイク 縄文早期土器 14‘占小訂

自然遺物
'二1

1、＝T

』.、I
【 I 14点1 a

炭化物
房

１

Ｊ
~ 総計I》 8 2点

総計 郷占
宮司“. ､P－2 覆土2勝

一
壽
口

今

回 1虜

覆土 合計 24点 礫石器 小言’ 1占
ム. 凸 ､

縄文早期土器 小計 1ワ占
エ今ゴ ロ ､ 台石もしくは石、

占
い~

Ib ｝ 12南 覆土4層 合三L
ロロ1 1点

縄文晩期土器 小計 7占
｡" b b も 縄文早期土器 小計 1点

､丁占
I J b b , I a 1点V (

剥片石器 1点 覆土
三

ｎ

選
ｊ

と
にノハ丙

石雛未製品 1点 自然遺物 l,計 r牙

剥片・石屑等 1点 炭化物小計一 ｴ：T
JQ T

フレイク
へ卜

qj.[． p q
人 b’ 総計 1点

礫・礫片等 小計 1点 溌土2層 合計 1点

礫
, ~吟

1 .1冑I 縄文中期土器 |､計 1点

1=＞ Q
l u

＊公壽
JIvDn 1()点 1占

上』h b qIⅡa

覆土
三
一
、~谷口 10点 覆土 合計

縄文早期土器 小計 自然遺物 占1 r拝
↓ 』昂

｢、三J
」q口I

炭化物
1 打
上 に1

でI■

1．画 占

その他の土器 1,肯’ |点 総計 6，点P－l(）

不明土器 覆土 合計1点 6.｢！

剥片石器 1,計 1点 縄文早期土器 I､計 1J
〕 ･片

Rフレイク )占1 【毎
且 d b b 己 I a

糾片・石屑等
『 ＝P

｣、訂 礫・礫片等
『=I

｣、両「
、~吟

jﾉ瓢6点

フレイク 6点 礫 1占

1点礫・礫片等 l、計 自然遺物 占1,言．

礫 ]点 炭化物 占

P－4 総計 14点 P－l3 総常’ 41点

覆土 合計 14点 覆土l層 合計 41点

礫石器 1,計 ウ凸~~ 縄文早期土器
マ ーニr

ノ｜､調寸

〃J■口I
1ウ占
』』』 L L

たたき石

石錘

占
師
占
唖

１

１

点

点

７

１ ~
I h 4

縄文晩期土器 小計小計

紫'1片・石屑等 小計 ) 【 1 i
I点V［

プレイ 2点
礫石器 小計 1点

礫・礫片等 小計 8占
すり石 1点

焼成礫

礫

礫片

軽石

茸

川

魚

占

い

箕

~
に
ｆ
~
〃
Ｌ
げ
に
Ｊ
・
Ｆ
卜
ざ

も
Ｉ
上
一
晩
Ｊ
『
’
八
毛
１
１

剥片・万屑等 1,計 2点

寺，課 ~ノ ~ム

ノレ′イン 〕占

P－l4 総計 57点

自然遺物 >占 覆ゴ 計~谷口
ｄ
Ｌ７５l､言「

訶一7 1 1 －ア 2‘占 縄文早期土器
●
ｊ
Ｌ
Ｌ

戸

坑

Ｊ

戸

坑

Ｊ

ｆ

ｒ

ｌ

三

三

口

ｒ

ｈ

Ｊ

P 5 総言
占
い１

一戸~卜

、:〕県1
r l あ

l D 4
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資料一覧

|_堕謹 」
| ,5点’

、訂 『

~~ ~J 卜 ■’点数分類 ｝>類層位 遺物名遺構毛層位 遺物名遺構名

小言’剥片・石屑等l､計礫・礫片等 ツ百
一J b も

15点轤 7レイ礫片

1,計 ｛占礫・礫片箸池占
』J‘ , ､ ､総計p－1R

L Lv

点

点
Ｊ
ｊ

２

１

'⑪占
1台" b ,

片

礫

礫

△劃．
に1口I殺土

1尽占
JoJ b縄文早期土器 ﾉ|､訂

11点f公ニト
M』､ﾛ'P－23占

恥
占
吋

３

２
１

l a

l h I 11.1､合計篭土2肘

10占糸 1片・石屑等
『＝I

｣､首「
11,産
Jqp

占
い１礫石器礫石器

毛ハ~I

lU拝1フ1~~
占

いＪ

~
~
~有意礫片

I､計 1点石核類|､計剥片・石屑等剥片・石屑等 H白

1点石核8占フレイク

総計 塁LR占｣､計 P－25礫・礫片等礫・礫片等

悼
一
岬

謂覆土2層
〃
探
貯
Ｊ
」
、

Ｊ
ｊ

７

１

礫

礫片 『星I

q、旨.「礫石盤

l ~占合奇’職底 1 1 「仁1錘

二
口
８
，

ｆ
押

司
Ｉ
工l､計縄文早期土器 126占総計T， の〆

1 "一ムリ

'点T へ
八 画 6()＃郡

司
△
両撞土1層

計 6【汀P l6 I,計 境縄文早期土器
ｸ由1国

bロ詞
一
伺

覆土 点

占

一
〃
含
ｑ
ｌ
ｌ

１

４

ｂ

ｂ’占
'ず b b縄文早期土器

嘩
一
峠

1 5二！

｣、旨 1繩文晩期土器l鳶I b l
~

｢I剥片 .石屑等 小計 V 〔

涼
一
祓

剥片・石屑等 小高 |占
い１フレイク

1点 プレ/11，計礫・礫片等

1点l、計土製品1点礫片

l占焼成粘土塊1,計 1 ' 1両自然遺物

言｜
咽.、’

~

｣､計白然遺物
n~I－

JrJ
－1 1 1 －ァ

炭化物13点総計一P 18

)占公言十
コロI覆土2層合計 1 1 1丁覆土

占

い

６

聖
ﾉI、割
｣■1ｺI縄文晩期 1二器縄文早期土器

′I、垂

"」､同

1

一嚥

~

VC八占
叫Jh l hI と

l~占小計剥片・石屑等j,計その他の土器 1点

l占レイク不明土器 1点

合計 64点覆」
『 ニニ~I

小扁T 1点剥片石器
勺吟

11コ
ユf h ､11 肯（|､計縄文早期土器1点石雛

1占
↓“､,〕占~~ ~ ~ I b剥片・石屑等

ノ1，＝三

'」、同

62点I,計縄文晩期土器） に！フレイク
~

62点Vc小言’小言’ 3点礫・礫片等
屯陛

1J割｣､言礫･礫片等3点礫片

1占
一Jh lT礫総計 1 点P－l9

I 馬『

｣､訂
占
い』自然遺物1点△三 ト

ロロI覆土

占
い炭化物|､計

羽 1

1厚剥片石器

噛堂公言4－
小CQ口I1点~

p－ワャ
ム ー』石嫉

1点合計

~小扁
覆土106点総奇’I〕 20

l rI｣片・禰屑等合計 106点撹土

1点
－7 、~ ~ノ

ノL／ィ|､計 1，貝門
且'ﾉhJ.,幕剥片・石屑等

』

点

上

掃

占

《

貝
邨
１
１
今
１
４

ｎ
Ｕ

１
１

~

艫

噸
一

bﾉ烏1

総計l〕－29レイク

合計競土I,計石核類

鑪
一
強

|､計縄文早期土器ﾉ 斗

仁I↑
L

T へ
l d77.1J総計P－22

小計
訂－

1J割縄文後期土器占合計覆土

1占Ⅳh
1，計 57縄文早期土器

61』総計lj 30点

点

点

２

１

４

５

１

４

~
~

ａ

ｂ

ｈ

ｌ

１

１

合計 6点覆土

1,計 ，【Li卿1片石器

占
二その他の土器 小言 I 占

州
点

１

１

ドリル

スクレイパー
｜
山 12f明土器

}占川、号＋
'」､同I剥片･石屑等i、言＋

』面口~I ]点剥片石器

’ 34アレイまみ付ナイフ 1 .1 F1
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遺購名 層位 遺物名 分類 点数 遺構名 層位 遺物名 分類 点数

ガラス製品 1,計 1 「し
』 ．悪 縄文早期土器 1,計 i1点
~

ガラス製品 1 占 ａ

、

０

１

１

点

点

３

８
４

l〕 31 総計 11占

礫石器
r ニー『

」､訂 1占l､ ､ ､覆土 二
目

今
ロ~ 11点

石錘
０
坐
一
心

~

~

Ｐ

↓

~

~

~縄文早期土器 小計 1沓
人 d尋

剥片・石屑等 小計 )占I a
1~吟

1点

8点 2点フL剥片・石屑等 1,計

礫・礫片等 小計 ｡よ
』4昂7レイ 8点

~

礫

礫片

罰

点

○
ト
ノ
~
ｒ
も
Ｊ

ｂ
ノ
ゴ
ｑ
ｌ
ｌ

礫・礫片等 1,計
点、

ノ

ギ

礫片 2鰐

l〕－38 総計 2点
P－32 総計

、吟

fJ魚

覆土 計~合口 '占
覆土 計

玉
Ｉ

姓
に

心’二

J只

剥片・石屑等 小計 ワ!と
合｣ロ ､

礫石器
『＝I

｣、司 1.占

l占フレイク
石斧片 1占

凸’1 ■、

p q〔｝
L J､' 総計 1 占

剥片~ ・石屑等 ｣､計 2点
覆土 合計 1rLマ

上』昂

フレイク 2点

礫石器 小計 1点
、一q,n
l JqJ 総計

q lョ

L点

台石もしくは石lⅢ 1画
糧士 合計 l肖

P－41 総計 4点
礫・礫片等 1点小司

覆二I 合計
~d吟

4‘恥
礫 1占

上』 L b

剥片・石屑等 ｣､計 1.占
P 36 総計 16点

フレイク 悼
~

覆土2層 合計 3()点

P－42 総計 150点
20点20点縄文早期土器 1,計 ~

~

溌土 合計 150.1 1I
［ a 20点

縄文早期土器 ｣､言’ 384点
剥片石器 1,計

、~I■

j･口

ａ

‐

ｂ

１

１

点

占

３

１
８１

剥片石器片 {占
~

剥片・石屑等 1点/｣､訂
X11片石器 1,計

~』~l■

4』点

ﾌﾟ レイ 1点
スクレィパ

Rフレイク

Uフレイク

1占
今Jh も、

ﾛ f－

Uf乳

）占

磯・礫片等 小計 聰

脾

、

礫

礫

罰

罫

蛎

Ｊ

に

』

１

５ 礫石器 小計
●~I‘、

I』專

溌土3層 ,今壽＋
口同｡ 1“ 砥石片

？~1－

1‘ロ

剥片・石屑等縄文早期土器 小計 1q占
』J, b q ｣､計 35点

Ib－l 聴
一 ]5点フレイク

？占~~ ~ ~~2~占
〃『ILT－IlI I

Xﾄﾘﾉ1イゴ誼f 小計 石核類 ｣､計 準

弾石継未製品

つまみ付ナイフ

占
い
占
加

空
Ｊ

１

１

石核

礫・礫片~等 二
両小 23と

礫・礫片等 ｣､計 l占

Ｌ
Ｉ

ｊ

礫

礫

占
州
占

１

２

１

１礫 T占
八 . ｡ ‘ ,

P－37 総計 183点 p一ﾉ1句
典 蚕、』 総計 438点

覆土 合計 ]26占 覆土l層 合計 252点

縄文早期土器 小計
占
》

ハ

Ⅱ

Ｕ

『

Ｊ

１

縄文早期土器
r =r

ハ訂
TR7「l
JUOパ

１

ａ

‐

、

Ｉ

Ｉ

点

点

４

６
６

占
恥
占
恥

４

３
８

I a

l b 1

その他の土器 1,計
剥片石器

、 I劃

J 哩
］占』" ‘ . ､小計

不明土器 qll
J』 .

石嫉

Rうし/イク

Uフレイク

点

点

点

１

１

１

剥片石器 小計 1占
堂 . ､ .

石鎌

スクレイパー

Rフレイク

占

い

嚥

占

１
１
評
、
／
寺
１
１

礫石器 I,計 IH

石斧片

すり切り残片・

石錘

点

点

点

１

１

１

礫石器 !、計
へF

JJゴ

たたき石

石錘

有意礫片

貞

点

点

~
~
~

■
１
１
『
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
４

剥片・石屑等 轤小計

フレイク '､fIp
hJIj d d q

剥片・石屑等 小計 22点
礫・礫片等 ｣､計 9占

フレイク 22.宙
焼成礫片

礫

礫片

占
眺
占
恥
占
“

~
~
~

１

４

４

礫・礫片等 |、三l
』▼、I 24点

礫

礫片

23点

1点 覆土 合計 186点

合計 ’ 57点職底 縄文早期土器 154‘i 1.1'1,計
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資料一覧

遡構名遺構名 層位 遺物名 分類 点数 層1 遺物名 分類 点数

占
岬
占
い

２

２
５１

礫片 1点l a

l b－1
総計 1点[)－48

剥片石器 小計 ）凸

覆土
１二

、

〈
口 1点

占
い
占
》

１

１

Rプレイク

Uフレイク

剥片・石屑等 ｣､計 ]点

1 .点フレイク

礫石器
’二r

′1，T晶寸一

J」､口’
〉占

P 49 総計
『＝再1－

打イ.頁

石斧未製品

石錘

占
叩
占
吋

１

１
57点覆ゴ 合計

縄文晩期土器 1,計 24点
剥片・石屑等

ロ ニニ

ノI、房

‘Jq口 〕0点

24点V（
20点フレイク

剥片石器 1,計 1画
礫・礫片等 ハリ5．画|､計

石雛
丁

酬

，
戸
」
Ｌｌ占

、

占

司
Ｊ
ｆ
Ｔ
ｌ

片

礫

礫 剥片・石屑等 計、－
Ｊ 22.占

総計 301,学p j4
L 君君 レイク

占

山

ハ

ノ

》

、

／

》

覆土
１二

、

課
Ｉ

坐
に 占

い

点

４

９

１

１

礫・礫片等 1,計 10.1罰

縄文早期土器 小計
片

礫

礫

1点
ハドー

リ』点占
叩
点

９

０

１

１

I a

l h－］ 自然遺物 ｣､計

剥片石器 4点 炭化物 占小計

封
軸
占
、
ミ

ー

２

１

総計石鎌

スクレイパー

Rフレイク

P－50 hに.

覆土l層覆土l層 合計 【

礫石器 1,計 ﾜrl ､
白.bZ 】、

－ 『=

”割礫石器 1、計
断面三角形のすり石
台石もしくは石lⅢ

点
点

１
１言

Ⅲ
封
恥
罰

~
幸
↓
“
~
ｒ
十
Ｊ
色
Ｌ
砂

１

２

２

すり石

砥石片

石錘片
剥片・石屑等 1,計 ㎡房寸

J‘時Lq

｡「耳
J錦フレイク

剥片・石屑等 小計 ”占
自凸f“､

礫・礫片等 I,計 1点
l〃占
。ー＆“巳フレイク

焼成礫 1．画

礫・礫片等 小計 12虜 ~

総計P 5］ 占

』

副

葺

吋

~

ケ

恥

〃

~

ｆ

４

ｊ

８

４
Ｈ

、

礫

礫 合計覆ゴ ［。

縄文晩期土器 l,計 7両
塘底

聖
一
口

〈
口 2()7点

V（ 〕 【 I『

縄文早期土器 小計 ．7占
LJd 』 . ■ .

剥片汽器 1,計 1点14占
呈~▲Jh ， 1

，m『－

5‘猿I

ａ

・

ｈ

ｌ

１ ドリハ
二
『
４
恥

空

」

０
１

1,計
十三

側

、Ｉ
Ｊ

Ｊ ワ占
一JMh 剥片・石屑等剥片石器 斗占

フレイク 3ﾉ.I『i
二
○
４
９
一
○
４

上
耐
○
工
三

Ｊ

Ｌ

１

１

Rフレイク

Uフレイク 藻・礫片等 j,胃’ 1点

小計 4占
~ユJh hl

l占
呈Jh ,q

3点

礫石器 礫片 1占

すり切り残片

有意礫片

自然遺物 1,計
~ ~

炭化物 ロ

剥片・石屑等 小言’
L~砦

i厚．

総計P 52 ワ匡当
白qノ4年Lq

)占フレイク

’ 合計篭ゴ 24点

礫・礫片等
f二I

/｣、訂 1点
I,計縄文晩期土器 ワ占

イー ‘

l‘占礫
ワ占』. ．/ (

月占P－46 魚公さ＋
小心､口'

1,計剥片石器 |点

覆土
へ三
~ロﾛ 8倉

1占Uフレイク

3宙縄文晩期土器 ､計
剥片・石屑等 I,計 1q占

』J, L L

I占VC
13点フレイク

環

浩

剥片・石屑等 小計 ､ ~卜

ご ’三Tj礫・礫片等 j,計

フレイク
礫

礫片

占
ハ
点

、
〃
ご
Ｄ
Ｉ
Ｉ

ハドー

,j‘風礫・礫片等
P「､三｣-

ﾉ｣、同」

I点

2‘占 三

脚

十

小

一
言
、

今

口
1占
土孔0焼成礫片

礫

塘底

1点剥片・石屑等

銅
毫
酬

h D

i I-P－47
1点フレイク

覆土 1 1 J了
総計 16点P 53

縄文早期土器 1,計 1J
』吟 １

寺
ｌ

宮

口

△

ロ {6占鎧士
占
い１I h l

小計 ワrl
『た縄文早期土器

小計 1点縄文晩期土器 点

占

４

３

I a

l b 11点VC

『 昌二I

/｣、訂 l畔 川、割
r」､口I 1点礫・礫片等 縄文晩期土器

－ワワq竺臼U



遺物名隔位 分類 点数遺描名 点数 遺構名 |雨維 遺物名 分類

l｣' ‘1両
十三

口

、
ｊ

ノ

剥片・石屑等’占
』 . ､ ､､V I

剥片・石屑等 l,計 I山
］
■
Ｊ
帥

４
札
詮

、
班
』 フレイク

ﾛⅥ’二

‘i,1割フレイク 礫・礫片等7，1占
望宝｡ . G L /｣、引一

礫・礫片等 ｣､計 礫

礫片

点

点

も
ｌ
今
ワ
と

3点

礫 3貞

|占グラス製品 /｣､両1‐
上製品 小計

ロ ド＝

1陰I、

1点ガラス製品
焼成粘土塊

二
日
Ⅱ
ｈ

医

師

Ｉ

6点総計P－61

総計。P 54 17点
Ｉ
で
’

二

口

今
口 6蝉覆土

覆土 合計
､一ドマ

lイ』再

）占縄文早期土器 小計

縄文晩期土器 ｣､計 4点
)占I a

Vc '臼
士. . . _

剥片・石屑等 4点小荷､ 1‐

剥片・石屑等 1,計 0占
qPョ b L b

4点
勺 b~~ノ

ノレイ

フ Q【上7

総計 部占P－62

礫・礫片等 小計 1点
今三L
口測I 85点覆」

礫 4占
~ユfqb、

161点
小言 )占縄文早期土器

総計l〕－55
■寡
■■l a

覆土l層 合計 161点
『 ﾆﾆI

ﾉ｣､訂 1占
Ld L ． ‐縄文晩期土器

縄文早期土器 小計 2点

1点Vハ
アL

占
い
占

１

１
１

ａ

ｈ

ｌ

Ｉ 小計 1点剥片石號

白
師
甘
恥

ｆ
０
Ｊ
~
Ｆ
Ｌ
Ｊ

３

１

Rフレイク

ドリル片

縄文晩期土器縄文晩期土器 l､計 4，『細罰

Vc 1点

訓片・石屑等 小計 68点

剥片･石屑等 小計
二
ｑ
ｌ
Ｌ

Ｌ
に
蝿

ｑ
Ｊ

Ｐ

『

Ｊ

１

68点レイク
TFnﾙｰ

10J,1 ,1フI

礫・礫片等 小計 1()点

礫・礫片等
『＝1

1、訂一 2点

礫

礫片

軽石

罫

ｗ

封

い

ち

い

~
▼
１
Ｊ
~
Ｔ
Ｌ
Ｊ
ｒ
Ｊ

４

４

２

礫

礫片

占
加
占
耐

１

１

総計一P 56 )占
『
雲
、

Ｉ

Ｉ

Ｊ

ノ

自然遺物 「 」

戦士 合計 ）占

炭化物 ＄J．

剥片・石屑等 小計 1.点
虫公言』
rIuCb口I 16凸P 〈

ブレイケ 1点
合計

~小計
26点篭土

礫・礫片等 '1,言’ 1点
縄文晩期土器 8占

礫 1占
止. 、､

則占Vc

総計P－57 8点
小計 ﾉ占その他の土器

攪土 合計 8点
不明土器 )凸

縄文早期土器 '｣､計
『
寺
判
晒

出
」
ノ
ョ

小計 9点剥片・石屑等

I a 2,1輿
Q占フレイク

剥片・石屑等
１三

期

、１
6占

礫・礫片等 7占
Ij b 弘

I 二I

Zl,訂一

プレイ
戸~'四

b頁
占
ハ
占

う
色
二
司
凹

片

礫

礫総計P－58
房
「
『
函

~

Ｔ

」

０

？

〕

樋土 合計 総計 R占ノ向 P一（

縄文早期土器 臆’ 8点謹土 合計〕占

縄文晩期土器 I占I a ~ ~~"正二I 三
口

、１
Ｊ

ノ

総計P 59 3点11点 Vc

謝二I 合計 剥片・石屑等 占〉 . ‘ , ,11点 /い訂

縄文早期土器 ｣､計 同占9占 フレイク

I a 総計 2(}点
Ｆ
『
Ｊ

六

隅

ｕ

Ｐ

剥片石器 小計 覆土
ニ
マ
ロ

ふ
卵

〆
に 〕、占1点

〕まみ付ナイ 縄文早期土器 7占
Ij L b1点 小ﾊ1

N1片・石屑等 崎I 1点 7点I a

フレイク 1点 縄文晩期土器 1点小計

総計P－6(） 11点 1点V〔

覆土 合計 11点 剥片・石屑等 小計 6~占

縄文早期土器 ｣､計 )占
押 I－

hI二1フレイク

点

点

１

１

礫・礫片等I a

l b－]

小計 HI 1 i

礫

礫片

占
岼
占
部
~~

‐

４

ｑ

叩

酉

~

縄文晩期土器 1,計 1J
1片

“ P 67
三

冊

公
心

●
必
叶

I I4i
J. ｡ ､
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資料一覧

畔
遺僻 点数点数 程 屑悩 遺物名 分類道構名 噌位 置物名 分類

断面三角形のすり石 1 rlT
』 』扁合言 ’ ｛占覆土

6点刺片・石屑等｣､計 1占縄文早期土器 グト､＝
ご 口

6占1点 フレイク1h－1

3南1占
几ｺL h 礫・礫片等 小計1,百 ’剥片・石屑等

九~ト

｡原I1点 礫プレイ

合計 86点小計
６
に
ｂ

ｌ

塒底礫・礫片等

l､計 85占縄文早期土器1点礫

1貝【1
入nJ』 , 85点総計 [ b 1P－68

『 昌二T

｣、訂今二l
ppl

1尺占
上qJ. 凸 ､ 礫石器

1 T再
1 F妄配凡覆ﾃI

1,tA7L)占縄文早期土器 小計 すり1

総計)占 16点正＞一宇川
上 『詮I b ］

合計小計
《
Ｃ
ｌ
、

性

小

１

覆土 2点剥片石器

l、計 1占
』 . ､

占
い１ 縄文晩期土器Rフレイク

1点｣、言’ 2点剥片・石屑等

1占
1 ， b , ､1,計剥片石器）占フレイク

lﾉｶ1，計礫・礫片等 Rフレイク3点

1占
土 . b ､私撹乱 合嚴 ’

片

礫

礫

点

点

２

１
1点縄文晩期土器 ﾉ｣､両 ’

総計P 69 15点 1 ‘阜V （

合計覆土 15点 二
ｆ
ｊ
ｈ

ａ
ｌ
士剥片・石屑等

j,計 13点縄文早期土器 4点フレイク

点

点

、
／
】
屯
１
４

１
１
凸

ｌ

ａ

。

ｂ

１

１

1,計
ハ~ト

U月刊礫・礫片等

礫 6点

1点礫石器 小言’
総計

引屍~－

1／只p－7尺
且 』qﾉ

1占
ユゴ ロ 1荷斧片

合計覆土 17点

1 ‘均l、計礫・礫片等
1,計 1点縄文晩期土器

【f原石
1 .占V (

占自然遺物 小筒 「

｣､計 7IjI剥片・石屑箸

炭化物 2

7点フレイク

制占総計P－70
|､計

＝~1画

／ロ礫・礫片等
合計 8点覆土

)占
団FⅧ､

~占〕 ． ‘ ､

礫

蛭石I,胃’縄文早期土器 3点

2点l a

lb l

〕筐百製品
ト
ー

三
口

、１
４

ノ

鴇’
)占石製品

｣､計その他の土器
38.占総計P一

1点F明土鵲
今三1
口同I 38＃篭士

『＝I

｣、訂 1点礫石器

18点小計縄文早期土器
1 占たたき石

18点l E
)占》 . ． 、 、剥片・石屑等 1,計

|､計縄文晩期土器 3点
{占フレイク

3.卓V C

総言 I占p－71
ユ ロ且

｣塔 I 14点剥片・石屑等{占△‐三」
[。t11覆土1層

1，1志
L宝4昂

一寸，~ノ

ノレ・"I
2堂小計．礫石器

1,計 1占石核類)。断面三角形のすり石

l~占白核'二l

ﾉ｣､訓一
'二l

ﾉ｣､訓一 1＃剥片・石屑等

点
r)占
邑ざ0 ，小計礫・礫片等1占プレイ

占
州
点

１

１石

礫

軽

総計 11点p－7i〉
ユ ~1－

△二 1
にTpl 11点覆土

世自然遺物
、三
、『『

｣､計縄文早期土器 ノヒゴ~~ ~ ~

臼炭化物
〉占I b 1

2点
ｑ
ト
ー

一
言
口

総

P 78
j点剥片・石屑等 1,計

合計
｣〕．t寺
′6判攪土鑪

蝉

フレイク

計、
Ｄ
Ｉ
Ｊ

ﾜ占
臼. . 凸 ､剥片・石屑等小計礫・礫片等

'占フレイク4点礫

7占
』 凸 ､総計P－80総計 484.凸、 ﾜ｡

』 f妙

合計 7占覆土198占今壹」
lゴロI誕土

5点1,計縄文晩期土器
『 二二~1

J、冒丁 388点縄文早期土器

I b ］ >点388点 Vc

小計 1 1 ↓I#11片・石屑等l、言’ 1点礫石器
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遺構名 遺物名隅位 分類 点数 遺構名 晒位 遺物名 分類 鷺数

フレイク 1点 種土 合計 1点

礫・礫片等 ｣､計 1．
△Jh 縄文中期土器 1占

lJ L ．/｣、計

礫 1点 1占Ul a

P－8I 総計
ハ I~

h1コ 総計P－93 l肯

覆土1 1苦 合計 3点 覆土 合計 l占

縄文晩期土器 ｣､計
可 ~'二

l 』卓 剥片・石屑等 川､雪＋
’」面同I l ‘占

l‘とVに 1.占フレイク

剥片・石屑等 小計
■ ~鰐

1点 p－Q尽
且 凹比〃 総計 Tワ

上『

レイク 1点 覆土l屑 合計 5点

礫・礫片等 1.占 縄文中期土器 1,計 5点'ハ首

礫 1点 RrtT
J元q，l II a

覆土2層 合言
占３

覆土5層 合計 1点

縄文早期土器 小計 1点 縄文中期土器 1,計 〕点

T 八
八 m 1占

ユJ 1 D
切占】, ‘ ‘Ⅲ3

剥片・石屑等 小言’ 覆土 合計ツ【』J
ｰJ U r

占

フレイク 自然遺物 ｣､計 占〕斗寸~~~

｜
蛸1点P 82 総計 炭化物 『1

覆土 合計 1占
出“. . 城底 合計 Q由

縄文晩期土器 |､計
占
い１ 縄文早期土器 小計

、~陰

J県I

1占 岩

Ｗ

毎

画

~
Ｐ
Ｂ
Ｊ
~
ｒ
ｆ

ｌ

２

V 〔 ］ a

lb－1剥片・石屑等 I,計 3点

縄文中期土器 2点小計フレイク
と
、３

?占
一JD blⅡaP 83 総計 1『吋

垂′＝､

礫石器 ｣、言’ 1 点劉土 今三」
口同I 〃占

罰“巳

たたき石片 1 .占剥片石器 小計 1点

礫・礫片等 l,計 )点荷錐片 1点

礫 I点剥片・石屑等 小計
八~卜

J』恥

P－98 総計 4占
。惠
J』壗

フレイク

篭士 今云 1
口ﾛ↓

4占
~凸FL W砧P－85 総計 45点

縄文早期土器 I,計
､ ﾛ

ﾉﾋ

覆土 合計 45点

占
い２I a縄文早期土器 1，三.L

J1nI
斤辰【5
・士J, . ､､

礫・礫片等
『二I

fj、局 1 肥
I b 4 45点

礫 ﾜ占
与』 ． ｡ ，I〕－86 総計 23点

P－lOl 総言’
再 オ蛆

/点覆土 合計 23点

覆土 今尋I
にゴロI

'7占
I望 ． .縄文早期土器 I,計 6‘占

縄文早期土器 小計 6占
I b－4 6点

6占1 1〕－1陶磁器 ｣､計 l占

剥片・石屑等 1,計
司I■4

1．口陶磁器 ワ占
当』ロ ､

l占フレイクその他の土器 小計 12点

P l(） 総計 9.占不明土器
占
い２１

積士 合計 Q占
、rJM，紫 1片石器

１
で
’

三
二
口

、
１

，
／ I占

縄文早期土器 I,計 7占
I" ､ . ､うまみ付ナイフ

寺､ ･

人』1割

－吟

/ 1コ~~~ ~1 1〕 ］剥片・石屑等 1,計 ）占

礫石器 l、計
トー

『 ｡

フレイク 7占~~ ~ ~

砥石月 l‘【.！lJ－88 総計 8占

剥片・石屑等 小計 14覆土 合計 8点
勺~キー

1口レイク縄文晩期土器 1,計
●
則
Ｌ
ｂ

も
１
且

P－lO3 総計 、占q~吟

L県IV〔

城 溌土 ､今三4‐
1コﾛ'

1 (1占
剥片石器 1,計

I
’

その他の土器 '1､計 2.占Rフレイク

Uフレイク

l点

り占 不明土器 ）占

剥片・石謄等 4占
エゴh b 剥片・石屑等 l､計/｣､同 8点

フレイク 川占
詮』 L b , 8点7レイク

P 89 総計 占 P l()4 総計 り’占
噌A‘ L b b

笹二1 合計 覆土I層 合計 21 ,＃

自然遺物
『 ニニI

j,訂 縄文早期土器 ｣､計 o1山
白上』黒

正．

~占｜

黄
クノI 21点I b－1

P 92 総計 P 106 総計 1占
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資料一覧

遺構名 〔数遺物名遺構名 層位 遺物名 分類 点数 間位 分類

1点
一
切

、
ｘ

十一
三
口

今

ロ覆土 T ”b
l d

1占|､計 1占
且“b 剥片・石屑等

三

胴

小

礫・礫片等

qI 1
J. ‘礫 1点 プレイ

総計

~合計
R『」総計 1点P－l()9 p－17ワ~ ~~~

R占今ニイー
【。ⅢI

1占
ムゴ b , 覆土l層覆土

小計 1＃1点礫・礫片等 l､計 縄文早期土器

1点 ’占
＝Fh b ,

？占

礫 １

４
~~
ｂ

ｂ

ｌ

１勺P

Ifpl
Lﾉ旨や

*公言＋
咄UplP l l3

1,計 ワ占剥片石器
覆土 合計 1点

？占Rプレイ
小計 原

一
瞳

剥片・石屑等

1,計 1点礫石器
フレイク

石錘
T~1－

1P一
言
口

総 3占P－ll4

礫・礫片等 I,計 1点
う点今量↓

IゴロI澄土

礫
］
扣
凹
や

罰
Ｉ
工

小‘計 準

諒

縄文早期土器

総計P－l23 69貞
1 門

合計穫土1燗 69点寺吟

' 1 .,1
△J L h ､

'|、三J．
'」、､1礫石器

卜計 '6点縄文早期土器占

い

占

Ｉ

？

すり石

点

点

７

９

１

１

ａ

で

、

１

１
礫・礫片等

'二

/｣后

2虜礫
1,計礫石器 1 『』］1 L ，

総計 3点P－ll5

1点砥石片
△三L
LコロI覆土1層 r”:』

小計 23点剥片・石屑等
三
一
脚

、Ｉ
ｊ

ノ 3点縄文早期土器
『〕つ占
白J“、

フ T／メ〃

点

点

、
ノ
ゴ
・
’
１

ａ

。

ｂ

１

１

『 昌＝I

ノI、＝刑

'」可同I
R占礫・礫片等

R占礫
総計

月

い

【
〃

T， TTf、

1"一ム10

小計
さ
。１自然遺物

溌土 合計
再Pゴ

イ点

1点1 1 1ア

j,青’縄文早期土器 b点

'7'>占
白国外h総計P－l24

I a b』【;:'

合計 )ワF1~~篭土1 1言
｣､計剥片石器 1点

小計
占
い６１縄文早期土器

|占石鑛

16点I a
総詩’P－ll7 ｝6点

1占
4j b L qI,計剥片石器

合計覆土2眉 2点

1占
一JD ,b

1 1ル片
I,計礫・礫片等 ワ占~~ ~ ~

I,計
可~￥詞

l陰！礫石器礫

礫片

占
い
点

Ｊ
ｐ

ｌ

１ 石錘片 1打

34点合計覆土4層 j,計剥片・石屑等 〉占

小言’ 鑪縄文早期土器 フレイク
、 『

J 【 冒 『

1点T ﾊ
L d I,計灘・礫片等

1点小計礫石器 古礫片

1占
ﾕﾉ ﾛ も､台石もしくは石Ⅱ'1片 総計 202‘'掘I〕－126

小計 20＃剥片・石屑等 】02占覆土1階 台詞

ﾜﾊ占
凸1J . 凸 .フレイク

小計小計 17点縄文早期土器

1()占礫・礫片等 ｣、同 占
町
占
い

５

２

１I a

l b 110点礫

総計 3．LiP－ll8 l占~ ~礫石器 ノl、詞
r』■口I

<占覆土1層 合計

~小言’
，
段
」
１
，
鄙
」

『

ｌ

↓

、

〆

石斧片

砥石片2点縄文早期土器

175.占小計剥片・石屑等2点I b－］

l75j当剥片・石屑等 I､言’ フレイク1点

7点小計礫・礫片等1点フレイク

総計 1占 点

点

点

１

５

１

P ll9 原石

礫

礫片

全言L
口回I )点覆土

1,計 点

点

２

２

縄文早期土器

総計 1点SP 2T ヘ
ュ 。

今三L
口いI覆土 1占

Z』 ﾛ b1点1,計石核類

I,計 4‘点陶磁器1点石核

4点陶磁器11点総計P－121

3点総計合計 11点覆土 F一］

1点合計8点
侮年昨
抄F 1小計縄文早期土器

ワワワ
ームムj



遺構名 層位 遺物名 分類 点数 遺構名 博位 遺物名 分類 点数

剥片石器 小計 1.凸 総計F 25 l占

Rフレイク 1点 １鳶合口暁冒I }点

剥片・石屑等 ｣､計
可 ﾛ 』

l 』ロ q占
J“ぃ縄文早期土器 小計

記~ﾄ■G

1,酉．フレイク 、I言

J厚Ib－4

礫・礫片･等
’二『

f｣､荷「 総計 '占
1． ． ､1点 F 31

礫 焼土1点
二
口

合
口 1占

4. L L ,

総計同 4
L 宝 石核類74占 小計 1F些

八』鼎

偶年－1
”右I 合計 74点 日核 1点

縄文早期土器 1,計 ，占
一Fb l q

民rf7
J.b品L

ｎ
／
一

つ
ｊ

Ｆ

総計

‘)占I b－l 焼土 合計 5点

その他の土器 計－
Ｊ
、 1占

L, b , ､ 縄文早期土器 小計 1点

不明土器 l占 1占
ユJp TqI a

卿1片石器 I,計
占
い４ 礫・礫片等 小計 1占

ユJ■ ､

石鑛

スクL

RフL

UフL

点

点

点

点

~
~
~
~

Ｔ
０
ｌ
１
Ｉ
△
や
Ｉ
上
１
１
上

礫 1点

1 ノ、

イク

イク

土製品 1,計 《占

焼成粘土塊 3占

F－33 総計 1世
剥片・石屑等 1,計 59点

暁」 合計 ?占
一j卜 0 ，59占フレイク

土製品 小計 ‘)占~~~ ~石核類 小計 )占

焼成粘土塊 ウ【 ｛
凸4石核 ‘〕占

当』 ■ ■

F 34 総計 ど
礫・礫片等 6占計、－

Ｊ
ノ

6点6占
焼土 合計 1点

礫片

礫・礫片等
I 完P

ﾉ｣、言「 1点F一 総計一 79点

’占
｣ ， ､ 、 ､藤焼十 一八雪

ロﾛ
7Q占
｡｡′』 凸 ､

総計 )占F 36縄文早期土器 小計 69.占

蝿 合計 ）占
1 1〕 1 69点

剥片・石屑等 )占ノ1,二I‐
'』qPII礫石器

’二1

J宿1 1占
』 d b

2点フレイク台石もしくは石皿片 1点

F 39 総計 H占
剥叶・石屑等 1,計 q占

■鈩空h h､

焼 合計 8占
プレイ 9占

縄文早期土器 I,計 }点F－Q
上 ゾ 総計 1反占

八JJL b ,

3点I b 1焼土 合計 15典

剥片・石屑等 1,二！
」qpl 1点礫・礫片等

『L三」

j，同I 15‘学
~

"~吟

1厚1フレイク礫

礫片

占
邪
占
”

４

１
礫・礫片等 1点l､計

？占F 1R
4 ▲U 総計

礫
占
い１

陥土 合言I 2点 F台 1

rル 1 総計 2.286‘＃

‘)占剥片・石屑等 /|、言 |‐

ﾉ層 合計 2.286点

フレイク 環

瞳

縄文早期土器
１二

脚

、１
Ｊ

ノ '上
）ｰ

総計F－l（
占
冊
点

２

１

１

４
~

ｂ

ｂ

ｌ

Ｉ1 占焼」 ､今三 ↓‐
ロ1ｺ'

剥片・石屑等 小計 1点 その他の土器
# ~卜

Kl児』｣､計

フレイク 1点 1点不明土器

総計ロー’7 1点 剥片石器 ﾉ1、塁l‐
ダ」､ﾛI 11点

焼土 △割
ロロI 1占

LP ﾛ 巳

両面調整石器

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

点

点

点

点

１

１

８

１

剥片・石屑等 I,計 1点

’フレイク 1点

F l8 総計 10点

剥片・石屑等 1,計 2．207

焼 1- 合計 l() .占

ワワハ'7占
占Q白LrlｺMフレイク

礫・礫片等 小計 1n[！
且qjj .

石核類 1,計 1 占
礫片 ]()点

石核 1点
F ワ1
L とユ 総計 ）占

礫・礫片等 ｣､計 60.巴
焼土 １当

Ｗ

謡
１

と
に l南

焼成礫片

礫

礫片

釘
岫
封
い
ぢ
皿

１
人
１
１
一
〈
ｘ
Ｕ

ｎ

く

り

、

ノ

〕

礫・礫片等 小計 1 宙

-而亨｜
~1J伽、’

礫

焼土 今三l
に』口I 自然遺物1点 小肩 1 里

縄文早期土器 ｣､計 1点 炭化物 占

函1点 ’I a FC 2 326点総計

－228



資料一覧

点数分類遺構名 遺物名(数 膳位層位 遺物名 分類遺構名

126点 ）筐了合計 RフレイクVI層

I,計 2,650点測片・石屑等1,計 1点剥片巧器

フレイク 》 650占1占
ﾕJh ，、Rプレイ

{、弐
Jqpl礫・礫片等 16点1,計剥片・石屑等 318点

毎

吋

皇

恥

Ｄ
Ｉ
Ｊ
~
Ｆ
Ｌ
ｊ

７

Ｑ

》

２

『

１
片

礫

礫

18点ﾌレイク

|､計 7礫・礫片等

1点小計金属製品門 1羽■

r点礫

1占
上』 ‘ ,鉄製品

轆総計
『､ハ rl

rし一､ゴ

と自然遺物 小計
237点合計／牌

【荷炭化物
128点1，計縄文早期土器

401.占総言’FC－（
?R占
一U』 p LI b－I

合計 401＃／I耐
『日J可 ~吟

{) 【。剥片石器
ノlL＝

"」､岡

｣､計
両~』~F一

／4原1縄文早期土器点

占

い

点

Ｌ

Ｌ

４

両面調整石器

スクレイパー

Rプレ'イク

7占

~~~ ~72点

ａ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

|､計 ）占1占
几ｺ L ， ､ 礫石器小計礫石器

点

点

１

１

たたき石

砥石片

1点有意礫片

小計剥片・石屑等 89点

｣､計 104点剥片・石〃i箸
89ﾉ,7フレイク

}()4点フレイク
1,計石核類

］

「

語

一

Ｌ

０

２

小計 21点礫・礫片等
占向穆

点

占

１

６

１

－~~~

礫

礫
1,計 11‘‘〃礫・礫片等

占
恥
点

０

１

１礫

礫片
占自然遺物 小計

筐炭化物
315点総計FC－4

l ~348点立公三J
小心口IF（

合言 115凸Wt

△､吾卜
原。pI l ‘348‘1.lxⅣ～v層

)1点小計縄文早期土器

1,計 1占
全Jh h l縄文早期土器占

恥
占
恥

６

５
２

I a

l l) ］ 1点［ l〕 1

1,計11点 縄文中期土器 2点繩文後期土器 X1,訂

勺今｣－
1【I T
全一j h h,

)t4「lllaⅣh

1,計 ？占剥片石器
’二I

｣､訂 )占その他の土器

1点
●岸

1J熟

>占 スクレイパー

両揃調幣石器ハ

1く明土器

|､言･’
Ｊ
」
ｂ

７

剥片石器
寸 冗~オ1~I胃

」 ．d4U言11,計剥片・石肘等
ポイント片

両面調整石器

スクレイパー

Rブレイク

Uフレイク

点

点

占

私

点

占

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ

１

| プレイク 1.34]点

)占
『 二.I

JI、＝刑

｢」■口I礫・礫片等

占
叩
占
叫

１

１

礫

軽石
雨引

-謝
詞

[ 肘

1点

「 二二r

｣､訂礫石器
ﾂﾜrl
白f汽総計

戸行 n

rL, 5

砥b
r)ワ,」
白f万十二同今ロ11 ､；

l、計 246点紫 1片・石屑等
j,計

、－ 1

5:〕にK'1片・石屑等
246点プレイ

25点フレイク

｣､言’ 聴
一
噸
蠣
一
端

礫・礫片等
|､計 2点礫・礫片等

片

礫

礫
原石

礫

点

点

１

１

自然遺物 ﾉ｣、同

総計 198点FC 9
フ占高師小僧

今引
pnI 198点Ⅵ層

2.902.卓総計FF R
ユー U

1点｣､計縄文早期土器
合計 2,902点W曽

1点l b 1

I､言 ’縄文早期土器 [Xq占
J唖j b , ､

小計 1点剥片石器
点

占

肌

占

岬

６

４

９
４

１

４

~
~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

1点Rフレイク

1[4
入. .礫石器 小計

1 r耳
1 4弓すり切り残片I,計

勢
:〕黒I

縄文後期土器

1q員に｣
ユーノユノ』剥片・石屑等

三
口

、邸Ⅳb

Ｆ
Ｄ

〔
り

１

l､計 11ワ占
且 Lどb ､ b フレイク縄文晩期土器

k公毒I
恥じ､同I 114点112点 FC－l （/c

今壽L
1コ同I ' 14点

1＝『

川、色目T

r」■口I

叩亨,J=
白I》武！ Ⅵ1瞥その他の土器

1,計縄文早期土器 13点不明土器 ワF77I〒
凸『毎ﾛ、

シ占~~ ~ ~ 9占l a剥片石器 小計

229



’
遺構窄 層ｲカ 遺物名 分類 点数

1 1〕 ］ 4‘Ifii

その他の土器 1,計 3点

F明土器 ］『f打
J児寺p

剥片石器 1,計 l＃

石雛 l~占

礫石器 1,計
へI■1

J･ロ

たたき石

台石もしくは子ilⅢ片

点

占

１

７

閥'1片・万屑等 83点小計

~
フレイク 83点

礫・礫片等 小言I ] 1点

礫片 11点

q,Fp、ドー

虫)5．ロ．
FF 11
LLJ 』』 総計

Ⅳ～V畷 合計 258点

剥片石器 I,計 3点

石鎌

ポイント

占
い
占

１

Ｊ

測片・石屑等 1,計 254.占

フレイク
ロ戸~ロ ロ

幻4‘【割

礫・礫片等 小計 l 」』

礫 1占
L j ． ､

~}06点~S－l 総計 6.306占

V隅 合計 6.306~占

縄文早期土器 小計 R占

１

４
~ｂｂ

ｌ

１

b魚

2点

その他の土器 l､計 占
叩

ゾ
ー

不明土器 2点

剥片石器 I,計 1点

Rフレイク
1~吟

U〒孔

礫石器
r 二↑

｣､訂 1点

砥7二『片
●~ｰ

1J点

剥片・石屑等 1,計 l()3点
~

プレイ 103点

礫・礫片等 小計 6.190点

礫 6.19()点

’
自然遺物 ]点8,日1

i部ill小佃 1山
44い論

-230-



資料一覧

表Ⅳ 4遺構出土掲載土器一覧

二

…

１

計

層

計

層

計

層

計

計

眉

一

計

層

計

層

計

層

計

盾

計

層

計

層

計

層

計

層

・

計

層

計

屑

計

層

計

層

計

暦

計

隠

計

膳

↑

尉

原

位

計

小

４

計

４

２

小

２

計

小

面

計

小

２

計

４

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

４

２

小

２

計

小

２

計

小

３

計

小

３

計

小

３

計

小

３

計

４

２

。

Ｌ

、

層

合

土

合

土

土

合

床

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

０

１

，

Ｊ

‐

４

５

ハ

ｂ

Ｑ

並

房

ｊ

Ｏ

１

８

７１

３

２

４

５

７

８

⑪

Ｍ

咽

哩

皿

皿

哩

哩

嘘

哩

哩

哩

唖

理

号

１

１

１

１

１

雛

番

叱

叱

伽

叱

叱

脈

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

集計

1占
今J h h,

1占
一J l b L

1占
ユj ,、､

2点

1占
一J D b,

1占
一グh0，

1占
一jも 1 ，

1占
二PL,､

1点

1占
ユJ h U，

q ~ｰ

l'詞

1占
些｣ h h ,

1占
一JQ L,

1占
一J h ，､

2点

2点

2点

2点

2点

ワ占
一J b ，､

3点

3点

八吟

j‘恩

1占
杢』 0 1 ，

1占
一ﾛ Q ､、

1占
一J凸、､

1占
一J↓､､

1占
一' D B,

1占
一J h H､

1占
一J h Q ,

1占
ユ』 D BL

1占
一J 0，，

1占
一』 h 1 ，

1占
ユJq ,､

1占
二』､、

2点

2点

'占
一J D H､

4占
~ユj h q n

3点

3点

1占
一jUn､

1占
一J1 ､､

2点

，占
一J h h牡

，占
＝』 b ,､

l占
今J h l,

1占
一j h I，

1点

1点

1占
ユJ1、､

1点

1点

1占
一j Q q，

1占
一j h I ,

‘)占
一ニニニ

ウ占
当J1､､

，占
一ｳ h ､,

2点

2点

2‘占

》
謡
一
皿

掲戦番号 土器分類

図Ⅱ1 2 11拓影図I群a類土器

接合
H-!

図Ⅲ 2 12拓影図I群a類土器

遺構名

H 1

計
蠣
蟆
轤
悼
哺
喰
鑪
鑪
鑪
悼
猟
猟
蠣
環
境

集

妬

妬

泌

１

掲載番号 土器分類

図II1-2 1実測図I群a類土器

I曹位

合計

小計

床面

合計

小計

種土居

合計

小計

覆土2層

合計

小計

遺構名

11－1

｜ ｜冊’
11 1 図Ⅲ－2 2拓影図I群a類土器

接合
n-」

H 1 図Ⅲ 2 3拓影図I群a類土器

｜接合
| |H-!

H l 図Ⅲ 2 4拓影図1群a類土器

接合a

K'7-'
接合b

|H-1
lグリッド不明

{ 1 ］No．5

接合

|H 1
末接合

Ⅱ-」
Ⅲ 1 図Ⅲ 2 13拓影図I群a類土器

｜接合
｜ ｜Ⅱ-］

H l 図III 2 14拓影図I群a類土器

接合
H-｣

[1 1 図111 3 15拓影図I群b 1類土器

｜接合
｜ ｜舟］

H－l 図III-3 16拓影図I群b－1類土器

接合
H ]

[ 1 1 図Ⅲ 3 17拓影図I群b 1類土器

｜接合
| |H-]

11 1 図III 3 18拓影図I群b-1類土器

接合
m ]

11 1 図Ⅲ 3 19拓影図I群b-1類土器

接合
| |H-]

H 1 図III-3 20拓影図 I群b-1類土器

｜接合
｜ ｜冊］

H-1 図Ill-3 21拓影図I群b 1類土器

未接

11 1 図111 2

H l 図III 2

[1 1 図Ⅲ 3

H－l 図III-3

II l l叉IIII 3

NC~3

No．4

小計

覆土2層

小計

覆土4屑

只占
L〃J h I ,

勺~吟

11コ

未接合

一一｢南

占
い
点
点
占
い
点
占
い
占
恥
占
い
占
い
点

〃
〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
伊
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

１

１

４

１

９

９

９

５

４

１

２

I-10-d

H l 図Ⅱ1－2 5拓影図 1群a類土器

接合a
IH!

接合b

l針
接合c

合計

小計

床面

小計

床面

覆土2層

小計

床面

小計

床面

覆土2層

穫土4層

N().2

点

点

占

い

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

い

占

い

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

噛

点

点

点

点

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ご
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ダ
ダ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
夕
Ｊ
ｊ
Ｊ
ゴ
ゴ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ゴ
ヴ

司

１

『

１

‐

４

毛

１

ハ

Ｕ

１

『

１

，

１

３

７

４

４

《

酊

司

１

勺

１

ワ

］

ヨ

ー

割

１

句

０

割

１

？

］

卓

１

『

１

『

１

３

３

３

勺

１

今

１

勺

１

２

．

１

割

１

１

４

。

１

１

１

１

計

計

層

層

計

層

計

層

計

層

計

層

層

計

層

計

層

計

層

計

階

計

層

小

面

小

面

２

４

計

小

面

４

４

２

小

剛

１

小

２

４

計

小

４

計

小

２

計

小

２

計

小

２

４

４

床

床

土

土

合

床

土

土

床

土

土

土

合

土

合

土

合

土

合

土

土

覆

護

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

T雨
未接合

I I-l

H l

H l

H l HI

N 16 b

l I l 図Ⅱ1 2 6拓影図I群a類土器

接合a

|H-]
「面二言

接合b

L遥宣２

H 】
H-1 図IⅡ－3 22拓影図1群b 1類土器

｜接合｜

No．6

| |H ]
拓影図I群b-1類土器

接合a

H-]
接合b

H 1 図lll 3 23

11 5
接合c

|H-]
|P '23

未接合

|H-】
H ]

1 1-1 図III-2 7拓影図I群a類土器 NC~7

1接合
| |H-]

H 1 図IIl 2 8拓影図I群a類土器 No.8

1接合
H-]

H 1 図IⅡ 2 9拓影図I群a類土器 No.12

接合
| |H-]

11－1 図Ⅱ1－2 10拓影図 I群a類土器 No.9

1接合
| |H-!

II－1

H l 図Ⅲ 3 24拓影図I群b 1類土器

｜接合
| |H-1

H 2 図Ⅱ1 9 1拓影図I群b 1類土器

接合
H-2

Ⅱ 2 図Ⅱ1 9 2拓影図1群b-1類土器

｜接合
| |H-2

H 2 図Ⅱ1 9 3拓影図I群b-1類土器

｜接合
| IH 2

11 2 図Ⅱ1 9 4拓影図I群b ]類土器

接合
| H2

1 I－3 図III-ll l拓影図I群b-1類土器

｜接合
| | 'i-3

H 1 図Ⅲ 3

H 2 図Ⅱ1 9

11 2 図Ⅱ1 9

11 2 図ⅡI

未接合

一 ｢雨

231



鶴 1弾位 集計世構名 掲載悉号 土器分類 遺構名 掲赦番号 i二器分類 鰐贈位 粟言’

IH5
H-5

接合c

IH5
1Ⅱ5

接合d

|H5
末接合

H-5
| ''5

[1 5 図Ⅲ16 2拓影図I群a類土器

接合a
| I-17a

H-3 図Ⅲ－1 1 2拓彩図I群b1類土器

｜接合
｜Ⅱ3

H3 図lⅡ－11 3拓影図1群b-1類土器

｜接合
｜ Ⅱ－3

H-3 図111 11 《l拓影図I群b1類土器

接合
｜趾3

H3 図IⅡ 11 5拓影図 1群b－1類土器

｜接合
| | !職

H3 図Ⅲ11 6拓影図I群b-1類土器

接合
| |H-3

Ⅱ-3 図iI ll 7拓影図I群b1類土器

｜接合
｜ Ⅱ3

H-3 1叉IⅢ－11 8拓影図1群b1類土器

｜接合
IH-3

11 3 図IIl ll 9拓影図 I群b1類土器

｜接合
| H-3

113 図Ⅲ11 1(）拓影図I群I〕 1類土器

｜接合
| }I-3

11 3 図lll ll ll拓影図I群b4類土器

｜接合
| H-3

H4 図IⅡ 12 1拓影I叉1 1群a類土器

｜接合
｜ル4

11-4 図Ⅱ1-12 2拓影図 I群a類土器

接合
| '' 4

11-4 図Ⅲ－12 3拓影図1群a類土器

｜接合
| IH

ll 4 図[Ⅱ 12 4拓影図I群b]類土器

接合a

|H-』
接合b

|H-#
未接合

u‘
'' ']

II 4 図Ⅲ12 5鮪影図I群b1類土器

j森△、
』桑口

IH4
1グリッド不明

11 4 図IⅡ 12 6拓影図I群b 1類土器

接合

n4
未接合

IH-4
H-5 1xI III 16 1拓影図I群a類土器

接合a

Ⅱ-5

11－5

グリッド不明

接合b

三

一

阿

偏

計

噌

計

階

計

眉

計

膳

計

胴

計

噌

噌

計

屈

罰
伺
柳
舗
帰
坤
舗
崎
鏥
舗
帰
辨
詞
帰
蝿
詞
伺
恥
舗
伺
坐
詞
伺
蝿
舗
桶
帽
謂
小
狸
謂
小
迫
謂
小
迫
謁
４
迫
錆
４
狸
ｌ
皿
小
迫
迫
詞
ト
型

Ｉ

炉

Ｉ

記

荊

’

一

、

二

、

今

、

小

ノ

三

口

／

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

溌

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

？
Ｊ Ｏ

ワ

』

９

３ １

２３

４３

３

７

６３

｜

、

３

３３

３ ８

３ ９

４ １

１

４

，

皇

４

岨

ワ

Ｊ

４

４

０

○

Ｏ

Ｏ

０

０

○

０

０

０

０

０

Ｍ

岬

Ｎ

Ｎ

Ｎ

州

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

１

１

１

２

２

２

１

１

１

１

臘

膳

計

眉

屑

計

僧

計

暦

層

計

２

３

小

２

３

４

３

４

２

３

計

４

土

土

土

土

土

土

土

合

覆

覆

覆

覆

讃

覆

覆
２６

０

Ｎ

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

！“
』

『

ｂ

Ｉ

凸

【

／

Ⅱ

戸

、

』

ｎ

／

堂

ｎ

く

り

ハ

く

』

《

く

』

ｎ

パ

）

一

‐

尺

リ

ハ

イ

』

『

Ⅱ

Ｉ

《

「

１

４

Ｔ

Ｉ

Ｌ

勺

Ｉ

工

『

１

４

勺

１

１

【

ｈ

〉

．

刎

坐

句

玲

リ

『

Ｉ

Ｌ

ハ

リ

〉

句

皇

ワ

Ｉ

小

、

》

つ

１

入

「

１

入

１

１

嚥
一
庶
一
噛
喰
一
瞳

接合b

|H-5
未接合

|N19-d
II 5 RI III 16 3拓影図I群a類土器

接合a

Ⅱ5
IH-5

接合b

lⅡ5
IH-5

未接合

II 5

I-l7a

M-l4-b

l1-5 図Ⅱ1 16 4拓影図I群a類土器

接合a

ll－5

115

グリッド不明

接合1〕

H-5
未接合

IH-5
|H-5

H－5 図Ⅱ1 16 5拓影瞳’ I群a類土器

接合a

H-5
L12d

接合b

lu5
1I-5 IXlⅢ16 6拓影図I群a類土器

接合a

H-5
JJ7-"

接合b

| JJ7a
H5 図Ⅲ－17 7栩影図1群a類土器

｜接合a

計

層

計

小

２

小

土種

~

占
州
占
恥
占
抽
占
坐
占
仙
占
へ
占
仙
占
抽
占
州
占
小
点

３

３

３

１

１

１

２

２

２

１

１

計

層

暦

計

層

隔

計

屑

Ｌ

ｌ

、

、

、

言

４

２

３

４

２

３

４

２

合

土

土

土

土

土

覆

覆

覆

覆

覆

八
制
Ｏ

Ｎ

原

聰

一

嶢

灯

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

ゲ
ノ
ノ
ノ
ゴ

１

６

０

２

６

２

９

９

７

２

５

５

３

２

１

７

－

２

６

４

１

ワ

Ｊ

２

２

２

５

２

１

２

No.47 合計

小計

穫土2屑

覆土3j普

~

哺
疎
一
環
轆
一
聴
一
暇

計

階

計

階

府

計

屑

、

今

~

、

４

２

４

２

３

計

４

３

土

土

土

合

土

覆

覆

覆

覆

Ｑ

Ｊ

Ｏ

Ｎ

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

「

１

１

、

／

〕

、

／

凸

ｎ

／

］

ハ

ｎ

Ｖ

Ｆ

ｈ

ｕ

一

ｈ

Ｊ

訂

１

１

『

１

１

ハ

リ

八

Ⅵ

ざ

○

ｌ

Ｌ

戸

周

り

戸

『

』

４

４

４

勺

１

１

〆

ｈ

〕

可

Ｉ

上

７

１

勺

戸

ｈ

Ｊ

Ｆ

‐

坑

哩

（

‐

ｍ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

八

●

ｍ

Ｕ

Ｔ

Ｉ

Ｌ

１

Ｉ

Ｌ

貝

叩

１

１

２

２

２

少

』

計

階

計

層

、

~

今

~

、

４

３

計

４

２

土

合

土

護

覆

０５

０

Ｎ

小計

No.52 合計

小計．

計

層

計

階

計

層

層

。

、

計

４

１

４

１

計

Ｊ

２

３

合

土

土

合

土

土

覆

覆

覆

覆

似妬Ｏ

Ｑ

Ｎ

Ｎ

暦

計

２

小

土覆II 5 5‘'壽
司 14

1 ．1コ接合b

H-5
接合c

|H-5
|H5

未接合

H5
H5

1I-5 図Ⅱ1-17 8拓影図1群a類土器

床面

小計

覆土21静

覆土31層

小計

種土2層

覆土3屑

No.51 合計

原

一

源

一

嶬

一

燕

恥

一

聰

猟

頤
ｌ
寺
ｌ

一
言
、

、１

－232－



資料一覧

鍔居位 集計上器分類 鍔層位 集計 遺構名 掲載番号 土器分類遺構名 掲赦番号

| |H5
H5 図lll-17 19拓影図I群b1類土器

接合

H5
未接合

|H-5
1グリッド不明

環
癖
一
強

層

計

屑

計

層

・

も

、

、

２

計

４

２

４

２

土

合

土

土

覆

種

覆

４６
０

Ｎ

占
祁
占
小
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
砧
占
州
占
州
占
仙
占
小
占
小
占
州
占
小
占
恥
占
州
占
へ
占
州

ｊ

Ｊ

Ｊ

β

』

ず

ブ

リ

〕

Ｆ

Ｄ

ハ

ｂ

割

１

．

４

ｎ

．

寺

１

【

』

３

ク

Ｊ

割

１

ハ

リ

３

７

割

１

八

Ｊ

ワ

封

『

１

１
上

Ｄ

Ｊ

１

１

１

１

、

色

－

１

小計

覆土2層

接合

H－5

K11－d

グリッド不明

未接合

IH2
|H'2'P-]

H5 図III-17 9拓影図 I群a類土器

接合a

|H5
接合b

ll 5

1I 5

H5

グリッド不明

未接合

H5
H-5

H5 図Ⅲ17 10拓影図I群a類土器

接合

|H-5
未接合

''-5

轆
一
轆
岬
一
瞳

小計

覆土2隅

覆土層

No.53 合言|‐

小計

覆土3眉

小計

床面

覆土2眉

覆土3屑

H6 図III-21 1拓影図I群b1類土器 No.65 合計 1点

’
小計 1点

床面 1点

接合
｜
恥

2点11-6 図IⅡ－21 2拓影図I群b-1類土器 No.66 合計

接合

IH6
1uも

H-6 図III-21 3拓影図I群b-1類土器

｜接合
| |H6

H－6 図lll-21 4拓影図I群b-1類土器

接合
u6

11-6 図Ⅲ－21 5拓影図I群b－1類土器

接合
| IH6

H－6 図IIl-21 6拓影図I群b1類土器

｜接合
H6

H6 図Ⅲ21 7拓影図I群b4頬土器

接合
| |H-6

H－6 図III 21 8拓影図］群b4類土器

｜接合
| |H-6

猟
一
喰
一
哺
嚥
一
瞳

計

層

計

噌

計

計

計

層

計

層

計

小
雨
埋
詞
４
狸
舗
小
河
詞
小
河
詞
小
蝉
謂
小
型
謁
小
緬

覆

覆

覆

覆

７６

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

０

６ ８

６ ９

７ ０

７ １

２７

計

層

謄

計

眉

計

僧

ロ

、

小

２

３

計

４

２

小

３

土

土

合

土

土

覆

覆

覆

覆

６５

０

Ｎ

聴
蠣
一
噛
一
璋
一
嚥
聰
一
哺
一
哺
原
一
嶢
一
嚥
一
噛
一
哺
一
碗
一
鑪
一
禧

源
暇
一
蛸
一
環
悪

H5 図lll l7 11拓影図I群a類土器 No.57 合計

｜接合 小言

1占
二些
司~吟

1I手引

| |H-5
H－5 図III-17 12拓影図I群a類土器

接合

H5
H-5

未接合

H5
|H-5

H5 図Ⅲ17 13拓影図I群a接土器

層

計

層

眉

計

層

層

、

３

計

小

２

３

１

２

３

計

土

合

土

土

土

土

合

覆

覆

覆

覆

覆

４

８

５

５

０

０

Ｎ

Ｎ

蟷
一
聰
一
鑪
一
境
一
鑪
一
涼
一
環

覆土2層 1点

小計 64点

轤
兎

|H6
未接合

占
い
占
州
占
い
占
叫
占
い
占
砧
占
い
占
い
占
い
』
息
占
い
占
州
占
い
占
い
点
占
い
点

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
グ
Ｊ
Ｊ
ｊ

４

－

『

１

ヨ

ー

ハ

ｊ

〈

ｂ

６

ワ

タ

『

１

戸

ｂ

８

５

－

１

識

１

『

１

４

４

４

４

４

Ｑ

ゾ

八

５

床面

覆土2層

占
い
占
い

Ｌ

１

計

層

、４

３
土覆

ll-6

H-6

J l3a

K"l2a

L11-c

Ll2-a

Nllc

P23-a

H7 図Ⅲ26 1拓影図I群b-1類土器

接合a

H－7

H－7

Ⅲ7 IIP-19

グリッド不明

接合b

|H-7
未接合

接合

115

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

１

１

３

８

５

２

１

４

４

１

１

１

１

１

４

４

４

４

２

１

１

２

１

１

３

３

１

計

層

計

層

計

眉

計

層

計

層

計

層

~

計

層

計

階

層

計

小

３

計

小

面

２

４

２

４

２

計

小

３

計

４

３

計

４

２

４

２

３

計

小

、

、

二

、

、

土

合

床

土

土

土

合

土

合

土

合

土

土

土

合

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

５５

０６

９５

１６

６

３

０

０

０

０

０

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

未接合

u5
H-5 図Ⅲ17 14拓影図I群a類土器

接合a

lI－5

H－5

ゲ1） 、ソド不f渦

接合b

H-5
未接合

IH-5
H－5 図III l7 15拓影図I群a類土器

接合
H5

H5 図II1-l7 16拓影図 I群a類土器

｜接合
| |H5

H5 図Ⅲ17 17拓影図I群a類土器

接合

n5
1-17d

未接合

|H-5
|H-5

H－5 図II1-17 18拓影図I群b－1類土器

接合

No.76 合計

小計

床面

覆土l層

覆土l曽

小計

床面

小計

床面 53点

覆土1 l冑 13点

貯

崎 H7

II－7

H－7

Pl5c

H7 図Ⅱ1 26 2拓影図I群b1類土器

接合a

| !汁7
接合b

n－7
H－7 図lⅡ－26 3拓影図I群b－1類土器

轆
一
蝉
一
蛸
一
鑪
一
源
一
轤
一
涼
一
環
一
宿

覆土2層

覆土層

卜

司

層

計

層

一

言

４

七

４

１

計

合

覆

謹

合

７

０

７

８

０

０

Ｎ

Ｎ
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遺構名 掲救番号 土器分類 鐸層位 集計 遺構名 掲載番号 上器分類 蕊層位 集言

噴

哺

暁

哺

哺

噛

曉

哺

哨

噴

嶬

境

嚥

嶬

嶬

蠣

蕪

源

環

境

嘘

哺

哺

嶬

嶬

環

猿

猟

嚥

嚥

哺

嶬

喰

嶬

嶢

嶬

噴

嶬

域

嶬

原

礪

嘘

環

鑪

轤

凍

嚥

域

環

碩

蠣

鑪

嶬

涼

漁

鑑

悼

轤

鑪

噛

鑪

４

１

崎
》
崎
岬
謂
蠕
緬
謂
小
狸
詞
４
追
討
小
埋
詞
小
型
謁
小
辿
詞
小
柄
調
小
逗
舗
小
封
壼
４
封
謂
小
型
詞
小
狸
舗
小
型
詞
小
迩
舗
小
狸
迄
過
小
埋
狸
川
趣
小
埋
緬
迫
埋
辿

計

層

計

層

計

暦

計

層

計

層

計

計

層

計

層

・

計

層

．

計

層

計

層

計

層

計

層

計

層

層

暦

計

層

眉

計

暦

計

噌

層

隔

屑

、

Ｐ

、

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

種

覆

別

沼

河

祁

鯛

説

鵠

鋤

師

９

７ ９

７ ８

３

２

４

咽

噸

媚

０

０

０

０

０

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

恥

Ｎ

Ｎ

接合a

|H7
接合b

IH-7
11 7 図lII-26 4拓影図I群b1類土器

｜接合
| IH7

H7 図III 26 5拓影図I群b－1類土器

｜接合
| H-7

11-7 図III 26 6拓影図I群b－1類土器

｜接合
| |H7

H－7 図Ⅲ26 7拓影図I群b-1類土器

｜接合
IH-7

H7 図111-26 8拓影図I群b1類土器

｜接合
| H-7

1I 7 図111-26 9拓影図I群b1類土器

｜接合
｜冊7

H7 図111-26 1(）拓影図I群a類土器

｜接合
｜ 趾7

H7 図IIl-26 11拓影図I群a類土器

接合
|H7

H7 図IH-26 12拓影図I群a類土器

｜接合
| ''-7

H－8 図Ⅲ30 1拓影図I群b1類土器

｜接合
l lH8

Ⅱ8 図III 30 2拓影図 I群b1類土器

｜接合
｜ ｜趾8

H8 図lⅡ-3(） 3拓影図I群b･－1類土器

｜接合
| |H-8

H－8 図II[ 30 4拓影図I群b1類土器

｜接合
|H-8

H8 図111-30 5拓影図I群b1類土器

｜接合
| H8

H9 図III-32 1拓影図1群b-1類土器

接合a

H9

I-I-11

P-43

接合b

IH9
|H-1]

接合c

H-!」
未接合

11 9

11-11

I1 11

Hll

P-43

H9 図II[ 32 2拓影図I群b-1類土器

｜接合
IHf)

11 9 図Ⅲ32 3拓影図I群b-1類土器

｜接合
| |H-9

H－9 図Ⅱ1-32 4拓影図I群b1類土器

｜接合
| H-9

H9 図lⅡ－32 5拓影図 I群b1類土器

接合
|H9

11 9 図Ⅲ32 6拓影図I群b-1類土器

｜接合
| |H9

~

計

噌

計

層

計

層

計

暦

《

計

層

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

小

２

計

４

２

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

覆

覆

潅

覆

覆

１９

９ ２

１１１

９ ３

９ ４

０

０

０

０

Ｎ

Ｎ

恥

Ｎ

Ｎ

嚥

嚥

一

嶢

一

嶢

噛

一

境

一

臆

環

瞳

一

環

噛

一

哺

哺

一

臆

環

11 9 図Ⅱ1 32 7拓影図I群b－1類土器

接合
| IH-9

No.95 合計

小計

撞土2層

哨
一
嚥
一
瞳

H9 図II[－32 8拓影図I群b-1類土器

｜接合
| |H9

H－9 図Ⅲ－32 9拓影図I群b1類土器

接合
| H-9

H－9 図III-32 1()拓影図I群b-1類土器

｜接合
｜腓9

H…9 図111-32 11拓影図I群b1類土器

｜接合
| H9

H9 図Ⅱ1 32 12拓影図I群b－1類土器

接合

|H-9
未接合

H9
H－1(） 図Ⅲ－34 1拓影図I群b-1類土器

｜接合~
| | IHI!

H－10 図III-34 2拓影図I群b-1類土器

｜接合
| H-'0

H－lO 図lll-34 3拓影図I群b－1類土器

｜接合
IH-'0

H-l(） 図Ⅲ34 4拓影図I群b-1類土器

｜接合
| H-'0

Hll 図IⅡ36 1拓影図I群a類土器

接合
IH-''HP2

II 11 図Ⅲ36 2拓影図I群b－1類土器

接合a

H9

1I 11

P43

接合b

l胚9
|H-'!

接合C

l胚'［
未接合

IH9

計

層

計

眉

計

層

計

暇

計

層

計

層

計

計
小
２
計
小
２
計
小
２
計
小
２
計
小
２
小
２
計
小
面
計
崎
媚
計
帰
婚
計
帰
櫃
計
伺
鱈
計
帰
嘱
帽
帽
崎
塘
憎
伺
媚
崎
媚

、

、

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

土

合

床

合

土

合

土

合

土

合

誕

合

土

土

土

土

土

土

土

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

９ ６０

９ ７

０

９９

０

８９

０

００１

１ １０

２

３屯

１

訂

１

八

Ｕ

４

ｑ

「

ｌ

Ｆ

Ｄ

Ｑ

Ｍ

ハ

リ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

恥

Ｍ

恥

０

０

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

嶢

噛

一

礪

一

聴

一

哺

臆

一

喰

一

喰

嚥

一

暁

蠣

嚥

一

源

一

鑪

轤

源

一

轤

噛

嶬

一

喰

一

喰

蠣

一

嶬

一

曉

聴

一

哺

一

暁

噛

一

嶬

蟆

嘘

一

頂

一

噸

一

聰

琉

一

源

一

礪

蛸

源

一

哺

一

凍

東

一

輔

一

鱸
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資料一覧

土器分類 驚豐 層位 集言’土器分類 鵜層位 集計 遺構名 掲載番号遺構名 掲載番号

Hll

Hll 図IⅡ－36 18拓影図I群b1類土器

接合

｜圧'］
H－ll 図Ⅲ－36 19拓影図I群b1類土器

接合

H-']
H11 図Ⅲ－36 20拓影図I群b1類土器

接合

|H-']
H11 図IIl-36 21拓影図I群b1類土器

接合

| '' '!
Hll 図lll 36 22拓影図 I群b1類土器

接合

|H']
H－l2 図Ⅲ－38 1拓影図I群a類土器

接合
| IH'2

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

訂

１

入

ヘ

ペ

リ

へ

く

』

ｎ

屯

〉

『

Ｉ

上

訂

１

入

勺

Ⅱ

且

『

１

土

勺

１

１

勺

Ｉ

上

勺

Ｉ

Ｌ

で

Ｉ

ユ

屯

１

４

勺

’

八

訂

Ｉ

工

勺

１

４

、

／

〕

ｎ

／

］

の

当

噌
計
伺
囑
計
崎
噌
計
帰
囑
計
崎
礪
計
帰
囑
計
崎
罎

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

土

合

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

５４

２１ ３

２ ４
１

２１ Ｆ

○

６２

１

７２

１

０

０

０

０

０

０

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

環
鑪
一
螺
一
環
一
癖
一
噸
一
艫

床面

覆土1層

覆土2層

覆土l眉

No.106合計

小計

覆土2層

II ll

H11

H-11

P43

11 ll 図Ⅱ1－36 3拓影図I群b1類土器

｜接合
| |H-11

哨
一
盾

覆土l層P43

グリッド不明

計

層

計

層

眉

計

層

計

暦

計

層

計

計

層

↑

計

層

層

計

層

層

計

盾

計

層

計

層

・

計

層

層

ゞ

計

帰
蠣
囑
嘱
囑
層
計
小
２
計
小
１
２
計
小
２
計
小
２
計
小
２
計
小
面
計
小
２
計
４
１
２
計
小
１
２
計
小
２
計
小
２
計
４
１
計
川
１
２
計
〃

、

吾

、

詮

遥

遥

鐸

縫

合

土

合

土

土

合

土

合

土

合

土

合

床

合

土

合

土

土

合

土

土

合

鐸

合

錘

合

土

合

土

土

合

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

７０

０
９１

１１ ４

３
１ １

１ ０

１ １ ５

８１

２１１

１１ ６

８１１

９１ １

２１ ０

１２１

２１

ワ

竺

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

楜

鐸

鍔

鐸

鋳

鍔

明

器

器

器

不

器

器

器

器

器

器

土

土

土

ド

土

土

土

土

土

土

類

類

類

類

類

類

類

シ

類

１

類

１

１

類

１

類

１

類

１

類

１

１

１

Ｊ

１

１

１

１

１

１

合
恥
刷
刷
郡
部
”
潮
田
榊
田
皿
細
田
榊
田
細
佃
Ⅲ
‐
け
↓
‐
ｌ
ｌ
ｂ
↓
↓
リ
ｂ
‐
け
１
６
↓
け
↓
Ⅲ
け

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

６
３

３ ６

３ ６

６３

６３

６３

６３

３ ６

３ ６

３ ６

６３

６３

６３

６３

１

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

１ １

１１

１ １

１１

１１

１ １

１１

１１

１１

１ １

１

１

１１

１１

１

１

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

１

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

17点

1占
呈〃Ⅱ L,

7点

4占
~二J h Q，

'占
一ﾉ h h，

2点

1占
ユゲロ ､､

5点

5点

5点

3点

3点

，占
一J Q ､､

1占
一ﾉ、､､

1占
一j h ,､

1占
一J b l,

1占
二､ﾕ、

，占
一J h Q ,

，占
一J0 1，

2点

1占
ユJ1､､

1点

1占
一ノ h h,

1占
晶PJ h Q ､

1占
一j h Q，

1点

1占
一J1、､

1占
1J，、、

1占
晶JtE、

3点

3点

1占
一グh h ,

2点

5点

5点

ツ占
一J D E,

2点

1占ユJ h ,､

1占
今Jq b ,

1占
一〃￥､､

1占
一J h ,､

4占
~▲J D H ､

4点

4占
~ユグh 1，

，占
一Jh 咄､

？占
一J､､､

2点

ツ占
一J h l,

，占
一ﾉ hnL

寺~し

lﾉ気

1占
一JDL,

1占
一f h b,

1点

H－l2 図III-38 2拓影図I群b－1類土器 Nol29合計 19点

蠣
一
娯
一
鑪
一
嘘
一
環
唖
一
環

小計

覆土層

小計

覆土2層

覆土層

小計

覆土2層

覆土層

No.128合計

小計

覆土2層

小計

接合a

|H'2
接合b

| ''-'2
1HJ2

未接合

| IH2
|H-'2

H-12 図III-38 3拓影図I群b1類土器

接合a

HJ，
接合b

|M'2－c
|M'8-b

未接合

H-12

11 l2

Ll3a

M-l2c

Ml3b

P123

11 12 図Ill 38 4拓影図I群b-1類土器

接合
IH@

H12 図Ⅲ38 5拓影図I群b-1類土器

｜接合
| | IH2

11 12 図lⅡ38 6拓影図I群b1類土器

接合
m－12

H－12 図[Ⅱ－38 7拓影図I群b－1類土器

｜接合
| |H-'2

H－l2 図Ⅲ－38 8拓影図I群b1類土器

接合
H-12

11 12 図【Ⅱ38 9拓影図I群b1類土器

｜接合
| |H'2

H－l3 図III 40 1拓影図I群b1類土器

｜接合
| |H13
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点

点

点

点

点

点

点

点
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点

点

点

点
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点
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１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

１

４

３

１

小計

覆土2層

覆土層

ゞ

雷

辨
詞
帰
醍
詞
崎
審
舗
崎
緬
調
幅
錨
舗
崎
盤
詞
帰
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帰
却

覆

覆

覆

覆

１ １３Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｏ
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ｊ

Ｏ

１

洲

謁
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１
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１

嶬
一
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｜
輯
一
辮

溌層位 集計遺構名 掲戦番号 土器分類

11 15 図IⅡ－42 1拓影図I群b-1類土器

嬢理
：謡号

No．137

I曹位

~合計
遺構名 掲載番号 土器分類

｜接合 小計
|H 15 覆土2層

H－I5 図【Ⅱ 42 16拓影図 I群1〕－1類土器 No.152 合計

｜接合 小計
| | 'I 15 覆土'暦

1 1－15 図Ⅲ 42 17拓影図I群b ]類土器 No. 155合計

接合 小計
| H-'5 覆土1層

H l5 図Ⅱ1－42 18拓影図I群b 1類土器 No.154合計

接合 小計

| 'H5 床面
｜グリッド不明

未接合 小計

IH5 床面
｜グリッド不明

H-15 図lll 42 19拓影図I群b- 4類土器 Nol53合計

接合 小計
| '' '5 撹乱

P 1 図IⅡ 45 1実測図I群b-1類土器 No.156合計

｜接合 小計
| |P-! 床面

P－2 図IⅡ 45 1拓影図V群c類土器 No.157合計

｜接合 小計
| P-2 覆土屑

P 7 図Ⅲ 46 1拓影図 I群a類土器 NC~158合計

接合a 小計

|P-7 覆土層
接合b 小計

畦7 覆土層
接合c 小計

P7 覆土I曽
未接合 小計

|Pイ 篭土層
P 9 図Ⅱ1 46 1拓影図ⅡI群a類土器 Nol59合計

1占
一Jh~h

占
い
占
い
占
咽
点
占
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占
い
占
い
占
輪
占
恥
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３
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０
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４
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２

妬

調

郡

計

層

計

計

層

計

層

、４

２

計

小

面

計

小

１

小

１

土

合

床

合

土

土

覆

覆

覆

８

９

３

３

１

１

０

０

Ｎ

Ｎ

｜接合

| |H-'5
H－l5 図111 42 2実測図I群b 1類土器

｜接合
| H'3

H l5 図lⅡ－42 3拓影図I群b 1類土器

接合

| {H5
未接合

H-15

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点
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点

点

点

点

点
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２
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３

３

３

４

４

４

３

３

３

３

１

１

１

１

１

１

０

０

１

バ

リ

呵

乙

ク

ム

り

り

句

』

Ｆ

Ｄ

兵

哩

反

り

ｑ

Ｊ

９

Ｊ

ハ

ベ

リ

11 15 図III 42 4拓影図I群b 1類土器 No.142合計 1，点

接合 小計

|H-15 穫土2屑
H－l5 図IⅡ－42 5拓影図I群b 1類土器 No.140合計

接合 小計

｜グリッド不明
II 15 図111-42 6拓影図I群b－1類土器 No.141 合計

接合 小計

H 15 覆土1層
11 15 図Ⅱ1-42 7Wi影凶I群b-1類土器 No.145合計

接合 小計

|H '5 床面
1 1 15 図Ⅲ－42 8術影図I群b 1類土器 No.144 合計

接合 小計

Il l5 床面

II l5 覆土2層

I I l5 図111 42 9拓影図I群b-1類土器 No-l46合計

接合 小計

IH'5 覆土2層
I I 15 図Ⅲ-42 ］O拓影図 I群b 1類土器 No.147合計

接合 小計

IH5 覆土'層
H 15 FI III-42 11拓影図I群b 1類土器 N0.143合計

接合 小計

小計 1占
一二二皇

1占
ユJDb，

'占
一j q q ,

？占
一ヱニ

ワr旨
凸‘｡b,､

，占
一J b h b

ツ占
胃J1､､

'占
一J6、､

I点

1点

1占
一' ﾛ b,

2点

2点

1占
ユ』 1 ,,

1占
ユゴq 0 ，

1占
△J h h ,

1点

1占
ユJ b t ､

1占
幻 J11，

1占
一二二二

1点

4占
~●グh 0，

4点 接合 小計

覆土2層

境

瞳|IH5 種土'層
II l5 図'11-42 12拓影図I群b-1類土器 No.148合計

占
、
占
い

４

卿

p Q
且 nF

P-13 図III-47 1拓影図I群b-4類土器

接合a

|023-&
| P-13

No.160合計 232点

小計 17点

7点

覆土層 10点

接合 小計

H ,5 床両

I I l5 覆土2膳

未接合 小計

IH 15 覆土2屑
H－l5 図[Ⅱ 42 13拓影図I群b 1類土器 No.149合計

接合 小計

H '5 覆土'層
米接合 小計

H-15 床而

11-15 覆土l暦

グリッド不明

11 15 図Ⅲ－42 14拓影図1群b－1類土器 N0．150 合計
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一
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一
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恥
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０

０

Ｎ

Ｎ

明
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不
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不
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ド
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ａ

ａ

３

３

３
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油
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シ
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４

吐

叫

”
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皿

琿

~
~

２

２

１

８

２

２

リ

ー

１

ｃ
に
合
ひ
腰
脛
Ｑ
Ｑ
グ
軸
＆

Ｐ
ｂ
哩
隈
グ
合
冊
恢
淵

７

写

一

引

合

接

Ｉ

合

合

接

１

接

未

未

図

接

接

図

影

影

拓

拓

１

点
占
、
占
恥
占
い
点
』
点
占
い
占
い
占
い
点
占
い
点
占
い

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ゴ
イ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ゴ

２

１

５

１

１

７

２

４

１

７

８

ｑ

Ｗ

ワ

ヰ

４

４

３

２

接合a 小計 4点

｜Ⅱ 15 覆土2層 1点
｜グリッド不明 3点

接合b 小計 4点

| II-'5 覆土l層 3点
グリッド不明 ］点

未接合 小計 20点

II l5 床面 6点

il 15 覆土l層 7点

II-l5 覆土2層 4点

グリッド不明 3点

I I l5 図III-42 15拓影図I群b 1類土器 No.151合計 1点

~TF1 p 14 図Ili-47

P-15 図III-47
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資料一覧

’雪位 集計 ｜
盤嘩
悉 』]

■

土器分類遺構名 掲載番号
》
朏
聖

日
Ｊ

雛
謂 層位

小計

集計

2点

土器分挺遺構名 掲載番号

'1,計 29未接合未接|接合
引
当

点

点

３

６
２

床而

覆土)曹

P－37

p Qラ
L tJ』

2点覆土層P l5

P 22 図III-49 1拓影図I群1〕 1類土器 No.163合計 1占
4 J も､~

P－37 図Ⅲ 52 4拓影図I群b 1類土器 No.172合計 27,*i｣、計 1，点接合

｣､計 3点接合穫土層 1点P－22

床面 3点P 26 図IⅡ－50 1実測図V群c類土器 N().164合計 P－37W占
宰■J b ､､~

未接合 l､計 24点二
０
Ｊ
い

Ｉ
〆
了

戸
「
Ｊ

ｎ
ぺ
ｕ

垂

口

、１

接合
')‘〕J一
ムL〕ﾉ‘ i（

1占ト
床面P 37

グ'ノッド不明

源
一
轤
一
岬
一
聴
一
準

G l8 d

G l9 a

P 26

P-26

グリッド不明

P 36 図Ⅱ1 53 1拓影図I群b 1類土器 No.168合計 1点覆土l眉

穫土層 小計

覆土3層

1日
ユJ b h ,

1占
ユJ h I ,

接合

P 36
点

点

点

点

占

出

占

い

点

点

点

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
ノ
ゲ
』

６

２

２

６

６

邪

１

１

１

４

２

２

３舗
伺
》
崎
鑑
帰
津

戸
恥
Ｊ

【
Ｊ
ｉ

ｌ
Ｏ

Ｎ

覆土層22点

イニ~1J，ト
ー

ノハ訂b息

穫土眉6点

｣､計318,'#

覆土3層1点

1点

1点

P 42 図IⅡ－54 1拓影図 I群b－1類土器

接合a

I P 4!@
接合b

P-42
未接合

II 10

P-29 b

P-30 l〕

P 42

P-42

Q-29 b

R-29 a

l〕 42

妾合b

恥

未接合

ＪＪ

ｌ１

２２卜‘０
１ワムリＪ４４刈咄~~

ＩＰＰＰＰＩ

Q-29 b
R-29 a

小計 2ﾉ;1,1に接合

種土1層 2点P－26

P 26 図Ⅲ 50 2拓影図V群c類土器 No.173合計 11点

｣、計 4点接合

旗
一
瞭

湖

９

．

ａ

８

９

６

１

１

２

~

~

Ｇ

Ｇ

Ｐ 麗土1層

1,計 7点未接合

匂

い

月

い

▼
Ｌ
ｒ
ｐ

Ｊ
Ｊ

６

１

G l9 a

I-24-b 覆土屑 254点

1点

覆土屑 254点

1点

1点

59点

1貞

59点

P 26 図Ill-50 3拓影図V群c類土器 N(〕・'65合計 21点

|､計 9点接合a
ー「

轤

鑪

忘

ａ９

戸

ｂ

６

『

１

２

２

~

Ｇ

Ｐ

Ｐ

P 42 図IIl 54 2拓影図I群b 1類土器 No.176合計 7()＃層

曹

１

１

ｔ
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種
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‘
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陰
、

へ

く

リ

ワ
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０
ト
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ニ

ー

、

、ノ

接合

覆土層 18点

5点

P 42

グリッド不明

|､計 4点接合b

＝［
~’

Ｇ

2点

麗土l層 2点

ａ９

６

１

２Ｐ l､計 47点未接合

| P-42 覆土層 &'7点
P 43 図Ⅲ-55 1拓影図 1群b-1類土器 No.90 合計 47点

接合ョ 小計 11点

覆土層 《17点P-42

小計 11点接合a

｣､計 8点未接合

二 哺

轤
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ａ９

戸

Ｕ

６
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’

２

２

~
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暦
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２

２

１

土

土

土

撞

覆

覆

脚
一
皿
一
吋

P 26 図Ⅲ－50 4拓影図V群c類土器 NC~174合計 6点

|接合
｢~1
接合 l､計 6点

j、計 4ﾉ各1接合b覆土l曽 6点P-26

函層

店

２

２

土

土

覆

覆

岬

脚

I)-26 図Ⅲ 5{） 5拓影図V群c類土器 Nol66合計 34点

'1､計 24,1;ﾔi
1占
一ﾉ1,､接合
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０

画

（
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覆土2層 7点Il-ll穫土1層

覆土層 1,計 25点末接合

ヨ
~’

穫土2層 4点1豊T－O
且L LJ｣､計 10点未接合

隅

眉

層

而

１

２

１

床

土

土

土

覆

覆

穫

源
一
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一
轤
瘤

I l ll

H ll

I I 11

P-43

2点G－18－d

轤

誠
一
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ａ９

八

ｂ

か

り

‐

２

２
~

Ｇ

Ｐ

Ｐ

層

曽

１

１
~
~
錘
誕

~

P 43 図[Ⅱ 55 2拓影図I群b 1類土器 No.177合計 l』点P 26 図IIl-50 6拓影図V群c類土器 N(〕167合計 12点

1,計 1点接合小計 12点

覆土11曽 2点

■■■■■■
接合

~－F元
■

覆土］層 1点P 43

P 43 1XlⅢ 55 3拓影図I群b 1類土器 No.178合計 1点10点謹土)曾P 26

11占
ユーJ h I，~ |､計 1点接合P 37 図III-52 1拓影図I群b 1類土器 No.169合計
猟

一 ’ 覆土牌 1点P 43'1、言接合

鑪

一
P 43 図Ⅱ1 55 4柘影図I群b 1類土器 No.]85合計 1，点｜

f

l

覆土層P 37

陸

津Ｊ
竺陛

立女

小計 1点1，計 8点未接合

撞土1層 1点P－43覆土牌 8点P 37

鵬 P 43 図III 55 5拓影図1群b 1類土器 No.179合計

｜接合 小計

1点

~1点
I〕-37 図Ⅱ1 52 2拓影図I群1〕 1類土器 No.170合計

！
’

'｢､菫 1‐ 1片' J、口I接合~
｜ 覆土1階 1点覆土層 1点 P 43P-37

点

点

７

０

２

１
一

二

口

』

、

二
口
ｉ
刈
り

〈
口６汕ＮP 43 図III-55 6拓影図I群b 1類土器

｜接合
P 37 図III-52 3拓影図1群b 1類土器 No.171 合計 3()点

小計 1点

覆土I苫 l,巾l皇

接合

’ 覆土2層 8，点P-3？ [1－1 1」
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遺構名 掲載番号’遺構名 掲戦番号 蕊層位 集計上器分類 土器分類 耀層位 集計

P 43
1グリッド不明

未接合

H－9

H Il

H－ll

P－43

P 43

グリッド不明

｢－－原

環

轤

喰

薦

嶢
一
域

環

喧

眉

計

層

層

層

層

曹

覆土１

４

》
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表Ⅳ 5遺構出土掲載石器一覧
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凝灰岩床面石Ⅲlもしくは台石 10．2×16．2×6．2 3000.0H－1 27

珪質頁岩瞳土l i曽 2.7×1~4×() .3H 8 図、 30 6 石鍼 ( ) H

珪質頁岩7 箆状石器 床而 6．7×3~9×1． 1 ワ句民
営リ. qノH－8

珪質頁岩覆土2屑箆状石器 }1．4).6×5－6×1．411－8 ８

珪質頁岩覆土l屑 45．68.4×3．6×1．89 1スクレイパー1 1-8

珪質頁岩覆土3層 199.6
ｰl-j ロ

ロイ次 8.2×8. 1×3．2H－8 10

覆土3層 めの-う
？

〕

４
４

戸
ｊ

罰
１たたき石 6.6×5．4×4．0H－8 l］

凝灰岩覆土3層 破損品 (11，5）×（8．0）×（4．5） (5()() .8）12 1砥石片H 8

(]5.6） 凝灰岩

4．1 黒硴石

6. (） 珪質頁岩

了
罪

咀禰

旦ｎ

Ｆ』二１

1 ~ 1

6． (）

破損品覆土3膳 １９０く／
、
房
Ｊ
１

、
／
ｏ

ｊ

Ｏ

９

く
・
ク

２

５

く

。

×

？

】

、

』

×

ワ
ム
１
４
４

貝

リ

ハ

ペ

Ｊ

石鋸片I I-8
1の

10

穫土2胴石錐図Ⅲ-3213H－9

覆土2層 6.5×1－7×() .614 つまみ付ナイフ

15両面調整石器

16 スクレイパー

両面調整石器15

９

９

９

~
１

１

１

１

１

１

119珪質頁岩覆土2層 9.9×6．3×1．9 111．8

珪質頁岩覆土2牌 '2．96.5×4．8×1 ．2

凝灰岩(78~3）覆土2層 破損品石鋸 (9．1）×（6．9）×（1 ．6）II－Q
Lユ ゾ

17
ﾕ ~I

33~8 安山岩漣土2層石錘 5．5×2．9×1 ． 7H 9 18

-－67~7 安山岩穫土2i曽

覆土2層

覆土2層

種土2層

H 9 19石錘

H 9 20石錘

H－9 21 石錘

1 1 10 図Ⅲ 34 5石錐

H－10 6石錐

H lO 7石錐

Ｈ

20 仁I錘

召錘H－9 11

石錐

石錐H－10 h

6.6×5．2×l ~4

167~7 安山岩？9．3×7．6×2. {）

流紋岩59．4３

６

７

１

０

０

×

×

×

７

２

１

５

割

１

毛

１

×

×

×

７

５

６

６

２

２

2.5×1．2×().6珪質頁岩覆土2階 L4

山
石
山
石
山
石

頁

頁

頁

質

質

質

珪

珪

珪

３

８

９

１

５

９
３

珪質頁岩5．8

覆土1層

損欠部

居

層

層

２

４

２

土

土

土

覆

覆

覆

笹土4層

5．7×2．8×0．6

5．9×4．7×1 ．2スクレイパーII－lO H

H-lO 94、 99， 118接合凝灰岩(13．1）×（5．6）×1．3 、ハ7R｝
､上IJI e ■ノノ石鋸1 1－10 L｝
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層位 形 状

床面 一部欠損

蘓土2層

覆土2層 欠損品

覆土2層

床面

覆土 欠損品

撹乱

覆土2層 破損品

覆土2層破損品

覆土1層

床面

覆土

床而

床面

葱土1層

覆土1層

床面

床而

床面

床面

床面

床面

覆土l層

床面

擴底 上下折れ

塘底 上下折れ

塘底 欠損品

覆土

覆土

覆土 欠損品

覆土

覆土

覆土31苔

覆土 欠損品

覆土

覆土

覆土

蛎底

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土 破損品

覆土3層

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土 欠損品

覆土

覆土

覆土 破損品

曠底

覆土

覆土 破損品

塘底 欠損品

覆土 破損品

覆土

覆土

覆土 破損品

覆土 破損品

－

八

Ｕ

１

勺

１

２

？

〕

２

２

２

？

］

４

４

▲

５

５

５

５

５

Ｆ

Ｄ

拝

０

５

５

５

５

５

－

，

「

１

１

７

老
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
鴫
凹
魂
羽
拓
諏
諏
訂
諏
諏
師
測
蛇
蛇
鳴
州
媚
判
判
訓
別
別
団
開
館
刊
、
乃
祁
乃
蛎
山
恥
哩
蝿
恥
訓
訓
Ｇ
Ｇ
吟

鍬
圧
昨
匪
昨
昨
昨
昨
昨
匪
圧
澤
圧
昨
昨
昨
昨
昨
庄
匪
昨
昨
昨
昨
庄
卜
吟
怪
怪
吟
吟
怪
怪
怪
医
怪
怪
降
雁
淫
怪
怪
怪
怪
怪
怪
吟
降
膀
吟
吟
吟
卜
怪
怪
吟
陸
怪
怪
怪
怪
ト
ト
吟
吟
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

掲載図版N()．

1(）

図|Ⅱ-3623

24

図Ⅲ3810

11

12

13

14

15

図Ⅲ-4(） 1

分 類

石鋸

石槍

石斧片

石鐡

石錐

つまみ付ナイフ

石鋸片

石皿もしくは台石

焼痕のある礫

スクレイパー

たたき石

石鍬

石錐

石錐

箆状石器

箆状石器

スクレイパー

石核

石斧

石斧

たたき石

砥石

石鋸片

石皿もしくは台石

スクレイパー

石刃

両面調整石器

石鍼

すり石

石嫉

つまみ付ナイフ

石錘

つまみ付ナイフ

石鎌

スクレイパー

スクレイパー

たたき石

石錘

石錘

石皿もしくは台石

スクレイパー

石核

石鍼

石錘

石錘

石鍼

スクレイパー

すり石

台石

焼痕のある礫片

石錐

つまみ付ナイフ

石錐

たたき石

すり石

すり石

すり石

石製品

たたき石

すり石

石鍼

石錘

石錘

砥石

石雛

スクレイパー

母岩別接合資料l

母岩別接合資料2

母岩別接合資料1

長さ×幅×厚さ (cm)

（11.0)×(9.7)×1． 1

6．3×4~ 1×1. (｝

7． 1×(4~4)×1 ．5

3~0×1． 1×0．3

3~2×1.4×0．4

（5.8)×(2.5)×0．8

3．0×2．7×0~7

（10.4)×(6.4)×2．1

(12.())×(8.4)×(3~ 1）

11 ．3×5.0×1.9

8．3×I() .9×4．0

2．0×1.1×0.2

3．0×1.6×().5

6．7×4．7×18

7．1×6．2×1.6

7~3×4．6×1．8

7．5×3．6×0．7

10~6×12~3×7．8

（13．0)×(5~5)×1 ．9

（7.7)×5．7×l ~9

10．4×11．6×5．9

13．7×15．2×2~9

（6. 1）×(6.9)×(1. 1）

（32.5)×(26~0)×(7.8）

（5.2)×1．4×() .9

（2.1)×（1.2)×() ~9

（2．9)×（1.7)×0．5

1．7×1 ． 1×().4

8．6×9．2×8．5

（2.4)×1 . ()×() ~2

4~5×2．2×() .3

6． 1×5．3×2．3

8. 1×3~ 1×0.7

（1 .7)×1 ．0×0．3

5. 1×3~3×() ~9

3．2×2.4×0．8

6~8×5．6×4．7

7．5×6. ()×1 ．2

6．8×5.5×2.1

23~4×3() ~9×8．5

7．0×4．7×1．1

2.4×2~8×1 ．6

2．2×().8×0．2

5．8×5.1×1．7

7．8×5．8×2． 1

（2~2）×1.0×0．4

5．5×4．3×1 ．4

12~ 1×7．lx4．9

1() ~0×15．3×2．2

8．8×8．7×5~8

4．3×2~5×0~9

（3.7）×1．7×0~5

1 ．2×1．0×() .1

9．2×6．6×4．7

（8.3)×(7.1)×6. (）

10~6×9．6×4. (）

16~7×7．7×4．2

（12.2)×(19.5)×(5.5）

（7~ ())×(6.2)×(2.9）

（4.6)×(7.4)×(2.3）

2．8×0．8×0．3

7．1×5．2×1 ．4

（4.9)×(3.9)×15

（9.7)×(6.5)×2~1

2．1×1 . 1×() ~4

4．2×3~5×1 ．5

4．3×10．2Xl－7

19．1×11．1×8~8

7.()×10．1×3．2

重量(9)

（124.4）

23．9

（76.6）

0．8

1．3

′可ハー、

uU． ／ノ

6.］

（125~9）

（425.5）

93． 1

290.(）

（) .4

2~4

53．4

59．6

55．9

］7．6

］〔)15‘2

（178.9）

（129.5）

10{)9．5

392.4

ﾉｵｰ -、

（4イ . t〕ノ

(740() .0）
ノハー､

（U、〃

のq}
､一. 屯がﾉ

（2~5）

（) .5

693.0

（0.5）

2．5

6() .8

13~7

（0~6）

11) ~3

5．0

225．8

89．0

107．2

8200．0

31 ．9

6．5

0~3

72．3

95．5

（0.8）

32．0

557．9

393．6

608~9

8．6

（3.4）

0．2

373．6

(434.3）

599．8

976.5

(121.0)

（142.4）

（95.3）

（) .7

59．6

（39.8）

(130.6）

0~7

22．4

47．5

］157．8

146．8

石材

凝灰岩

玄武岩

蛇紋岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

凝灰岩

凝灰岩

流紋岩

玄武岩

安山岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

めのう

泥岩

泥岩

安山岩

凝灰岩

流紋岩

凝灰岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

凝灰岩

黒I曜石

珪質頁岩

安山岩

珪質頁岩

黒曜石

珪質頁岩

黒曜石

珪岩

泥岩？

凝灰岩

安山岩

珪質頁岩

黒曜石

黒曜石

流紋岩

流紋岩

黒曜石

珪質頁岩

珪岩

安山岩

不明

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

めのう

安山岩

安山岩

安山岩

軽石

珪岩

凝灰岩

黒曜石

凝灰岩

凝灰岩

安山岩？

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

備 考

H-l2-l6接合

図Ⅲ4320

訓
一
配

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

図IⅡ-45 2

H-l5-215、 216接合

石刃素材3と同一個体

2と同一個体

4

図Ⅲ－45 2

図Ⅲ－47 2

図IIl-48 1

図111-49 2

図Ⅲ49 1

図Ⅲ53 2

1XlⅡ1 52 5

6

7

8

9

10

図Ⅲ53 1

図Ⅲ-54 3

4

図IⅡ-55］2

13

14

図[II-56 7

8

図Ⅲ-57 1

2

3

図Ⅲ－58 2

図Ⅲ－59 1

図IⅡ 59 1

図iⅡ61 1

図111 61 1

図[11-62 7

図III-62 8

図Ⅲ－60 2

図Ⅲ－66 3

図Ⅲ67 1

図III 67 1

図Ⅲ68 2

図Ⅲ－69 1

図Ⅲ69 1

1叉iⅢ-75 1

焼痕あり

F－4周辺出土

F－4周辺出土

６

７

９

７

７

７
~ⅢⅢ肌

図

図

図

１

１

’

１
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資料一覧

表Ⅳ 6包含層出土掲載土器一覧

掲載番号 土器分類 整理番号

図IV-4 1 拓影図 I群a類土器 No.2

接合a

lⅡ］
接合b

IH」
|H-]

接合c

IH-]
未接合

Hl

H－l

H－1

H－1－HF－2

N－16b

図Ⅳ-4 2 拓影図 I群a類土器 No.216

接合
| P-''7

図Ⅳ4 3 拓影図 1群a類土器 No.3

接合
I H-]

図IV-4 4 拓影図 I群a類土器 No.5

接合
|H-]

図IV4 5 拓影図 I群a類土器 No.232

接合

｜グリッド不明
| J'3@

未接合

I-l2b

J-l2-a

KIld

L16a

図1V-4 6 拓影図 I群a類土器 No.233

接合a

| H-'7 ')
接合b

IK'7b
図Ⅳ-4 7 拓影図 I群a類土器 No.237

接合a

|O'9,
接合b

| J-'2-｡
図Ⅳ-4 8 拓影図 I群そ,類土器 N〔).244

接合

| J-'2-a
図Ⅳ-4 9 拓影図 I群a類土器 NC~46

接合a

H－5

H5

グリッド不明

接合b

|H5
H-5

接合c

H-5
H-5

接合d

H-5
未接合

H-5
I'-5

壗

“

轤

一

轤

聰

一

嶢

嶢

聴

一

哺

岬

一

環

峅

一

嶬

一

礪

一

暁

環

鏡

一

環

一

鑪

一

鑪

鑪

一

喰

一

境

掲戦番号

図Ⅳ4 1(） 拓影図

土器分類 整理番号

I群a類土器 NC~234

接合

'-'3｡
N-20-b

未接合

G'8-']
l群a類土器 N().235

1接合
m-'7-b

1群a類土器 No.48

接合a

n－5
H-5

集計

4占
~▲FE D,

3点

’占
菖J h E,

1占
一J h ，､

1占
卓J b 1，

1占
ユJ11，

5点

貝r片
J品

5点

T，■~吟

lbﾉ急

4占
~▲Jh l,

則占
、夕JbE,

1F1寺
Lﾉボ

9点

2点

7占
~▽J b h,

3点

1占
一J b ､､

1点

1占
一J b b,

1占
ユノ D B,

1点

1占
一ノb h,

1占
一ﾉ h も､

1点

1占
ユJh D,

3点

1占
ユJ1 h,

1占
一" b ､､

1占
一Jbb，

1占
一J、,

1点

1占
一J h h,

E,止寸
J汽弔t

－~し

り点

RrL『
、ノ品

1占
一Jb h,

1占
ユJ b 1､

1占
四Jb h,

33点

1占
一』 h E,

1占
一J D 1､

1占
ユノ h 1，

1rIT
LJPT式

1点

I曽位

合計

小計

床面

小計

床而

覆土2層

小計

床而

小計

床面

覆土2眉

覆土4層

I縛位

合計

小計

ﾉI、評
『↓、、I

図Ⅳ-4 11 拓影図
計

■

、

、

ｌ

’

一

三

口

ｒ

／

蚤

１

と

に

図IV－4 12 拓影図 I群a類土器 No.48 合計

接合a 小計

n－5 覆土2膳
H-5 覆土3層

接合b 小計

H-5 覆土2層
H5 覆土3暦

未接合 小計

1I5 覆土2層

J-l7-a

Ml4b

図Ⅳ4 13 拓影図 I群a類土器 No.14 合計

｜接合 小計
H-」 覆土2層

図Ⅳ4 14 拓影図 I群a類土器 No.245 合計

｜接合 小計
JJ7℃

図Ⅳ-4 15 拓影図 I群a類土器 No.62 合計

接合a 小計

J-'7-a
接合b 小計

Ⅱ-5 覆土21曽
未接合 小計

N-'9-d
図Ⅳ-5 16 拓影図 I群a類土器 No.39 合計

｜接合 小計
H-4 覆土'層

図Ⅳ-5 17 拓影図 I群a類土器 No.10 合計

｜接合 小計
H] 覆土41曽

図IV－5 18 拓影図 I群a類土器 No.158 合計

接合a 小計

P7 覆土層
接合b 小計

|P-7 覆土I曽
接合c 小計

合計

小計

覆土4層

合計

小計

覆土2層

合計

小計

覆土層

合計

小計

喰

一

轆

一

鑪

嘆

一

蠣

暁

聴

一

轤

一

鑪

一

凍

轤

一

原

嶬

嘘

一

境

轆

一

源

一

凍

崎

姜

蛸

猟

一

環

環

癖

一

鑪

艫

一

哺

嶬

一

轤

一

娯

域

穗

涼

環

一

環

一

環

環

鑪

軍

I,計

今言＋
ppl

『 さ＝I

Zl、局丁

ﾉI、割
｣､ロI

三

打

ロ

、

二

間

，

川

副

語
可

竺
に

小計

△､言卜
1コロl

小言’

|P7
未接合

覆土層 1点

小計 30点

計

蠕

階

層

〈

ロ

ワ

ム

心

ｊ

土

土

覆

覆

|'' 7
図IV－5 19 拓影図 I群a類土器 No.74

1接合
IH7

図IV-5 2() 鞘影図 I群a類土器 No.240

接合

|J'23
未接合

|I'2｡
図Ⅳ-5 21 拓影図 1群a類土器 No.6

接合a

IH-!
IH-]

接合b

覆土層

合計

小計

覆土2層

合計

小計

占
い
占
い
点
占
恥
占
い
汽
恥
点
占
岫
点
占
い
占
い
占
い
占
い
点

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
且
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

ｎ

Ｕ

ｎ

乙

冗

垂

ワ

ム

川

４

ひ

』

今

ロ

１

１

１

１

９

Ｊ

庁

Ｉ

刈

剖

つ

Ｊ

１

１

切

り

－

１

嶬
層
眉
周
階
順
周
層
帰
層
階

／

ノ

ノ

ノ

２

３

２

３

？

』

２

３

土

土

土

土

土

土

土

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

｣､計

一

二

口

‘

闇

一

痛

一
、

計
，
Ｊ
↑
－
１
‐
刈

合

蘭

４

床

土

覆
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掲戦番号 土器分類 幣理悉号 屑位 集計 掲載番号 土器分類 整理番号

H5
図IV－6 30 拓影図 I群a類土器 No.7

1接合
H]

図Ⅳ6 31 拓影図 1群a類土器 NC~239

接合

J-'2-a
未接合

J-12-a
K-1ﾙ~d

図IV－6 32 拓影図 I群a類土器 No.51

接合

H5

グリッド不明

Klld

未接合

|Hi2
|H-'2-IIP-1

図Ⅳ-6 33 拓影図 I群a類土器 No.241

1接合
IH-2'd

図Ⅳ6 34 拓影図 I群a類土器 No.l()5

1接合
| IHH'P2

反|Ⅳ-6 35 拓影図 I群a類土器 No.8

1接合
| 1H

図Ⅳ6 36 拓影図 I群a類土器 N〔).73

1接合
|u-7

図Ⅳ-6 37 拓影図 I群a類土器 No.75

1接合
IH7

図lV 6 38 拓影図 I群l) 1類土器 No.137

1接合
|H-15

図Ⅳ-6 39 拓影図 I群a類土器 N〔)~11

接合

1W位

覆土3層

合計

小計

覆土4層

合計

小計

鍔
猟
一
悼
域
一
嚥
一
偵
轤
轆
轤
一
項
一
喰
嶬
一
嘩
轤
一
蠣
一
硝
一
轤
一
鑪
礪
一
嶬
哺
哺
嚥
一
悼
暇
一
鑪
一
糠
鑪
一
嘘
一
環
嚥
一
喰
一
境
一
哺
鑪
一
鏡
一
猟
一
環
世

穫土2厨 1点H-5
接合c 小計

床面

覆土l層

聰

嶬

一

膳朧
未接合

｜Ⅱ］
H-]

図IV5 22 拓影図 I群a類土器 No.47

接合a

II－5

11 5

グリッド不明

接合b

IH-5
未接合

IH5
IH5

図Ⅳ-5 23 実測図 I群a類土器 No.1

帰

墹

層

計

帽

屑

暦

ノ

型

型

合

２

３

土

土

土

土

覆

覆

覆

篭

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

３

１

２

６

０

２

６

２

９

９

７

２

５

４

４

４

６

４

１

３

２

２

６

３

２

１

２

１

５

５

５

２

２

２

｣、計

合計

小計

穫土2i曽小計

覆土2層

小計

篭土2層

種土3層

合計

小計

床面

合計

小計

溌土2層

小計

覆土2層

覆土眉

合計

小計IH」
図Ⅳ5 24 拓影図 I群a類土器 No.5(）

接合a

|H5
IH7,

接合b

| J-'7-｡
図Ⅳ-5 25 拓影図 I群a類土器 No.236

接合a

IH5
| L-'2-d

接合b

IH5
未接合

| L－l2d

合計

小計

覆土暦

合計

小計

覆土2層

合計

小計

床面

合計

小計

覆土1層

合計

小計

覆土2層

合計

小計

Ｄ
ト
ー

雪

口

、ノ

合計

小計

覆土3層

小計

瀧土3層

小計

点
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
凪
占
出
占
い
占
岻
占
拙
占
墹
占
い
占
墹
占
い
占
部
占
い
占
い
点
占
い
占
い
占
い
占
州
占
佃
占
小
占
小
占
小
占

？

』

ワ

“

１

１

勺

１

４

４

ワ

』

２

‐

４

ハ

ｊ

『

１

８

割

１

１

，

１

４

△

尋

１

り

］

２

２

卓

１

１

１

２

５

５

１

『

１

３

１

２

図lV 5 26 拓影図 I群a類土器 NC,4

接合a

IK'7a
接合b

IH-]
｜グリッド不明

未接合

H-l

I-10-d

I-17-a

K-16-c

P-l5-c

図Ⅳ-5 27 拓影図 I群a類土器 NC~238

接合
J-16-d

図Ⅳ-5 28 拓影図 I群a類土器 No.41

接合
Ⅱ－4

図Ⅳ6 29 拓影図 I群a類土器 N().52

接合a

IH-5
接合b

|H-3
接合c

IH5
lu5

未接合

| 1' 5

合計

小計

小計

覆土2層 司 覆土2層
『二I

ノ｣､訂

1占
二竺

1占
一J h ，､

Hl

未接合

H-】
図Ⅳ-6 40 拓影図 I群a類土器 No.9

接合

IH
末接合

H]
図Ⅳ-6 41 拓影図 I群a類土器 No.53

接合a

|H5
接合b

ll 5

H5

II 5

グリッド不明

未接合

IH5
1Ⅱ5

図Ⅳ6 42 拓影図 I群a類土器 N〔).57

1接合
IH-5

図Ⅳ-6 43 拓影図 I群a類土器 No.249

接合

小計

覆土41首

種土21曽

合計
『 二！

／｣、同「

覆土2層

小計

覆土4層

合計

小計

覆土3層

小計

床面

覆土2層

覆土3層

唖
一
環
一
環
嶬
嶢
一
域
一
癖
轆
一
聴
一
轆
雌
一
環
涼
嚥
一
源
環
一
噴
一
嶬
一
琿
一
礪
源
一
沽

謡
一
幅

合計

小計

溌土1膳

合計

小計

斑土2層

小計

床面

小計

覆土2層

穫土3層

小計

覆土21曽

小計

澄土2層

篭土3層

合計

小計

覆土3層

合計

小計

’

’
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資料一覧

上器分類 整理番号 肘位 集計土器分類 整理番号 層位 集計 掲載番号掲戦番号

['5 覆土3眉 1点点
点
占
い
占
い
占
い
占
い
占
沁
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
い
点
占
い
占
咋
占
い
占
恥
占
い
占
い
占

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
ゴ
グ
グ
ノ
ノ
ノ
〃
４
Ｊ
“

７

２

？

〕

２

２

１

『

Ｉ

１

１

２

７

］

リ

』

１

１

１

１

６

１

Ｆ

り

５

１

I 1-18d
図Ⅳ-6 44 拓影図 I群a類土器 N〔).248

1接合
H-'7T

図1V-6 45 拓影図 I群a類土器 NC~58

接合

H-5
未接合

I H-5
図Ⅳ6 〈16 拓影図 I群a類土器 N(〕､251

接合
|J'2a

図Ⅳ-6 47 拓影図 I群a類土器 N(〕~250

接合
1 16d

図Ⅳ6 48 拓影図 I群a類土器 No.54

接合

'' 5
H5

未接合

垂

ロ

ロ

十

小

一
言
閂
ｐ
／

〈

口

合計合計

小計

覆土3層

小計

覆土3層

合計

小計

小計

覆土層

合計

小計

東

一

輔

頚

一

環

輔

聰

礁

一

境

接合

| 'H2
図Ⅳ-7 61 拓影図 I群a類土器 KO,255

接合

LJ8a
図Ⅳ-7 62 拓影図 I群a類土器 No.256

接合

M-'8b
図Ⅳ-7 63 拓影図 I群a類土器 No.258

1接合

図Ⅳ-7 61 拓影図

．

』

’

一

三

ｕ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
‐
、’

三

回

〃

／

令

ロ

三

一

口

一
、

ヨ

司

川

句

へ
口

合計

小計

喋
一
蝉

|Q25d
l群a類土器 No.59

合計

小計

種土21曽

覆土3層

小計

1占
二里

4占
苛』,下式64 拓影図

へ二

~口、図1V

「 接合

|H-5
1群a類土器 No.247

接合a

N-'3-a
接合b

NJ3｡
接合c

N'3"
末接合

|N'3-｡
I群a類土器 N0．61

接合

IH5
1 1 '7d

未接合

Ⅱ-5
H3

1群a類土器 No.242

1接合
| H7℃

I群a類土器 No.243

接合

| 1 16d
未接合

| J-'8-a
l群a類土器 No.257

1接合
| M-'8c

l群a類土器 No.246

1接合
| I 42d

l群b1類土器 NC~221

接合ヨ

小計

覆土3層

合計

小計

点
甫
岫
点
占
い
占
い
占
い
占
州
占
い
占
価
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
小
占
い
点
占
岫
占
い
占
州
占
い
点
占
い
占
い
占
い
』
凰
占
出
占
い
占
い
点
占
い
占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
ご
Ｊ
Ｊ
ｆ
口
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
且
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
グ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
且
げ
げ
ｊ
Ｊ

’

４

０

４

へ

る

２

リ

〕

６

（

ｂ

『

１

１

９

９

４

－

２

１

１

り

』

、

１

ｌ

、

ｌ

↓

Ｉ

１

３

２

２

．

１

劃

１

１

１

１

１

，

１

１

３

１

６

図lV7 65 拓影図

］1 5

~11 5
聰
応

層

層

，

〕

ｎ

．

土

土

覆

覆

小計

二
小計

一
小計

源
一
蛸
嚥
一
辨
一
郵
一
瞳

図Ⅳ6 49 祐影図 I群a類土器 No.56

接合

｜Ⅱ－5
未接合

IH5
図Ⅳ6 50 拓影図 I群a類土器 No.12

1接合
IH

図Ⅳ6 51 拓影図 I群a類土器 No.186

1接合
P"

図Ⅳ-6 52 拓影図 I群a類土器 NC~252

接合
|M'2-"

図IV 7 53 拓影図 I群a類土器 N(〕､55

接合a

H－5

H5

グリッド不明

接合b

1' 5
未接合

|H-5
図Ⅳ-7 54 拓影図 I群a類土器 No.259

接合

｜グリッド不明
| J'2｡

未接合

J-'2"
図lV－7 55 拓影図 I群a類土器 No.13

1接合
|H-1

図Ⅳ7 56 拓影図 I群a類土器 No.40

接合
|H-4

図Ⅳ-7 57 拓影図 I群a類土器 No.254

1接合
|N'0d

図Ⅳ-7 58 拓影図 I群a類土器 No.60

1接合

合計一

小計

覆土2層

小計

覆土31曹

合計

小計

種土2府

合計

小計

床面

合計

小計

合計

小計

覆土2層

図Ⅳ7 66 桁影図点
占
い
占
州
点
占
い
占
い
占
い
占
い
占
慨
占
州
占
い
占
川
点
占
い
占
軸
占
い
点
占
慨
占
い
占
朏
占
州
占
小
占
い
占
い
占
柵
占
靹
点

Ｊ
Ｊ
ゴ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ご
訂
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ヴ
ノ
ゲ
グ
ゴ

’

１

計

１

１

１

，

１

今

Ｉ

１

４

４

４

〃

４

ｍ

ｊ

ｎ

５

Ｐ

３

ウ

ム

屯

１

４

ｊ

４

「

１

１

Ｌ

４

、

Ｕ

勺

１

Ｑ

平

４

Ⅵ

４

塁

Ｔ

ｌ

『

１

勺

’

ワ

］

１

４

斗

寸

土

っ

Ｊ

ワ

Ｊ

雪

原
層
階
計
帰

ノ

ワ

〕

ヘ

』

淫

工

一

一

↓

一

廷

に

Ｊ

１

穫

穫

図Ⅳ7 67 拓影図

合計

小計

床面

覆土2層

割Ⅳ-7 68 拓影図 へ言4-
｢コロ|

小計

I，三」

い画1小計

穫土2届

小計

麗土2層

合計

小計

合計

小計

図Ⅳ-7 69 拓影図

計

Ｌ

Ｉ

、

三

両

川

叫

誰
叩

埜
に図Ⅳ－7 7(） 拓影図

一

二

一

口

幸
、

引
刺
川
刈

合
口

二

・

ｒ

４

．

Ｙ

Ｉ

ｊ

ノ

図IV－7 71 拓影図

ワハfピ
ム1〃両｛~
7占
●』 h も,合計

小計

床面

合計

小計

覆土l層

合計

小計

ａ

Ｑ

〕

７

２
~~

Ｆ

Ｑ 占
岫
占
い

⑪

、

ワ

Ｊ

１

卜三

脚

、

接合b

F7
接合c

Q29｡
未接合

|F-7
|Q"-"

72 拓影図 I群b 1類土器 No.222

接合a

鑪
一
鑪
一
鋪
一
癖

周

一

一

項

聴

源

噛

一

原

一

哺

聴

一

暇

30点

7点

411占
~ユーュJ h h ,

3点F唾
詞
一
幅

△､三1-
[コロl

『二I

／j、言「
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掲載番号 土器分類 整理番号 暦位 集計 掲載番号 上器分類 整理番号 屑位 集計

|L-33-｡
接合b

占
小
占
州

３

３
三

一

口

、

Ｉ

図IV－8 80 拓影図 I群b－1類土器 No.332

接合

Q28-b
図Ⅳ 8 81 拓影図 I群b 1類土器 NC~331

1接合
J-3rc

合計

小計

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点
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接合
IK33-')

図Ⅳ 9 1(}4 拓影図 I群b 1類土器N().270
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「 集計1二器分類 整理番号 i函ｲ古
｢日L,1食整理番号 層位 集計 掲載悉号上器分野掲戦番号

合計
7 ■二I

ノ｣､訂一

嚥
一
哺

哺

原

1点

図Ⅳ-11 127 拓影図 1群b-1類土器 No.342

接合

|M '0-&
図lV-ll l28 拓影図 1群1〕 1類土器 Nol85

M lO－a

覆土屑 4点11 7

1点Ｃ－
Ｄ

ｌＰ

図Ⅳ-1() 115 拓影図 I群b 1類土器 No.2( )5 合計 158点

合計小計 7点接合a

'｣､計 1点接合覆土暦 7点、一弓Q
L fJ

覆土層 1点接合b 1,計 3点 P-43

図Ⅳ-11 129 拓影図 I群b1類土器 N0．67 合計 1点覆土層 3点P-73

l、計 1,1 ‘1J接合小計 148点未接合

’ 覆土21普 1点麓土暦 148点 ' ’ 6、 ワワ
1 1J

更iⅣ－11 13(） 拓影図 I群b－1類土器 N0.172 合計 27点図Ⅳ-10 116 拓影図 I群b 1類土器 N(〕 ~204 合計 74点

|､計 3点接合
『二『 －~ﾄｰ

ﾉい訂‐ 0ﾉヨ接合a

床面 3点麓土居 5点 P-37ワ
Ｊ

ワ
ｊ

Ｊ１
１

ヨ

屯

４

日

▼
Ｊ
ｌ
Ｌ

舟

斗

句

〃

噂

一
三
口

、

Ｉ
ノ

未接合|､計 1点接合1

グリッド不|明撞土I曽 1点 1占
4』 b ,P 73

床面 23点末接合 小計 68点 P 37

図Ⅳ-11 131 拓影図 1群1〕 1類土器 NO262 合計 19点覆土層 68‘I＃I 〕ーヴq
L ICJ

小計 2点図IV 1(） 117 拓影図 I群b-1類土器 NC~2(}2 合計 1()8点 接合a

_LII
り占
含f蒜小計 4点接合a l3-b

｣､計 1点接合b覆土増 4点I〕 73

1占
』 d b b q'1、計 9点 I-l3 b接合b

｣､計 16点"=tlW 9点 未接合P－73

16占小計 95点 I l3－a未接合

図IV-ll l32 拓影図 I群b-1類土器 NC~263 合計 39点覆土層 95‘鳶P 73

小計 3点接合a図Ⅳ-1(） 1 18 拓影図 ］群b 1類土器 No.203 合計 87点

3点｣､計 15点 L l3 d接合a
母
恥１十

一
言
Ⅱ

、ノﾐ面 15点 接合bP 73

｣、計 9点 1点接合b L－13．－．

’ 小計 35点k接合()占床面Ij-73

『 二~7 〃､ハト－

1、訂 t)jﾉヨ グリッド不砿 1尺lと
1，J b b未接合

2()点床面 62点 L-13-a
『､一J，

r－イ､う

4占
▲J h b b図Ⅳ 11 133 拓影図 I群b－1類土器 N〔〕､23 合計溌土屑 1点P-73

｣､局T 3点
『二~I

接合a図Ⅳ-11 119 拓影図 I群b 1類土器 No.191 合計 17点

覆土2層 3点接合 小計 10点 H－l

|、計 1点接合b床面 10点I)-44

穫土2屑
勺~吟

1 ．口小計 7点未接合 1 1-1

図IV ]1 134 拓影図 I群b－1類土器 N().345 合計 1点床而 7点P－44

|接合
｢~訓
接合

占
、

１
１

Ｌ
ｌ

一
言
口

、４

灰I IV 11 120 拓影図 I群b 1類土器 N0.1()0 合計 7点

1占
呈J b lも

占

川

↑
、

十一
三
ｐ

１４

接合 G－15 a

図Ⅳ-11 135 拓影図 Ⅱ群b-1類土器 No.207 合計 1点覆土2膳 5点11 9

接合 小計 ］点

IP73 覆土屑 1点
図Ⅳ－11 136 拓影図 I群l〕 1類土器 NC~125 合計 1点

覆土屑 1‘‘‘1Jp ワヮ
1 1J

未接合 |､計 2点

覆土2i'爵 2点H-9

図Ⅳ-11 121 拓影図 I群b-1類土器 No.135 合計 1点

1､計 1点l、計 1点 接合接合

覆土2層 1点穫土層 1点
T1 11

1 1 11H-12

図Ⅳ-11 137 拓影図 1群b 1類土器 No.343 合計 1点占
い
灯
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い
点
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６
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１

１

１

１

吾

口
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口

十

卜

小
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言
ロ
ノ
ｒ

今

回

(1占

小計16点

1イミ占
4kJエロい

図Ⅳ－1 1 122 拓影図 I群b 1類土器 No.281

接合

| L 9 d
未接合

| L 9 b

L 9 d

未接合

L 9 b

I,計 1点接合

1点M－l2－c

1点ヘニーL

口画1図Ⅳ 11 138 拓影図 I群b 1類土器 Nol26

I,計 1点接合

穫土1眉 1点区llV-11 123 拓影図 1群b 1類土器 No-I84 合計 4点 Ⅱ-11

図Ⅳ 11 139 拓影図 I群b 1類土器 No.89 合計 1点接合 1,計 4点

Ｆ
Ｆ P

｣、計 1点接合ツド不明 1占
一Jb，迅

43 覆土l屑 1点覆土層 3点 H 8

図Ⅳ 11 140 拓影図 I群b-1類土器 No.344 合計 1点図Ⅳ 1 1 124 拓影図 I群b 1類土器 N(〕､297 合計 1点

小計 1点接合
F黒l

｣､日･「 1点接合

LLO 1点 1百O~17-.l5 c

図IV-]1 141 拓影図 I群b 1類土器 No.22 合計 2，'＃岡IV 11 125 拓影図 1群b 1類土器 No.341 合計 1点

小計 2点些
輪
野
師
首
、

１

１

１

卜
三
一
ｎ

、

トニ

『

口

ｌ
／

△

ロ

接合｜接合

H3a
図Ⅳ 11 126 拓影図 I群l) 1類土器 No.36

護土2屑 2点H－］

図Ⅳ 11 142 拓影図 I群b 1類土器 No.155 合計 1点

’
覆土l層 1点

芦
司
印
刷

○

工
一
ｈ

「
１
１

菫

灯

、
１

Ｊ

接合 I I l5

1占】 . ‘ L図Ⅳ 11 143 拓影図 I群b1類土器 No.348 合計覆土2屑 1,1#Ⅱ
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図IV l2 155 拓影図 1群b 1類土器 NC~280 合計 29点 ｜
｜接合ョ 小計 5点 ’

占い

丑仁一勾

交J．α

辣
一
鱸
一
雌

T 臼二~『

｣､百丁｜接合

|O 12 b
図Ⅳ 11 144 拓影図 I群b 1類土器 Nol54

接合

|H '5
グリッド不明

未接合

IH 15
1グリッド不明

図IV 11 145 拓影図 I群b 1類土器 NC~70

1接合
H 6

図Ⅳ-11 146 拓影図 I群b－1類土器 No.90
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H3-c
未接合

I－l3－c
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図IV 12 156 拓影図 I群l〕-1類土器No.316
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グリッド不明

L l3 c

図Ⅳ-12 157 拓影図 I群b 1類土器 No.187
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P 4'
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合計
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| P 44

|P-44
図Ⅳ-12 158 拓影図 I群b 1類土器 No.306

接合

'-13-b
図Ⅳ 12 159 拓影図 I群b－1類土器 No.308

接合

グリッド不明

K l7 b

図IV-l2 160 拓影図 I群b 1類土器 No.364

接合

N-9-｡
図Ⅳ 12 161 拓影図 I群b 1類土器 N《〕､305

接合

|N 3d
図lV-12162 拓影図 1群b-1類土器 No.189
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図Ⅳ 11 147 拓影図 I群b 1類土器 No.163
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図Ⅳ-11 148 拓影図 I群b 1類土器No.346
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図Ⅳ-11 149 拓影図 I群b 1類土器No.349
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図Ⅳ 12 150 拓影図 I群b－1類土器 No.169
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劃Ⅳ 12 163 拓影図 I群b 1類土器 No276
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未接合

I l2 d

l-l3-a

l l4 c

劃Ⅳ 12 164 拓影図 I群b 1類土器 No.26

接合
|m-2

図Ⅳ 12 163 拓影図 I群1〕 1類土器 No.98

1接合
n－9

図Ⅳ-12 166 拓影瞳’ I群b-1類土器 No.275

接合
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未接合

グリッド不明

I 9 b

別 13 a

図Ⅳ-12 167 拓影図 I群b-1類土器 No.218
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図Ⅳ 12 163 拓影図

図Ⅳ 12 164 拓影図

図Ⅳ 12

図Ⅳ-12 166 拓影図
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図Ⅳ-12 151 拓影図 I群b 1類土器 No.303 合言’
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図Ⅳ 12152 拓影図 I群b-1類土器 No.302
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図Ⅳ 12 153 拓影図 I群b－1類土器 No.42
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図Ⅳ-12 154 拓影図 I群b 1類土器 No.148
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~集計掲載番号 土器分類 整理番号 層位 掲裁番号 土器分類 整理番号 層位 集計
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掲載番号 土器分類 整理番号 眉位 集計
掲栽番号 上器分類 整理番号 層位 集計
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図Ⅳ-13201 拓影図 I群b-1類土器 No.30 合計 1点 図IV-14218 拓影図 I群b1類土器 No.170 合計 1点
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図IV l3202 拓影図 I群b1類土器 No.323 合計 1点 図Ⅳ14219 拓影図 I群b－1類土器 No､188 合計 3点
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掲載番号 土器分類 整理番号 層位 集計

図IV l5307 拓影図 I群b-1類土器No.309
一
三
口

今

ロ |- 1点

図Ⅳ－153()8 拓影図 I群1〕-1類土器 No.310
〈
ロ 引一 l南口I

図IV l5309 拓影図 I群b 1類土器No.365 合計 1点
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梼合 小計 1点

H－7 覆土l層 1点

N-1()－． 1点

L-l4-c l点

II-8-c l点



資料一覧

「馬羅号掲載番号 上器分類 整理番号 層位 集計 土器分類 整理番号 層位 集計
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苛口 図Ⅳ 18336 拓影図 I群b 4類土器 No.161 合計 45点

騨
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図Ⅳ 18337~4頁 拓影図 I群b 4類土器 No.16(） 合計 232点
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図IV 17332 拓影図 I群b 4類土器No.378 合計 196点
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図Ⅳ 18338 拓影図 I群b 4類土器 NC,372 合計 2点
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図IV-l8333 拓影図 I群b 4類土器No.369
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図Ⅳ-18343 拓影図 I群b-4類土器 No.373 合計 1点

小計 1点
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図Ⅳ-18344 拓影図 I群b-4類土器No.37(） 合計 1点
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1点

層位

合計

整理番院

No．159

掲載番号 土器分類

図Ⅳ－19 5 拓影図 111群a類土器

土器分類 整理番号 噛位 集計掲載番号
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図Ⅳ-18345 拓影図 I群b-4類土器 No.38 合計 1点
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１
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O 25 a 図Ⅳ-19 7 拓影図H1群a類土器 No384 合計 1点
~
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哨
一I I 2()－C5点グリッド不明
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図Ⅳ 19 9 拓影図 111群a類土器 N().386 合計 2時

|、計 2点1点合計図Ⅳ 18347 拓影図 I群b 4類土器 N(〕.153
占
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I雪~I I l5 図Ⅳ 19 10 拓影図 Ⅱ1群a類土器 N().387 合計 5点撹乱 3点

ﾄ

小計 5点接合図Ⅳ-18348 拓影図 I群b-4類土器 NC~374 合計 3点
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図IV I9 1 1 拓影図Ⅲ群b類土器 No.383 合計 1点3点I り1－n
L とLa

図IV 18349 実測図 I群b-4類土器 NC~363 合計 339点
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図Ⅳ 19 1 拓影図 III群a類土器 No.381 合計 1点
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口
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図Ⅳ 19 14 拓影図Ⅳ群a･b類土器N().391 合計 1点
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瞳

掲載番号 土器分類 整理番号

|P-26
図Ⅳ20 16 拓影図 V群C類土器 No.173

1接合

層位

覆土1曽

合計
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土器分類 整理番号 層位 集計掲載番号

|P82
図Ⅳ-20 3 拓影図V群c類土器 NC~20(）
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図IV 20 4 拓影図 V群c類土器 N().199
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表Ⅳ 7掲載石器一覧

掲載図版KO 分類 出土鱸,鋤鰐 層位 形状 長さ×幅×厚さ (cm) 重量(9)~里（貝ノ 石材 術 考

石刃鍼劉Ⅳ-25‐ 1 T－q一戸－7
1 餌し 』 Ｖ

一
Ｖ

3．7×O~9×(） 黒曜石
T n

上．‘

図Ⅳ-25‐ 2 石刃鍼 IQnq
一ソQU 3．6×0．9×0.3

2~8×1．2×0．3

黒曜石1 ． (）

図|Ⅳ-25 3 石刃嫉 M8d l V 黒曜石0．8

図Ⅳ25 4 スクレイパー 欠損品K-I()-〔〕-7 V (5．0）×3．7×1．0 石刃素材、 5と同一個体黒曜石(13．4）

glW25 5 石刃 欠損品

’
K-lOc3 I h (2.9)×(3.6)×(0.7） (5．5） 黒曜石 4と同一個体

図IV25 6 スクレイパー

石刃

欠損品 （4.5)×2．3×0．5Q8-b-] 1 1〕 (6.6） 黒曜石 石刃素材

図IV25 欠損品 (2.1)×1．4×0．2R8d-5 V 黒暇石(0．8）

図IV25 8 石刃 欠損品K34a2 (2.8)×1．4×0~4V (1．6） 黒曜石

図IV-25- 9 石錐 K-l2b-35 V 3．6×I ~9×() _6 珪質頁岩2 4
J･田

図Ⅳ25 10 石繊 欠損品I-l9bl (2．5)×1 ．5×0.4V 珪質頁岩(1．1）

図Ⅳ-25- 11 石鍼 K19-a-4 V 2．7×1． 1×0.3 珪質頁岩７

６
~~

０

０図Ⅳ-25‐ 12 石鍼 I 15-a-l6 Ｖ

Ｖ

2．2×1．2×() .2 珪質頁岩

図Ⅳ-25‐ 13 石雛 N-13-a-8 2．2×1 ．1×() .4 珪質頁岩() 6

図Ⅳ-25－ 14 石倣 欠損品L-l4 a7 Ib (2.3）×1 ．1×0．3 珪質頁岩(0．6）

石雛glW25- 15 欠損品P49 lO 3．2×2．3×0．4

(3.2)×1．4×0.5

0.8 珪質頁岩 P-49(晩期のピット）出土

'7)3W25 16 石雛 欠損品K-l2-b29 V 珪質頁岩

図IV-25‐ 17 石拡 欠損品K-19-a-5 V 3．1×1．0×0~4 珪質頁岩0.7

図IV-25 l： 石鍼 風倒木 欠損品 (2.1)×1.6×(）J12bl( 珪質頁岩(O~6）

図IV-25‐ 19 石鍼 欠損品Q･29-b-14 V (OR）(1．9）×1．5×() .4 珪質頁岩

図lV25 20 石鐡 に損品R9d5 V (2．2）×1．5×0．3
ノグ、 局､

（U、／ノ 珪質頁岩

図IV-25-21 石鍼 PlO-c-l3 V 2．3×1．6×0.5 珪質頁岩1 .0

図Ⅳ-25‐ 22 石鍼 R31-a-7 V 2．3×1 ~3×0．4 珪質頁岩i1 Q

図Ⅳ-25- 23 石雛 欠損品 (1.8)×1.1×0．3o9-b-3 (0~5）V 珪質頁岩

図IV25 24 石雛 欠損品MlOc2 (1.8)×1,2×0．3V 珪質頁岩(0．5）

図IV25 25 石鍼 I-lO-b-4 V 1．9×0．6×0.2 黒曜石0.2

図IV25‐ 26 石嫉 欠損品P-42c-2 (2．5）×1.1×() .2V (0.7) 黒曜石

図Ⅳ-25‐27 石錐 欠損品N24-a 1 V 珪質頁岩(2．8）×1.()×0．4 () 9

図IV25‐28 石嫉 K-12 (1-4 Ib 3．2×1. ()×0．4 黒曜石
1 〃

l‐製

図lV25 29 石鍬 欠損品K-l2a27 V (3．5）×1.0×() .4 黒曜石(1．6）

石鍼M1V25-30 K-11-d-4 V 珪質頁岩｝ .8×1．9×0．6 1 ．0

図IV-25- 31 石鍼 欠損品II-l5-c-6 (3．9）×1．7×0V 珪質頁岩2．6

図IV25‐ 32 石鍼 欠損品P-I8-3 (2．4）×1．4×() .2 (O~5） 黒曜石 P-18(現代のピット）出土

図IV25‐ 33 石誠 欠損品N23-c-2 V 2．3×1， 1×0.4 めのう0. '1

図IV25 34 石槍 欠損品H-l7b-］ (11.4)×4.7×1．3V 珪質頁岩 M17d-1と接合(74．6）

図Ⅳ25 35 石槍 I-I5-a l7 V 1 .8×2~7×() ,5 珪質頁岩6．7

図IV25-36 石槍 o-37-b ］ V 5．6×3．3×0．8 珪質頁岩“
｜
邸EIW26-37 石錐 欠損品Kl2blO V 5．2×1．9×1．0 珪質頁岩

図IV-26- 38 石錐 N-l6-c-2 1 ．2×2,0×() .5 珪質頁岩V 4．3

図Ⅳ26‐ 39

図IV 26 40

Klld l6仁I猟 3．6×0．9×0.4 珪質頁岩V 1．3

石錐 風倒木 欠損品Q21c3 (5．0）×1．7×0．6 珪質頁岩4．6

石錐|遡Ⅳ-26- 41 Q39-d-l V 珪質頁岩3．1×1．4×0.6 2

石錐ヨⅣ-26-42 R-36-c-4 珪質頁岩6. ()×2．1×0．8
fl 5

ツ、V

図W-26 43 石錐 o-29a l V 珪質頁岩} .4×1．1×0．7 ｝ .2

石錐図Ⅳ-26‐44 L35-d-3 V 珪質頁岩3.0×1．4×l ~0
、 ／、

竺．0

石錐glW-26 45 l-l9b1 V 珪質頁岩3.3×1 ．5×() _8 2，4

図IV-26 』16 石錐 P-23c8 V 2.5×1 .0×() .4 珪質頁岩O~9

図IV 26 47 石錐 Kl2a3 ｛ b 4.5×1．7×0. 7 珪質頁岩1 8

図Ⅳ-26 48 石錐 I 9-c-1 V 6.3×5．6×1．5 珪質頁岩13．9

図IV-26- 49 石錐 N-23-c-3 V 1 ~2×2．6×0．7 珪質頁岩4．8

’
石錐図IV-26-50 0-17-.-1 V } ~6×2．3×0．5 頁岩ム．｡

図Ⅳ26 51 'まみ付ナイフ K28b l V 珪質頁岩9.9×3．2×0~7
、1 仔

乙1．0
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資料一覧

こ迄

一弓
丁一 4－』

何梱 備長さ×幅×厚さ (cm) 重量（具）形状層位掲載図版NC 分類 出土地点‘鋤番号

珪質頁岩つまみ付ナイフ 10．1×3．8×() .9図IV26-52 29．2I 26b-9 V

珪質頁岩つまみ付ナイフ 7．9×3．3×0.7
1句F

1｡．、図Ⅳ26 53 P-24-b-8 V

珪質頁岩図IV-26 54 )まみ付ナイフ 6．4×2~4×() .7 8．7M-34d3 V

珪質頁岩図IV-26‐ 55 6．2×1．9×0．7 6 1つまみ付ナイフ Q6b3 V

珪質頁岩図IV26 56 つまみ付ナイ N-22c2 V 60×36×0．8 14．6

珪質頁岩うまみ付ナイフ 16．5図IV26 57 6．1×4．3×1. (）Nl5-c-3 V

珪質頁岩図IV27 58 9．2×2．6×0，6 l() ．6つまみ付ナイ Plla-6

黒曜石図Ⅳ-27-59 つまみ付ナイフ ; .7×1．6×0．7 } ．5V６

酢

利８

９

１

１

一

冊

Ｑ l圭質頁岩図Ⅳ-27 60 つまみ付ナイフ 3.2×1．5×0.4I b 1．9

珪質頁岩つまみ付ナイフ図Ⅳ27 61 J 12-a-16 5．3×1．9×0．6 4,4V

珪質頁岩つまみ付ナイラ 7．5×2．6×1． ］図Ⅳ-27 62 I-13a8 14．9V

珪質頁岩二)まみ付ナイフ 5．1×2．3×0．6図IV27‐63 L8d4 V 5－8

珪質頁岩)まみ付ナイフ列Ⅳ27 64 8. ()×2．5×() .6MlO-b-4 1() ‐ ］V

6，6×1．8×0．6

5．3×2．5×() .5

珪質頁岩図IV-27‐65 つまみ付ナイフ
戸n

U．』I-l2b8 V

珪質頁岩つまみ付ナイフglW-27-66 G-l8dl9

T 1n l〆

|一l』~a－lO

V 6．4

珪質頁岩つまみ付ナイフ図|Ⅳ-27－67
iフ ワ
ム.ムV ; ､8×1．6×0.4

珪質頁岩撹乱つまみ付ナイフ図|Ⅳ27 68 6．7×3．2×0．4N-10-c-4 り．3

珪質頁岩つまみ付ナイフ図Ⅳ27 69 ‘〕.4×4．2×1．0~Ll3c8 V 15．3

山
石
四
石

頁

頁

質

質

珪

珪

図IV-27- 70 つまみ付ナイフ 4.7×2．6×0,4
旬庁

,）． ／K-19b2 V

図Ⅳ-27‐7］ つまみ付ナイフ 1 ．5×1．8×() .3 1．8i 26d-3 V

珪質頁岩'まみ付ナイフ図|Ⅳ-27‐72 3．9×2．0×() .6I-26-b-5 2．8V

珪質頁岩つまみ付ナイフ図IV-27‐73 3~ 1×1．8×() .5 1．8I-25-b-4 V

珪質頁岩欠損品うまみ付ナイフ図IV 27 74 ２．
Ｆ
「
Ｊ

ｎ
／
】

－ V (4.0）×2－4×0.5
1 戸、

） 口ノ

欠損品 (3.4)×(4.4)×0.4 (3.8） 珪質頁岩図Ⅳ27-75 つまみ付ナイフ Ol7a4 V

トランシェ様石器珪質頁岩箆状石器図Ⅳ27 76 Kl2b41 6．7×4．8×1．4 13 (）V

トランシェ様石器欠損品 珪質頁岩箆状石器図IV-27‐77 (4．8）×5．6×1．3 (23．4）L-l2a4 V

珪質頁岩篦状石器図IV-27- 78 N-36-d-8 l() .6×4．2×1－8
ワ
ム

戸
、

〈
ｂV

フレイク3点接合珪質頁岩図IV28 79 箆状石器 14．6×7．7×3．6T－11－ハー貝
I 止土し』 V )34． 1

K-18-a-4と接合珪質頁岩箆状石器図Ⅳ-28‐80 9．4×4．4×2．2 59．8I-l8-c-6 V

珪質頁岩箆状石器 撹乱図IV28 81 9．2×3．7×1 ．5

9．1×3．6×1．6

4房戸

l/，りT1ツーヘーリワ
J上里d由』

珪質頁岩箆状石器図Ⅳ28 82 M貝
止宝． q〃R29a-2 V

珪質頁岩箆状石器図IV-28-83 M-9-d lO 5．6×2．6×0．9 12．9V

l1.9 珪質頁岩箆状石器図Ⅳ28 84 6~8×4．0×1．2M-12-b-8 V

7．8 珪質頁岩箆状石器図Ⅳ28 85 3-5×2．1×1．0Rl8c 1 V

珪質頁岩図Ⅳ28 86 箆状石器 欠損品 (4．1）×2~ ()×() .6HI9-d-3 V (5. ()）

珪質頁岩両面調整石器図IV-29-87 9.0×3．7×1．5
4，戸

1ムーリI-l3a l5 V

N-36-d-12と接合珪質頁岩両面調整石器図|Ⅳ-29‐88 24．8L-38-c-5 V 7.2×3．2×0．9

M25c4と接合珪質頁岩両面調整石器図Ⅳ29 89 9．4×4．5×0．93L28b2 V 8~Z

珪質頁岩図Ⅳ-29‐90 両面調整石器 8．3×5.0×1．1 14．4L-31b6 V

L39d9と接合珪質頁岩両面調整石器図IV 29 91 15．87.8×4．2×1．4L39d5 V

黒曜石両面調整石器図Ⅳ29 92 1．5×1．2×0，2 () .5N26-b-5 V

黒曜石スクレイパー R-30-d-l ; .4×2．1×0，6
イ リ

丑 ．、凶IV29 93 V

黒曜石図Ⅳ29 94 1.4×2．9×() .9
門戸

Nl3-a-l7スクレイパー V

珪質頁岩図Ⅳ-29 95 〕､8×2．5×().5 qQ
bJ pソスクレイパ Nl3a 1 V

珪質頁岩図IV-29‐96 ？ワワ
LJ白.白6-6×4．3×1 ．2スクレイパー Ll6a6 V

珪質頁岩図Ⅳ29 97 8~5×5. ()×1 46．8スクレイパー P-25-c-8 V

珪質頁岩g1W29 98 L-30-d-1 6.5×3．7×1. (） 19－ 1Ihスクレイパー

8.4×4．5×0．9欠損品 玄武岩図Ⅳ-29‐99 スクレイパー Mll a4 V
)ワ

〕⑨

珪質頁岩図Ⅳ29 100 4．1×2．4×1. (）I 24-b-4 Ib 10．9クレイパー

未成品 粘板岩583.8図Ⅳ30 101石斧 20．4×7．5×2．9M-33-a7 V

H26d1と接合未成品 泥岩図IV-30-lO2 石斧 16．7×5．7×2， ］ qワワq
J－1．JQ9c 1 V

緑色凝灰岩破損品 (50.2）(10.2)×(5.5)×(1.6)図IV30 lO3 石斧 K-27-d-5 V
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掲載図版NO ザ類 出土棚,遺鱸号 層イi 形状 長さ×幅×厚さ (cm) 重量（煙） 日材 考|繭

図Ⅳ30 104 石斧 破損品
〆
ｈ
Ⅷ
〉

〔

が

』

戸
「
』

１
１
Ｌ

Ｉ

V (6．2）×(3．8）×（1．7） 蛇紋岩(67．1）

図IV 30-lO5 石斧片 破損品1 1ワ、‐ル
J 1とα ，ゴ Ib (5．7)×2．9×1 ．4 蛇紋岩(34.1）

図IV30 lO6 石斧 破損品M-l7d4 (8.1)×5.8×2~2V (154.5) 下明

図Ⅳ30107 石斧 破損品M-l2a lO V (7．4）><2．1×1．2 蛇紋岩(27．1）

図Ⅳ-30-108 破損品石斧 I l6-c-6 (6.6)×(2.3)×(1.2）V 蛇紋岩17．4）

図Ⅳ-30-109 E｢斧
T-pf?,仏仁↑戸

1収1貝師II l4-d-9 V (4．7）×3．1×0.9 蛇紋岩(20．0）

|到Ⅳ-30 110石斧片 破損品l-l2al7 (4．9）×(1.9)×（0．7）V 蛇紋岩(7．8）

擦り切り残片図Ⅳ-30-111 I 8d-2 V 蛇紋岩114×5．4×4，6 )24． 1

擦り切り残片図lIV-3() 112 焼痕有()-41-b-1 V 蛇紋岩9．1×4．2×2．6 96．7

たたき石凶IV-30 ll3 I-l4-b-8 V 賊献化鮒着 17， 1×5．7×2．2 不明94． ］

』Ⅳ30114 たたき石 K-l4b6 Ib 10.4×4．3×2．1 泥岩98－9

珪岩列Ⅳ-30-115 セたき石 N5-c-l V 8．2×5．9×4~0 239.2

図IV-31-ll6 たたき石 K8-c-6 V 9．7×5．9×3~7 安山岩304.5

図Ⅳ-31-117 たたき石 M42b2 W 18．6×5．8×4．2 珪岩258.9

砥石1劃Ⅳ31 11｛ 欠損品
T 4nll

J－4j~01 V 8．9×（9．6）×5．2 凝灰岩(489.8）

図IV-31-119 砥石 N9-b-3 V 流紋岩12．7×9．2×3．4 }62．7

欠損品図IV31 120 風倒木すり石

すり石

K-l2-a-l8 (17.3)×7~4×5．4 粘板岩 断面三角形(880.8）

図Ⅳ-31-121
T戸 11 1n

nl4－a l4 Ib 17．3×6．4×4．7 安山岩 断面三角形697.7

図IV-31-122 すり石 R34a-］ V 安山岩 断面三角形15．0×8.0×6． 1 828.3

図Ⅳ31 123 すり石 N-25-c-4 V 17．7×8．4×5．9 安山岩 断面三角形120().(）

図Ⅳ31 124 石鋸 P-l5d-4 V 獺&靴物付着 (11．2)×(7.8)×3．2 (214.4 凝灰岩

石鋸図IV31 l25 欠損品N-45-d-1 V (6．8）×6．2×I ~3 凝灰岩【56．2）

石錘図IV32 l26 K-l2-b-21 V 1 ．2×2，6×1．0 不明“
｜
岬石錘図Ⅳ-32-127 I 21b4 Ib 安山岩1 .6×3．4×0－9

図IV32 128 石錘 I-l7-a-6 V 安山岩？4．3×3．4×1．2 17．7

石錘図IV-32-l29 I-l6c5 V 5，8×3．6×1．1 凝灰岩
0ケワ
ムj _イ

石錘図IV-32-130 N-l4a3 流紋岩V 1 .7×4．4×1．4 28．9

図Ⅳ-32-131 石錘 風倒木1 l7-a-6 5.0×4．2×1．6 46．2 チャート

石錘g|W-32-132
T 1行 、

’ 13ーaー4 V 安山岩？5．9×3．5×1．4 31． 1

図IV32 l33 石錘 l l7-d-4 V 4．2×4．3×1 泥岩40．1

石錘図Ⅳ-32-134 I l8a lO V 5．0×4．7×1．8 泥岩46．8

石錘図Ⅳ32135 I-l7-d-5 V 5．2×5．5×1．6 流紋岩
貝
Ｊ

ｎ
／
］

兵
』

石錘図IV32 l36 K-14-c-15 Ib 5．9×5．2×l ~7 安山岩？偶qQ
1J、, △ .〃

石錘図IV32-l37 P17-b lO V 流紋岩7．5×5．7×2．4 105.9

畷
一
睡

図Ⅳ32 138 風倒木I-18-a-l6 7．4×5．3×1 －5 安山岩？77．4

図IV32 l31 H-l7c7 V 安山岩6，5×4．9×2．2 89．7

石錘図IV32-140 ll-l7c-3 V 7．2×4．7×1 ．5 流紋岩67．8

図IV-32-l41 石錘 ol5a6 V 6，8×6．4×2．2 流紋岩108-6

図IV-32-l42 石錘 K-13d 10 Ib 安山岩6．5×6．4×1 ．8 106.0

図Ⅳ32143 石錘 〆－1R－n－1
LJ LJd ｣ V 流紋岩6~4×6. ()×1－8 74．1

冒錘図IV-32-l44 L-l2a10 V 8.3×6．7×2．3 安山岩191 ．0

石錘図IV32l45 P-l7 1〕-8 Ｖ

Ｖ

流紋岩8．5×5．8×2．2 121．9

石錘図IV32-l46 N-l6-b-5 安山岩？8．5×5．4×1．8 Q1Q
Jユロ 色ノ

石錘図IV-32-147

図IV-32-148

Ml4d-7 流紋差V 8.5×6．4×2 133.8

石錘 N-13a-l6 V 砂岩1×6．8×2. (） 125.4

石錘図IV 32-l49 L-l2a-8 V 安山岩？8．7×8．4×1．8 138-2

石錘 I-l5c 11刻Ⅳ-33-150 V 安山岩8.7×7．4×2．3 174

図IV-33 l51 石錘 風倒木K12a-l7 7.8×8，4×2．3 流紋岩187． 1

図IV-33-l52 石錘 L-l2d7 V 8.3×7．6×3．0 安山岩224．6

glV33153 台石もしくは石Ⅲ

北海道式石冠

破損品K-42-c-3 V (22.1)×(20.4)×(5.3) (2200.0） 凝灰岩

図IV-33 154 M6-b-3 17 13．6×8．9×7． 1 安山岩？1200. (）

偏平打製石器図IV-33 155 M6b ］ V 13．1×18．7×3．2 安山岩1033.7
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資料一覧

表Ⅳ－8遣構出土土器規模一覧

径
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号
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号

号

器
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号

淵

号

号

形
唾
瞬
睡
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計
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睡

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

形
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器

器

器

：

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

鉢

深

土

土

土

号

底
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底

底

底

底

底

底

底

底

底

底

形

形

形

尖

尖

尖

尖

尖

尖

尖

尖

尖

平

尖

平

壷

鉢

鉢

平底深鉢形

壷形土器

口
》
画

ロ
ア
祠 ｍ

ｍ

Ｃ

Ｃ

２

５

３

６

２

鉢形土器

ロ
右番

１

２

６

６

８

７

１

３

８

理

４

４

４

５

５

過

鍵

恥
叱
Ｍ
Ｍ
Ｍ
恥
Ｍ
Ｍ
叱

土 高さ 備考

(39.8)cm

(10.2)cm

( 7.3)cm

図種

実測図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

実測図

拓影復元図

実測図

拓影復元図

土器分類

I群a類土器

I群a類土器

I群a類土器

I群a類土器

I群a類土器

I群a類土器

遺構名掲載番号

Ⅱ-1 図I[1-2-1

図IⅡ 2-5

図III 2 6

H-5 図Ⅲ-16 1

図Ⅱ1 16 3

図Ⅲ 16 4

図Ⅲ 17-8

図ⅡI-17-9

H-15 図Ⅱ1-42 2

図Ⅱl 42 l8

P l 図Ⅲ 45-1

P 13 図III 47 l

P-26 図Ⅲ-50 1

81－1

H-5

H-15

P-26

遺構

ｍ
ｍ

ｊ く

~

ワ

合

今

ｊ

Ｑ

Ｊ

４

削

り

』

ワ

ム

Ｉ

ｎ

ｎ

ｎ

ｎ

Ⅵ

、

ｎ

ｎ

ｎ

ｎ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

Ｏ

９

０

３

３

７

８

７

２

８

２

１

９

４

７

２

３

３

４

７

３

１

２

３

１

２

１

ｉ

ｉ

Ｉ

く

I群a類土器

I群a類土器

器

器

土

土

類

類

１

１

ｂ

ｂ

群

群

Ｉ

ＩNo．154

I群b 1類土器No．156

I群b-4類土器No．16(）

V群c類土器実測図

拓影復元図

４

４

６

７

１

１

０

０

Ｎ

Ｎ 器

器

土

土

類

類

Ｃ

Ｃ

群

群

Ｖ

Ｖ

図Ⅲ-50-4

図Ⅲ 5()-5 拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

鉢形土器(高台）

No．l66

No~167

N()172

No．I75

No~176

No．190

No．191

V群c類土器

I群b-1類土器

I群b 1類土器

I群b-1類土器

I群b-1類土器

I群b 1類土器

ｍ

ｍ

Ｃ

Ｃ

ｊ

ｊ

Ｏ

５

２

７

１く

Ｉ

図Ⅲ 50 6

P 37 図IⅡ-52-4

P 42 図IIl 54 1

図m 54 2

P 44 図'11 56-4

図Ⅲ-56-5

P 42

P 44

12. ()cm

~尖底鉢形土器

尖底鉢形土器

尖底鉢形土器

尖底鉢形土器

尖底鉢形土器

ｍ比

一

１
り

ｊ ｍ

、

ｍ

ｍ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

２

１

０

８

８

８

９

０

２

１

Ｉ

ｉ

ｉ

~

ｎｌ砒

一

９
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図 樺

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

拓影復元図

実測図

術影復元図

拓影復元図

伽考径

、

ｍ

、

ｍ

ｍ
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ｍ

、
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ｍ
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此
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此
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一

皇

９

９

８

９
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油

ｍ
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ぶ
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１
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の

、

Ｊ
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勺

１

１

４

４

萎
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○
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Ｉ

「
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、

／

今
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Ⅱ
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４
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ゴ
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１
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弧
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訓
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細
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面
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加
訓
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一
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一
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一
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４
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獅
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群

Ⅳ

Ｖ

１

１

１
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１
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Ｆ
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V 自然科学的手法による分析結果

l 冨野3遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

~ 藁科哲男

（京都大学原子炉実験所）

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材地推定を行っている''2'3)。

はじめに

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、 これを

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地

ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを

対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地

を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調製が単純で、測定の操作

も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分か

らないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行った試料は、長万部町に位置する

富野3遺跡から出土した黒曜石製遺物13個の産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの

各元素である｡塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、Nb/

Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七

島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒

曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表V－1－3に

示す。この原石群に原石産地は不明の遣物で作った遺物群を加えると163個の原石群になる。ここでは

北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白

滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方2kmの幌加沢地点、 また白土沢、

八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる｡赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群(旧

白滝第1群） にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石

が採取でき、あじさい群を作った(旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌

の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。 '|屍加沢よりの転礫の中で70%は幌加沢群

になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致する。置戸産原

石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群にまとまる。

この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ

調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の

－263－
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中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の

沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝

三股産の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石

円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区

別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、

これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、

この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと

考えられる。 また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の

美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川

および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採取される。 これらを組成で分類すると88％

は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文

台北部などから採取される黒曜石の円礫は、 20％が近文台第一群、 69％が近文台第二群、 11%が近文

台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江部乙で採取される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類

すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組

成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下ろ

す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じ

で、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群に

も一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこのこの付近の山腹より

採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石

で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作っ

た。これら第1、 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同

定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊泉第

2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青

森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽群木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石

で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入す

る中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽群森田村鶴ばみ地区より採取さ

れている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取さ

れた原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似

た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡

町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群） は赤井川産原石の第1、 2群と弁別は可能であるが

原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鍼が作れる大

きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものも

みられる。 また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比重を除いて産地分析を行った場合、また除かずに産地

分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比重についても風化の影響を完全に否定す

ることができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤

’
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るようなことはない。

今回分析した富野3遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表V 1－1に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表V 1－lの試料番号60246番の遺物ではRb/Zrの値は1.033で､赤

井川第1群の[平均値]士[標準偏差値]は、 0~969士0.060である。遣物と原石群の差を標準偏差値(ぴ）

を基準にして考えると遺物は原石群から1.0ぴ離れている。 ところで赤井川第1群原産地から100ケの

原石を採ってきて分析すると、平均値から±1.0ぴのずれより大きいものが31個ある。すなわち、この

遣物が、赤井川第1群の原石から作られていたと仮定しても、1.0ぴ以上離れる確率は31%であると言

える。だから、赤井川第1群の平均値から1.0ぴしか離れていないときには、この遺物が赤井川第1群

の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群（旧白滝第1

群)に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは､約5ぴである。これを確率の言葉で表現すると、

赤石山群の原石を採ってきて分析したとき､平均値から6ぴ以上離れている確率は､10万分の1である

と言える。 このように、 10万個に1個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られた

とは考えられないから、 この遺物は、赤石山滝群の原石から作られたものではないと断定できる。 こ

れらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤井川第1群に31％の確率で帰属され､信頼限界の

0.1%を満たしていることから赤井川原石が使用されていると同定され､さらに赤石山群に0.0001%の

低い確率で帰属され、信頼限界の0.1％に満たないことから赤石山産原石でないと同定される｣。遺物

が1カ所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川産第1群と赤石山群の原石は成

分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形(非

破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川） に一致したと言っても一致した

産地の原石とは限らないために､帰属確率による判断を表V 1 3の163個すべての原石群について行

ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて赤井川産地の石材のみが使用

されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した8ケの変量で取

り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない｡例えばA原産地のA群で､Ca元素とRb元素と

の間に相関があり、Caの量を量ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作

られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。し

たがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなけれ

ばならない。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法である

マハラノピスの距離を求めて行うホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群に帰属す

る確率を求めて産地を同定する4， 5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では163個の推

定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属さ

れた原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性力§非常

~

に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、赤井川産原石と判定された

遣物について、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田

|峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表V 1 2

に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さ

な遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得

られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を

越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としてい
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’
る0.1％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地(確率）の欄の確

率値に替えて、マハラノピスの距離D2の値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原

石群の中で最も小さなD2値で、この値が小さい程､遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると

言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。

赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、薦森山地区、浪岡

町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第1、膳森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第1、 2群、

十勝三股群に比較的似ているために、遺物の山地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝

産地、 または、 これら3カ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石

が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、

これを戸門産地における第1群(50%) と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原石である

可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことか

ら戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。 また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく分

析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。麿森山産地の原石、

赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率

の差が10分の1～100分の1がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝蔭森山の各群の帰属確率の差

がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦盧するが、 この場合は、客観的な産地分析法により赤

井川産、十勝産、麿森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産

地、蘆森山産地のいずれに多いかを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。今回分析を行った

富野3遺跡の黒曜石遺物の中で赤井川産地に同定された黒曜石遺物は7個と最も多くこの内、分析番

号60247,60248,60249番の遺物は角礫で赤井川の露頭から採取された可能性が推測された。次いで多

いのが白滝産地の原石､あじさい滝産が1個と赤岩山2個で分析番号60262番の遺物は角礫の自然面を

もち赤岩山露頭近くで取られた可能性が推測された。 また、豊泉産が2個、置戸産が1個使用されて

いることが明らかになり、貴重な結果を報告書に記録として残すことができたことで、今後他の遺跡

との関連を考察するための重要な資料の1つとなった。

~
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V 自然科学的手法による分析結果
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v 自然科学的手法による分析結果

2 北海道冨野3遺跡から出土した縄文時代の炭化種子

吉崎昌一・椿坂恭代

1）遺跡と調査の概要
とみの

遺跡の名称：富野3遣跡
やまこしぐんおしやまんくちよう

遺跡の所在地：北海道山越郡長万部町字富野129ほか

調査期間：平成10年5月6日～平成10年10月28日

調査機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：佐藤和雄、皆川洋一、袖岡淳子、広田良成、立田理

遺跡の年代§縄文時代早期～縄文時代晩期

検出遺構：縄文時代早期物見台～鳴川式土器に類似する土器を出土する2軒の住居跡(H-1、H－

5)、同じく早期後葉の赤御堂式類似の土器を伴う6軒の住居跡(H 3･6･7･10．14･15)、墓塘(P

1)、縄文時代早期の焼土、フラスコ状ピット2基、ブレーク・チップの集中する地点が11個所、縄文

時代晩期大洞C2式土器相当時期の土曠50基

遺跡の立地と概要：日本海海岸から1.3km内陸に入ったオバルベツ川の河岸段丘上で標高25～27

mの南西向き斜面に立地している。調査範囲は段丘縁辺にそって南西から北東方向に8500m2である。

縄文時代早期前半～中葉の時期を主体とする多数の遺構、遺物が検出された。包含層はI～Ⅶ層に区

分されるが、文化層の主体はv、Ⅵ層である。

2）扱った資料

分析資料として扱った炭化種子は、主に縄文時代早期前～中葉の住居跡、墓曠、焼土跡などの採取

土壌から抽出されたものである。土壌は、フローテーション法で処理され、第一次選別を経て同定者

に送付されてきた。 この資料を実体顕微鏡で観察し撮影も行った。種子の出土した遺構と地点につい

ては、表V－2－1に示しておく。

3）出土した炭化種子（図版l)

検出された炭化種子は、タデ層励姥0〃況脚L(図V－2－1－1、計測値長さ1.2mm、幅0.85mm)、

タラノキ属A噸"αL. (図V－2－l－2､計測値長さ1.35mm､幅1.0mm､0.7mm)、コナラ属Qz"沌況S

L(図V－2－1-3a、 3b、計測値長さ13.56mm、 111510.33mm)のみで、同定不可能の資料を加え

ても量的に極めて少ない。タデ属は多数の種類があり、少数のサンプルでは種の決定は出来ない。タ

ラノキ属にはタラノキAraliaelata(Miq.)SeemannとウドAraliacordataThunb.があげられる。

保存状態が悪いが種子の形態と表面組織の特徴からタラノキであろう。コナラ属QuerCusLは一部

破損しているが、子葉の形態と表面組織の特徴からミズナラQuercuscrispulaBlumeに類似する。

4）若干の問題点

考古学的発掘調査では、正確な層準と遺構の平面形にはきわめて神経質である。しかし、発掘時に、

いわゆる床面直上、つまり堅穴住居を作った時点での最深部のフレッシュな床まで追跡し堀りあげる

結果､肝心の床よりも上位に堆積している生活物集中層の採取が欠落する場合がある。生活面堆積は、

堅穴住居使用開始時の面でない場合の多いことに留意する必要があるかも知れない。他の遺物につい

ても同様な傾向がありそうに思う。資料土壌の採取が、どの層準や地点がもっとも効率がよいのかは、

遺跡によってかなり異なり、 まだ教科書化が出来ていないのである。
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2 北海道當野3遺跡から出土した縄文時代の炭化種子

~ ~~~~. ．率r5℃*

~八 や
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’
１鳶 ~#蟻

1 タデ属

::鋼~~緊溌識蕊

●
率
娩
轆

3a コナラ属表面 3b内面

鮒

謹

xp

E卍

~

~

~

2 タラノキ属

図V 2 l 炭化種子

表V－2－1富野3遺跡出土炭化種子一覧

穂犀'聯属
｡ナラ属

（片）

資料のダメージ大きく

同定不可（粒）
資料No 遺構名 土壌採取区 層位 時 期

縄文時代早期前～中葉1－2 １

１
~~

Ｈ

Ｈ

N-14-d-2 床 1

焼土HF 11－6 Iﾉノ

I 17-a-2 床2－9 H－5 〃

床2-18 H 5 I-17-c－4 1ﾉノ

ウ ヮ，
白 白』 H 5 I-18-b 2 床 1

『 『

242 H 5 I 18-b-3 床 ﾉノ

床3－34 I-15-b-1 縄文時代早期中葉H 3 ２ 1

床Q ‘。R
q-J Jq-ノ H 3 [-15-b-2 ﾉノ ２

床付近4－47 H 7 I)-16 a 3 ２ノノ

床5－54 H-10 R-36 a-3 1ノノ

床6－6(） H-14 H 19 b-1 1ﾉノ

床6 651H 14 H-19-c-2 1ﾉノ

焼土7－7］ H 6 HF-l 1ﾉノ

包含層Q ワワ
巳ノ ~I~1 L-11-b V ］ﾉノ
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V 自然科学的手法による分析結果

付編フローテーション試料のサンプリングと成果について（付編図-1、付編表1)

袖岡淳子

富野3遺跡で確認した縄文時代早期の住居跡と墓曠について、炭化種子を検出する目的で土壌サン

プリングを行った。

調査区内では住居跡が15軒確認された○炭化種子を検出するために対象とした住居跡は、土器を伴

出した住居跡や重複、増改築の見られないものである○床面の土、地床炉と考えられる焼土跡などを

中心に行った｡そのほか、住居廃棄後、その窪みを利用した若干新しい時期の生活面から確認した焼

土等も対象とした。

試料の採取に当たっては、発掘区の区画線をlm毎の16分割にし試料を採取した。床面の試料とし

たものは、黒褐色を呈する覆土を除去し、漸移層中もしくは黄褐色土中に形成される床面から、 3－4

CInの範囲内で、かつ壁の土を避けて土壌を採取した。

焼土は、披熱し褐色化した部分より上の炭化物の混じる暗褐色土を採取した。

採取した試料は容量測定後に数日間乾燥させ、ウオーターセパレーションによる選別を行った。得

られた浮遊物と残澄は実態顕微鏡とルーペによる選別作業を経て炭化種子、炭化物、土器片、チップ

などに別けて記録した（付編表－1)。

選別した炭化種子は北海道大学椿坂泰代氏に分析を依頼した。

結果として、遺構からはタラノキ属、タデ属が僅かに検出された。炭化物、チップ類、土器類はど

の住居からも検出されている。縄文時代早期の包含層からは炭化したコナラ属の炭化種子（ドング

リ？）が検出された。

概時期の調査事例では中野A遺跡があるが、ここでは遺構から堅果類(クルミ)、キハダなどの炭化

種子が検出されている。

付編表－1 フローテーション成果試料一覧

炭化物

(乾燥重量質）

上壌水洗容量

(4)

選別土壌容量

(乾燥重量g)

礫片

（貝）

土壌採取位置

・層位

十壌採取容量

(4)

土器

(9)

一
／
／

、
●
１
Ｊ
〃

”

／

口

己

チ

／

／

Ｉ

、

遺構No. 炭化種子

土

土

焼

焼

１

２

~ＦＦ

Ｈ

Ｈ

１Ｈ タデ属 1 哩

一

野

皿

一

哩

一

皿

一

眠

叩

碑

８

８

２

５

３

０

０

６

７

４

５

０

７

２

１

８

１

０

０

０

０

１

１

５

７

４

１

３

９

３

１

２

４

１

１

１

６

３

６

７

６

１

０

６

７

６

０

９

７
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４

~
~
~
~
~
~
~
~
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８

２

０

４
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１

４
２

邪
一
岬

８

１

０

０

７

６

２

４

９

４

７

１

７

２

５

７

０

３

１

７

４

６

２

６

１

３

汕

一

岬

皿

一

叩

卿

HP-l桂穴覆土

N 14 d 1床

叫

叩

床

床

床

２

３

４

．

ｄ

ｄ

４

４

４

１

１

１

~~ＮＮＮ

タラノキ属 1０

０

０

０

５

５

５

５

１

１

１

０
１

皿

邸

小計 1()5. (） ２

F－l焼二l

F－2焼二1

H 3 ０

０
~~

５

５

０

０

~
~

一

３

－

３

３

６

１

８

０

０

４

４

０

０

０

０

３

６

３

１

０

０

７

８

０

１
~
~

０

０

床

床

床

床

床

床

１
１
上
ハ
ノ
凹
八
く
Ｊ
‐
Ａ
４
Ｌ
１
１
Ｌ
ｎ
ノ
白

~

~

~

１

０

‐

０

‐

、

‐

０

Ｃ

Ｃ

~

~

~

~

~

Ｆ

、

Ｕ

Ｆ

、

Ｕ

声

ｍ

Ｕ

Ｆ

ｈ

Ｕ

－

句

Ｕ

Ｆ

ｎ

Ｕ

ｌ

１

１

１

１

ｌ

~

~

~

~

~

１

１

１

１

１

１

タデ属2タラノキ属］

タラノキ属 2

Ⅳ

｜

巧

一

印

Ｍ

｜

Ⅳ

蛆

皿
一
叫
一
岬
一
岬
唾

即

一

別

一

別

邪

別

一

別

即

別

一

別

一

別

一

Ｍ

ｍ

躯

一

脚

晦

一

蝿

獅

一

恥

唖

一

哩

岬

一

岬

服

一

岬

０

’

０

’

０

３

’

０

０ 」
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付編フローテーション試料のサンプリングと成果について

卜弾餅喧土壌瀞縛ゞ
土壌水洗容量

(4)

炭化物

(乾燥重量g)

選別土壌容量

(乾燥重量輿）

礫片

(9)

プ
、

ｑ

ｌ

ｆ

Ｊ

坪
／
○
ら

イ
ナ
／
／
Ｉ
、

土器

(9)
遺構No. 炭化種子

J-15 a-l床 5. (） 5－ (） 1.39 () －06 () ．33 0－6(）

I-15-a-2床 5．0 5－ (） 0．94 () _ ()5 ().14 () .39

I 15 a 3K 5. (） 5. (） () .86 0.10 () .26 0．04

I-15-a-4床 5．0 5．0 0．3(） 0.140．04 0.32

I-15-d-1" 5．0 5．0 0．31 0．22 0.120．27

I 15 d-2床 ９

０

５

０
７

5. (） () .48 0.15 0. ()4

1， 二1
J、 口’ 70.0 15.49

Ｆ
へ
』 2．68 6．43 2．58

床H－5 5－ (） 5．0 3.3() 0.11 () .0722．60

HF 2焼土 10.() l() ‐ (） 3．20 1.64 0.100．62

I 17 a 1床 5．0 5．0 1.10 0.10 0.05 0.67 () ‐ (16

I-17-a-2床 5-0 タデ属 15－0 0．40 0.11 0. ()1 () ‐ ()I

I-17 a 3床 10.() ]O‐ (） 1.80 0.56 0.13 0．37

I-17-a-4床 10.0 l() ‐ (） 3．0(） 0.50 0．26 0．22

I-17-1)-l床 10.0 1() . () 0－8(） 0.26 1 0．06

I 17 b 2床 5－(） 5－0 () _80 () .35 () .22 1.40 0.02

I 17-b 3床 50 5．0 0．30 ().17 0.2() 0.12

I-17-b-4床 50 5.0 () .40 0.04

I-17-c-l床 5.0 5.0 I).40 0_130－ 16 ().17

I 17 c 2床 5．0 5－ (） 1~00 0．32 0．12 () .03

I-17-c 3床 5－ (） 5-0 060 0.07 0．060．26

同定不可 1I-17-c-4床 5．0 5.0 0．4(） () .23 () .3(）

'-17-d-1床 5－ (） 5-0 ().40 ().09 1.58

I 17-d 2K 5－0 5.0 0.3() () .15 0.28 0.07

I-17-d-3K 5.0 5.0 () ．15 0.()9 0.052．6(）

I 18 a 2床 頁n
J．U 5.0 () －8(） 0.27 0.14 () .04

I-18-a-3床 5．0 5. (） 0.10 0－01

I-18-b-l床 5.0 0.603． {） () _55 () .44

I-18-b-2床 同定不可 ］5．0 5.0 0．20 皿

岬

0．04 0－ ()5

I-l8-b-3床 タデ属 ］5. (） 0－603． (） () .02

I-18-b-4床 5.0 3．0 刷
一
唖

岬

岬I-17-a-2" 5.0 5. (） 0．04 () _O3

床

床

１

２

~ｂｄ
~向‐Ｊ１戸ＪＪＩ

ｌ

ｌ

~
Ｉ
Ｉ

０

０

~
~

Ｆ

ヘ

リ

Ｆ

ｈ

Ｊ

０

０
~
~

５

５

０

０

４

４

０

‐

０

０

１

１

０

０

２

２

１

０

０

０ 099

i-17-d-3" 5-0 5．0 1.2() 0.30 () . ()2() ‐ ()H

I-17-.-4床 '0 (） 10.0 1.20 () .82 0.121.39

I 18 a 1K 5－0 5－0 1.0() 0.40 0－58 () .08

’
I 18 a 2" 5．0 5．0 ().30 ()-08

ﾉ|、 言－1
'J， 、I 175.0 175.() 29．40 7.25 30.84

、 lハ

。、ID
1 RR
l． q－JLノ4

HF-1焼土 10.0H－6 勺孑母|言 l／~／~ノ1詞
10. () 26. ()7 0.2(） （) . 13 0．82 0.12
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土器礫片

(9) (9)

炭化物

(乾燥重量g)

選別土壌容量

(乾燥重量g)

土壌水洗容量

（4）

チップ
／ ､

Igノ

土壌採取位置

・層位

土壌採取容量

(4)
炭化種子遺構No.

0．56HF 2焼土
ワワ｡｡
ムム．JJ 0.12 0－2410.01() ‐0

0．79HF-3焼土 9．45 0.26 0.8310.0 1() .0

小計 1．4757．85 0．58 1.20 0．82130．0 3() ‐ (）

1．61HF-1焼土 45.0 3.60 8．2845．0 3．68H－7

No.168床 2．9178．163.0 7．09
1 41ノ、

L ・乙、 2．685.0

タデ属P-16-a 3床 19貝q
L白． UJJ 14．66 1．37 2.8023.7055.0 55. (） 2

P16 a 4床 12．86 8．43 ２

１

７

９

９

０

１ 0.1715.0 15.0

P-16-b-3床 1.08 0．3415.0 15.0 5.07 3．36

22．20P 16 b 4床
n $~1F

｡、乙｡25．0 ワワワ
~リロム~I 27．1625．0

P-16 d 1床 20.0 9.70 4．79 4．66
1 戸戸

.L 、00 0．1420.0

0.81P-16-d-4床 10．22 4.07 2．3910.0 10．0

0-16－b－3床 6．24
『一、n

o．』‘ 3．65 2．00 0．1210.0 10．0

12．15｣、計 99．84 48．96 82．46 88．51200.0 20().() 2

R-36-a-3床 タデ属 ］ 0.081.53 0.06H-10 5-0 5-0 0-5(）

0.16 0.08R-36 a 4K 10．0 10.0 0．64 0.40

10.() 0．36 0.02 0.()2R 36-c-lK 10．0 0．96

0.()15_0 5．0 0．75 0．09R 36-c 4床 1－22

2．96 1.94 0_20 0．63R 36 d-1K 10.0 10．0

R 36 d-2床 5. (） 5．0 7．83 8．14 1.18 0．85

「 割ノl、

'」、 口I 15．14
T ノー旬

1．0イ45．0 45．0 1 12．09 171
L・ ~0ユ

タデ属 ］ 0．05 009H 19 b 1床
旬 ／､n

乙・U乙 0.43H-14 5．0 5. (）

0.05H-19－b－2床 5．0 5.0 0．95 0.22 0.08
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V 自然科学的手法による分析結果

3 冨野3遺跡の放射性炭素年代測定結果

㈱地球科学研究所

’ 放射性炭素年代測定結果報告書

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。半減

期として5568年を用いた。

Z4Qzg26ﾉB2ノ

綾正Z4QZge

6ﾉBPノ

補正14C年代値

試料の炭素安定同位体比(13C/12C) を測定して試料の炭素の同位体分別を知り14C/12Cの

測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

:試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%0)で表現

する。

'13C(%,)-(13C/12C),~!試料]-(13C/12C) [標準]×1000
(13C/12C) [標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

"3C(I)"""

:過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。

具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値により、補正曲線を作成し､暦年代を算出

する。 (Stuivereta1., 1993;Vogeleta1., 1993,;TalamaandVogel, 1993)ただし、 この補正は

/唇年汽

約10.000VBPより古い試料には適用できない，
~

〃藍方法なと議に鱒するテ､－夕

測定方法 AMS:加速器質量分析

Radiometric:液体シンチレーシヨンカウンタによるβ一線計数法

処理・調製・その他：試料の前処理、調製などの情報

前処理 acid-alkali-acid:酸アルカリ 酸洗浄

acidwashes:酸洗浄

acidetch:酸によるエッチング

none:未処理

調製、その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction:骨、歯などのコラーゲン抽出

CelluloseExtraction:木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting:Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関 BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami,F1. 33155、U､S･A
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3 富野3遺跡の放射性炭素年代測定結果

試料デー夕 C14年代(yBP) 613C (permi l)補正C14年代(yBP)

(MeasuredC14age) (ConventionalC14age)

Beta-126222 7050±50 －28．4 6990±50

試料名(10396)TOM3-1

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

Beta-126223 8090±50 ？Qワ
=Qノ守与 8030±50

試料名(10397)TOM3-2

測定方法、期間standaed-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid.alcali-acid

Beta-126224 8210±50 －27．2 8170±50

試料名(10398)TOM3 3

測定方法、期間standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

Beta-126225 8080=t50
n句句

ムイ．0 8040±50

試料名(10399)TOM3-4

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

Beta-126226 7080±40 28．1 7030±40

試料名(10400)TOM3-5

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

Beta-126227 6880±4(） －25．0 6880±40

’
試料名(10401)TOM3-6

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

－282－



V 自然科学的手法による分析結果

C14年代(yBP) 613C(permi l)補正C14年代(yBP)

(MeasuredC14age) (ConventionalC14age)

試料デー夕

7050士407090±40
n句ハ

ム／、｡Beta-126228

試料名(10402)TOM3-7

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

7530±40745()士40 19_8Beta-126229

試料名(10403)TOM3-8

測定方法、期間standaed-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

7170±40 －26．3 7150±40Beta-126230

試料名(10404)TOM3-9

測定方法、期間standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

7300±40 7270±40Beta-126231 26．8

試料名(10405)TOM3-10

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

表V－3－1放射性炭素年代測定資料一覧

暦年代
測定方法

交点/lSIGMA(68％probabiliI1
採取年月日 推定時期 土器型式 外観観察測定番号 試料名 貴構の種類 遺構番号 採取付置

刺|i路II式土器併行上 城墓 底面中央付近 縄文時代早期後葉 炭化材？ BC5820/BC5870to5750IMSBeta 126222 TOM3l P 1 1998／5／29

（
し

、

，

Ｏ
ｄ

ｎａ
Ｆ
Ｏ

Ｒ

Ｕ

０

ゾ

ハ
０

０
ｔ５２Ｏ７Ｃ

５

Ｂ

９

ｊ

７

０

６

ｌ

ｊ

Ｏ

ｋ

国
Ｊ
Ｊ

戸

へ

Ｊ

Ｃ

別

Ｂ

６

物見台式土器竪穴式住居跡 床面中央部 縄文時代早期中葉 炭化材？ AMSBeta l26223 TOM32 IT－1
L』 ｣ 1998／7／6

縄文時代早期中葉 炭化材？竪穴式住居跡 床面中央～壁 物見台式土器 BC7065/BC7255to7040AMSBeta-l26224 TOM33 H－1 1998／7／24

縄文時代早期中葉 物見台式土器 種子・堅果類？竪穴式住居跡 床面中央～壁 1998／7/24 AMS BC7015/BC7030to6990Beta l26225 rOM34 1－1

縄文時代早期後檗以前竪穴式住居跡 床面中央～壁 不明 炭化材？ IMS BC5860/BC5945to5820Beta-l26226 TOM3-5 H－2 1998／7／30

縄文噺t早期後葉以前竪穴式住居跡 床面中央～壁 不明 炭化材？ BC5705/BC5735to5680Beta-l26227 TOM3-6 H 2 1998／7／7 AMS

０８８５ＣＢｄｎａ
ｎ
Ｕ

１９５（
１
）
肝
【
Ｊ

Ｂ

艇

ｄ

５

ｎ

Ｏ

ａ

０

ｔ

－
ｂ
－
３

へ
Ｊ
Ｐ
ｂ

ｎ

ｙ

Ｏ

Ｊ

要
り
Ｐ
Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ
炭化材？床面壁付近 縄文時代早期後葉以向竪穴式住居跡 1998/6/25 不明 AMSBeta l26228 rOM3－7 H

土器口縁内面に付着

IlP-l9-l
床面 縄文時代早期後葉 細||路II式土器併行 BC6380/BC6400to6355竪穴式住居跡 IMSTOM3-8 II 7 1998/10/21Beta-l26229

東釧路Ⅱ式土器併行竪穴式住居跡 床面中央付近 縄文時代早期後葉 炭化材？ lMS BC5980/BC5995t〔) 5960Beta126230 TOM3-9
T7 句

I~1一イ 1998/10/21

縄文時代早期後葉 東釧路II式土器併行 炭化材？床面中央付近竪穴式住居跡 AMS BC6055/BC6145to60201998/10／1Beta 12623］ rOM3 lO H－10
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V 自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALIENDARYEARSCALIBRATIONOI7RADIOCARBONAGETOCALENI〕ARYEARS
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3 富野3遺跡の放射性炭素年代測定結果
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V 自然科学的手法による分析結果

4長万部町富野3遣跡ローム層分析

古澤 明

（有限会社古澤地質調査事務所）

はじめに

本分析の目的は、ローム層中にはさまれる肉眼では識別できない（一部は僅かに識別できる）火山

灰の検出、ローム層の成因分析にある。

ローム層には目立った層相変化はみられないが、色調、特に彩度（色相と明度は大きく変化せず全

体に褐色）には若干の変化がみられる。そこで、 まず、ロームの色調（彩度）を基に細かい層序区分

をおこない、各層準ごとに試料採取間隔が2cmとなるように細かく採取したロームの構成鉱物を分

析した。

分析に供する試料を後述する前処理方法で調製し、鉱物組成および火山砕屑物（火山ガラス、斜方

輝石および角閃石）の屈折率を測定した。

その結果、複数の火山灰を識別することができた。 また、一部の火山灰については既知の火山灰と

の対比が可能となった。

本報告書は、 これらの分析内容、結果および考察をとりまとめたものである。 とりまとめに際して

は、調査部の花岡正光氏にご教示をいただいた。

1．分析方法

段丘上を覆うローム層を別紙「調査位置図」 （図V－4 1）に示すApOint(ローム層観察用ピット）

にて観察し、色調の差異によるローム層の柱状図を作成した。また、同地点で鉛直方向に2cm間隔の

連続試料採取を行った。

採取した試料は#250-#120メッシュ (1/16 1/8mm)に粒度調製し、鉱物組成分析ならびに、

火山ガラス、斜方輝石および角閃石の屈折率を測定した。
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4 長万部町富野3遺跡ローム層分析

フロー

以下に示す分析フローチャートに従い分析を行った。

試料を水に溶かし#250ふるい（張り替え式テトロン製ふるい；他試料の混入
を防ぐため）でふるい分けを行う。

上澄み液がほぼ濁

なくなるのを確認

1

1〆フ

通過試料 濁らない試料

水溶液として廃棄 分散剤(ヘキサメタリン酸ナトリウム）
溶液で超音波洗浄

T濁った試料

水にて超音波洗浄

濁らない試料濁った試料

偏光顕微鏡にて汚れを確認

60℃以下で乾燥

#120および#250ふるいで粒度調製

一部の試料については、ふるい分けをせず、雌大粒径を測定する。ただし、

これ以上の粒度のものが主体の試料は、重鉱物分析川として#60～#120に,洲製

上記ふるいサイズで極細砂サイズに調製した粒子を屈折率1.545の光硬化樹脂に封入しプレパラートを作成

｜
偏光顕微鏡による鉱物組成の観察*！

火山カラユ 重鉱物
火山ガラスの形態分類 重鉱物組成の把握

ヨ火山ガラスの屈折率測 重鉱物の屈折率測定

温度変化型屈折率測定装置MAIOTにて、 30粒子を目処に測定（重鉱物は1O粒子）

＊鉱物組成は表V－4－1のように分類した。

偏光顕微鏡による鉱物分類方法

本分析では、主に火山噴出物を検出する事を目的としている。多くの地域では広域テフラによくみ

られるタイプの火山ガラスのほかにローカルな火山噴出物で発泡の痕跡がみられないものを多く含

む。また、 リン灰石などの無色透明な重鉱物を識別（石英や斜長石の識別）する必要がある。 このた

め、洗浄した試料は、光学レンズ用光硬化樹脂接着剤（屈折率l.545程度）で封入し、ベッケラインを

みながら鉱物を識別した。
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V 自然科学的手法による分析結果

一般に火山灰分析を含む砂成分の分析では、識別できる出現鉱物を全て同定し定量化する。データ

は、目的に適応した有意で最小の区分を用いて分類する。

今回の区分もこの手法に基づき表lのように鉱物区分で分類した。

表V－4－1鉱物組成分類方法

口 火

山

岩

片
~

石
英
・
長
石
類

生物重 鉱 物
Iエl I1

石ﾉｰI火山ガラス

~‐~‐~‐‐‐‐‐‐‐‐‐ －~‐~T‐~‐‐‐‐‐~~‐ r一~‐‐ ‐‐‐‐‐

無色多種｜有色多種

OOpx+CPx+Ho+F1+鉱物付着｜鉱物付着

一

色

Ｓ

有

Ｔ

一
／

一
色
~
匪

圭

鉦

へ

ｍ
Ｔ

ｍ

ＢＴＢＰ

遺骸風化粒01)xCpxGHoBIIo O1 Bi OpqOTII

Opx:斜方輝石､Cpx:単斜輝石､GHo :緑色普通角閃石､BHo:褐色普通角閃石､01 :カンラン石､Bi :黒雲母､0pq:不透明鉱物､0TH:
その他

角閃石の色調はポラライザーとC軸とが平行となる位置での色調を示す｡ガラスの形態分類は､｢火山ガラスの形態分類方法｣の項で述べる。

火山ガラスの形態分類方法

火山ガラスは無色透明、有色透明（主に淡褐色透明)、鉱物付着に区分した。

無色透明、有色透明（主に淡褐色透明）ガラスの形態分類方法

本分類では、Nikon製の微分干渉装置を用い、火山ガラスの形態を立体的に観察した。

形態の分類については、Ross (1928)やHeiken(1972)が、平板型、Y･X型、多孔質型の3タイ

プに分類している。吉川（1976） はこの3タイプのうちのY･X型(H型） と多孔質型(T型） との

間に中間型(C型)を設け、C型とT型では、球状の発泡(CaおよびTa型）とチューブ状の発泡(Cb

およびTb型） とに区分した。町田・新井(1978)は平板型およびY･X型をBubblewall (バブル

ウォール）型に、多孔質型をPumice (パミス）型に区分している。 また、鎌田ほか(1994)はこのパ

ミス型をマイクロパミスと表現して、本来のパミスとの区別を行っている。古澤(1990)は、発泡の

形態と大きさという2要素に着目して、吉川(1976)の分類のうちH型を、球状の発泡とチューブ状

の発泡とに区別し、発泡の大きさと形とを機械的に区分した。

今回の分類も基本的に古澤(1990) に従った。すなわち、ガラス内に残る発泡跡の形態が、球状に

発泡したバルーン型(B型)、チューブ状に発泡したチューブ型(T型)、おそらく大きな曲率のため

泡の接合部がみられず、平板ないしはゆるく湾曲した扁平型(P型)、および発泡の痕跡がみられない

その他(O型）の4型に区分した。 また、発泡の大きさは、長さ0.1mmの中に発泡跡が1～2個しか入

らない場合を大径(1)、3～7個入るものを中径(m)、 8個以上入るものを小径(s)とし、たとえばチュー

ブ型(T型）で中径(m)のものをTm型と表現した（図V－4-2)。 この分類方法は、古澤(1990)

のそれにその他(O型） を追加したものである。ただし、発泡密度については発泡跡のあるガラスの

ほとんどがほぼ完全に発泡（泡と泡とが密着） しているため付記していない。特に密度の低いものに

ついては、別に記載の章で低発泡と表現した。

以上の基準に従い、接眼レンズに方眼ミクロメーターを装着して、ステージを回転させながら分類

を行った。測定する個数はl試料ごとに200個を目途とした。
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l 長万部町富野3遺跡ローム層分析
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図V 4－2火山ガラスの形態分類法

P型：おそらく大きな曲率のため泡の接合部がみられず、平板ないしはゆるく湾曲した扁平型、Bl :大径バ
ルーン型、Bm:中径バルーン型、Bs:小径バルーン型、Tl :大径チューブ型、Tm:中径チューブ型、Ts:
小径チューブ型、O:発泡跡のみられないその他の型。

曲折率測定方法

(装置の仕様）
マイオッ ト

測定には、浸液の温度を直接測定しつつ屈折率を測定する温度変化型測定装置､MAIOT"を使用し
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た（図V－4－3参照)。測定精度は火山ガラスで±0.0001程度である （古澤、 1995)。

顕微鏡は、Nikonの顕微鏡X2シリーズ（偏光･位相差装置付)、位相差用対物レンズ(10倍)、光源

は12V100Wハロゲンランプ、全誘電体干渉フィルター(589.3nm)を使用した。温度変化装置として

全面等温度透明加湿板（0.1℃の精度で制御可能)、プログラム温度コントローラー(0.1℃の精度で制

御可能)、高感度熱電対（0.1℃の精度で測定可能)、パーソナルコンピューターを使用した。

以下に測定の手順を示す。

顕微鏡ステージ上に設置した加湿板に、浸液と試料および熱電対とを密封したごく薄いカプセルを

載せる。カプセルは、大きさ18×24mm、厚さ0.12～0.17mmのガラス板(下板）と、直径18mmで同

じ厚さのガラス板（上板） との間に、熱伝導性の高いシーリング材を使用して浸液と試料および熱電

対を密封したもので、総厚が0.5～0.6mm程度である。浸液は単一化学式を有する有機化学合成液で

ある。つぎに、加湿板の温度を制御して、ほぼ一定の温度変化速度で、浸液および試料の温度を室温

~60℃の範囲で変化させる。 この様子を、位相差状態の顕微鏡で観察する。観察時の波長はナトリウ

ムD線(589.3nm)である。この画像を観察しながら、ガラスの輪郭が消失する温度を記録する。実

際には温度上昇あるいは下降時に1回パーソナルコンピューターに接続されたマウスを左クリックす

る。屈折率は、あらかじめ作成した各浸液の温度と屈折率との一次式から変換され、パーソナルコン

ピューターに記録される。測定個数の目処はガラスが30片、斜方輝石が10片である。ただし、値にバ

ラツキがある試料では、モードを把握できるまで測定した。記録された屈折率、熱伝対の温度データ

はリアルタイムにパーソナルコンピューターに入力され、温度、測定個数などとともに屈折率ヒスト

グラムとしてモニターに表示される。

2．分析結果

鉱物組成の分類結果を一覧した「鉱物組成一覧表（表V－4－2)｣、ロームの色調変化柱状図と斜方

輝石および緑色普通角閃石の含有率ヒストグラムを一覧した「ロームの色調と斜方輝石。角閃石の含

一一-一 一一一測定者一------- -
観察像’

1 －催接眼レンズ 屈折率合致ポイント識別

－位相差対物レンス

／測定試料

ﾌｾﾙ,11
透明加湿板

_〆／
温度情報入力~~~~~~ ~試料力 温度センサーI

~~~~~~~~~ ~|‐
温度コントロール

＝ﾄ位相差装置
温度コントロール

装 置

「 寸偏光板
司単色光
~｜フィルター

温度情報出入力~一

光源

図V－4－3温度変化型屈折率測定の概念図
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モニター

結果表示

~~~~~

合致ポイント入力
|

'

Fﾏｳﾕ
温度情報出入力

パーソナルコンピューター
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有率一覧図（図V 4－4)｣、および、柱状図と鉱物組成および屈折率測定結果をまとめた「分析結果

総合図（図V－4 5)」を添付する。

火山灰層序（火山灰層の識別）

鉱物組成､ガラスの屈折率および斜方輝石の屈折率から､Apointのローム層中に4層準の火山灰を

識別した。 また、火山灰の混在を指摘できる1層準を検出した。

以下に、火山灰4層準および火山灰の混在する可能性が指摘できる1層準の岩石記載的特徴を記載

する。

火山灰降灰層準

試料No.33-36層準

この層準は当初No.45 49層準と同一の火山灰であると露頭で想像した光沢のある彩度の高いロー

ム層である。しかし、鉱物組成が斜方輝石を主体とし、角閃石をほとんど含まないことやガラスの屈

折率など、No.45-49層準とは岩石記載が異なることが明らかとなった。また、上下位の層準とは明ら

かに斜方輝石の含有率がことなり、容易に識別できる。斜方輝石には詳細に観察すると火山ガラスが

付着していることが多く、火山灰起源と識別できる。

鉱物組成：斜長石および斜方輝石、単斜輝石を主体とし、 これにBmタイプなどのいわゆるパミスタ

イプ火山ガラスが付着する場合が多い。緑色普通角閃石も少量含まれるが、屈折率により下位の層準

からの混在粒子であると考えられる。

火山ガラスの屈折率: 1.5127-1.5164。モードは1.512-1.516である。

斜方輝石の屈折率: 1.7092 1.7119．モードは1.709-1.712である。

試料No.45-49層準

この層準「調査位置図（図V－4－1)」のBpointに分布する軽石層に対比される層準である （｢B

point柱状図」 （図V－4-6)参照)。明らかに他の層準に比し光沢があり彩度が高く、肉眼でかろうじ

てテフラと識別できる。

鉱物組成：斜長石､斜方輝石を主体とし､単斜輝石および緑色普通角閃石を含む｡斑晶にはBl～Bmタ

イプの球形発泡跡のみられる火山ガラスが多量に付着している。同形態の火山ガラスも含まれる。直

下の層準と比べて、本層準は火山ガラスの付着する斑晶が多産し、やや新鮮な角閃石の増加すること

で、容易に識別できる。

ガラスの屈折率: 1.5001 1.5176｡ 1.500-1.503、 1.506-1.510, 1.512-1.516にモードがみられ

Tri-modal状を呈する。

斜方輝石の屈折率: 1.7096-1.7258｡ 1.718から1.726に広く分布する。 1.709-1.712を示すものを少

量含む。

角閃石の屈折率: 1.6809-1.6848．モードは1.680 1.685である。

試料No.65-68層準

この層準には突然BIタイプ（いわゆるバブルウォールタイプ）の火山ガラスが多く産出する。 この

層準では斜方輝石が上下の層準より多く含まれ、角閃石は少ない。同層準には、バブルウォールタイ

プ火山ガラスで特徴づけられる火山灰が降灰している。

Blタイプ火山ガラスの屈折率: 1.5008-1.5024．モードは1.500-1.503である。なお、本層準には屈

折率が1.495-1"496のOタイプガラスおよび1.504 1.514のBmタイプでやや低発泡のガラスが含ま

れる。これらは上下層準の測定結果から、いずれも他層準からの混在粒子である可能性が指摘できる。

斜方輝石の屈折率: 1.7094-1.7272。広い範囲に分布する。
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V 自然科学的手法による分析結果

試料No.80-85

この層準には多量の低発泡Tm、Bmタイプ（細かい球形およびチューブ状の発泡跡がみられるも

の）火山ガラスが含まれる。緑色～褐色普通角閃石も多量に含まれる。

鉱物組成：純層ではなく、上下層準からの混在粒子が多いため鉱物組成は不明瞭であるが、上下の鉱

物組成との違いから、本テフラは斜長石および緑色～褐色普通角閃石を主体とし、斜方輝石を含むと

考えられる。

ガラスの屈折率: 1.5007-1.5034。モードは1.500-1.503である。

斜方輝石の屈折率： 1.7093-1.7159．モードは1.709 1.714である。

角閃石の屈折率: 1.6743-1.6933。広い範囲に分布する。

火山灰の降灰する可能性が指摘できる1層準

試料No.70-74層準

この層準には低発泡Bmタイプ火山ガラスおよびこのガラスの付着した斜方輝石がやや多く含ま

れる。 この層準では斜方輝石が上下の層準より多く含まれ、角閃石は少ない。下位のテフラからの混

在が著しいためその記載的特徴は際だって明瞭ではないが、屈折率1.508-1.513の低発泡Bmタイプ

火山ガラスおよび屈折率1.710-1.718の斜方輝石は上下層準からの合理的な混在では説明できない。

本層準には火山灰が降灰している可能性が指摘できる。

3．火山灰の対比

既に公表されている火山灰層序および岩石記載的特徴から、 これまでに識別した4層準の火山灰の

対比を試みる。

はじめに､肉眼で識別が可能な火山灰試料No.45-49層準について対比を行う。次にこの火山灰の層

位に基づき、上下層準の火山灰の対比を行う。

試料No.45-49層準火山灰

本火山灰は、Bpoint (図V 4 1， 6)において肉眼で軽石層として識別できる。いつぽう、分析

したローム層の上位には、駒ヶ岳起源のKo-g火山灰が分布していることがあきらかとなっている(本

報告書の完新世テフラの項参照)、また、ローム下限からは表V－4－2および図V－4－5にみられるよ

うに屈折率1.493-1.497のBlタイプを主体とした火山ガラスが産出する。これらは、ガラスの形態お

よび屈折率から、洞爺テフラ起源の火山ガラスであると考えられる。以上から、試料No｡45-49層準火

山灰は、洞爺テフラ降灰以降、駒ヶ岳Ko-gテフラ降灰以前に降灰したと考えられる。

町田・新井（1992）の「火山灰アトラス」では、長万部周辺にこの時代テフラを降灰させる火山と

して駒ヶ岳､支笏およびクッタラ火山などをあげている｡試料No.45-49層準火山灰の最大の特徴は火

山ガラスの多モードと角閃石を比較的多く含み、斜方輝石を主体とする点にある。 このような特徴の

テフラは前出の文献には記載されていない。しかし、鉱物組成やガラスの屈折率範囲、角閃石の屈折

率は、 クッタラ第2テフラのそれと類似する。下表に両記載を比較する。

ガラスの屈折率斜方輝石の屈折率角閃石の屈折率テ フ ラ名

試料No.45-49層準火山灰 1.500-1.516 1.709-1.726 1.6801.685

Bpointの軽石層 1.502-1.514 1.712-1.725

ガラスは1.5011.505, 1.506-1.508、 1.511-1.515にモードがみられTri-modal状

クッタラ第2テフラ （町田･新井、 1992) 1.505-1.515 1.712-1.718 1.678-1.684
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4 長万部町富野3遺跡ローム層分析

クツタラ第2テフラは同火山にしては例外的に西側に主分布軸を有する。駒ヶ岳や支笏など、北海

道中・南西部に分布する火山のテフラに該当する特徴のものが存在しないことから、本火山灰は極め

てクッタラ第2テフラである可能性が高い。

そこで、 日本第四紀学会編集（1996）の「第四紀露頭集日本のテフラ」に記載されているクッタ

ラ第2テフラの露出地点で、軽石層を採取し、極細砂サイズ粒子の鉱物の屈折率を測定した。結果を

下表に示す。

■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ

テフ ラ名 ガラスの屈折率斜方輝石の屈折率角閃石の屈折率

伊達市館山町のクッタラ第2テフラ 1.5021.516 1.709-1.726 1.6801.685

ガラスは1.502-1.503、 1.505-1.508, 1.513-1.516にモードがみられTri-modal状

Apointの試料No.45-49層準火山灰の純層であるBpointの記載と､伊達市のクッタラ第2テフラ

の記載は全ての特徴において全く一致する。

したがって、試料No.45-49層準火山灰は、クッタラ第2テフラに対比できる。

試料No.33-36層準火山灰

鉱物組成が斜方輝石を主体とし、角閃石をほとんど含まないことやガラスの屈折率など、No.45-49

層準火山灰とは岩石記載が異なることが明らかとなった。本層準は、前述の対比から、クッタラ第2

テフラの下位、洞爺テフラの上位に位置する。

火山ガラスの屈折率はモードが1.512 1.516である。斜方輝石の屈折率はモードが1.709-1.712で

ある。

これらの特徴を町田。新井（1992）の「火山灰アトラス」 と対照した場合、北海道には、 これと一

致した記載の火山灰が見あたらない。したがって、既存の文献資料では対比困難である。

給源火山についても対比できないため不明である。駒ヶ岳ではKo-h2が32000年前以前に噴出して

いる （柳井・雁沢、 1988)。同テフラは斜長石および斜方輝石を主体とする。

本火山灰と駒ヶ岳の噴出物との関係は興味深い。駒ヶ岳のテフラの詳細な調査が望まれる。

試料No.65-68層準

この層準には突然B1タイプ（いわゆるバブルウォールタイプ）の火山ガラスが多く産出することを

既に記載した。本火山灰はバブルウォールタイプ火山ガラスの含有で特徴づけられる。 このガラスの

屈折率は1.500-1.503にモードがみられる。屈折率: 1.709-1.727の斜方輝石も含まれるが、 これは

上下位の層準の分析結果により、下位からの混在粒子と考えられる。

したがって、本火山灰は火山ガラスを主体としていると考えられる。バブルウォールタイプのガラ

スおよび同鉱物主体の記載的特徴は、いわゆる広域テフラによく見られる、巨大な噴火の産物である。

層序的にはクッタラ第2テフラの上位に位置し、後述する濁川テフラの識別から同テフラの下位に

位置する。

この層準に降灰が知られている巨大な噴火の産物としては支笏第1テフラ(Spfa-l ;fall)=支笏

火砕流(Spfl)があげられる。同テフラは、前出の伊達市館山にも火砕流堆積物として分布している。

同露頭で採取した火砕流のガラスは、Tm、Bmタイプなどのパミスタイプも含むがバブルウォールタ

イプのものを多く含む。斑晶は斜長石と斜方輝石を主体とするが、その量はガラスに比し非常に少な

い（伊達市での古澤の記載；未公表)。火山ガラスの屈折率は、伊達市の試料の実測値が1.5006-
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v 自然科学的手法による分析結果

1.5080．モードは1.500-1.502である。 この火山ガラスの屈折率のモードは、本層準、伊達市の支笏

火砕流、町田・新井(1992)のそれとでほぼ一致する。

ほかにこの層準近辺で上記屈折率のバブルウォールタイプ火山ガラスを主体とする火山灰がこれま

でに記載されていないことや、支笏火砕流が給源から数10km以上西側に離れた位置にまで流下して

いることなどから、本火山灰は支笏火砕流あるいはその灰かぐらに対比できる可能性が極めて高い。

試料No.80-85火山灰

この層準には多量の低発泡Tm、Bmタイプ火山ガラスおよび緑色～褐色普通角閃石が含まれるこ

とは既に記載した。

クッタラ第2テフラの上位で､Kog火山灰の下位において､斑晶に角閃石を多量に含む火山灰とし

ては濁川テフラがあげられる(柳井ほか、 1992)。同テフラはfallユニットによりその岩石記載が大き

く異なるが、 このうち最も本層準に記載が類似するユニットb 5(柳井ほか、 1992)の記載と試料No.

80-85火山灰との記載を下記に記載する。

ガラスの屈折率斜方輝石の屈折率角閃石の屈折率テフ ラ名

本分析による試料No.8085層準火山灰

濁川テフラユニットb-5 (柳井ほか、 1992)

1.501－1.503

1.500-1.504

３

７

９

８

６

６

Ｌ

Ｌ
~

４

７

７

７

６

６

１

１

1.7091.714

~

両記載は著しく類似する。前述のように、濁川テフラの記載はfallユニットごとに大きく異なる(柳

井ほか、 1992)。このため、濁川テフラの詳細な分布状況を把握できない現状では、対比の精度は若干

低くなる可能性もあるが、角閃石（緑色のものに一部褐色のものを含む）を主体とすること、低発泡

のガラスを多く含むこと、および層序に矛盾がないことなどから、本火山灰は濁川テフラに対比でき

る。町田・新井(1992)の濁川テフラのアイソパックもこの対比を支持する。ただし、同テフラの各

ユニットの分布状況についてはさらに詳しく調査する必要がある。柳井ほか（1992）では、濁川テフ

ラの各fallユニットごとのアイソパックを示している。 これによれば、 もっとも分布が北に広い（濁

川カルデラから長万部への方向)ユニットは、aユニットであり、bユニットが長万部に降灰する可能

性は、柳井ほか（1992）の調査では低い（噴火湾北部では確認されていない)。今回の分析で、ユニッ

トb－5に類似した鉱物が長万部に分布することが明らかとなった意義は大きい。

試料No.70-74

この層準には屈折率1.508-1.513の低発泡Bmタイプ火山ガラスおよびこのガラスの付着した屈

折率1.710 1.718の斜方輝石がやや多く含まれる。

この内、斜方輝石の屈折率は、濁川テフラの下位に位置し、クッタラ第2および支笏火砕流堆積物

の上位に分布する駒ヶ岳Kohlテフラのそれ（町田・新井、 1992) と一致する。

対比の可能性についての資料の蓄積がまたれる。

なお、段丘堆積物には洞爺テフラが混在する。ガラスの屈折率および斜方輝石の屈折率は非常に特

徴的で、対比には問題ないと考える。 このテフラは、ロームの上部にまで混在する。

また、不明瞭ながら試料No.53-56には、斜方輝石が多く含まれる。その含有量は上下の層準とやや

異なる｡緑色普通角閃石はこれとは逆に減少する。この変化は試料No.45-49層準の混在で説明しづら

い。 この層準には1.5051.508の屈折率の火山ガラスが産出する。 このガラスは、Bmタイプ(細かい

球形の発泡跡が多くみられるもの）の形態を呈する。屈折率1.708-1.711の斜方輝石も含まれる。以
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4 長万部町當野3遺跡ローム層分析

上の記載的変化は､試料No.33-36層準および試料No.45-49層準の混在で説明できるが、この層準に

ついては他の地域での火山灰層序との慎重な対比が望まれる。

4． ロームの色調変化の原因

「分析結果総合図」 （図V－4 5）のロームの色調（彩度） と、上記のテフラ識別層準との間には、

やや相関性が認められる。テフラ降灰層準では、彩度が一様に高く、低い層準は見あたらない。

彩度の高い色調の層準とこれを覆う彩度の低い色調の層準との間には共通した鉱物組成変化も見ら

れる。各テフラの鉱物組成については既に概略を記述したが、 「ロームの色調と斜方輝石、角閃石の含

有量一覧図」 （図V 4－4）から明らかなように、彩度の高い色調を形成するテフラの重鉱物（斜方輝

石および角閃石）は、下方から上方へと減少する。 これは、あるいは、軽鉱物の相対的な上方への増

加によるとも考えられるが、テフラ起源の軽鉱物の含有率は、下方から上方へ増加する傾向がみられ

ない。

したがって、 この組成変化は、彩度の高い層準にテフラ本質鉱物（上下の層準に比し相対的に多く

含まれる斜方輝石や角閃石)が多く、彩度の低い層準に少ないことを示すと考えられる。 また、 「分析

結果総合図」 （図V－4－5）にみられるように、彩度の高い層準から低い層準へと、不透明鉱物(主に

鉄鉱物)の増加する傾向もみられる。 これは、彩度の低い層準の構成鉱物が、彩度の高い層準に比し、

相対的に風化が進んでいるか、あるいは長い期間地表付近にさらされていた可能性を示している。

今回の分析は、あくまでも極細砂粒子という限られたサイズでの議論であるため、彩度差と構成鉱

物との関係は明確に議論できないが、鉱物組成および鉱物の屈折率の層序による系統的な変化は、火

山噴火の影響を示すと考えられ、 これらの変化が明瞭に識別できない層準で、 ローム層の色調に変化

がみられる場合、それは、火山噴火以外の影響（たとえば気候、レスの含有量、 ロームの堆積速度な

ど）を示すと考えられる。

ローム層の岩石学的特徴としては、シルト～粘土などの細粒分中の石英の酸素同位体比から推定さ

れるレスの含有量の比較が、 ロームの成因を解明するのに有効であることはいうまでもない。

このほか、今回の分析手法を地域的に拡大し、調査地点を増加させ、同様な記載資料を充実させれ

ば、 ローム層と火山灰層序との関係がより明瞭となり、テフラの噴出期との比較から、ローム層の堆

積速度が明瞭になる可能性がある。 また、テフラ層序が詳細に把握できれば、 これまでに知られてい

るテフラ層序と海水準変動との関係から、ローム層の層準ごと古気候が明瞭になる可能性もあると考

えられる。

5． まとめ

(1) 長万部富野3遺跡の図V－4－lに示す位置で、ローム層を鉛直方向に約3cm間隔で採取し、含ま

れる極細砂サイズ砂の鉱物組成を行った。分類結果を「鉱物組成一覧表（表V－4－2)」および「ロー

ムの色調と斜方輝石・角閃石の含有率一覧図（図V－4－4)」に示した。

(2) (1)で得られた結果を基に、火山灰起源である火山ガラス、および、火山灰起源の可能性がある斜

方輝石および角閃石の屈折率を温度変化型屈折率測定装置で測定した。結果を柱状図と鉱物組成とま

とめ「分析結果総合図（図V 4 5)」に添付した。

(3) 試料No.45-49層準火山灰は､洞爺テフラ降灰移行､駒ヶ岳Ko-gテフラ降灰以前に降灰したと考

えられ、クッタラ第2テフラに対比できる可能性が高い。

試料No.33-36層準火山灰は、対比不明である。鉱物組成は、駒ヶ岳のテフラと類似する。駒ヶ岳の

テフラの詳細な調査が望まれる。

試料No.65-68層準は、支笏第1テフラ(Spfa-1 : fall)=支笏火砕流(Spfl)に対比できる可能性
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v 自然科学的手法による分析結果

が極めて高い。

試料No.80-85火山灰は、濁川テフラに対比できる。本火山灰は、同テフラのfallユニットb－5に

類似した鉱物である。

試料No.70-74は、駒ヶ岳Ko-hlテフラに対比できる可能性がある。

(4) ロームの色調（彩度） と、 (3)に示したテフラ識別層準との間には、やや相関性が認められる。テ

フラ降灰層準では、彩度が一様に高く、低い層準は見あたらない。

(5) 鉱物組成および鉱物の屈折率の層序による系統的な変化は、火山噴火の影響を示すと考えられ、

これらの変化が明瞭に識別できない層準で、ローム層の色調に変化がみられる場合、それは、火山噴

火以外の影響（たとえば気候、レスの含有量、ロームの堆積速度など）を示すと考えられる。

(6) 今回の分析手法を地域的に拡大し、調査地点を増加させ、同様な記載資料を充実させれば、ロー

ム層と火山灰層序との関係がより明瞭となり、テフラの噴出期との比較から、ローム層の堆積速度が

明瞭になる可能性がある。 また、テフラ層序が詳細に把握できれば、 これまでに知られているテフラ

層序と海水準変動との関係から、 ローム層の層準ごとの古気候が明瞭になる可能性もあると考えられ

る。
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試料No. 1に含まれる洞爺テフラ起源の火山ガラス(矢印） 試料No.34に含まれるガラスの付着した斜方輝石(矢印）

試料No.46に含まれるクッタラ第2テフラ起源の斜方 試料No.5‘

輝石(黒矢印) ， 角閃石(白矢印）

試料No.54
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に含まれるBmタイプ火山ガラス(矢印）

試料No.68に含まれる支笏火砕流起源の火山ガラス(矢印）

認

総灘雛寵 '2 :

溝
試料No.81に含まれる濁川テフラ起源の火山ガラス(黒矢印) ,

角閃石(白矢印）
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l■■■■■■■

図V－4 7 ローム層に含まれる火山灰の顕微鏡写真
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ﾛｰ妙聴地点！…抑;白色蝿線は採取位置童端鐙示到、

／
／
／"~

白い色調が目立つ層準の基底（くさびのさし込まれている位置）は
試料No.37に相当する。

図V－4 8 ローム層採取地点写真
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V 自然科学的手法による分析結果

5 富野3遺跡の完新世テフラについて

花岡正光

本遺跡で認められた完新世のテフラと､一見テフラ層と誤認されやすかった地層について記載する。

採取試料は、水洗、超音波洗浄、節い分け後、エポキシ樹脂ペトロポキシ154で封じたプレパラートを

作成し、粒径1/81/16mmについて検鏡した。また、EPMAによる鉱物化学分析をアースサイエンス

株式会社に依頼した（表V－5－1～3、図V－5－1～3)。

2.5Y7/4 (浅黄）のシル|､質降下テフラ （試料Tl) :層厚1cm・グリッドO-27-cの風倒木跡（？）

の凹地で採取した。基本土居のⅢ層より上位の層準で産出すると考えられ、 II層以上がほとんど削剥

されているので遺跡内ではほとんど確認されていない。

構成物は、ほとんど火山ガラスから成り、少量のアルカリ長石を含む。火山ガラスの形態はバブル

ウオール型が多く、繊維状、平板状、網目状のものも含む。火山ガラスの化学組成はK20が多い(表

V－5 1、図V－5 1)。このような特異なテフラは、約1000年前の白頭山起源のBTm(町田･新井、

1992）である。

基本土居のⅢ層（試料T2) : 1()YR4/3 (にぶい黄褐）の土壌化した粘土質層、層厚1Ocm・遺跡全域で

連続した地層で、一見テフラ層のようにみえる。グリッドK36-aで採取した。

構成物は、斜長石と火山ガラスが多く、少量の角閃石、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物、プラン

トオパール､僅量の石英､アルカリ長石､軽石､炭化植物片を含む｡火山ガラスの形態は､バブルウォー

ル型が多く、繊維状、網目状、平板状のものも含む。鉱物粒子は破片状が多く、円磨されたものも含

む。斜方輝石の化学組成は、MgO/FeOが1.50～2.63でばらつきが大きい(表V 5－2、図V－5 2)。

さまざまな種類の鉱物や物質を含み、粒子が円磨されているものがあること、鉱物化学組成にばら

つきが大きいことから、Ⅲ層は純粋なテフラ層ではなく、周辺から主として風で運搬された物質が堆

積してできた地層と考えられる。

10YR7/8 (黄榿）のシルト質降下テフラ （試料T3) :最大層厚22cm。グリッドI-15bの住居跡H－

3で採取した。この地点のみならず､縄文時代早期の住居跡の覆土中にレンズ状に厚く堆積しているこ

とで、遺構検出の目印ともなっている。

構成物は、火山ガラスと斜長石に富み、少量の斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物を含んでいる。火

山ガラスの形態は､ほとんどが泡壁の薄い網目状で､気泡径0.01mm±である｡斜方輝石の化学組成は、

MgO/FeOが1.92～2.15で、値の集中度が高い（表V－5 3、図V－5-3)。

このテフラと、産出層準、岩石記載の特徴が同じテフラが、函館市の中野A、B遺跡、七飯町の鳴

川右岸遺跡､桜町遺跡で確認され､駒ヶ岳起源のKo-gに対比されると考えられた(北海道埋蔵文化財

センター、 1993･1997)｡Ko-gの年代は5000～6000年前である （町田・新井、 1992)。

このほか、 I層（耕作による攪乱層）中に白色の砂質降下テフラが斑状に産出する。 これは駒ヶ岳

起源のKo-d (AD.1640) と考えられるが、本来の層準を保っていないので記載を省略した。
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北海道埋蔵文化財センター(1997) : 「七飯町鳴川右岸遺跡・桜町遺跡｣。 229pp･

町田洋・新井房夫(1992) : 「火山灰アトラス｣。東京大学出版会、 276pp。
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） 冨野3遺跡の完新世テフラについて

表V－5-1 B-Tmの火山ガラスの化学分析値

｜

火山ガラスEPMA分析結果一覧表
試料名:T1,富野3遺跡
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V 自然科学的手法による分析結果

表V－5－2 Ⅲ層の斜方輝石の化学分析値

斜方輝石EPMA分析結果一覧表
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5 富野3遺跡の完新世テフラについて

表V－5-3 Ko-gの斜方輝石の化学分析値

斜方輝石EPMA分析結果一覧表
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VI まとめ

Ⅵ まとめ

l 住居跡

本遺跡で検出された住居跡は、全て縄文時代早期に属するものである。時期の詳細はI群a類土器

の住居跡が、 2軒、 I群b－1類土器の住居跡が13軒の合わせて15軒検出された。後者は、 このほかに

I群a類の時期のH－1、H－5のくぼみを利用した生活痕跡が2カ所ある。 この時期の住居跡は道南

地方では検出例がなく、その形状も極めて特徴があるものである。

I群b－1類土器の時期の住居跡は、H-2･3･6･7．8．9･10･11 ･13･14･15である。 このうち

H－3．9．11．13と、H-6･15は重複関係にある。

これらは平面形、床面の形状、炉跡の有無等から4つに分類できる。

1類）平面形は隅丸方形を呈し､床面は平坦で､壁の立ち上がりが明瞭であるもの｡炉はない(H 10)。

2類）平面形は楕円形を基調とする不整形で、断面形は中央付近に向かってくぼむすり鉢状か、ベン

チ状の数段の平坦面が作られる。 またそうでない場合でも、床面は平らなところがなく、でこぽこし

ており、壁の立ち上がりは不明瞭である。炉はあるものとないものがある。あるものは地床炉が住居

跡のくぼみの中央付近にlヵ所以上あり、長軸上の直線に並ぶように検出されるものもある(H-3、

H 6)。 また、覆土はⅣ～V層を基調とし、覆土中から土器が比較的多く出土するもの(H-3．6．8･

9． 11 ．13． 14． 15)。

3類）床面が平坦で､壁の立ち上がりは比較的明瞭であり、隅丸方形を基調とする平面形を持つもの。

柱穴が比較的明瞭に多数検出されるもの(H-2．7)。

4類）古い住居跡のくぼみを利用して、作られるもの(H 1、H－5覆土中)。

これらの4類型のうち、分布からそれ以外と明瞭に区別できるものは、 1類である。H 10は調査区

の東端に独立して存在しており、そのほかの住居跡の分布とは約60m離れている。調査区の東側の段

丘上のより高い位置に分布の広がる可能性があり、他の3類とは別の単位として読み取れる。

そのほかの3類型は、調査区の南西部の緩斜面に集中して検出されている。 このうち2類と4類は

建築方法においての違いはあるが、その平面形、断面形はほぼ違いはないといってよいものである。

このことから、調査区南西部の住居跡の集中には、大きくみれば2類型の住居跡があったことになる。

これらの位置関係をみてみると、 3類が段丘上の平坦面に、 2類がやや段丘縁の緩斜面上に両者とも

南北方向の帯状に並んでいることがわかる。 このことは性格は不明であるものの、何らかの住居の役

割の違いを示していると思われる。

近年、青森県での縄文時代早期の住居の集成が試みられた（中村｡坂本1998)。本遺跡で最も多いI

群b－1類土器の時期はⅧ期とされた赤御堂式の時期とみることができる。Ⅶ期は前時期のⅥ期と比

べ、平面形が円形を基調とし、楕円形を呈するものの割合が増えるという。 また、長軸または’辺が

7m以上の大型の住居とそれ以外の住居に別れているとされている。本遺跡の検出例も長軸が7mを

超える住居跡は3棟あり、平面形に関しても楕円形が多く、その時期の特徴をよく表していると思わ

れる。

また、前掲論文中で表館(1)SI302とされる住居跡の平面形､地床炉の検出状況などを見ると、本遺跡

検出のH－3．9．11．13の集合、H-6･15の集合も、 1つの住居跡であったかもしれない。 またそう

でなかったとしても、短期間の立て替え又は増設の結果であった可能性は高い。 （立田理）
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2 土器

2 土器

ここでは、主に成果のあったI群a類土器とI群b－1類土器について述べる。

I群a類土器

今回調査を行ったH－1では、床面からわらび状の文様が施されたキャリパー状の器形のものが､そ

の上の覆土層からは幾何学的な菱形構成の文様を持つ砲弾型の器形の土器が出土しており、 これらに

は若干の時間差があると考えられる。また、H－1から出土したキャリパー状のものは、H－5覆土中か

ら出土した砲弾型のものと、文様構成や胎土などが類似している。 これら異なる器形のものが同じ時

期に使われていたことや、同じ作者による可能性も考慮する必要があるかもしれない。

施文される文様の多くは函館市中野A遺跡（道埋文1992･1993)の資料に見られるものであるが、

当遺跡のそれはクランク状の文様の出現率が低い。函館市周辺以外で「物見台式」相当の土器が出土

しているのは伊達市稀府川遺跡（道埋文1989）や南稀府5遺跡（道文化財保護協会1983)、静内町中野

台地B遺跡（静内町教委1985）などであるが、 これらの土器群にもクランク状の文様は認められず、

時間の違いや地域的な差で施文される文様に偏りが生じた可能性がある。 また、貫通孔の施される土

器も比較的多く、類例が静内町中野台地B遺跡（静内町教委1985)に限られるという点からも、それ

らとの関連が考えられる。

口唇部に見られる連続した貝殻復縁の刻みや多数の刺突文を伴う沈線などは中野A遺跡でも少く

なく、函館市石倉貝塚（道埋文1995）で比較的多く見られる特徴である。 このような特徴を合せ持つ

ことから、富野3遺跡出土のI群a類は「物見台式」の中でも比較的新しい段階を主体とする土器群

と考えられる。

I群b－1類

今回最も興味深い成果のあった土器群である。先に述べた第1グループの多くは「仮称西桔梗式｣、

第2グループはA:尖底深鉢形土器群が「赤御堂式」新手、B:平底深鉢形土器群が「東釧路II式」新

手、第3グループは｢束釧路Ⅲ式｣に相当する土器群である。先後の関係が明らかなのは、第2グルー

プ「東釧路II式」 と第3グループ「東釧路III式」の土器で、第2グループ→第3グループの順である

が、以下の特徴から第1グループは、 これらに先行するものと考えられる。次に古いと考えられる第

1グループから順に北海道と青森県の土器群との関連を検討する。

第1グループ

A土器群は、口縁の肥厚帯が口唇の折り返しによるもので表裏に条痕文が施されるものである。B

土器群は口縁の肥厚帯がA土器群と同じで条痕文が内面に施されるか全く見られないものである。

A･B土器群の肥厚帯には地紋の上から刺突文や縄線文が施され、 111畠の狭い文様帯そのものでもある。

C土器群は､器面に粘土紐を貼付するもので条痕文が内面に施されるか全く見られないものである｡粘

土紐の貼付帯は、主にそれ自体が比較的幅の広い文様帯を持つ口縁部と胴部とを区切る様に使われて

おり、文様帯の縄線文や絡条体圧痕文が施される部分は無地が多い。 これらの特徴から見て各土器群

の変遷は、A土器群が古段階．B土器群が中段階･C土器群が新段階になると考えられる。

本遺跡出土の第1グループは、内外面に見られる条痕文の変遷と口縁の肥厚帯から考えて、アルト

リ式・浦幌式に後続すると考えられる土器群で、東釧路貝塚の東釧路II式の比較的古い段階から中段

階や｢仮称西桔梗式｣第1～3類に相当する。青森県出土のものでは、ムシリ2式a～b類土器、表館Ⅵ

群l～3類土器に相当すると考えられ、 「赤御堂式古段階」は第1グループのC土器群(新段階）に相当

する可能性がある。 よって、第2．3グループに先行する時期とできよう。なお、 「仮称西桔梗式」 （岡

島1975)は、今回の資料をもって「西桔梗式」 とみなせるものと考えられる。

I
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Ⅵまとめ

第2グループ

早期後葉の竪穴住居群とその周辺から出土した土器群である。この土器群には、A.尖底深鉢形土器

とB.平底深鉢形土器とが供伴して出土している。C.器形の不明なもので、尖底深鉢形土器に属す可

能性の高いものは、口縁が外に向かって開き気味で、内面に条痕や縄文が見られるものである。 これ

以外では器壁が薄く口唇に大柄な刺突や刻みの施されるもの、縄線文、組紐圧痕文、撚糸文、綾杉状

縄文、羽状縄文（0段多条)、刺突文などが施されるものも、比較的可能性が高い。

平底深鉢形土器に属す可能性の高いものは、口縁部が直立するもので、条の一部が水平近くにまで

寝る縄文が施されるものに多い。貼付帯は裾野が壁にすり付けられて広がるものが平底、大きく飛び

出すのが尖底のようだ。

これらから判断して､約8～9割が尖底の器形を呈すると考えられ平底は圧倒的に少ないが､H-15で

は明らかに尖底のものに伴って出土しており、同じ時期の尖底土器と平底土器が供判する事例として

とらえられよう。

A.尖底土器は「赤御堂式」新手に相当し、B・平底土器は「東釧路II式」の末期で、標茶町元村遺

跡（標茶町教委1998）出土の東釧路II式に相当すると考えられる。

第3グループ

東釧路Ⅲ式に相当する土器群である。 これらは東釧路Ⅲ式の極めてオーソドックスな特徴を示すも

ので、純然たる東釧路Ⅲ式の文化が渡島半島にも根付いていたことの証と言える。

（皆川洋一）

3 剥片石器

本遺跡ではI群b－1類土器の時期の遺構が多数検出されている。そこで、遺構等の遺物出土状況か

らI群b－1類土器に伴う可能性がある石器を取り上げてみる。石鍼では柳葉形のもの（図Ⅲ－21

H-610ほか)が伴う可能性が高い｡柳葉形のも

のはほとんどが黒曜石製である。石槍では細身

で長いもの(図Ⅲ 3H-137)と、やや幅広の

もの(図ⅡI-9H-2 6)がある。石錐は両面加

工のもの(図Ⅲ－43H-1521)も少量認められ

るが、定型的なものは少なく素材の一端に機能

部を作り出すものがほとんどである。箆状石器

は両面加工のものが(図Ⅲ－26H-8) 1点出土

しているが、遺構に伴うものは少ない。両面調

整石器は1点（図Ⅲ 26H-713)出土してい

る。

今回の調査で、本遺跡から石刃鍼3点を含む

石刃鍼石器群が11点確認された。石刃鍍石器群

を出土する遺跡としては、現在の時点では北海

道最南端の出土例となる。以下、石刃鍼石器群

の特徴および本遺跡での出土状況をみる。石刃

鑛は全て完形品である。 3点中2点の形状は半

柳葉形の浅い凹基で、石刃鑛の形状としては最
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も一般的なものである。残る1点は幅が広めで 図Ⅵ 3石刃錬石器群分布図
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4 石錘

基部の内湾が深く、形状が他の2点とやや異なる。石刃の種類は幅を基準にして、大きく3つに分け

られる。 1．石刃嫉の素材として使われる、幅約1cm程度の小形のもの。2.1よりやや大きく、幅l.4

Crn程度のもの。 3.幅が2cm以上の大形のもの。 1は石刃鍼の素材としてのみ認められる。2はP－

1出土例以外は、側縁に微細な剥離痕が認められる。 3はいずれも側縁に二次加工もしくは微細な剥離

痕が認められる。石刃鍍石器群は全て黒曜石製で、他の黒曜石製石器のほとんどが赤井川産もしくは

豊泉産であるのに対し、白滝産もしくは置戸産と考えられる点が異なる(V章1節参照)。 また、H－

4出土の石刃はいわゆる花十勝で､石質が他のものと異なる。石刃嫉石器群の出土状況は遺構出土と包

含層出土がある。遺構出土としてはP－l擴底出土と、H－4の覆土l層出土例がある。P－lの石刃は

出土状況から一緒に出土したI群b 1類土器に伴うものと考えられる。ただし、P 1の石刃は、石刃

として典型的なものではなく、石刃剥離工程において比較的初期の段階で得られたものである可能性

が高い。塘底出土ということからも墓の副葬品の可能性があり、他の石刃鐡石器群とはやや性格が異

なる。H－4はI群b－1類土器の時期と考えられ、覆土1層からI群a類及びI群b 1類土器が出土

しており、H 4出土の石刃はI群土器に伴う可能性が高い。包含層出土の石刃鍼石器群はK-34-a

グリッド出土の石刃1点を除き、調査区南西部付近からまとまって出土している。特に石刃雛3点を

含む5点は出土位置が比較的近接している。石刃擁石器群の出土層位はIb層出土の2点を除きV層

から出土しており、層位的に縄文時代早期の所産と考えられる。土器の分布と比較すると、 I群b－1

類土器の分布の周縁部とほぼ重なる。ただし、 I群b 1類土器の分布の中心からは外れている。

以上から、本遺跡出土の石刃鍼石器群はI群b－1類に伴う可能性があるが､P 1出土例は典型的な

石刃とは少し異なるため、現段階では可能性の指摘にとどめ、今後の資料の増加を待ちたい。

（広田良成）

4石錘

富野3遺跡から出土した石錘は総数118点である。そのうち、包含層出土のものは63点、遺構出土の

ものは55点である。時期は縄文時代早期のものと考えられる。

これらの石錘について､その特徴をいくつか示す。

形態・重量

図Ⅵ－4に示している形態､重量分布は包含層出土

のもので、完形品の42点を図示した。挟入部はほと

んどのものが長軸方向にl対作られている。形態を

見ていくと､最大のもので長軸が8.7cm､最小のもの

で4.2cmであるが、 4段階の大きさに分かれる。長

軸が①4.2cm～5.2cm､②5.8cm～6.5cm､③6.8cm

～7.5cm､④8.5cm～8.7cmのものである。重量は、

最小のもので16.39、最大のもので2259のものであ

るが圧倒的に1509以下のものが多い。なかでも309

台、 709台、 1009台のものが多い。形態別に重量の

平均値をみていくと、①37.19､②57.7g､③102.59、

④145.39である｡①～④の調査区内における分布と

出土状況を見ていくと （図Ⅵ－5)、包含層出土のも

のは住居跡などの遺構が多い調査区南西側に散在す

る形で出土する。遺構覆土出土のものもほぼ同じよ
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4 石錘

表Ⅵ－1石錘属性一覧

形態 GI･id･遺物番号･層位 長軸×単軸×厚さ（推定）c、 重量（推定) 9 挟入部の数．位置 図版番号 焼痕の有無石質 素材の形状

1z均値 l ~7×4．2×1 ．5 qウ 1
J『 . 」

I-18-a. '() ．V 5.0×4．7×1．8 2 ．長軸46．9

山

石

岩

山

泥

安

偏平礫Ⅳ32 134

Ⅵ－4

紐f

K-14-d~ 6．V 5.3×5．1×2．2 2．長軸ヴリ｡
Iと.』 棚f 偏平礫

Gl7b、 1 ．V 5~1×5.2×1 ．6 ) ・短軸38．3 流紋岩 fIEⅥ－4 礫片

I l7d、 5．V 5.2×5．5×1．6 2．短軸
FnF

D‘．、 流紋岩 鉦Ⅳ32-135 偏平礫

I 21b’ 3.Ib 1 ．4×4~3×1 ．9 57. (） 2 .長軸 流紋岩 無Ⅵ4 扁平礫

L8-b， 1．V 1 ．5×4．2×1．5 2 ・長軸

’
35．8 安山岩Ⅵ－4 組モ 偏平礫

I-l7-a、 6．風 5．0×4．2×l~6 2．長軸46~2 無Ⅳ-32-131 チャート 礫片

I－17－．． 4~V 4．2×4．3×1．7 2 .短軸10.1 血f泥岩Ⅳ32-133 礫片

K14－．． 8~V 5．1×4~0×1．6 2 ・長軸32．8 流紋岩 弧H
JⅡ 、､ 偏平礫Ⅵ4

P-11-b~ 5．V 1 .7×3．7×1．3 2 ．長軸
、心 1

4J． 」 安山岩
胚

い

〃
北
Ｊ
“Ⅵ4 偏平礫

{ 17-a， 6．V 4．3×3．4×L2 2．長軸1ワワ
上~1．1 安山岩？ 鉦Ⅳ-32 128 礫片

I 21b’ 4.Ib 4.6×3.4×0.9
1． F

14．3 2．長軸 安山岩 鉦 偏平礫Ⅳ-32-127

Kl2b、21－V 4．2×2~6×1．0 2．長軸1句ワ
ュJpI 凝灰岩？ 無 偏平礫Ⅳ-32-126

N-l4-a， 3．V 1 .7×44×1.4 2 ．長軸28.8 虹f流紋岩 偏平礫Ⅳ-32-13(）

平均値２ 6.()×4．8×1．5 辰ウワ
リ『.’

Ｖ

肋

１

０
１

ａ

、

ｄ

~

５

３

１

１

~
~

Ｇ

Ｋ

6，4×6．0×1．8 2 ．長軸74. 1 流紋岩 鉦
J h b, 偏平礫Ⅳ-32 143

6．5×6．4×1．8 2．長軸106.1 安山岩 疵Ⅳ32-142 偏平礫

Ol5a 6．3×6．7×2.0 2 ．短軸102.6 安山岩 偏平礫鉦Ⅵ－4

ｂｌ５１Ｃ
４
４

毛
１

Ｋ

5．9×5．2×1－7 ） ・長軸 安山岩？639 11胚 偏平礫Ⅳ32-136

I l4a、 11．V i ､3×4. {)×16 2．長軸39~8 流紋岩 釦fⅥ-4 礫片

[ 15a， 2． 1 5．9×3．5×14 2．長軸)1－ 1 安山岩？ 無 礫片Ⅳ-32-132

1 15b、 1 ．V 6．2×3．0×0．7 2 ．長軸
1〆、

1，．J 粘板岩 鉦
J4 q牡 礫片Vl-4

I 16-c， 5．V 5．8×3~6×1. ］ 2 ．長軸27．6 鉦凝灰岩 偏平礫Ⅳ-32-129

平均値 7~2×5．8×2.(） 1，り貝
Lリム． LJ』

K－l2－a， 17.風 7．5×8．3×2~ 1 2．短軸187.3 流紋岩 細
』 h ■､ 偏平礫Ⅳ33-151

N－l3a、 16．V 7．4×6．8×2.0 l ・長刺125.4 砂岩 如モⅣ32148 偏平礫

O-15-a~ 6~V 6．8×6－4×2．2 長軸108． 7 流紋岩 鉦 偏平礫Ⅳ-32-141

Pl7－b， 10．V 7．5×5．7×2．4 2 ．長軸105.9 流紋岩 鉦f
J1 1､ 偏平礫Ⅳ32-137

P－19－．． 1 ．V 2 ．長軸7．0×5． 1×1 ．8 85．1 流紋岩 知E 偏平礫W4

I l4-a、 4.Ib 7．7×5．6×17 2・長軸65．9 泥岩 ＃旺 偏平礫Ⅵ4

L23a， 2．V 7.1×5． 1×1．4 2・長軸
寺n T

イム， 1 流紋岩 知EⅥ4 偏平礫

TT 1局 局 而

fl l／C、 ィ．V 6.5×4．9×2．2 2・長軸89．7 安山岩 釦正 偏平礫Ⅳ－32 139

H17-c， 3．V 7.2×4．7×1．5 67．8 2 .長軸 流紋岩 無 偏平礫Ⅳ-32 140

I l8a- l6・風 7．4×5．8×1 ．5 2 .長軸77．4 安山岩？ 鉦 偏平礫Ⅳ-32 138

N-18a,26.撹乱 7.2×5.1×2．8 2．長軸142.6 安'll岩 無 偏平礫Ⅵ-4

平均値 8~6×6．8×2． 1 145．3

I-l5-c~ 11V 8~7×7~4×2.4 2．長刺174~5 安山岩 鉦f 偏平礫Ⅳ-33-150

L－12．． 1．V 2.長軸8.3×7．6×3．0 １Ｐ
ヘ
リ

、
／
白

呵
／
白 安山岩Ⅳ-33-152 鉦 偏平礫

L－l2a’ 8．V 8.7×8．4×1 －8 長軸138.4 安山岩？ 鉦 偏平礫Ⅳ-32-149

M－14．． 7．V 9.6×6．4×2．2 長軸133．8 流紋岩 紐E
副 h ,、 偏平礫Ⅳ-32-147

H14．． 3．V 8.5×6．5×l ~5 2・長軸107.7 安山岩 伽fⅥ－4 礫片

I-l4-b、 9~V 8~3×6．9×1．8 2 ・長軸123.6 凝灰岩 紐正 礫片Vl－4

Nl6b、 5．V 8．5×5．4×1．8 2 ．長軸 安山岩？91 ．9 弧E 偏平礫Ⅳ-32-146

P17b， 8． V I長軸・2短軸 Ⅳ-32 1458.5×5．8×2．2 1ワ1 Q
ユ轡4．ゾ 流紋岩 孔旺 偏平礫

L12a~ 10.V 8．3×6．7×2．3 2．長軸191．0 安山岩 釦fⅣ-32 144 偏平礫
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Ⅵ まとめ

うな傾向を示す。

包含層出土の石錘の属性を表Ⅵ－1に示した。これをみていくと③､④の大きいものは凝灰岩製のも
のを除いて偏平礫をそのまま使用しているのに対し､①､②の小さいものは1/3が礫片を使用している。
遺構から石錘が集中して出土したのはH 1覆土中の生活面(I群b－1類期)である。 6点出土した
もののうち、図示した4点が完形のものである。 この形態は③に当てはまるもので、 4つの平均重量

は539である。 ここではこの大きさのものを選択していると考えられる。H－5住居跡の床面(I群a
類期）から出土した石錘は②で、重量は155.59である。

H－1覆土中の生活面から出土のものと、H－5住居跡の床面のものでは形態・重量に違いがみられ
る。時期の差を反映しているものとも推測される。

偏平礫・礫片

石錘の素材にしているのは主に偏平礫や礫片である。図示できなかったが、石錘の素材となりえる

偏平礫。礫片の出土総数は包含層出土のもので121点、住居跡覆土出土のもので139点である。

包含層出土の偏平礫・礫片の分布を見ていくと調査区南西側の住居跡などの遺構の多い区域と、 I

群a類土器が多く検出された東側の区域に多い。また、接合関係など検証できなかったが石錘製作時

に生じたと考えられる礫片は32点出土している。住居跡覆土出土の礫・礫片の分布は素材となる礫・

礫片の出土が多いのはH－lである。石錘製作時に出たと考えられる礫片が多く出土しているのは

H－5、次いでH lである。

その他

富野3遺跡とほぼ同時期の函館市中野A遺跡、青森県八戸市赤御堂遺跡の石錘と比較してみる。中

野A遺跡(平成3， 4年調査･I群a類期)の場合､石質は流紋岩30.5%、門緑岩20.1%、凝灰岩13.9%、

安山岩18％、泥岩2.8％、片岩1.4％、珪岩1％、不明18､1%である。素材も偏平礫のほかに角礫、礫

片等を使用している。挟入部に関しては、 2対が1点ある他はすべて1対である。重量に関しては20

9未満のものから6009のものまである。 もっとも多いのは809～100gのものである。

赤御堂遺跡(I群b類期）の場合、各層から13点出土している。石錘の記載を引用すると、 「大部分

が扁平な不正楕円礫を利用している。礫の長軸方向を打ち欠いて、扶りを有するものがほとんどであ

る(中略)。なかに、 1点だけ短軸方向の両端に挟りを有するものがある。石材は砂岩、安山岩、頁岩、

粘板岩、チャートである｡」という内容である。重量について報告されている11点は最大で3129、最小

で729である。内訳は3009前後のもの3個、2009前後のもの4個、 1009前後前後のもの4個である。

これら使用する礫の形状に関しては中野A遺跡と同じである。挟入部の数は両遺跡ともほぼ一致し

1対である。扶入部の方向については中野A遺跡においては長軸方向につけられているものが多く、

短軸方向のものもある。赤御堂遺跡においてはほとんどが超軸方向である。

富野3遺跡で石錘に用いられている石材は安山岩36.5％、流紋岩34.9％、泥岩6.3％、凝灰岩4.8％、

粘板岩3.2％、砂岩、チャート各々1.6％、その他不明11.1%である。

石材に関しては、流紋岩、安山岩が中野A遺跡と共通して多い。割合が少ないものでは赤御堂遺跡

と、富野3遺跡の粘板岩、チャートの出土が挙げられよう。

重量を見ていくと、大型のものを除き中野A遺跡と同様の傾向を示すのに対し、赤御堂遺跡では比

較的大型のものが多い。 これらの類似点、相違点は必ずしも時期差などの違いとはいえないが、傾向

としてみることができると考えられる。 このことから富野3遺跡の石錘は縄文時代早期の一時例とし

て捉えることができる。 （袖岡淳子）
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